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け
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了
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研
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一
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雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
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お
け
る
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争
制
限
の
法
的
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制
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史
的
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景
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じ
め
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
源
と
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２ 
 

コ
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ン
・
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上
の
起
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三 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
争
制
限
に
つ
い
て
の
初
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
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上
の
取
り
扱
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け
る
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の
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概
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萌
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カ
の
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保
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史
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司
法
上
の
承
認 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
３
） 

裁
判
例
の
変
化 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
４
） 

判
例
法
理
の
最
近
の
動
き 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

四 

競
業
禁
止
条
項
と
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
比
較
検
討 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

１ 

競
業
禁
止
条
項
と
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

２ 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
擁
護
論 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

五 

結
び
に
代
え
て 

 
 
 
  

102  98  97  97  95  93  91  89  89  87  85  85  83  82  80  78  77  77 



4 

 

第
四
章 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性 

ー
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
裁
判
例
を
中
心
に
ー 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

一 

は
じ
め
に 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

二 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

１ 

競
争
制
限
的
特
約
の
裁
判
上
の
強
制 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

２ 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
と
競
業
禁
止
契
約
と
の
関
係 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

３ 
 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
特
約
の
締
結
理
由 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

４ 
 

引
抜
き
禁
止
契
約
の
違
反 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

三 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
解
釈 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

四 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
以
外
の
裁
判
所
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
解
釈 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

１ 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

２ 

ル
イ
ジ
ア
ナ
州 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

３ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

４ 

オ
ハ
イ
オ
州 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

５ 

フ
ロ
リ
ダ
州 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

五 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

１ 

契
約
書
の
起
案
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

２ 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
以
外
の
諸
州
裁
判
所
か
ら
の
示
唆 

134 132 132 131 130 129 127 126 126 122 121 120 118 117 117 116    115 
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開
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重
要
性
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流
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保
護
と
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業
禁
止
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170 168 168 164   163    158 154 150 149 149 148   147   138 137 136 135  
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概
観 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

三 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
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ペ
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モ
ン
ド
事
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後
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が
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了
後
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禁
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の
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検
討 

ー
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
に
ー 
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は
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め
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被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
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め
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議
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用
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動
の
法
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特
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い
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引
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禁
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特
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に
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い
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３ 
 

競
業
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準
備
行
為
に
つ
い
て 

231 230 225 224 219 216   215   198 193 192 184 181 180 177 175 175 172 
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可
避
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開
示
の
法
理
に
つ
い
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ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
主
張
の
変
更
に
つ
い
て 
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訴
訟
戦
術
と
訴
訟
手
続
上
の
要
件
に
つ
い
て 
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競
業
禁
止
特
約
の
検
討
課
題 
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は
じ
め
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ア
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カ
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競
業
禁
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特
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め
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判
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競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
営
業
秘
密 
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不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合 
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使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
創
設
さ
れ
る
場
合 
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競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
被
用
者
の
知
識
・
情
報
の
有
用
性 
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競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
専
門
的
知
見
の
活
用 
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お
わ
り
に 

第
九
章 

補
論 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
強
制
可
能
性 

ー
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
代
理
人
選
任
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
ー 

 
 
 
  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

一 

は
じ
め
に 

266   265   261 260 259 259 256 256 255 254 254 253 241 240 237 235 233 
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二 
 

ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
間
の
競
争
と
代
理
人
業
界
の
合
併
・
統
合 
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雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
ー
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件 
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お
わ
り
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一 
問
題
の
所
在 

 
 

近
年
、
技
術
革
新
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
高
度
先
端
技
術
（
ハ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
分
野
に
お
い
て
、
互
い
に
競
い
合
う
会
社
の
数

が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
技
術
的
知
識
・
情
報
、
市
場
や
顧
客
に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報
を
持
つ
被
用
者
の
労
働
市
場
で
の
価
値
は
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
企
業
等
で
働
く
、
こ
う
し
た
技
術
等
の
知
識
・
情
報
を
持
つ
優
れ
た
人
財
が
退
職
し
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
同

業
他
社
に
転
職
し
た
り
、
あ
る
い
は
同
業
他
社
を
起
ち
上
げ
る
と
い
う
機
会
も
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
使
用
者
は
、

会
社
の
有
す
る
最
も
価
値
の
あ
る
資
産
と
さ
れ
る
「
営
業
秘
密
（
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
）
」
を
適
切
に
保
護
す
る
必
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
(1)

。 

大
手
企
業
で
あ
る
か
、
中
小
企
業
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
企
業
に
は
事
業
を
展
開
す
る
う
え
に
お
い
て
社
内
に
様
々
な
営
業
上
の
秘
密
が
内

在
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
企
業
の
保
有
す
る
「
営
業
秘
密
」
は
、
特
許
権
、
著
作
権
お
よ
び
商
標
権
等
と
と
も
に
、
知
的
財
産
権
の
一
つ
と

し
て
、
企
業
の
競
争
力
や
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
に
伴
っ
て
、
「
営

業
秘
密
」
の
漏
洩
・
流
出
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
被
用
者
等
の
人
を
介
し
て
の
「
営
業
秘
密
」
の
漏
洩
・
流
出
の
リ
ス
ク
に
対
処

す
る
た
め
に
、
使
用
者
は
、
在
職
中
あ
る
い
は
退
職
時
に
、
被
用
者
が
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
洩
し
な
い
義
務
を
定
め
る
秘
密
保
持
特
約

(2)

や
、
こ
れ
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
に
使
用
者
と
競
業
す
る
会
社
に
転
職
あ
る
い
は
起
業
し
な
い
義
務
を
定
め
る
競
業
禁
止
特
約
を
締

結
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
競
業
禁
止
特
約
に
よ
り
、
被
用
者
は
、
使
用
者
と
の
雇
用
契
約
が
終
了
し
た
後
に
も
、
同
業
他
社
へ
の
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社

の
起
業
と
い
う
形
で
、
元
の
使
用
者
と
競
争
関
係
に
入
る
こ
と
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用

者
は
、
同
業
他
社
へ
の
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
の
起
業
に
制
限
が
加
わ
る
。 
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も
と
よ
り
、
一
般
に
、
被
用
者
は
退
職
後
、
会
社
在
職
中
の
様
々
な
経
験
に
よ
っ
て
身
に
付
け
た
多
く
の
知
識
・
情
報
等
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
転
職
か
起
業
に
よ
っ
て
、
生
活
を
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
「
営
業
秘
密
」
を

保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
の
「
営
業
秘
密
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
と
も
か
く
、
同
業
他
社
へ
の
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
の
起

業
を
禁
止
す
る
制
約
を
、
何
ら
取
り
決
め
る
こ
と
な
く
、
当
然
に
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
、
「
営
業
秘
密
」
を

使
用
し
な
い
競
業
を
制
限
す
る
た
め
に
は
、
契
約
上
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
(3)
。 

こ
う
し
て
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
、
使
用
者
は
、
退
職
金

の
減
額
・
不
支
給
(4)
、
損
害
賠
償
請
求
(5) 

、
競
業
行
為
の
差
止
請
求
(6)
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
競
業
避
止
義
務
に

違
反
し
た
者
に
対
す
る
使
用
者
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
競
業
避
止
義
務
を

定
め
る
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
が
、
い
か
な
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
の
か
が
最
も
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
、
会
社
の
技
術
的
秘
密
を
知
る
被
用

者
の
退
職
後
に
お
け
る
競
業
行
為
を
禁
止
す
る
旨
の
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
と
し
て
正
面
か
ら
見
据
え
て
取
り
組
ん
だ
主
要
な
裁

判
例
と
し
て
は
、
す
で
に
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
・
不
正
競
業
行
為
禁
止
仮
処
分
命
令
事
件
判
決
(7)
が
あ
る
。
裁
判
所
は
本

件
判
決
に
お
い
て
独
自
の
「
合
理
性
」
基
準
を
定
立
し
て
、
右
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
道
筋
を
つ
け
た
。
そ
の
判
示
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
被
用
者
に
対
し
、
退
職
後
特
定
の
職
業
に
つ
く
こ
と
を
禁
ず
る
い
わ
ゆ
る
競
業
禁
止
の
特
約
は
経
済
的
弱
者
で
あ
る
被

用
者
か
ら
生
計
の
道
を
奪
い
、
そ
の
生
存
を
脅
か
す
虞
が
あ
る
と
同
時
に
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
、
又
競
争
の
制
限
に
よ
る
不

当
な
独
占
の
発
生
す
る
虞
等
を
伴
う
か
ら
そ
の
特
約
締
結
に
つ
き
合
理
的
な
事
情
の
存
在
す
る
こ
と
の
立
証
が
な
い
と
き
は
一
応
営
業
の
自

由
に
対
す
る
干
渉
と
み
な
さ
れ
、
特
に
そ
の
特
約
が
単
に
競
争
者
の
排
除
、
抑
制
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
述
べ
、「
競
業
の
制
限
が
合
理
的
範
囲
を
超
え
、
債
権
者
（
従
業
員
）
ら
の
職
業
選
択
の
自
由
等
を
不
当
に
拘
束

し
、
同
人
の
生
存
を
脅
か
す
場
合
に
は
、
そ
の
制
限
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
合
理
的
範

囲
を
確
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
制
限
の
期
間
、
場
所
的
範
囲
、
制
限
の
対
象
と
な
る
職
種
の
範
囲
、
代
償
の
有
無
等
に
つ
い
て
、
債
権
者
（
会
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社
）
の
利
益
（
企
業
秘
密
の
保
護
）
、
債
務
者
（
従
業
員
）
の
不
利
益
（
転
職
、
再
就
職
の
不
自
由
）
及
び
社
会
的
利
害
（
独
占
集
中
の
虞
れ
、

そ
れ
に
伴
う
一
般
消
費
者
の
利
害
）
」
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
、「
技
術
的
秘
密
を
保
護
す
る

た
め
に
当
該
使
用
者
の
営
業
の
秘
密
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
る
者
、
た
と
え
ば
技
術
の
中
枢
部
に
タ
ッ
チ
す
る
職
員
に
秘
密
保
持
義
務
を
負
わ

せ
、
又
右
秘
密
保
持
義
務
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
に
退
職
後
に
お
け
る
一
定
期
間
、
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
適
法
・
有
効
と

解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。」
と
判
示
し
た
(8)
。 

本
件
判
決
は
、
要
す
る
に
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
は
、
諸
事
情
を
総
合
し
た
う
え
で
、
合
理
的
な
制
限
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限

り
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
て
も
特
約
は
有
効
で
あ
り
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
に

つ
い
て
は
、
「
合
理
性
」
の
基
準
の
も
と
に
、
合
理
的
な
制
限
の
範
囲
内
か
否
か
、
そ
の
合
理
的
範
囲
の
確
定
に
関
心
が
払
わ
れ
る
。
右
の
フ

オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
事
件
判
決
に
み
る
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
合
理
性
」
な
る
基
準
は
、
一
般

的
基
準
と
し
て
は
と
も
か
く
、
抽
象
的
・
相
対
的
な
基
準
で
あ
り
、
「
基
準
」
と
呼
べ
る
も
の
か
ど
う
か
別
と
し
て
、
そ
の
後
の
同
種
の
事
案

の
判
断
で
も
踏
襲
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

と
は
言
う
も
の
の
、
右
判
決
の
い
う
合
理
的
な
制
限
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
て
も
特
約

は
有
効
で
あ
り
得
る
と
い
う
判
例
法
理
の
も
と
で
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
い
か
な
る
場
合
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
裁
判
例
は
、
特
約
等
に
つ
い
て
無
効
と
解
す
る
も
の
(9)
と
、
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
（10）
に
分
か
れ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、

従
来
、
裁
判
例
は
、「
合
理
性
」
の
解
釈
い
か
ん
に
よ
っ
て
競
業
禁
止
特
約
が
有
効
か
否
か
の
結
論
が
分
か
れ
、「
合
理
性
」
判
断
に
関
す
る
「
予

測
可
能
性
」
の
欠
如
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、「
不
確
実
性
」
の
問
題
(11)
を
伴
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
経
営
上
最
も
深
刻
な
「
営
業
秘
密
」
の
漏
洩
・
流
出
問
題
等
に
対
処
す
る
た
め
に
取
ら
れ

る
重
要
な
契
約
手
法
と
し
て
の
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
枠
組
み
に
お
け
る
合
理
性
判
断
に
つ
い
て
「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
伴
う
な

ら
ば
、
使
用
者
は
被
用
者
と
の
間
で
い
か
な
る
特
約
を
締
結
す
べ
き
か
が
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
り
、
労
使
双
方
と
も
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
、
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事
後
的
に
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
や
民
事
的
な
救
済
措
置
等
を
め
ぐ
っ
て
、
訴
訟
が
起
こ
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
に
よ
る
活
発
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
こ
そ
が
、
わ
が
国
の
企
業
や
産
業
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
を
も
活
性
化

さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
し
ば
し
ば
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
が

自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
転
職
あ
る
い
は
起
業
す
る
機
会
を
妨
げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
遅
延
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
等
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
今
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
続
的
進
展
に
と
っ
て
支
障
を
来
す
懸
念
が
あ
る
。 

 二 

本
研
究
の
目
的 

 

競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
伴
い
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
促
進
に
向
け
て
、
雇
用

関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
、
今
日
ほ
ど
真
剣
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
な
い
。 

右
の
課
題
に
関
わ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
き
た
研
究
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
使
用
者
の
「
営
業
秘

密
」
の
保
護
と
、
労
働
者
の
転
職
・
起
業
の
自
由
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
長
年
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(12)
。 

こ
う
し
た
主
題
に
あ
っ
て
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
、
競
業
避
止
義
務
と
秘
密
保
持
義
務
の
内
容
、

性
質
、
両
義
務
の
相
互
関
係
、
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
使
用
者
の
正
当
な
利
益
、
労
働
者
の
退
職
前
の
地
位
、
競
業
を
禁
止
さ
れ
る
期
間
・

地
域
・
対
象
、
使
用
者
に
よ
る
代
償
措
置
の
有
無
と
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
(13)
。
し
か
し
、
被
用
者
の
退
職
後
の

競
業
避
止
義
務
と
秘
密
保
持
義
務
と
い
う
二
つ
の
義
務
に
対
す
る
労
働
法
の
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
関
心
の
度
合
い
は
、
異
な
っ
て
き
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
競
業
避
止
義
務
と
秘
密
保
持
義
務
を
比
べ
て
み
る
と
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
方
が
、
労
働
法
の
分
野
に

お
い
て
よ
り
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
競
業
避
止
義
務
が
直
接
に
労
働
者
の
転
職
の
み
な
ら
ず
、
起
業
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の
自
由
を
制
限
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実
際
、
わ
が
国
の
裁
判
所
は
、
先
に
述
べ
た
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
事
件
判
決

に
端
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
禁
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
に
お
い
て
、
被
用
者
の
「
転
職
、
再
就
職
の
不
自
由
」
等

に
注
意
を
払
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
直
近
の
中
小
企
業
白
書
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
開
廃
業
率
は
、
欧
米
に
比
べ
、
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
起
業
を

希
望
す
る
起
業
希
望
者
の
数
も
急
激
に
減
少
し
て
い
る
と
さ
れ
る
(14)
。 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
を
保
護
し
つ
つ
、
起
業

家
精
神
に
基
づ
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
方
向
で
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た

目
的
に
沿
う
形
で
被
用
者
が
転
職
あ
る
い
は
起
業
を
し
や
す
い
法
的
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
わ
が
国
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、
経
済
の
持

つ
潜
在
力
を
引
き
出
し
た
り
、
そ
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
わ
が
国
の
経
済
成

長
の
源
で
あ
っ
て
、
被
用
者
が
転
職
あ
る
い
は
起
業
が
し
に
く
い
よ
う
な
法
的
環
境
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
に
く
い
法
的
環
境
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。 

思
う
に
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
脅
か
す
事
態
を
孕
む
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
へ
向
け
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
損
な
い
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
を
難
し
く
す
る
等
、
わ
が
国
経
済

の
持
続
的
成
長
や
発
展
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
な
い
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
わ
が
国
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
は
、

「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
伴
っ
て
、
深
刻
で
根
の
深
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
単
に
労
働
法
の
対
象
領
域
か

「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
の
規
制
対
象
領
域
か
、
と
い
う
表
面
的
な
議
論
や
、
労
使
の
利
益
調
整
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、

競
業
禁
止
特
約
の
本
質
や
、
そ
の
歴
史
に
遡
っ
た
議
論
と
、
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
を
守
る
た
め
の
競
業
禁
止
特
約
に
対
す
る
見
方
も
時
代
に

見
合
っ
た
前
向
き
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
真
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
国
際
社
会
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の
中
の
日
本
経
済
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
契
機
に
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
す
る
事
態
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
創
造
的
な
企
業
へ
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
を
阻
害
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
り
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。 

右
の
研
究
目
的
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
競
業
禁
止
特
約
に
関
し
て
長
い
歴
史
が
あ
り
、
わ
が
国
と
経
済
的
、
政
治
的
に
も
密
接
な
関
係
を
持

ち
、
競
業
禁
止
特
約
の
「
不
確
実
性
」
の
問
題
や
、
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
の
被
用
者
の
転
職
あ
る

い
は
起
業
の
両
立
等
、
共
通
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
法
律
問
題
に
直
面
し
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
裁
判
例
の
積
み
重
ね
と
論
考
が
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
。
）
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
競
業
禁
止
特
約
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
有
益
な
示
唆
が

得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
右
の
問
題
が
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
と
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
の
自
由
の
精
神
に

沿
っ
て
、
円
滑
に
解
決
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
知
識
・
情
報
と
経
験
を
持
つ
被
用
者
の

転
職
あ
る
い
は
起
業
の
制
約
に
つ
い
て
の
か
な
り
典
型
的
な
例
と
し
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
豊
富
な
経
験
を

持
つ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
の
展
開
を
研
究
す
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

三 

研
究
の
具
体
的
対
象
領
域 

 

１ 

本
研
究
の
具
体
的
対
象
領
域
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

右
に
述
べ
た
本
研
究
の
目
的
に
沿
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
目
を
向
け
る
と
、
わ
が
国
同
様
に
、

使
用
者
が
そ
の
事
業
上
の
利
益
を
守
る
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
る
に
つ
れ
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
雇
用
契
約
に
お
い
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て
長
年
に
わ
た
っ
て
盛
り
込
ま
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
競
業
禁
止
特
約
の
歴
史
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
と
い

う
。
）
の
徒
弟
制
度
（a

p
p
r
en
ti
ces

h
ip
 s
ys
te
m

）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
(15)
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業

禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て
ふ
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。 

も
と
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
競
業
禁
止
特
約
は
、
伝
統
的
な
雇
用
条
件
と
さ
れ
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の

競
業
禁
止
特
約
の
強
制
に
関
し
て
は
、
し
ば
し
ば
訴
訟
で
争
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
歴

史
的
に
見
る
と
、
そ
う
し
た
特
約
に
懐
疑
的
な
態
度
を
示
し
、
特
約
を
強
制
す
る
た
め
に
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
拒
否
し
て
き

た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
裁
判
例
の
傾
向
は
、
被
用
者
の
退
職
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
損
失
か
ら
自
己
の
事
業
を
守
る
た
め
に
競
業
禁
止
契

約
に
依
存
す
る
使
用
者
ら
を
不
安
定
な
状
態
に
陥
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
多
く
の
州
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
法
分
野
に

お
い
て
明
確
な
ル
ー
ル
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
い
か
に
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
裁

判
所
は
、
首
尾
一
貫
し
た
指
針
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（16）
。 

こ
う
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
明
確
な
ル
ー
ル
が
な
い
と
い
う
現
実
は
、
競
争
優
位
を
維
持
す
る
た
め
の
使
用
者
の

投
資
意
欲
を
削
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
使
用
者
は
本
当
に
キ
ー
に
な
る
被
用
者
ら
と
の
契
約
に
お
い
て
、
競
業
禁
止
特
約
等
を
盛
り
込
ん
だ
と
し

て
も
、
裁
判
所
が
実
際
に
、
そ
う
し
た
特
約
を
強
制
し
、
被
用
者
ら
が
競
業
関
係
に
立
つ
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
の
か
は
、
使
用
者
に
と
っ
て
確

信
を
持
て
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
被
用
者
は
、
高
額
な
訴
訟
費
用
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
転
職
や
起
業
を
躊
躇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
「
不
確
実
性
」
の
問
題
は
広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(17) 

。

し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
の
「
不
確
実
性
」
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
有
力
な
方
法
と
し
て
、
と
り
わ
け
、「
庭
（
ガ
ー
デ
ン
）」
に
愛
着
を
寄
せ
る
同
国
の
国
民
性
か
ら
、「
ガ
ー
デ
ン
・

リ
ー
ヴ
（g

a
rd
en
 l

ea
v
e

）
」
と
呼
ば
れ
る
競
争
禁
止
特
約
の
一
変
型
を
あ
み
出
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
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よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
特
約
と
は
異
な
り
、
被
用
者
は
退
職
す
る
相
当
前
に
、
使
用
者
に
そ
の
予
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

間
、
使
用
者
は
、
当
該
被
用
者
に
労
働
を
強
制
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
当
該
被
用
者
に
は
報
酬
等
が
全
額
支
払
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
当
該
被

用
者
は
、
「
被
用
者
」
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
競
争
相
手
の
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
か
、
当
該
使
用
者
を
害
す

る
こ
と
は
何
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
労
使
間
の
取
り
決
め
は
、
使
用
者
に
必
要
な
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
被
用
者
に

と
っ
て
も
「
フ
ェ
ア
（f

a
i
r

）
」
な
も
の
と
さ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
に
よ
り
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
強
制
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
可
能
性
に
関
す
る
「
不
確
実
性
」
の
問
題
に
対
し
て

一
つ
の
解
決
方
法
を
提
示
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
、
そ
う
し
た
条
項
が
「
不
確
実
性
」
の
問
題
の
真
の
解
決
方
法

に
な
り
得
る
か
ど
う
か
検
討
を
必
要
と
す
る
(18)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
そ
う
し
た
条
項
の
効
用
に
着
目
し
て
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
、
と
り
わ
け
、
競
争
の
激
し
い
業
界
の
多
く
の
使
用
者
は
、
こ
う
し
た
規
定
は
伝
統
的
な
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に

比
べ
て
、
強
制
可
能
性
の
点
で
、
よ
り
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
キ
ー
に
な
る
被
用
者
と
の
契
約
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ

条
項
を
盛
り
込
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
正
当
性
に
関
し
て
い
か

な
る
判
断
を
下
す
の
か
、
必
ず
し
も
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
強
制
す
べ
き
か
ど

う
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
が
、
競
業
禁
止
特
約
の
「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
緩
和
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

議
論
の
余
地
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
競
業
禁
止
特
約
に
対
す
る
異
議
、
そ
の
強
制
を
判
断
す
る
際
の
司
法
の
基
準
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の

競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
裁
判
例
の
首
尾
一
貫
性
の
欠
如
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
法
の
抱
え
る
問
題
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
」
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
法
の
歴
史
に
お
け
る
同
条
項
の

起
源
と
そ
の
後
の
展
開
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
関
係
と
の
関
係
で
、
「
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
」
を
分
析
す
る
と
同

時
に
、
競
業
禁
止
特
約
に
対
す
る
伝
統
的
な
異
議
を
乗
り
越
え
る
方
法
に
注
目
す
る
一
方
で
、
そ
れ
の
受
け
入
れ
に
前
向
き
な
裁
判
例
に
着
目
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す
る
(19)
。 

次
い
で
、
本
研
究
で
は
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
の
進
展
を
阻
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
次
の
三
つ
の
問
題
点
と
、
雇
用
関
係
の
終
了

後
の
競
業
禁
止
特
約
の
再
検
討
に
つ
い
て
論
及
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
引
抜
き
禁
止
特
約
に
つ
い
て
で
あ
る
。
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、

競
業
禁
止
特
約
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
類
似
し
た
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
一
定
期

間
、
以
前
の
被
用
者
が
元
の
同
僚
の
引
抜
や
転
職
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
、
元
の
使
用
者
の
顧
客
と
接
触
す
る
こ
と
等
を
制
限
す
る
競
争
禁
止
の

よ
り
具
体
的
な
条
項
で
あ
る
。
こ
う
し
た
引
抜
き
禁
止
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
秘
密
情
報
が
使
用
さ
れ
な
い
限
り
、
以
前
の
被

用
者
は
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
お
い
て
、
元
の
被
用
者
ら
を
勧
誘
、
引
抜
き
、
元
の
使
用
者
と
競
業
関
係
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
使
用
者
は
キ
ー
に
な
る
被
用
者
ら
と
引
抜
き
禁
止
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
求
め
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
契
約
は
、
使
用
者
の
事
業
上

の
利
益
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
が
、
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
例
を
取
り
上
げ
て

こ
れ
を
検
討
し
た
い
(20)
。 

第
二
に
、
被
用
者
の
解
雇
の
場
合
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
実
際
、
多
く
の
雇

用
契
約
は
、
極
め
て
使
用
者
よ
り
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
も
、
被
用
者
の
退
職
あ
る
い
は
理
由
は
何
で
あ
れ
、

契
約
の
終
了
の
際
に
も
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
雇
用
契
約
に
お
い
て
こ
う
し
た
制
限
特
約
を
盛
り
込
む
多
く
の
使
用
者
は
、
使

用
者
の
出
費
で
得
ら
れ
た
顧
客
関
係
ま
た
は
事
業
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
競
争
上
優
位
な
立
場
に
立
ち
得
る
が
ゆ
え
に
、
キ
ー
に
な
る
会
社

の
幹
部
あ
る
い
は
営
業
社
員
の
予
期
せ
ぬ
退
職
や
起
業
を
妨
げ
る
た
め
に
そ
う
す
る
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
大
多
数
の
使
用
者
は
、
被
用
者
の

退
職
の
場
合
に
比
べ
て
、
被
用
者
の
解
雇
の
場
合
の
競
業
禁
止
特
約
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
一
見
し
て
関
心
が
な
い
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
使
用
者
は
、
退
職
被
用
者
が
も
た
ら
す
脅
威
に
つ
い
て
過
小
評
価
し
が
ち
で
あ
っ
て
、
以
前
の
被
用
者
が
同
業
他
社
を
起
ち
上
げ
て

初
め
て
、
顧
客
関
係
や
「
の
れ
ん
（g

o
od
wi
ll

）
」
に
つ
い
て
ど
の
程
度
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
か
現
実
に
知
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
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た
よ
う
に
、
雇
用
契
約
は
、
通
常
、
使
用
者
に
有
利
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
雇
用
関
係
が
い
か
に
終
了
し
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
競

業
禁
止
特
約
は
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
に
対
し
て
も
強
制
可
能
性
を
持
つ
の
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
(21)
。 

第
三
に
、
競
業
禁
止
特
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
（
営
業
秘
密
）
法
の
も
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
唯
一
最
大
の
脅
威
は
、
競
業
禁
止
の
合
意
が
な
い
場
合
の
、
い
わ
ゆ
る

「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
で
あ
る
と
さ
れ
る
（22）
。
す
な
わ
ち
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

以
前
の
被
用
者
が
競
争
相
手
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
さ
え
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、
元
の
使
用
者
が
「
差
止
命
令
（i

n
ju
nc
ti
on

）
」
を
求
め
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
基
づ
く
差
止
命
令
は
、
実
際
に
、
「
不
正
目
的
使
用

（m
i
sa
pp
ro
pr
ia
ti
on

）
」
を
何
も
行
わ
な
か
っ
た
以
前
の
被
用
者
に
い
わ
ば
制
裁
を
科
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
創
出
に
か

か
る
あ
る
意
味
で
事
後
的
な
競
業
禁
止
特
約
と
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
書
面
化
さ
れ
た
競
業
禁
止
契
約
の
よ
う
な
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に

よ
る
差
止
命
令
の
運
用
は
、
新
た
な
競
争
相
手
よ
り
最
初
の
事
業
者
を
競
争
上
優
位
な
立
場
に
立
た
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
法
理
の
も
と
で
は
、
被
用
者
が
競
争
相
手
に
転
職
あ
る
い
は
競
業
他
社
を
起
業
す
る
こ
と
が
、
あ
た
か
も
不
正
な
窃
盗
犯
人
で
あ
る

か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
以
前
の
被
用
者
が
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
も
な
く
、
あ
る
い
は
元
の
使
用
者
に
よ
り
、
一
般
公
衆
の
自

由
な
利
用
が
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の

法
理
の
正
当
性
に
は
疑
問
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
在
職
中
に
、
企
業
の
営
業
上
の
秘
密
を
扱
う
立
場
に
配
置
し
て
働
く
こ
と
を
求
め
る

一
方
で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
の
自
由
の
み
な
ら
ず
、
営
業
上
の
秘
密
を
被
用
者
が
知
っ
て
い
る

こ
と
と
密
接
不
可
分
に
絡
ま
る
知
識
・
情
報
や
技
能
等
の
使
用
の
制
限
を
求
め
る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
(23)
。 

 

続
い
て
、
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
再
検
討
で
あ
る
。
被
用
者
の
移
動
が
急
速
に
高
ま
る
今
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
（
営
業
秘
密
）
法
の
も
と
で
、
競
業
禁
止
特
約
等
の
裁
判
例
は
、
ど
の
程
度
、
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
競
業
禁
止
特
約
等
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の
規
制
が
少
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
起
業
家
精
神
を
持
っ
た
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
を
促
進
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う

し
た
推
論
に
は
異
論
を
伴
い
、
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
み
な
ら
ず
、
特
許
法
等
の
知
的
財
産
法

は
法
的
規
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
発
明
家
を
保
護
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
一
方
で
、
競
業
禁
止
契
約
を

尊
重
し
、
過
度
に
広
範
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
等
を
設
け
る
こ
と
は
、
創
造
性
に
富
ん
だ
被
用
者
が
で
き
る
限
り

速
や
か
か
つ
容
易
に
転
職
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
の
流
動
化
が
進
む
中
、
技
術
等
を
持
っ
た
被
用
者

が
会
社
を
離
れ
、
別
の
会
社
に
移
り
、
あ
る
い
は
別
の
会
社
を
起
ち
上
げ
、
速
や
か
に
自
分
の
技
術
等
を
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
が
成
功
す
る
う
え
に
お
い
て
不
可
欠
の
環
境
で
あ
る
(24)
。 

右
の
点
に
つ
い
て
、
技
術
等
を
持
っ
た
被
用
者
の
持
つ
潜
在
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
州
レ
ベ
ル
で
の
多
く
の
裁
判
所
は
、
言
わ
ば
古
典
的
な
競
業
禁
止
ル
ー
ル
が
、
会
社
を
退
職
し
、
別

の
会
社
に
転
職
あ
る
い
は
別
の
会
社
を
起
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
被
用
者
ら
を
蚊
帳
の
外
に
置
い
て
い
る
と
さ
れ
る
(25)
。
そ
し
て
、
二
十
一
世

紀
の
今
日
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
遅
延
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
技
術
、
技
能
を
持
っ
た
被
用
者

が
自
ら
選
択
す
る
会
社
の
業
務
に
携
わ
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
封
建
制
度
時
代
に
お
い
て
、
労
働
者
、
と
り
わ
け
、
肉
体
労

働
者
ら
を
支
配
服
従
さ
せ
る
た
め
に
あ
み
出
さ
れ
た
法
規
制
、
典
型
的
に
は
競
業
禁
止
特
約
を
未
だ
な
お
適
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
驚
く
べ
き

こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
営
業
秘
密
」
す
な
わ
ち
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
過
度
に
制
限
的
な
ル
ー
ル

は
、
あ
た
か
も
裁
判
所
の
創
設
に
か
か
る
競
業
禁
止
の
合
意
の
よ
う
に
機
能
し
、
あ
ま
り
に
も
安
易
に
、
元
の
使
用
者
が
、
無
定
形
で
、
不
安

定
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
窃
取
の
罪
で
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
起
業
が
埋
没
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(26)
。 
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四 

本
研
究
の
構
成 

 
本
研
究
の
序
章
か
ら
第
九
章
ま
で
は
す
べ
て
筆
者
が
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
法
政
学
会
の
学
会
誌
あ
る
い
は
摂
南
大
学
法
学
部
の

紀
要
に
発
表
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
そ
の
論
文
名
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。 

序
章
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
― 

判
例
法
理
の
展
開
を
中
心
に 

― 

」
摂
南
法
学
第
五
〇
号
（
二
〇
一

五
年
）。 

第
一
章
、
「
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約 

― 

英
米
に
お
け
る
競
争
制
限
の
法
的
規
制
の
歴
史
的
背
景
を
中
心
に 

― 

」
摂
南
法

学
第
四
六
号
（
二
〇
一
三
年
）。 

第
二
章
、
「
企
業
の
営
業
上
の
秘
密
保
護
と
競
業
避
止
契
約 

― 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て 

― 

」
法

政
論
叢
第
四
四
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）。 

第
三
章
、
「
企
業
の
営
業
秘
密
の
保
護
と
競
業
避
止
契
約 

― 

ア
メ
リ
カ
の
競
業
禁
止
条
項
と
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
比

較
を
め
ぐ
っ
て 

― 

」
摂
南
法
学
第
三
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）。 

第
四
章
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性 

― 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
裁
判
例
を
中
心
に 

― 

」
摂
南
法
学

第
四
七
号
（
二
〇
一
三
年
）。 

第
五
章
、
「
被
用
者
の
解
雇
と
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性 
― 
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
判
例
法
理
の
展
開
を
中
心
に 

― 

」
法
政
論
叢
第

四
六
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）。 

第
六
章
、「
企
業
の
営
業
秘
密
の
保
護
と
競
業
禁
止
契
約 

― 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て 

―
」
摂
南
法
学
第

三
十
六
号
、
三
十
七
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
。 

第
七
章
、
「
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
再
検
討 

― 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
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が
か
り
に 

― 

」
摂
南
法
学
第
四
八
号
（
二
〇
一
四
年
）。 

第
八
章
、
結
論
（
序
章
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
研
究 

― 

判
例
法
理
の
展
開
を
中
心
に 

― 

」
摂
南

法
学
第
五
〇
号
（
二
〇
一
五
年
）、
本
稿
の
五
の
部
分
。 

最
後
に
、
補
論
と
し
て
、
第
九
章
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
強
制
可
能
性 

― 

プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
代
理
人
選
任
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て 

― 

」
法
政
論
叢
四
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
）。 

  注 

（
１
）
近
年
、
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
に
伴
っ
て
、
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
を
守
る
た
め
の
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。 

（
２
）
一
般
に
、
労
働
者
は
労
働
契
約
の
存
続
中
、
労
働
契
約
に
付
随
す
る
義
務
と
し
て
、
使
用
者
の
業
務
上
の
秘
密
を
保
持
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い

る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
菅
野
和
夫
『
労
働
法
〔
十
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
九
三
頁
、
等
。
し
か
し
、
不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
の
「
営

業
秘
密
」
に
該
当
し
な
い
秘
密
に
つ
い
て
、
被
用
者
の
退
職
後
も
秘
密
保
持
義
務
が
存
続
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
解
釈
上
の
争
い
が
あ
る
。

被
用
者
の
退
職
後
は
、
当
然
に
秘
密
保
持
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
被
用
者
の
退
職
後
は
、
秘
密
保
持
義
務
を
根
拠
づ
け
る
特
別
の
定
め
が

必
要
で
あ
る
（
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
〔
第
四
版
〕』〔
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
〕
一
三
一
―
三
二
頁
、
等
）
。
退
職
後
の
秘
密
保
持
義
務
等
を
定
め

る
誓
約
書
の
条
項
が
公
序
違
反
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
、
労
働
者
が
秘
密
保
持
義
務
等
を
負
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
、
ダ
イ
オ
ー
ズ

サ
ー
ビ
シ
ー
ス
事
件
（
東
京
地
判
平
一
四
・
八
・
三
〇
労
判
八
三
八
号
三
二
頁
）
が
あ
る
。 

（
３
）
学
説
・
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
不
正
競
争
防
止
法
に
定
め
る
営
業
秘
密
を
「
使
用
」
し
た
競
業
は
、
同
法
の
規
制
に
よ
り
、
契
約
上
の
根
拠
が
な
い

場
合
で
も
、
制
限
が
可
能
で
あ
る
が
、
営
業
秘
密
を
使
用
し
な
い
競
業
を
制
限
す
る
た
め
に
は
、
契
約
上
の
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
（
荒
木
尚
志

『
労
働
法
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
〕
二
六
〇
頁
、
等
）
。
し
か
し
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
争
わ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
二
葉
印
刷
事
件
・
東
京
地
判
平
一
九
・
一
〇
・
一
五
労
判
九
五
三
号
八
二
頁
。 

（
４
）
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
行
為
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
、
競
業
行
為
を
理
由
と
し
て
退
職
金
の
不
支
給
ま
た
は
減
額
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る

が
、
前
掲
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
〔
第
四
版
〕
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
三
頁
は
、
競
業
行
為
に
対
す
る
退
職
金
の
減
額
・
不
支
給
と
い
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う
措
置
に
つ
い
て
、「
こ
の
措
置
の
適
法
性
は
、
理
論
的
に
は
賃
金
（
退
職
金
）
請
求
権
の
成
否
と
い
う
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
と
は
別
次
元

の
問
題
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。 

（
５
）
例
え
ば
、
芦
屋
学
院
事
件
・
大
阪
地
判
昭
六
三
・
九
・
九
判
時
一
三
一
四
号
一
〇
三
頁
〔
至
近
距
離
に
お
い
て
学
習
塾
を
経
営
し
た
こ
と
が
不
法

行
為
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
〕
、
東
京
学
習
協
力
会
事
件
・
東
京
地
判
平
二
・
四
・
一
七
労
判
五
八
一
号
七
〇
頁
〔
学
年
度
途
中
で
他
の
従
業

員
を
ひ
き
つ
れ
て
学
習
塾
を
退
職
し
、
そ
の
近
く
に
新
た
な
学
習
塾
を
開
校
し
、
講
師
の
大
半
を
ひ
き
抜
く
と
と
も
に
、
生
徒
の
多
く
を
入
会
さ

せ
た
行
為
は
就
業
規
則
上
の
就
業
避
止
義
務
に
違
反
し
、
損
害
賠
償
を
免
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
〕
、
チ
ェ
ス
コ
ム
秘
書
セ
ン
タ
ー
事
件
・
東
京
地

判
平
五
・
一
・
二
八
判
時
一
四
六
九
号
九
三
頁
〔
電
話
転
送
器
を
利
用
し
て
秘
書
代
行
業
を
営
む
会
社
の
従
業
員
が
、
退
職
後
に
同
種
の
業
務
を

営
ん
だ
こ
と
が
労
働
契
約
上
の
債
務
不
履
行
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
〕
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
大
阪
高
判
平
一
〇
・
五
・

二
九
労
判
七
四
五
号
四
二
頁
〔
退
職
し
た
従
業
員
が
、
同
種
の
事
業
を
営
む
新
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
会
社
の
社
会
的
、
経
済
的
信
用
が

減
少
し
、
四
〇
〇
万
円
の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
、
新
会
社
の
設
立
に
際
し
、
忠
実
義
務
な
い
し
誠
実
義
務
に
違
反
し
て
従
業
員
の
移
籍
の
勧
誘

な
ど
を
行
っ
た
元
取
締
役
支
社
長
お
よ
び
支
社
次
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
、
原
審
の
判
断
を
変
更
し
て
認
め
ら
れ
た
事
例
〕。
こ
れ
ら
の
裁

判
例
に
対
し
て
、
中
部
機
械
製
作
所
事
件
・
金
沢
地
判
昭
四
三
・
三
・
二
七
判
時
五
二
二
号
八
三
頁
〔
製
品
開
発
の
た
め
迎
え
ら
れ
た
技
術
部
設

計
課
長
の
契
約
関
係
が
請
負
で
な
く
雇
用
と
さ
れ
、
退
職
し
た
右
課
長
に
競
業
避
止
義
務
が
な
い
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
例
〕、

港
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
事
件
・
大
阪
地
判
平
一
・
一
二
・
五
判
タ
七
四
六
号
一
八
一
頁
〔
学
習
塾
の
も
と
講
師
が
、
同
塾
の
講
師
数
名
を
雇
っ
て
、
至
近

距
離
に
お
い
て
別
の
学
習
塾
を
開
設
し
、
営
業
行
為
を
行
っ
た
こ
と
が
、
不
法
行
為
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
〕、
西
部
商
事
事
件
・
福
岡
地

裁
小
倉
支
部
判
平
六
・
四
・
一
九
労
判
一
三
六
〇
号
四
八
頁
、
五
四
頁
〔
退
職
後
の
同
業
へ
の
就
職
を
禁
止
す
る
競
業
避
止
契
約
は
有
効
に
成
立

し
て
い
る
が
、
同
業
へ
の
就
職
及
び
そ
こ
で
の
営
業
活
動
が
競
業
避
止
契
約
の
債
務
不
履
行
に
当
た
る
こ
と
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
請
求

は
理
由
が
な
い
と
さ
れ
た
事
例
〕
、
等
が
あ
る
。 

（
６
）
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
（
東
京
地
決
平
七
・
一
〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
七
五
頁
）
に
お
い
て
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
約
定
に

基
づ
い
て
競
業
行
為
の
差
止
め
を
請
求
す
る
に
は
、
当
該
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者
が
営
業
上
の
利
益
を
現
に
侵
害
さ
れ
、
又
は
そ
の
具
体
的
な

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
実
体
的
要
件
を
許
容
し
な
い
特
約
は
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
さ

れ
た
。 

（
７
）
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
・
不
正
競
業
行
為
禁
止
仮
処
分
命
令
事
件
（
奈
良
地
判
昭
四
五
・
一
〇
・
二
三
・
下
民
集
二
一
巻
九
・
一

〇
号
一
三
六
九
頁
、
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
。 

（
８
）
前
掲
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
事
件
判
決
一
三
七
五
ー
七
六
頁
、
一
三
八
〇
頁
。  
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（
９
）
三
晃
社
退
職
金
返
還
請
求
事
件
・
名
古
屋
地
判
昭
五
〇
・
七
・
一
八
・
労
判
二
三
三
号
四
八
頁
、
前
掲
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
・
東
京
地

決
平
七
・
一
〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
七
五
頁
、
日
本
科
学
事
件
・
大
阪
地
判
平
一
五
・
一
・
二
二
労
判
八
四
六
号
三
九
頁
、
ト
ー
レ
ラ
ザ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
業
務
禁
止
仮
処
分
）
事
件
・
東
京
地
決
平
一
六
・
九
・
二
二
労
判
八
八
二
号
一
九
頁
、
Ａ
特
許
事
務
所
（
就
業
禁
止

仮
処
分
）
事
件
・
大
阪
地
決
平
一
七
・
一
〇
・
二
七
労
判
九
〇
八
号
五
七
頁
、
す
ず
ら
ん
介
護
サ
ー
ビ
ス
〔
森
田
ケ
ア
ー
ズ
〕
事
件
・
東
京
地
判

平
一
八
・
九
・
四
労
判
九
三
三
号
八
四
頁
、
ヤ
マ
ダ
電
機
（
競
業
避
止
条
項
違
反
）
事
件
・
東
京
地
判
平
一
九
・
四
・
二
四
労
判
九
四
二
号
三
九

頁
、
ア
サ
ヒ
プ
リ
テ
ッ
ク
事
件
・
福
岡
地
判
平
一
九
・
一
〇
・
五
労
判
九
五
六
号
九
一
頁
、
三
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
件
・
東
京
地
判
平
二
一
・

一
一
・
九
労
判
一
〇
〇
五
号
三
〇
頁
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
事
件
・
東
京
地
判
平
二
四
・
一
・
一
三
労

判
一
〇
四
一
号
八
二
頁
、
関
東
工
業
事
件
・
東
京
地
判
平
二
四
・
三
・
一
三
・
労
働
経
済
判
例
速
報
二
一
四
四
号
二
三
頁
。 

（
10
）
前
掲
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
事
件
判
決
一
三
七
六
頁
、
前
掲
ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ス
事
件
・
東
京
地
判
平
一
四
・
八
・
三
〇

労
判
八
三
八
号
三
二
頁
、
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
東
京
地
判
平
二
〇
・
一
一
・
一
八
労
判
・
九
八
〇
号
五
六
頁
、
ア
イ
メ
ッ
ク
ス
事
件
・
東

京
地
判
平
一
七
・
九
・
二
七
労
判
九
〇
九
号
五
六
頁
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
、
エ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ
ン
（
あ
り

が
と
う
サ
ー
ビ
ス
）
事
件
・
大
阪
地
判
平
二
二
・
一
・
二
五
労
判
一
〇
一
二
号
七
四
頁
、
等
。 

（
11
）
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
、
多
数
の
裁
判
例
は
、
競
業
行
為
を
規
制
す
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
、
労
働
者
の
退
職
前

の
地
位
、
競
業
が
禁
止
さ
れ
る
期
間
、
地
域
、
対
象
、
使
用
者
に
よ
る
代
償
措
置
の
有
無
等
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
前
掲
ダ
イ

オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ス
事
件
（
東
京
地
判
平
一
四
・
八
・
三
〇
労
判
八
三
八
号
三
二
頁
、
前
掲
日
本
科
学
事
件
・
大
阪
地
判
平
一
五
・
一
・
二
二

労
判
八
四
六
号
三
九
頁
、
前
掲
ト
ー
レ
ラ
ザ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
〔
業
務
禁
止
仮
処
分
〕
事
件
・
東
京
地
決
平
一
六
・
九
・
二
二
労
判

八
八
二
号
一
九
頁
、
等
）
。
こ
う
し
て
、
裁
判
例
は
、
特
約
の
有
効
性
の
判
断
に
お
い
て
、
多
様
な
判
断
要
素
を
示
し
て
い
る
が
、
右
有
効
性
は
ど

の
よ
う
な
要
素
を
、
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
そ
の
判
断
が
な
さ
れ
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
め
ぐ
る
裁

判
例
の
間
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
位
置
づ
け
や
評
価
の
点
に
お
い
て
、
著
し
い
差
異
が
み
ら
れ
、
裁
判
の
行
方
は
不
透
明
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。 

（
12
）
小
畑
史
子
「
営
業
秘
密
の
保
護
と
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
」
ジ
ュ
リ
一
四
六
九
号
（
二
〇
一
四
）
五
八
頁
。  

（
13
）
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
つ
い
て
は
、
山
口
俊
夫
「
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
―
と
く
に
労
働
契
約
終
了
後
の
法
律
関

係
に
つ
い
て
―
」
石
井
照
久
先
生
追
悼
論
集
『
労
働
法
の
諸
問
題
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
）
四
〇
九
頁
、
拙
稿
「
労
働
者
の
退
職
後
に
お
け

る
競
業
禁
止
に
関
す
る
契
約
」
中
川
淳
先
生
還
暦
祝
賀
論
集
『
民
事
責
任
の
現
代
的
課
題
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
八
九
年
）
四
四
二
頁
。
小
畑
史

子
「
退
職
し
た
労
働
者
の
競
業
規
制
」
ジ
ュ
リ
一
〇
六
六
号
（
一
九
九
五
年
）
一
一
九
頁
、
土
田
道
夫
「
労
働
市
場
の
流
動
化
を
め
ぐ
る
法
律
問
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題
（
上
）」
ジ
ュ
リ
一
〇
四
〇
号
（
一
九
九
四
年
）
五
三
頁
、
川
田
琢
之
「
競
業
避
止
義
務
」
講
座
二
一
世
紀
（
四
巻
）
一
三
三
頁
、
岩
村
正
彦
「
競

業
避
止
義
務
」
角
田
邦
重
ほ
か
編
『
労
働
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕
』
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
七
頁
、
土
田
道
夫
「
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
の
関

係
に
つ
い
て
―
労
働
法
と
知
的
財
産
法
の
交
錯
―
」
中
嶋
士
元
也
先
生
還
暦
記
念
論
集
『
労
働
関
係
法
の
現
代
的
展
開
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）

一
八
九
頁
、
土
田
道
夫
『
労
働
契
約
法
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
六
一
五
頁
、
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
二

頁
、
荒
木
尚
志
『
労
働
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
〇
頁
以
下
、
菅
野
和
夫
『
労
働
法
〔
十
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）

九
十
四
頁
、
両
角
道
代
・
森
戸
英
幸
・
梶
川
敦
子
・
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
〔
第
二
版
〕
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
四
頁
、
等
参
照
。 

（
14
）
中
小
企
業
白
書
（
中
小
企
業
庁
編
〔
二
〇
一
四
年
版
〕
一
八
一
頁
）
。
同
白
書
（
一
八
七
頁
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
行
っ
た
起
業
家
精
神

に
関
す
る
調
査
（「
も
し
、
自
営
業
者
と
被
雇
用
者
を
自
由
に
選
択
で
き
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
自
営
業
者
を
選
択
す
る
と
回
答
し
た
者
」
の
割
合
）

に
よ
る
と
、
我
が
国
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
、
自
営
業
を
選
好
す
る
割
合
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
と
す
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
起
業
家
の
地

位
や
職
業
選
択
に
対
す
る
評
価
も
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

（
15
）See, H

arl
an 

M. 
Bla

ke,
 Employee Agreements Not to Compete, 

73 
Har

v.L
. R

ev.
 62

5, 
at 

632
-34

（1
960

）. 

（

16

）See,
 
Th
oma

s 
M
. 

Ho
gan

, 
N
OTE:

 
UN
CER

TAI
NTY 

IN 
THE

 
EM
PLO

YMEN
T 

C
ONT

EXT
: 

WH
ICH

 
TY
PES

 
OF 

RES
TRI

CTI
VE 

COV
ENA

NTS 
ARE 

E
NFO

RCE
ABL

E?,
 80

 St
. J

ohn
’s
 L.

 Re
v. 

429

（2
006

）.
  

（
17
）ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
論
者
は
、
競
業
禁
止
契
約
の
解
釈
に
お
け
る
予
測
可
能
性
の
欠
如
の
問
題
を
認
識
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。See,

 An
n C.

 Ho
dges 

a
nd P

orc
her

 L. Tay
lor II

I, A
RTIC

LE: The Business Fallout from the Rapid Obsolescenceand Plannned Obsolescence of 

High-Tech Products: Downsizing of Noncompetition Agreements, 6
 C
olu

m. Sci
. &

 Te
ch L. Rev

. 3

（2
005

）.
 See, e.g., 

R
ach

el S
. Ar

now
-Ri

chm
an, Bargaining for Loyalty in the Information Age: A Reconsideration of the Role of Substantive 

Fairness in Enforcing Employee Noncompetes,
 80

 Or
. L. Rev

. 1163
, 118

0-8
2

（200
1

）; P
ier

re
 Be

rge
ron

, Navigating The 

Deep and Unsettled Sea of Covenant 
Not to Compete Litigation in Ohio: A Comprehensive Look,

 31 U.
 To

l. L.
 Rev. 

3
73, 373

-74

（2
000

）; N
ath

an N
ewm

an, Trade Secrets and Collective Bargaining: A Solution to Resolving Tensions in 

the Economics of Innovation,
 6 Em

p. Rts
. & E

mp.
Pol

’y
 J
. 1

, 2
, 41

（20
02

）; Ken
net

h J. Van
ko
,You

’re Fired ! And 

Don

， t Forget Your Non-Compete...
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第
一
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用
関
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終
了
後
の
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業
禁
止
特
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取
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一 

は
じ
め
に 

  
 

雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
を
禁
止
す
る
競
業
禁
止
の
特
約
は
今
日
、
わ
が
国
の
多
く
の
産
業
分
野
に
お
い

て
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
産
業
の
ハ
イ
テ
ク
部
門
に
限
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
産
業
各
部
門
に
お
い
て
被
用
者
の
退
職
前
の
会
社
に
お
け
る
地
位
・
身
分
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
普
通
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
競
業
禁
止
特
約
は
、
ハ
イ
テ
ク
で
、
知
識
・
情
報
が
基
盤
の
経
済
の
も
と
に
お
い
て
、
技
術
な
ど
の
上
で
、

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
た
も
の
を
確
実
に
守
る
た
め
に
、
企
業
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
使
用
者
は
、
単
に
自
己

の
企
業
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
顧
客
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
被
用
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
を
含
ん
で
、

多
額
に
わ
た
る
投
資
を
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
し
も
必
須
の
も
の
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
競
業
禁
止
特
約
を
極
め
て
重
要
な
手
段
と
み
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
被
用
者
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
理
由
の
ゆ
え
に
、
あ
え
て
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
お
け
る
競
業
禁

止
特
約
の
締
結
を
好
ま
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
用
者
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
習
得
し
て
き
た
知
識
・
技
能
・
経
験
な
ど
に
つ
い
て
、
何

よ
り
も
、
活
か
し
て
い
き
た
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
を
み
が
く
機
会
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
に
よ
っ
て
足
止

め
を
食
う
こ
と
を
望
ま
な
い
の
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
は
、
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
と
直
接
に
抵
触
す
る
関
係
に
あ
る
た
め

に
、
そ
の
特
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
各
事
案
の
具
体
的
事
実
関
係
に
基
づ
い
て
、
と
り
わ
け
、
わ
が
国
の
下
級
審
レ
ベ
ル
の
裁
判
例
に
お
い

て
は
肯
定
と
否
定
に
大
き
く
分
か
れ
て
お
り
、
当
該
事
件
判
決
の
結
末
に
は
不
確
実
性
が
伴
う
と
こ
ろ
で
あ
る

（1

）

。 

  

一
方
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
右
の
「
予
測
不
確
実
性
（unpredictability

）
」
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、

競
業
禁
止
特
約
（covenant not to com

pete

）
は
、
雇
用
関
係
に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
例
は
、
結
果
と
し
て
遅
れ
を
と
り
、
知
識
経
済
社
会
の
も
と
に
お
い
て
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
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業
制
限
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
多
く
の
困
難
な
問
題
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
生
み
だ
し
て
こ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る

（2

）

。

そ
の
結
果
と
し
て
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
、
あ
た
か
も
不
法
行
為
事
件
を
取
り
扱
う
か
の
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
極
め
て
事
件
の
結
末
の
予
測

が
困
難
な
な
か
で
、
特
定
の
事
案
に
特
化
し
た
取
り
組
み
方
で
、
競
業
禁
止
特
約
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
さ
れ
る
。 

 

も
と
よ
り
、
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
「
予
測
不
確
実
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が

（3

）

、
裁
判
所
は
、
あ
く

ま
で
も
各
事
案
の
具
体
的
な
事
実
関
係
を
中
心
と
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
の
分
析
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁

判
所
が
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
事
実
関
係
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
あ
る
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
紛
争
の

解
決
が
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
に
、
裁
判
の
前
提
と
し
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
事
実
に
つ
い
て
、
個
々
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
事
実
そ
の
も

の
に
対
す
る
評
価
に
違
い
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
会
社
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
特
約
が
結
ば
れ
た
と
し
て
も
、
雇
用

関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
の
期
間
、
対
象
地
域
、
制
限
の
対
象
と
さ
れ
る
活
動
範
囲
、
と
い
う
よ
う
な
事
実
の
見
方
の
違
い
を
典
型
例
と
し

て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
事
実
そ
の
も
の
の
解
釈
が
異
な
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
う
る
。 

 

し
か
し
、
か
く
て
は
、
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
顧
客
関
係
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
契
約
当
事
者
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
期
間
、

地
理
的
範
囲
、
活
動
範
囲
で
あ
れ
ば
、
裁
判
上
に
お
い
て
も
強
制
可
能
な
特
約
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
見
地
か
ら
、
以
下
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
「
予
測
不
確

実
性
」
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
探
る
こ
と
は
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
業

禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
の
初
期
段
階
か
ら
の
取
り
扱
い
を
ふ
り
返
り
、
次
に
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
独
占
禁
止
法
制
の
中
心
を
な
し
て
い
る
「
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
・Sherm

an

（Anti-trust

）Act

」
の
も

と
で
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
、
州
レ
ベ
ル
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干

の
歴
史
的
考
察
を
試
み
た
い
。 
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二 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
源
と
起
源 

 
１ 
二
つ
の
法
源 

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
被
用
者
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、「
契
約
（contract

）」
と
「
取
引
制
限
な
い
し
営

業
制
限
（restraint of trade

）」
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
法
分
野
が
交
錯
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
二
つ
の
基
本
的

な
法
源
、
す
な
わ
ち
、
州
レ
ベ
ル
で
裁
判
所
が
取
り
組
ん
で
き
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
連
邦
レ
ベ
ル
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
大
き

く
分
か
れ
る
。
こ
の
内
、
と
り
わ
け
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
分
析
検
討
す
る
た
め
に
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
、

取
引
制
限
に
つ
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
諸
要
素
を
取
り
入
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
、
こ
の
国
の

伝
統
的
な
契
約
法
の
諸
原
則
を
用
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
、
主
と
し
て
、
１
８
９
０
年
に
制

定
を
み
た
同
国
最
初
の
独
占
禁
止
法
で
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
の
も
と
で
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
行
為
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（4

）

。 

 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
右
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
、
主
要
な
表
現
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
同
法
は
、
も
と
も
と
１
９
世
紀
後
半
に
お
け
る
取
引
制
限
に
つ
い
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
法
制
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ズ
対

合
衆
国
事
件

（5

）

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
共
通
の
起
源
を
有
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
国
連
邦
最
高
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、

州
レ
ベ
ル
の
取
引
制
限
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
の
双
方
が
、
共
通
の
起
源
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る

（6

）

。 
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２ 

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
起
源 

と
こ
ろ
で
、
取
引
制
限
の
契
約
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
の
初
期
段
階
で
の
取
り
扱
い
を
類
型
分
け
し
て
み
る
な
ら

ば
、
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
① 

一
般
的
取
引
制
限
型 

、
② 

部
分
的
取
引
制
限
型
、
③ 

将
来
の
雇
用
に
対
す
る
制
限
型
、

で
あ
る

（7

）

。
こ
の
内
、
ま
ず
、
一
般
的
取
引
制
限
型
は
、
常
に
な
ん
ら
か
の
形
で
取
引
を
阻
害
し
、
な
ん
ら
競
争
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で

は
な
い
と
い
う
よ
う
な
契
約
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
契
約
は
そ
れ
自
体
、
法
的
に
無
効
（void per se

）
と
さ
れ
た

（8

）

。

次
に
、
部
分
的
取
引
制
限
型
は
、
営
業
の
譲
渡
に
付
随
す
る
よ
う
な
契
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
契
約
は
、
一
見
し
て
取
引
制
限
に
当

た
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
当
該
取
引
制
限
の
合
意
の
範
囲
が
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
一
般
的

に
、
そ
う
し
た
契
約
を
支
持
し
て
き
た
と
さ
れ
る

（9

）

。
さ
ら
に
、
将
来
の
雇
用
に
対
す
る
制
限
型
は
、
今
日
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁

止
特
約
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
経
済
的
自
由
に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
該
制
限
の
範
囲
に
か
か
わ
り
な
く
、
無
効
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ

る
（1

0

）

。 

 

三 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
争
制
限
に
つ
い
て
の
初
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
取
り
扱
い 

  

右
の
二
の
２
で
み
た
と
お
り
、
取
引
制
限
の
契
約
は
、
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
将
来
の
雇
用

に
対
す
る
制
限
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
法
的
に
、「
当
然
に
無
効
（invalid per se

）」
と
見
な
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
制
限
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
徒
弟
制
度
（apprenticeship
）
の
ル
ー
ル
に
違
反
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。  

 

す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
１
６
世
紀
か
ら
１
７
世
紀
に
か
け
て
、
ま
さ
に
徒
弟
制
度
が
経
済
全
般
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
。
実
際
、

こ
の
間
に
、
同
じ
種
類
の
仕
事
を
行
う
労
働
者
は
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
、
職
種
ご
と
に
団
結
し
て
、
い
わ
ゆ
る
手
工
業
ギ
ル
ド
（craft 

guilds

）
を
形
成
し
、
こ
う
し
た
職
種
別
の
職
人
組
合
は
こ
の
国
に
お
け
る
経
済
活
動
全
般
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ

る
（1

1

）

。
そ
し
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て
、
職
種
別
組
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
対
し
て
強
い
統
制
力
を
も
っ
て
お
り
、 

特
別
の
知
識
・
技
能
を
も
つ
親
方
職
人
（m

aster

）
の

ほ
か
、
ま
だ
親
方
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
職
人
（journeym

an

）、
修
業
中
の
徒
弟
（apprentice

）
と
い
う
三
つ
の
集
団
か
ら
な
っ
て

い

た
（1

2
）

。 

 

そ
し
て
、
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
徒
弟
制
度
の
ね
ら
い
は
、
親
方
で
あ
る
熟
練
職
人
（craft

）
の
と
こ
ろ
で
召
し
使
わ
れ
て
勤
め
る
傍
ら

で
、
若
い
未
熟
練
の
徒
弟
ら
に
、
あ
る
種
の
技
能
や
仕
事
の
妙
味
を
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、
職
業
訓
練
を
施
す
こ
と
に
あ
っ

た
（1

3

）

。
そ

し
て
、
親
方
職
人
と
徒
弟
と
の
間
は
、
年
期
奉
公
契
約
（indenture

）
で
結
ば
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
年
期
奉
公
契
約
は
、
場
所
に
よ
り
、

職
人
の
組
合
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
そ
の
約
定
の
な
か
で
、
一
定
の
期
間
は
、
通
常
は
７
年
間
と
さ
れ
る
が
、
低
い
賃
金
労
働
の
見
返
り
と

し
て
、
親
方
職
人
が
、
主
だ
っ
た
技
能
訓
練
を
徒
弟
に
授
け
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
の
で
あ

る
（1

4

）

。
そ
し
て
、
当
該
徒
弟
は
、
こ
う
し
た
年
期

奉
公
の
約
束
の
年
限
が
満
た
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
一
人
の
職
人
と
し
て
、
晴
れ
て
自
由
の
身
と
も
な
り
、
自
ら
の
仕
事
を
こ
な
す
一
方
で
、

時
に
は
親
方
職
人
に
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
（1

5

）

。
こ
の
点
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
徒
弟
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
も
と
も
と

高
度
な
技
能
を
身
に
つ
け
た
有
能
な
親
方
職
人
を
生
み
だ
す
一
方
で
、
生
産
性
や
経
済
全
般
の
効
率
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。 

  

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
親
方
職
人
ら
は
こ
う
し
た
徒
弟
制
度
の
も
と
で
、
し
ば
し
ば
、
一
定
の
職
業
や
地
域
に
お
い
て
競
争
状
況

を
減
ら
す
た
め
に
、
自
ら
の
徒
弟
ら
が
親
方
職
人
に
な
る
こ
と
を
困
難
ま
た
は
不
可
能
に
さ
せ
る
よ
う
な
、
契
約
の
合
意
を
徒
弟
ら
に
迫
る
こ

と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
（1

6

）

。
し
か
し
、
あ
た
か
も
今
日
の
競
業
禁
止
特
約
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
特
約
の
合
意
は
、
親
方

職
人
と
直
接
に
競
争
関
係
に
立
ち
か
ね
な
い
起
業
を
徒
弟
が
図
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
競
争
を
減
ら
し
、
経
済
的
自
由

を
妨
げ
る
行
為
と
し
て
、
取
引
の
一
般
的
制
限
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
（1

7

）

。
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
の
初
期
段
階
に

お
い
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
示
す
に
あ
た
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
要
因
と
し
て
、
経
済
的
自
由
の

促
進
を
指
向
す
る
一
方
で
、
職
業
訓
練
を
営
々
と
積
み
重
ね
て
き
た
徒
弟
ら
が
、
仕
事
の
上
で
競
争
関
係
に
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
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性
を
認
め
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 
例
え
ば
、
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
制
限
特
約
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
代
表
的
考
え
方
を
あ
ら
わ
す
具
体
的
事
例
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ー

事

件
（1

8
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
件
は
、
あ
る
職
人
の
個
別
的
行
為
に
対
す
る
制
限
を
め
ぐ
る
最
初
の
事
例
と
し
て
、
し
ば
し
ば
、
取
り
上
げ
ら
れ

る
事
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
は
、
原
告
が
被
告
で
あ
る
染
め
物
師
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
訴
訟
方
式
の
一
つ
と
し
て
、
定
額

金
銭
債
務
の
支
払
い
を
請
求
す
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
事
案
で
あ

る
（1

9

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ダ
イ
ヤ
ー
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
自
己

の
「
年
期
奉
公
契
約
」
、
あ
る
い
は
徒
弟
契
約
に
よ
れ
ば
、
徒
弟
と
し
て
年
期
奉
公
を
勤
め
上
げ
た
後
に
、
６
ヵ
月
間
は
原
告
の
居
住
す
る
町

で
、
被
告
が
仕
事
を
行
わ
な
い
限
り
、
本
件
定
額
金
銭
債
務
の
支
払
い
は
免
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
被
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
条
件
は
す
で
に
満
た
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（2

0

）

。 

 

と
こ
ろ
が
、
本
件
ダ
イ
ヤ
ー
事
件
に
お
い
て
は
、
訴
訟
手
続
き
を
と
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
の
訴
訟
手
続
き
は
報
告
さ
れ
て

い
な
い
。
が
、
本
件
裁
判
所
の
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
限
は
、
経
済
的
自
由
原
則
を
逸
脱
す
る
こ
と
か
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
違
法
、

無
効
と
さ
れ
、
主
張
さ
れ
た
事
実
の
法
的
効
果
に
異
議
を
唱
え
た
旨
が
、
示
唆
さ
れ

た
（2

1

）

。 
   

 
 

 

次
に
、
右
の
ダ
イ
ヤ
ー
事
件
判
決
以
降
、
約
１
５
０
年
の
間
の
記
録
を
振
り
返
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
将
来
の
雇
用
に
対
す
る
制
限
に
つ
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
の
初
期
段
階
の
見
解
は
、
次
の
４
つ
の
事
件
に
お
い
て
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（2

2

）

。
こ
の
内
、
１
５
７
８
年
に
な
さ
れ
た
事
件
判
決
は
、
親
方
職
人
が
、
徒
弟
に
対
し
て
、
年
期
奉
公
を
勤
め
上
げ
た
後
に
、
４
年
間
は
身

に
つ
け
た
技
能
を
用
い
な
い
こ
と
に
合
意
す
る
よ
う
求
め
た
、
と
い
う
事
案
で
あ

る
（2

3

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、

当
該
義
務
づ
け
は
、
無
効
で
あ
る
と
さ
れ

た
（2

4

）

。       

 

次
に
、
右
事
件
の
２
４
年
後
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
対
バ
ッ
チ
ェ
ラ
ー
事

件
（2

5

）

は
、
被
告
の
息
子
が
、
一
定
の
期
日
前
に
、
ケ
ン
ト
州
、
と
り
わ
け
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
市
あ
る
い
は
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
内
で
、
男
性
用
服
飾
品
の
商
い
に
従
事
す
る
な
ら
ば
、
原
告
に
２
０
ポ
ン
ド
の
支
払
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
限
は
、
広
範
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、「
い
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つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
仕
事
を
行
う
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」、
と
さ
れ

た
（2

6

）

。     

 
も
と
よ
り
、
右
の
よ
う
な
裁
判
例
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
当
時
の
競
争
制
限
特
約
に
関
す
る
事
件
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

が
、
裁
判
所
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
判
決
を
下
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
詳
細
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
裁
判
例
は
、
少
な
く
と
も
、
将
来
の
雇
用
に
対
す
る
す
べ
て
の
制
限
は
、
無
効
で
あ
る
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
歴
史
の
初
期
段
階
の
厳
し
い
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。   

 
 

 

ま
た
、
次
に
、
１
５
８
７
年
の
サ
ウ
ス
ミ
ム
ス
の
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ミ
ス
事

件
（2

7

）

は
、
原
告
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ミ
ス
が
、
競
業
禁
止
特
約
の
違
反
を
理

由
と
し
て
、
ま
た
別
の
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ミ
ス
を
訴
え
た
が
、
む
し
ろ
逆
に
そ
の
た
め
に
投
獄
さ
れ
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
本
件
競
業
禁
止
特

約
の
制
限
に
は
、
時
間
的
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
地
理
的
制
限
も
当
該
町
を
越
え
る
ほ
ど
、
広
範
な
も
の
で
あ
っ

た
（2

8

）

。                           

 

さ
ら
に
、
１
６
１
４
年
の
イ
プ
ス
イ
ッ
チ
・
テ
イ
ラ
ー
事

件
（2

9

）

は
、
本
件
の
町
に
お
い
て
徒
弟
と
し
て
の
身
分
で
最
初
に
奉
公
を
勤
め
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
当
該
職
人
組
合
か
ら
制
裁
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
洋
服
職
人
組
合
が
、
あ
る
洋
服
職
人

を
訴
え
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
が
判
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
該
競
争
制
限
は
無
効
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
い
か
な
る
者
も
、
い
か
な
る
合
法
的
職
業
で
あ
れ
、
働
く
こ
と
は
禁
止
さ
れ
え
な
い
」、
と
い
う
理

由
か
ら
で
あ

る
（3

0

）

。 
 

 

こ
う
し
た
競
業
禁
止
特
約
に
対
す
る
初
期
段
階
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
経
済
的
な
お
そ
れ
や
、
徒
弟
が
親
方
職
人
と
競
争
関
係
に
立
つ
よ
う
な
起
業
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
徒

弟
制
度
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
１
３
０
０
年
代
の
中
頃
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
大
流
行
し
た
「
黒
死
病
（Black D

eath

）
・
ペ

ス
ト
」
に
よ
っ
て
、
極
め
て
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
も
た
ら
さ
れ

た
（3

1

）

。
そ
の
結
果
と
し
て
、
皮
肉
に
も
一
人
一
人
の
賃
労
働
者
の
労
働
力
の

価
値
は
高
め
ら
れ
、
賃
金
は
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
年
齢
６
０
歳
未
満
の
者
は
誰
で
も
、
解
雇
す
る
こ
と
は
、
違
法
と
さ
れ
た
一
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方
で
、
労
働
の
移
動
に
対
し
て
課
さ
れ
る
い
か
な
る
制
限
も
、
犯
罪
行
為
を
幇
助
す
る
も
の
と
解
さ
れ
た
の
で
あ

る
（3

2

）

。 

 
ま
た
、
他
方
で
、
職
種
ご
と
に
団
結
し
た
職
人
組
合
は
、
競
業
禁
止
特
約
な
ど
競
争
制
限
特
約
に
つ
い
て
、
初
期
段
階
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
す
な
わ
ち
、
１
４
世
紀
か
ら
１
６
世
紀
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
職
種
ご
と
に
強
く
団
結
し
た
職

人
組
合
の
勃
興
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
労
働
力
の
不
足
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
も
、
技
能
、
経
験
、
訓
練
を
身
に
つ
け
た
労
働
者
を
世
の
中
に

送
り
出
す
た
め
、
親
方
職
人
だ
け
で
は
な
く
徒
弟
の
修
業
を
済
ま
せ
た
が
、
ま
だ
親
方
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
職
人
に
対
し
て
も
、
そ
の

移
動
を
確
保
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
（3

3

）

。
ち
な
み
に
、
こ
の
間
に
、
お
よ
そ
労
働
者
が
賃
上
げ
ま
た
は
労
働
時
間
の
短
縮
の
た
め

に
共
謀
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
刑
罰
を
も
っ
て
臨
む
と
い
う
１
５
４
８
年
法
（ Statute of Artificers and the Act of 1548

）
が
、
制

定
さ
れ
た
の
で
あ

る
（3

4

）

。  
 

 

 

右
に
み
て
き
た
よ
う
な
徒
弟
制
度
と
の
積
極
的
、
ま
た
は
消
極
的
に
か
か
わ
る
競
争
制
限
特
約
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、

伝
統
的
な
徒
弟
制
度
か
ら
資
本
主
義
的
な
起
業
家
精
神
に
基
づ
く
制
度
へ
の
長
く
て
、
困
難
な
道
の
り
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
過
渡
期
に

は
、
経
済
的
自
由
と
競
争
の
保
持
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
経
済
的
自
由
主
義
の
観
念
と
契
約
上
の
義
務
を
第
一
義
と
す
る
考
え
方
は
、

何
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
的
、
経
済
的
思
想
の
な
か
に
深
く
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
（3

5

）

。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
資
本
主
義
が
発
達
し
、
工
場
な
ど
の
機
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
む
し
ろ
未
熟
練
の
労
働
者
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
従
っ
て
、
や
が
て
は
、
か
つ
て
の
職
人
組
合
の
重
要
性
も
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
。
が
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
商
人

階
級
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
済
活
動
に
も
た
ら
さ
れ
る
競
争
制
限
に
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
（3

6

）

。 

 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
移
行
期
の
当
初
、
１
７
１
１
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
歴
史
的
流
れ
の
な
か

で
も
枢
要
な
事
件
と
し
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
対
レ
イ
ノ
ル
ズ
事
件
判
決
が
下
さ
れ

た
（3

7

）

。
本
件
事
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
本
件
紛
争
の
特
約
は
、
雇
用
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
営
業
譲
渡
に
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
に
お
い

て
被
告
は
、
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
・
ホ
ー
ル
ボ
ー
ン
市
に
お
い
て
原
告
に
パ
ン
屋
を
売
却
し
た
。
そ
の
際
に
、
売
却
の
条
件
と
し
て
、
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被
告
は
、
５
年
間
は
製
パ
ン
業
に
は
従
事
し
な
い
こ
と
に
合
意
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
、
被
告
が
本
件
合
意
に
違
反
す
る
な
ら
ば
、
原
告
に
５

０
ポ
ン
ド
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
被
告
が
こ
う
し
た
条
件
に
違
反
し
た
こ
と
か
ら
、
原
告
は
、
同
額
の
支
払
い
請
求

を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
同
人
の
職
業
は
パ
ン
屋
で
あ
り
、
本
件
合
意
は
、
将
来
の
雇
用
に
対
し
て
制

限
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
的
に
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（3

8

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
マ
ッ
ク
ク
レ
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
裁
判
官
（Lord M

acclesfield

）
は
、
右
の
事
案
に
対
し
て
、
原
告
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ

る
（3

9

）

。 

 

本
件
裁
判
官
の
見
解
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
特
約
に
対
し
て
、
一
般
的
制
限
と
部
分
的
制
限
の
二
つ
に
分
け
て
、
分

析
検
討
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
初
、
同
裁
判
官
は
、
一
見
し
て
将
来
の
雇
用
に
対
す
る
す
べ
て
の
制
限
は
、
瑕
疵
を
治
癒
し
て
、
有
効
な

も
の
と
は
な
し
え
ず
、
そ
れ
自
体
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
初
期
段
階
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
考
え
方
を
放
棄
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。 

 

が
し
か
し
、
本
件
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
を
含
む
事
件
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス

全
土
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
職
業
で
あ
れ
、
そ
の
遂
行
を
独
り
占
め
に
す
る
こ
と
は
完
全
な
独
占
で
あ
り
、
法
の
政
策
に
違
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、
特
定
の
場
所
あ
る
い
は
人
に
対
し
て
制
限
が
課
さ
れ
る
と
き
に
は
、
直
ち
に
、
独
占
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
に
、
こ
う
し
た
制
限
は
、
慣
習
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
慣
習
は
、
良
俗
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
必
ず
し
も
そ
れ
自
体
法
の
明
示
の
禁
止
に
は
違
反
し
な

い
（4

0

）

。
第
四
に
、
職
業
の
制
限
が
法
的
に
許
さ
れ
る
場
合
、
罰
則
付
き
で
そ
れ
を

強
制
す
る
こ
と
は
、
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
五
に
、
い
か
な
る
者
も
仕
事
を
ま
っ
た
く
行
わ
な
い
こ
と
を
契
約
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
第
六
に
、
正
当
な
事
由
な
い
し
約
因
（consideration

）
の
伴
わ
な
い
一
定
の
制
限
は
、
正
当
と
は
言
え
な

い
（4

1

）

。     

 

右
に
述
べ
た
ほ
か
、
さ
ら
に
、
本
件
裁
判
官
は
、
契
約
自
由
の
法
理
の
重
要
性
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「
人
は
、
熟
慮
の
う
え
で
、
自
ら

同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
た
め
に
、
自
己
の
職
を
譲
り
、
特
定
の
場
所
に
お
い
て
仕
事
を
他
者
に
手
放
す
こ
と
が
で
き
る
」、「
本
判

決
に
お
い
て
真
に
区
別
さ
れ
る
特
質
は
、
約
束
や
債
務
証
書
で
は
な
く
、
契
約
に
つ
い
て
合
意
を
構
成
す
る
約
束
を
支
持
す
る
約
因
を
有
す
る

か
ど
う
か
で
あ
る
」
、
と
い
う
同
裁
判
官
の
指
摘
か
ら
み
て
、
同
判
決
に
は
、
契
約
自
由
の
法
理
の
重
要
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
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は
、
明
ら
か
で
あ
ろ

う
（4

2

）

。    

  
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
取
引
制
限
に
関
す
る
法
や
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
展
開
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
右
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件

判
決
の
と
り
わ
け
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
単
に
契
約
法
理
の
重
要
性
を
認
め
た
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
、
「
合
理
の
原
則
（rule of 

reason
）」
と
呼
ば
れ
る
包
括
的
な
判
断
基
準
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ

る
（4

3

）

。
も
と
よ
り
、「
合
理
の
原
則
」
は
、
営
業
譲
渡
の
一
環
と
し
て
、

ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
以
前
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
「
合
理
の
原
則
」
が
実
用
的
で
重

要
な
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

右
の
点
に
つ
い
て
、
マ
ッ
ク
ク
レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
、
「
す
べ
て
の
取
引
制
限
に
お
い
て
、
も
は

や
そ
れ
以
上
は
解
明
の
す
べ
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
制
限
は
法
的
に
妥
当
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
が
し
か
し
、
そ
う
し
た

推
定
が
覆
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
裁
判
所
は
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
判
断
を
行
い
、
判
決
を
な
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
正
当
か
つ
真
摯
な
契
約
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
守
ら
れ
る
べ
き
あ
る
」、
と
し

た
（4

4

）

。     
 

 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
右
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
以
降
、
す
べ
て
の
取
引
制
限
は
、
一
応
無
効
（prim

a facie invalid

）
で
あ
る
と
い
う

伝
統
的
ル
ー
ル
は
、
維
持
さ
れ
る
一
方
で
、
裁
判
所
は
、
当
該
事
案
の
諸
般
の
事
情
に
基
づ
い
て
、
当
事
者
が
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
立

証
す
る
こ
と
を
許
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
判
断
基
準
の
も
と
で
、
一
見
し
て
取
引
を
制
限
す
る
と
み
ら
れ
る
契
約
が
支
持
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に
、
裁
判
所
は
、
当
該
合
意
の
背
景
に
は
、
何
か
重
要
な
経
済
的
ま
た
は
事
業
上
の
目
的
が
あ
る
の
か
ど
う
か
や
、

当
該
契
約
に
拘
束
力
を
与
え
る
適
切
な
約
因
を
有
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判

所
は
、
当
該
契
約
が
適
切
な
約
因
に
基
づ
く
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
お
よ
び
事
業
上
の
目
的
を
有
す
る
な
ら
ば
、
諸
般
の
事
情
、
と
り
わ
け
、

当
該
合
意
が
な
さ
れ
た
と
き
の
諸
事
情
か
ら
み
て
、
当
該
同
意
の
諸
条
件
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
わ
け
で
あ
る
。 

  

し
か
し
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
右
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
自
然
法
思
想
と
自
由
放
任
主
義
思
想
を
背
景
と
し
て
、
法
的

安
定
性
ひ
い
て
は
司
法
の
不
干
渉
の
原
則
の
一
環
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
上
生
ま
れ
て
き
た
「
契
約
の
自
由
」
の
理
念
を
希
求
す
る
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ほ
ど
、
本
件
裁
判
官
に
は
、
強
い
信
念
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
本
件
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
「
交
渉
力
の
不
平
等
性
が

考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（4

5

）

。
か
く
し
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
け

る
裁
判
官
に
よ
る
契
約
原
則
の
承
認
、
と
り
わ
け
、
契
約
成
立
に
は
有
効
な
約
因
が
要
件
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
原
理
そ
れ
自
体
を

促
進
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
当
該
被
告
の
自
由
に
不
当
な
制
限
を
課
す
る
こ
と
を
強
く
指
向
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
契
約
原
則

は
、
当
該
契
約
が
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
公
正
さ
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
っ
た
裁
判
官
の
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。 

 
 

   

 

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
を
契
機
と
し
て
、
雇
用
上
の
特
約
に
つ
い
て
の
重
要
な
判
例
法
理

は
、
一
応
の
完
結
を
み
た
と
言
え

る
（4

6

）

。
こ
う
し
て
、
中
世
の
封
建
的
社
会
か
ら
資
本
主
義
的
経
済
社
会
へ
の
長
い
道
の
り
を
経
て
、
事
業
上

の
競
争
は
、
一
段
と
増
大
す
る
よ
う
に
な
り
、
使
用
者
は
自
ら
の
事
業
を
守
る
た
め
、
新
た
な
方
策
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
１
８
世

紀
の
後
半
か
ら
１
９
世
紀
の
初
頭
ま
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
徒
弟
制
度
が
大
き
く
崩
れ
る
一
方
で
、
当
事
者
が
法
的
拘
束
力
を
有
す

る
合
意
を
結
ぶ
と
い
う
「
契
約
の
自
由
」
の
観
念
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
重
要
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま

り
、
当
事
者
の
契
約
が
安
定
的
に
履
行
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
、
従
来
の
徒
弟
制
度
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
安
定
性
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ

る
（4

7

）

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
「
契
約
の
自
由
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
る
に
従
っ
て
、
裁
判
所
は
、
古
い
封
建
的

経
済
シ
ス
テ
ム
に
根
ざ
し
た
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
従
来
の
考
え
方
と
、
新
た
な
経
済
の
現
実
を
い
か
に
両
立
さ
せ

る
べ
き
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。    

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
制
限
特
約
の
拡
大
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
伝
統
的
な
徒
弟
と
い
う
身
分
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ

の
移
行
を
明
ら
か
に
あ
ら
わ
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
起
業
家
精
神
に
基
づ
く
資
本
主
義
が
繁

栄
し
、
競
争
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
被
用
者
の
将
来
の
雇
用
を
制
限
す
る
契
約
条
項
は
、
よ
り
一
層
普
通
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
（4

8

）

。
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競
争
を
規
制
す
る
一
方
で
、
技
能
を
維
持
し
た
り
、
労
働
力
を
提
供
し
た
り
、
職
業
訓
練
を
施
す
こ
と
を
確
実
に
行
う
徒
弟
制
度
の
代
わ
り
と

し
て
、
ま
さ
に
当
事
者
間
の
「
契
約
」
こ
そ
が
、
雇
用
関
係
を
規
律
す
る
基
本
的
な
手
法
で
あ
り
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
（4

9

）

。 

 

す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
親
方
職
人
に
代
わ
っ
て
、
使
用
者
は
、
被
用
者
に
よ
る
将
来
、
す
な
わ
ち
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
過
度
の
競
争
か
ら
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
新
た
な
競
争
に
よ
っ
て
大
事
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
顧
客
を
失
う
こ
と
か
ら
自
ら
の
企
業
を
守
る
こ
と
を

求
め
る
一
方
で
、
か
つ
て
の
徒
弟
に
代
わ
っ
て
、
被
用
者
は
、
徒
弟
制
度
の
衰
退
と
と
も
に
、
あ
る
意
味
で
労
働
市
場
で
の
安
全
網
や
職
業
訓

練
の
機
会
を
失
う
に
至
っ
た
の
で
あ

る
（5

0

）

。
つ
ま
り
、
新
た
な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
被
用
者
自
ら
が
仕
事
と
職
業
訓
練
を
確
保
す
る
た

め
、
多
く
の
被
用
者
は
、
雇
用
を
得
て
、
職
業
訓
練
や
そ
れ
よ
っ
て
経
験
を
積
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
将
来
の
行
動
の
自
由
を
制
限
さ
れ
る
こ

と
以
外
に
、
よ
り
よ
い
選
択
肢
は
な
い
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
（5

1

）

。  

 

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
大
き
な
変
化
に
伴
っ
て
、
取
引
制
限
の
分
野
に
お
い
て
も
新
た
に
法
的
に
対
応
す

る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
け
る
「
合
理
の
原
則
」
と
い
う
基
本
的
な
判
断
基
準

を
完
全
に
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
（5
2

）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
何
が
変
化
し
た
の
か
と
言
え
ば
、「
合
理
性
（reasonableness

）」

に
つ
い
て
、
分
析
検
討
す
る
際
の
要
素
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
で
は
、
当
該

競
争
制
限
の
「
合
理
性
」
を
審
査
す
る
際
の
基
準
と
し
て
、
一
部
分
は
、
約
因
の
存
在
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
適
切
な
約

因
の
存
在
が
証
明
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
、
当
該
競
争
制
限
を
法
的
に
強
制
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
資
本
主
義
が
よ
り
発
達
し
、
契
約
原
則
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
注
目
が
向
け
ら
れ
る
に
従
っ
て
、
裁

判
所
は
、
必
ず
し
も
厳
格
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
、
よ
り
柔
軟
な
要
件
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

当
該
契
約
そ
れ
自
体
に
実
際
に
約
因
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
該
契
約
が
、
全
体
と
し
て
、
公
正
か
つ
合
理
的
な
も
の

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

も
と
よ
り
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
け
る
「
合
理
の
原
則
」
と
い
う
判
断
基
準
が
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
将
来
の
雇
用
に
対
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す
る
制
限
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
採
用
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
は
一
応
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
「
合
理
の
原
則
」
と
い
う

判
断
基
準
を
明
確
に
し
、
再
構
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
の
事
例
は
、
１
８
３
１
年
の
ホ
ー
ナ
ー
対
グ
レ
ー
ヴ
ズ
事

件
（5

3

）

で
あ
っ
た
、

と
さ
れ
る
。
本
件
ホ
ー
ナ
ー
事
件
は
、
当
該
使
用
者
が
仕
事
を
継
続
す
る
限
り
、
同
人
の
居
住
す
る
町
の
１
０
０
マ
イ
ル
以
内
で
、
歯
科
医
を

歯
科
助
手
が
開
業
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
雇
用
に
制
限
が
課
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
案
で
あ

る
（5

4

）

。
こ
れ

に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
当
該
合
意
を
否
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
合
理
性
」
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
は
、
当
該
契
約
に
お
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
約
因
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
制
限
に
は
、
単
に
当
該
当
事
者
の
利
益
の
た
め
に
公
正
な
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
の
み
な
ら
ず
、
公
共
の
利
益
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
す
べ
て
の
事
実
が
関
係
し
て
い
る
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
の

判
決
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
限
は
、
不
当
に
広
す
ぎ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
歯
科
医
療
の
個
人
的
な
性
質
上
、
そ
う
し
た
広
範
な
医
療
が

元
の
使
用
者
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
（5

5

）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
に
お
い
て
重
要
な
こ
と

は
、
裁
判
所
が
、
「
合
理
性
」
と
い
う
判
断
基
準
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
当
事
者
の
利
益
と
公
共
の
利
益
と
の
両
立

を
図
っ
た
こ
と
で
あ

る
（5

6

）

。 
 

 

次
に
、
右
の
ホ
ー
ナ
ー
対
グ
レ
ー
ヴ
ズ
事
件
判
決
が
な
さ
れ
た
８
年
後
に
、
裁
判
所
は
ワ
ー
ド
対
バ
イ
ン
事

件
（5

7

）

に
お
い
て
も
、「
合
理
の
原

則
」
の
基
準
を
採
用
し
、
２
年
の
期
間
だ
け
と
い
う
限
定
付
き
の
制
限
特
約
を
無
効
と
し
た
。
本
件
は
、
被
告
が
２
年
間
、
原
告
の
顧
客
を
勧

誘
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
顧
客
に
販
売
し
な
い
こ
と
、
お
よ
び
９
ヵ
月
間
、
競
争
相
手
の
と
こ
ろ
で
働
か
な
い
こ
と
に
合
意
し
た
、
と
い
う

事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
を
手
が
か
り
と
し
て
、
地
理
的
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
そ
う
し
た
制
限
は
両
方
と
も
、
本
来
一
般
的
に
、
無
効
で
あ
る
、
と
し
た
。 

 

右
の
ホ
ー
ナ
ー
事
件
判
決
に
続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
さ
ら
に
タ
リ
ス
対
タ
リ
ス
事

件
（5

8

）

に
お
い
て
、
近
代
的
な
起
業
家
精
神
に
基

づ
く
資
本
主
義
的
経
済
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
、
契
約
自
由
の
原
則
の
促
進
に
向
け
て
、
「
合
理
の
原
則
」
の
判
断
基
準
を
、
適
応
さ
せ
て
い
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
女
王
座
部
裁
判
所
（Court of Q

ueen,s Bench

）
は
タ
リ
ス
対
タ
リ
ス
事
件
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
取
引
制
限
は
そ
れ
自
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体
無
効
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
伝
統
的
な
考
え
方
を
修
正
す
る
一
方
で
、

当
該
契
約
当
事
者
に
は
、
当
該
特
約
が
不
合
理
で
あ
っ
て
、
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
立
証
責
任
が
あ
る
旨
を
判
示
し

た
（5

9

）

。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
立
証
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
当
該
契
約
の
合
理
性
が
推
定
さ
れ
、
契
約
当
事
者
双
方
に
よ
っ
て
自
由
に
契
約
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
支

持
さ
れ
た
。 

 

本
件
タ
リ
ス
事
件
判
決
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
が
、
取
引
を
制
限
す
る
契
約
を
分
析
検
討
す
る
際
に
、
主
と
し
て
契
約
の
自
由
に
焦
点

を
当
て
た
こ
と
は
、
疑
い
も
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
タ
リ
ス
事
件
判
決
直
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
次
の
よ
う
な

見
解
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

 

す
な
わ
ち
、「
あ
る
契
約
が
公
の
秩
序
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
恣
意
的
に
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
は
、

留
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
公
の
秩
序
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
思
慮
分
別
の
あ
る
者
は
、
究

極
的
に
契
約
の
自
由
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
由
か
つ
任
意
に
締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
尊
重
さ
れ
、
正
義
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
法
的
に
強

制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
重
要
な
公
の
秩
序
に
配
慮
し
、
か
か
る
契
約
の
自
由
に
軽
々
に
干
渉
す

べ
き
で
は
な
い
の
で
あ

る
（6

0

）

」、
と
す
る
。 

 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
が
、
「
一
般
的
制
限
」
に
関
す
る
よ
う
な
事
例
を
は
じ
め
と
し
て
、
す
べ
て
の
取
引
な
い
し
営
業

の
制
限
の
事
例
に
お
い
て
契
約
原
則
を
採
用
す
る
に
至
る
ま
で
に
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
要
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
１

８
９
７
年
の
ノ
ー
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
対
マ
ク
シ
ム
・
ノ
ー
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
・
ガ
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
ア
ミ
ュ
ー
ニ
シ
ョ
ン
社
事
件
に
お
い
て
、
巨
大

軍
事
企
業
の
売
却
と
世
界
的
な
広
が
り
を
も
つ
競
業
禁
止
特
約
を
支
持
し
た
の
で
あ

る
（6

1

）

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
の
貴
族
院
（H

ouse of Lords

）

は
本
件
判
決
に
お
い
て
、
「
被
契
約
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
合
理
的
な
必
要
性
を
超
え
ず
、
公
益
に
違
反
し
な
い
競
業
制
限
は
、
支

持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
、
と
り
わ
け
、
期
間
や
地
域
を
限
定
し
な
い
「
一
般
的
」
な
形
の

制
限
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
容
易
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
疑
問
を
解
き
ほ
ぐ
し

た
（6

2

）

。
そ
し
て
、
本
件
の
マ
ク
ノ
ー
ト
ン
裁
判
官
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（Lord M
acN

aughten

）
は
補
足
意
見
の
な
か
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
今
日
の
判
断
基
準
の
基
礎
と
な
る
も
の
を
提
示
し
た
。 

 
す
な
わ
ち
、
「
取
引
制
限
や
個
々
の
活
動
に
対
す
る
干
渉
は
、
特
定
の
事
件
の
特
別
の
事
情
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
う
る
。
実
際
、
当
該
競

争
制
限
が
合
理
的
と
は
、
す
な
わ
ち
、
当
該
契
約
当
事
者
双
方
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
公
共
の
利
益
に
関
し
て
も
合
理
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

社
会
公
共
に
何
ら
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
と
も
に
、
制
限
を
課
さ
れ
る
契
約
当
事
者
に
対
し
て
、
適
切
な
保
護
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が

担
保
さ
れ
る
限
り
、
保
護
と
し
て
は
十
分
で
あ

る
（6

3

）

」、
と
す
る
。 
 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
右
に
み
て
き
た
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
積
み
重
ね
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
取
引
制
限
に
関
す
る
初
期
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
の
取
り
扱
い
に
倣
っ
た
考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
特

約
に
つ
い
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
最
初
に
採
用
を
み
た
よ
う
に
、
一
般
的
制
限
と
部
分
的
制
限
の
二
つ
に
分
け
て
、
分
析
検
討

す
る
ル
ー
ル
が
初
期
の
事
件
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
ル
ー
ル
は
や
が
て
、
「
合
理
の
原
則
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ

る
（6

4

）

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
初
期
の
ル
ー
ル
で
は
、
単
に
当
該
契
約
の
諸
条
件
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
該
被
用
者
側
の
利
益
に
つ

い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。 
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四 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法 

  

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
取
引
制
限
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
１
７
６
０
年
頃
か
ら
１
９
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
機
械
や
動
力
面
に
お
け
る
発
明
を
契
機
と
し
て

起
こ
っ
た
社
会
お
よ
び
経
済
構
造
の
大
変
革
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
産
業
革
命
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
、
社
会
に
起
こ
っ
た
劇
的
変
化

は
、
単
に
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
救
済
だ
け
で
は
十
分
と
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
の
巨
大
統
合
や
産

業
の
成
長
に
よ
っ
て
、
効
率
性
に
富
ん
だ
大
企
業
間
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
地
域
市
場
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
同
じ
生
産
物
に
関
し
て
、

激
し
い
競
争
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
大
企
業
の
勃
興
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
輸
送
手
段
が
発
達
す
る
に
従
っ
て
、

地
域
の
明
確
な
境
界
線
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
。 

 

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
１
８
６
１
年
か
ら
１
８
６
５
年
に
か
け
て
争
わ
れ
た
南
北
戦
争
（Civil W

ar

）
の
後
は
、
激
し
い
価
格
競
争

と
デ
フ
レ
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
破
滅
的
な
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
企
業
が
、
ト
ラ
ス
ト
の
形
で
取
り
決
め
を
行
い
、
価
格
競
争
を
減
殺
す

る
た
め
に
株
式
を
持
ち
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
、
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
右
の
よ
う
な
「
ト
ラ
ス
ト
問
題
（trust problem

）」
が
広
く
一
般
に
認
識
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
連
邦
議
会
に
対
し
て

行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
求
め
る
動
き
が
必
然
的
に
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
ト
ラ
ス
ト
を
規
制
す
る
際
の
制
限
に
つ
い
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
当
初
の
流
れ
は
、
反
競
争
的
効
果
が
第
三
者
（
消
費
者
や
小
企
業
）
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
き
、
契
約
の
当
事
者
に
は
、
当
事
者
適
格

（standing

）
（
カ
ル
テ
ル
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
が
も
つ
）
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（6

5

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
最
初
の
ト
ラ
ス
ト
を
規
制
す
る
１
８
９
０
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
は
、
政
府
や
影
響
を
受
け
る
私
人
に
も
当
事
者
適
格
を
拡

大
す
る
一
方
で
、
同
法
は
、
第
１
条
に
お
い
て
、
「
数
州
間
ま
た
は
外
国
と
の
取
引
ま
た
は
商
業
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
、
ト
ラ
ス
ト
の

形
態
に
よ
る
結
合
ま
た
は
謀
議
は
、
こ
れ
を
違
法
と
す

る
（6

6

）

」、
と
明
確
に
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
競
争
制
限
行
為
の
規
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制
を
法
制
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 
 

 
も
と
よ
り
、
１
９
世
紀
末
に
制
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
も
、
完
全
無
欠
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
い

が
、
何
よ
り
も
、
同
法
は
、
政
治
、
経
済
に
も
た
ら
さ
れ
る
影
響
力
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
巨
大
企
業
の
存
在
を
危
惧
す
る
者
ら
と
、
経
済
的

効
率
性
と
高
い
レ
ベ
ル
で
の
生
産
性
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
の
促
進
に
資
す
る
巨
大
企
業
の
支
持
者
ら
と
の
間
で
の
経
済
的
、
政
治
的
対
立
の
い

わ
ば
妥
協
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
（6

7

）

。
す
な
わ
ち
、
同
法
の
原
案
が
示
す
よ
う
に
、
極
度
に
自
由
競
争
（free com

petition

）
を
追
求

し
て
、
い
か
な
る
ト
ラ
ス
ト
の
余
地
も
残
さ
な
い
よ
う
な
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
は
、
取
引
制
限
や
独

占
を
禁
止
す
る
一
方
で
、
必
ず
し
も
意
味
内
容
が
明
確
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
概
念
を
採
択
し
た
の
で
あ

る
（6

8

）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
資
本
主
義
的
な
経
済
組
織
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
上
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）

法
の
制
定
は
不
可
避
の
流
れ
で
あ
っ
た
が
、
企
業
の
改
革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
を
完
全
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
同
法
は
か
つ

て
の
よ
う
な
厳
格
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
産
業
に
は
い
く
ら
か
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（6

9

）

。 

 

右
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
伝
統
的
な
企
業
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
に
本
来
の
目
的
が
あ
っ

た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
同
法
は
最
終
的
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巨
大
企
業
に
対
す
る
相
対
立
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
妥
協

を
重
ね
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
（7

0

）

。
こ
の
点
、
同
法
が
妥
協
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
同
法
第
１
条
の
規
定
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
、
「
取
引
制
限
」
と
い
う
概
念
を
直
接
明
確
に
定
義
し
、
説
明
す
る
こ
と
よ
り
も
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反

ト
ラ
ス
ト
）
法
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
企
業
に
与
え
ら
れ
る
保
護
が
制
限
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
当
時
の
連
邦
議
会
は
、
あ
る
意

味
に
お
い
て
意
図
的
に
「
取
引
制
限
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
念
を
曖
昧
な
状
態
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
、
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
速
や
か
に
、
様
々
な
問
題
を
取
り
扱
う
た
め
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト

ラ
ス
ト
）
法
の
も
と
で
一
連
の
裁
判
例
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 
 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
こ
と
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
お
け
る
競
業
制
限
の
問
題
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
取
引
制
限
の
規
制
の
範
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疇
に
入
れ
ら
れ
る
、
数
少
な
い
領
域
の
一
つ
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
各
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ま
ず
は
契

約
法
の
枠
内
に
取
り
入
れ
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
発
展
さ
せ
て
、
解
釈
、
適
用
を
図

っ
て
き

た
（7

1

）

。
か
く
し
て
、
州
レ
ベ
ル
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
の
裁
判
例
は
、
従
来
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
裁
判
例
の
内

容
を
条
文
の
形
で
あ
ら
わ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

estatem
ent

）
な
ど
に
お
い
て
、
数
多
く
の
引
用
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
に
よ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
関
す
る
裁
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
を
み
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
連
邦
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
は
、
ご
く
ま
れ
な
例
外
を
除
い
て
、
競
争
制
限
特
約
に
は
適
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
連
邦
裁
判
所
が
、
競
業
制
限
特
約
を
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
よ
る
綿
密
な
審
査
の
対
象
に
し
は
じ
め
た
の

は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
特
約
に
関
す
る
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

arvey G
oldschm

idt

）
（7

2

）

の
論
考
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
、
と
言
わ
れ

る
（7

3

）

。 

 

五 

州
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
取
り
扱
い 

  

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
州
レ
ベ
ル
で
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
競
争
制
限
特
約
、
と
り
わ
け
、
競
業
禁
止
特
約
は
、（
１
） 

適
切
な
約
因

が
あ
る
こ
と
、
（
２
）
「
合
理
的
」
で
あ
る
こ
と
、
（
３
） 

な
ん
ら
か
の
合
意
に
付
随
し
て
い
る
こ

と
（7

4

）

、
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
初
め
て
強

制
が
可
能
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
、
と
り
わ
け
、
右
の
要
件
（
２
）
の
競
業
禁
止
特
約
の
「
合
理
性
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
① 

当
該
競
業
禁
止
が
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
も
の
か
、
当
該
利
益
保
護
の
必
要
性
を
超
え
て
い
な
い
か
、
保
護
を
受
け
る
当
該
利

益
に
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
か
、
② 

当
該
競
業
禁
止
は
、
被
用
者
が
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
不
当
に
制
限
し
て
い
な
い
か
、
③ 

当
該
競
業

禁
止
は
、
公
序
良
俗
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（7

5

）

。 
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ま
た
、
右
の
①
の
当
該
競
業
禁
止
が
使
用
者
の
正
当
な
利
益
に
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
か
ら

判
断
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
、
当
該
事
業
の
性
質
や
範
囲
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
医
師
、
歯
科
医
、
弁
護
士
の
よ
う

な
専
門
的
職
業
は
一
般
的
に
、
そ
の
性
質
上
地
元
に
密
着
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
逆
に
、
地
域
に
密
着
し
て
い
な
い
よ
う
な
専

門
的
職
業
に
対
す
る
競
争
制
限
は
、
法
的
に
無
効
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

る
（7

6

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
配
送
業
者
は
、
卸
売
業
者

か
、
小
売
業
者
か
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
販
売
す
る
商
品
の
性
質
に
よ
っ
て
、
地
理
的
範
囲
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
地

域
を
越
え
る
も
の
か
、
例
え
ば
、
国
内
だ
け
か
国
外
に
も
及
ぶ
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ

う
（7

7

）

。
ま
た
、
商
品
の
製
造
、
販
売
、
流
通
に
従
事

す
る
よ
う
な
会
社
は
、
当
該
競
業
禁
止
の
地
理
的
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
余
地
が
あ

る
（7

8

）

。         
 

 

 

ま
た
、
当
該
競
争
禁
止
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
事
業
上
の
利
益
と
の
関
係
で
、
当
該
制
限
の
合
理
性
が
決
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
、

例
え
ば
、
時
間
的
に
無
制
限
の
競
業
禁
止
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
不
当
で
あ
る
と
さ
れ

る
（7

9

）

。
し
か
し
、
時
間
的
制
限
が
課
さ
れ
る
特
定
産
業
に

つ
い
て
分
析
検
討
を
行
う
こ
と
な
く
、
当
該
時
間
的
制
限
に
関
し
て
、
競
業
禁
止
の
合
理
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
と
言
え
よ

う
。
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
審
理
に
あ
た
っ
て
、
事
実
関
係
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
事
件
判
決
に
一
貫
性
を
欠
き
、
ひ
い
て
は
競
業

禁
止
特
約
を
起
案
す
る
際
に
、
混
乱
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
右
の
競
業
禁
止
の
期
間
に
つ
い
て
、
従
来
の
裁
判
例
を
ふ
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
、
１
年
ま
た
は
２
年
の
期
間
に
す
ぎ
な

い
競
業
禁
止
特
約
が
無
効
と
さ
れ
る
一
方
で
、
５
年
ま
た
は
１
０
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
禁
止
特
約
を
支
持
す
る
よ
う
な
裁
判
所
が
み
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
同
じ
管
轄
に
属
す
る
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
裁
判
例
で
は
３
年
の
期
間
制
限
が
支
持
さ
れ
る
一
方
で
、
別
の
裁
判
例
に
お

い
て
は
そ
れ
は
無
効
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
個
々
の
事
例
は
そ
の
事
実
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
を
述
べ
る
ほ
か
に
、
あ
え
て
判
決
の
整
合
性
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
競
業
禁
止

特
約
に
関
す
る
裁
判
例
を
検
証
し
て
み
れ
ば
、
諸
判
決
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
全
体
と
し
て
一
応
の
結
論
を
得
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ

自
体
直
ち
に
不
当
と
は
断
定
で
き
な
い
だ
け
で
あ
ろ

う
（8

0

）

。 
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次
に
、
②
の
被
用
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
合
理
性
に
つ
い
て
、
当
該
制
限
の
地
理
的
範
囲
や
期
間
な
ど
の
諸
問
題
の
多
く
は
、
①
の
要
因

と
の
関
係
で
考
慮
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
漠
然
と
し
た
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
そ
の
他

の
付
随
的
要
因
と
し
て
、
当
該
被
用
者
の
専
門
的
知
識
・
技
術
の
程
度
、
職
場
で
の
地
位
・
身
分
、
長
期
か
つ
出
費
を
要
す
る
訓
練
が
、
当
該

職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
当
該
被
用
者
の
性
質
も
問
題
と
な

る
（8

1

）

。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
、
当
該
被
用

者
の
専
門
的
知
識
・
技
術
が
優
れ
た
も
の
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
当
該
使
用
者
の
利
益
は
そ
れ
に
応
じ
て
大
き
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
裁
判
所

が
当
該
制
限
に
つ
い
て
、
法
的
拘
束
力
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
さ
れ

る
（8

2

）

。
ま
た
、
雇
用
関
係
の
終
了
す
る
前
に
被
用
者
が
雇
用
さ
れ

て
い
た
期
間
が
短
い
の
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
側
に
お
い
て
当
該
制
限
を
法
的
に
強
制
す
る
た
め
に
あ
ま
り
十
分
な
利
益
が
な
い
、
と
裁
判
所
に

判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
（8

3

）

。 

 

ま
た
、
雇
用
関
係
の
終
了
を
取
り
巻
く
諸
般
の
事
情
も
考
慮
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
当
該
被
用
者
の
解
雇
が
明
ら
か
に
不
当
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
合
理
的
な
競
業
禁
止
で
あ
っ
て
も
、
使
用
者
に
は
、
一
般
的
に
衡
平
法
上
の
原
則
に
照
ら
し
て
、
競
業
禁
止
の
強
制
は

認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
で
、
顧
客
ま
た
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
流
用
を
図
っ
て
、
競
争
相
手
に
雇
わ
れ
る
た
め

に
、
被
用
者
が
離
職
す
る
よ
う
な
場
合
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
、
使
用
者
側
の
利
益
が
競
業
禁
止
を
支
持
す
る
に
は
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
い
と
き
で
も
、
差
し
止
め
命
令
に
よ
る
救
済
が
発
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
（8

4

）

。    

 

ま
た
、
当
該
競
業
禁
止
が
制
限
を
受
け
る
被
用
者
に
不
当
な
制
約
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
考
慮
さ
れ

る
（8

5

）

。

す
な
わ
ち
、
経
済
の
状
況
、
当
該
被
用
者
の
家
庭
の
状
況
、
ま
た
は
同
人
の
居
住
地
で
の
在
住
期
間
な
ど
も
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
う

る
（8

6

）

。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
諸
要
因
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
公
正
な
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
当
該
契
約
の
当
事
者
は
、
右

の
よ
う
な
諸
々
の
リ
ス
ク
を
当
該
使
用
者
に
負
わ
せ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
裁
判
所
は
一
般
的
に
、
社
会
に
対
す
る
損
失
を
考
慮
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
の
初
期
段
階
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て

は
、
右
の
要
因
は
、
単
に
使
用
者
ま
た
は
被
用
者
の
い
ず
れ
か
に
有
利
に
働
く
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
紛
争
に
決
着
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
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か
っ
た
、
と
さ
れ

る
（8

7

）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
は
今
日
、
当
該
競
業
禁
止
が
社
会
公
共
を
害
す
る

可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
要
因
は
決
定
的
事
実
で
あ
り
う
る
、
と
さ
れ

る
（8

8

）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
競
業
禁
止
が
、
独
占
、

あ
る
い
は
価
格
支
配
ま
た
は
人
為
的
に
生
産
制
限
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
か
、
ま
た
は
そ
う
し
た
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
典
型
例
と

し
て
挙
げ
ら
れ

る
（8

9

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
一
般
的
に
、
こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
決
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ

ス
ト
）
法
を
ど
れ
ほ
ど
精
緻
に
分
析
検
討
し
て
き
た
の
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。 

 

六 

お
わ
り
に 

  

以
上
の
と
お
り
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
取
引
制
限
、
と
り
わ
け
、
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
も
と
も
と
イ
ギ

リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
展
開
さ
れ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
「
合
理
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
そ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。 

  

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
州
お
よ
び
連
邦
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
は
、
不
十
分

な
と
こ
ろ
が
二
三
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
と
連
邦
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
の
取
り
組
み
は
、
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

第
二
に
、
各
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
で
の
取
り
組
み
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
企
業
と
被
用
者
と
の
間
の
雇
用
契
約
が
、
果
た
し
て
有

効
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
定
の
予
測
不
確
実
性
は
避
け
ら
れ
な
い
。
第
三
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
取
り
組
み
を
行

う
諸
州
の
間
で
も
、
当
該
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
裁
判
官
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
所
の
分
析
検
討
の
結
果

に
は
、
予
測
不
確
実
性
を
伴
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
じ
州
内
に
お
い
て
も
予
測
可
能
性
が
低
く
、
当
該
競
業
禁
止
特
約
が
審
理
さ
れ
る
裁

判
所
の
裁
判
官
の
判
断
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
も
、
裁
判
所
に
は
、
よ
り
一
層
一
貫
し
た
厳
格
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。    
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最
後
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
盛
ん
な
今
日
、
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
顧
客
関
係
の
保
護
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
一
方
で
、

企
業
間
の
競
争
維
持
も
ま
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
反
ト
ラ
ス
ト
）
法
は
、
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
母
法
と
さ
れ

る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
重
要
性
が
増
大
し
、
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
が
強
調
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の

競
業
禁
止
特
約
が
不
当
な
取
引
制
限
に
当
た
ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
、
独
占
禁
止
法
の
視
点
は
見
逃
せ
な
い
。
と
り
わ
け
、
競
業
禁
止
特
約
の

有
効
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
被
用
者
の
も
つ
特
別
の
知
識
・
技
能
な
ど
に
対
す
る
「
公
共
の
利
益
」
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て
も
、

十
分
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。  

 

注 （
1
）
と
り
わ
け
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
判
例
上
、
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用
者
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地
位
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競
業
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禁
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さ
れ
る
範
囲
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業
務
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期
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地
域
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代
償
措
置
の

有
無
な
ど
に
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ら
し
て
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合
理
性
が
判
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さ
れ
る
。
奈
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地
判
昭
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四
五
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十
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下
民
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一
巻
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十
号
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六
九
頁
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フ
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セ
コ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件
〕
等
を
参
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）See, M

ark A
. G

lick, D
arren Bush, Jonathan Q
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afen, A

rticle: The Law
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（1994

）. C
hristine O

’M
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（
76
）C

.T. D
reschler, A

nnotation, Enforceability of Covenant Against Com
petition, Ancillary to Sale or O

ther Transfer of Business, Practice or 

§
 

§
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Property, As Affected By Territorial Extent of Restriction, 46 A
.L.A

. 2d 119

（2002

）.   
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
77
）Id.                                                   

 
 

 
 

（
78
）Id.                                                 

 
 
 

 
 

（
79
）See, Taylor v. Saurm

an, 1 A
. 40

（Pa. 1885

）. 

本
件
で
は
、
再
び
写
真
業
に
携
わ
ら
な
い
と
い
う
特
約
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、

無
効
と
さ
れ
た
。                           

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
80
）G

lick, supra note 2, at 372.                   
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
81
）B

lake, supra note 19, at 684. 

高
度
に
教
育
訓
練
を
重
ね
た
特
別
の
知
識
、
技
能
、
経
験
を
も
つ
被
用
者
が
自
己
の
能
力
、
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と

を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
当
該
被
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
経
済
的
損
失
で
あ
る
、
と
す
る
。 

（
82
）Id.                                                        

（
83
）Id. at 685.  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
84
）Id.                                                       

 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
85
）R

estatem
ent of C

ontracts
515

（b

）
（1913
）; See, R

estatem
ent

（Second

）of Contracts
188

（1981

）. 
 
 

 
 

（
86
）Blake, supra note 19, at 686. 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
87
）G

lick, supra note 2, at 372-373. 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
88
）
医
者
に
か
か
わ
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
要
因
に
基
づ
い
て
判
断
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、N

at,1 

C
onsultants, Inc. v. B

urt, 366 S. E. 2d 344

（G
a. C

t. A
pp. 1988

）. 
本
件
で
は
、
医
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
地
域
で
医
者
が
医
療
行
為
を
行
う
こ
と

を
制
限
す
る
特
約
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、LIoyd D

am
sey, M

.D
., P.A

. v. M
ankow

itz, 339 So. 2d 282

（Fla. D
ist. Ct. A

pp.1976

）. 

し

か
し
、
社
会
公
共
の
利
害
と
い
う
要
因
は
、
広
く
裁
判
例
に
用
い
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

（
89
）Restatem

ent of Contracts
515

（c

）
（1913

）. 

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
の
原
則
を
こ
の
問
題
に
適
用
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

当
該
町
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
る
地
域
の
実
務
を
行
う
者
の
数
に
着
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
実
務
を
行
う
者
の
数
が
独
占
の
存
在
に
か
か
わ
り
を
も
つ

§
 

§
 

§
 



55 

 

の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
競
業
禁
止
特
約
に
関
し
て
社
会
公
共
の
利
害
を
検
討
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。Statesville 

M
ed. G

roup v. D
ickey, 418 S. E. 2d 256, 257

（N
.C

. Ct. A
pp. 1992

）; W
ilson v. G

am
ble, 177 So. 363

（M
iss. 1937

）; Parisan Live D
yers &

 

C
leaners v. Springfield, 275 S.W

. 1098

（Tex. C
iv. A

pp. 1925

）; Ellis v. M
cdaniel, 596 P. 2d 222

（N
ev.1979

）; Bauer v. Saw
yer, 134 N

.E. 2d 

329
（Ill.1956

）. 
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企
業
の
営
業
上
の
秘
密
保
護
と
競
業
避
止
契
約 

―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て

― 

樫 

原 

義 

比 

古 

 

一 

は
じ
め
に 

  

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約(covenant not to com

pete)

の
ほ
か
に
、「
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ(garden 

leave)

」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
概
念
を
あ
み
出
し
て
き
た
。
こ
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
特
約
と
は
異
な
り
、
当

該
被
用
者
は
雇
用
関
係
が
終
了
す
る
前
に
、
一
定
の
合
理
的
な
長
さ
の
予
告
を
使
用
者
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
使
用

者
は
、
こ
の
予
告
期
間
中
、
い
か
な
る
労
働
も
被
用
者
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
被
用
者
に
は
給
与
な
ど
が
全
額
支
払
わ
れ
る
。
当

該
労
働
者
は
、
「
被
用
者(em

ployee)

」
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
被
用
者
は
、
競

業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
使
用
者
に
損
害
を
与
え
て
も
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

（1

）

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
労
使
間
の

取
り
決
め
は
、
使
用
者
に
必
要
な
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
被
用
者
に
と
っ
て
も
「
フ
ェ
ア(fair)

」
な
も
の
と
さ
れ
、
一
般
的
に
裁
判
上
も

受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
履
行
強
制
も
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（2

）

。 

 

一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
急
速
な
技
術
革
新
の
進
展
や
、
経
済
社
会
の
高
度
情
報
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
生
産
方
法
、
販
売
方
法
、

そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
、
営
業
上
の
情
報
の
重
要
性
が
増
す
一
方
で
、
企
業
間
の
競
争
が
激
化
す
る
中
に
お
い
て
、
企
業
の
競

争
力
の
源
泉
で
あ
り
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
そ
の
他
の
秘
密
情
報
が
被
用
者
の
転
職
に
伴
い
、
競
業
他
社
に
流

失
す
る
事
例
が
増
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め

に
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
避
止
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
が
、
事
後
的
に
競
業
避
止
契
約
の
有
効
性
や
そ
の
民
事
的
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な
救
済
措
置
と
り
わ
け
そ
の
差
止
命
令
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
起
こ
り
、
果
た
し
て
、
競
業
避
止
契
約
は
裁
判
上
、
履
行
強
制
が
可
能
か
否
か
に

つ
い
て
不
確
実
性
が
増
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
競
業
避
止
契
約
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
不
確
実
な
現
状
に
か
ん
が
み
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー

上
形
成
さ
れ
て
き
た
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
概
念
な
い
し
法
理
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
と
り
わ
け
大
き
な
意
味
を

有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

も
と
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
わ
が
国
と
で
は
、
そ
の
法
文
化
的
背
景
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法

理
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
競
業
避
止
契
約
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
の
不
確
実
性
の
問
題
を
打
開
す
る
道
筋
を
つ
け
る
も
の
と

し
て
、
そ
う
し
た
法
理
を
採
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。 

 

ニ 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
展
開 

  

1 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理 

 

（
1
） 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
グ
の
概
念
の
萌
芽 

 

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
が
生
じ
た
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
、
一
九
八
六
年
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

社
対
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件

（3

）

が
あ
る
。
そ
の
事
実
の
概
要
と
判
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

本
件
被
告
は
、
そ
の
当
時
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
有
力
な
夕
刊
紙
で
あ
っ
た
原
告
会
社
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
職
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
有
名
な
出
版
社
の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社
が
ラ
イ
バ
ル
夕
刊
紙
の
発
刊
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
る

に
至
っ
て
、
被
告
は
原
告
会
社
を
退
職
し
て
、
新
た
な
出
版
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
す
る
よ
う
に
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社

か
ら
転
職
を
勧
誘
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
と
原
告
会
社
と
の
間
で
結
ば
れ
た
契
約
に
は
、
同
人
は
当
該
契
約
の
有
効
期
間
中
は
そ
の
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他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、
当
該
契
約
は
使
用
者
ま
た
は
被
用
者
の
い
ず
れ
か
一
方
が
、
一
年
の
予
告
期
間
を
も
っ

て
の
み
終
了
さ
せ
う
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
被
告
の
辞
表
に
よ
れ
ば
、
同
人
は
二
ヵ
月
以
内
に
退
職
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
は

本
件
契
約
に
定
め
ら
れ
た
期
間
に
十
ヵ
月
間
不
足
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（4

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
会
社
が
、
本
件
契
約
条
項
の
履
行
強
制
を

求
め
、
残
存
期
間
を
含
め
て
一
年
間
、
被
告
が
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
を
申
し
立
て
た
の
が
本
件
事

案
の
概
要
で
あ
る
。 

 

本
件
下
級
審
で
は
当
初
、
原
告
の
差
止
命
令
の
申
立
を
認
め
な
か
っ
た
。
被
告
は
在
職
中
に
、
保
護
さ
れ
べ
き
必
要
性
の
あ
る
秘
密
情
報
を

取
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
控
訴
院
は
、
原
告
会
社
か
ら
提
示
さ
れ
た
新
た
な
理
論
に
基
づ
い

て
、
差
止
命
令
を
認
容
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
件
原
告
会
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
の
も
と
で
は
、
他
方
の
当

事
者
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
契
約
の
履
行
拒
絶(repudiation)

が
な
さ
れ
る
と
き
に
は
、
他
方
の
当
事

者
は
当
該
契
約
は
、
な
お
有
効
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る

（5

）

。
つ
ま
り
、
本
件
被
告
は
、
辞
表
の
提
出
に
よ
り
、
当
該
契
約
の
終

了
前
に
履
行
の
意
思
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
原
告
会
社
は
当
の
契
約
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
も
の
と
見
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
原
告
会
社
は
、
被
告
が
実
際
に
同
社
の
た
め
に
働
く
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
上
要
求
さ
れ
る
予
告
期
間
の

残
存
期
間
中
も
、
給
与
の
全
額
と
そ
の
他
の
便
益
を
被
告
に
与
え
る
旨
の
意
思
を
表
明
し
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
原
告
会
社
は
、
被
告
が
給

与
の
支
払
い
を
受
け
な
が
ら
、
同
社
に
就
労
し
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
請
求
も
見
合
わ
せ
る
旨
の
提
案
を
行
っ
た

（6

）

。
こ
れ
に
対
し

て
、
本
件
控
訴
院
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
契
約
上
は
行
わ
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
を
ま
さ
に
行
う
こ
と
、
と
り
わ
け
当
該
契
約
の
期
間
中
は
他
者
に

就
労
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
た

（7

）

。
そ
し
て
、
本
件
控
訴
院
は
、
こ
の
よ
う
な
法
的
判
断
と
、
雇
用
契
約
を
履
行
強
制

す
る
差
止
命
令
を
認
め
な
い
こ
と
を
比
較
衡
量
す
る
さ
い
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
「
差
止
命
令
に
よ
り
、
被
告
は
原
告
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
被
告
を
困
窮
さ
せ
た
り
、
失
業
状

態
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
・
・
・
・
・
・
。
し
か
し
、
そ
れ
は
原
告
が
提
案
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
克
服
さ
れ
る
も
の
で
あ
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る
。
被
告
は
、
原
告
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
仮
に
、
被
告
が
復
職
し
な
い
と
し
て
も
。
・
・
・
・
・
・
予
告
期

間
が
適
切
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
期
開
が
満
了
す
る
ま
で
、
本
件
契
約
上
給
与
の
み
な
ら
ず
諸
利
益
を
十
分
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

（8

） 
右
の
よ
う
に
、
本
件
控
訴
院
は
、
使
用
者
が
当
該
契
約
の
有
効
期
間
中
は
本
件
被
用
者
に
給
与
の
支
払
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
理
由

に
基
づ
い
て
、
以
前
に
は
裁
判
上
の
履
行
強
制
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
強
制
す
る
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判

所
が
法
的
判
断
を
な
す
さ
い
に
焦
点
を
移
行
し
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
雇
用
法
の
劇
的
な
変
化
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ

る
（9

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
裁
判
所
は
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
判
決
に
お
い
て
、
原
告
会
社
が
契
約
上
定
め
ら
れ
た
予
告
期
間

の
残
存
期
間
中
も
、
被
用
者
に
給
与
の
支
払
い
を
進
ん
で
継
続
す
る
と
い
う
意
思
を
よ
り
所
と
し
て
、
被
告
に
対
す
る
差
止
命
令
を
認
容
す
る

判
断
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
枠
組
は
、
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
2
） 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
裁
判
上
の
承
認 

 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
議
論
の
出
発
点
は
、
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
判
決
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
判
決
の

趣
旨
に
沿
っ
て
、
雇
用
契
約
上
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
実
際
に
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
・
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
対
ヘ
イ
ワ
ー
ド
事

件
（1

0

）

が
あ
る
。 

 

本
件
被
告
は
、
不
動
産
仲
介
業
を
営
む
原
告
会
社
に
お
い
て
財
務
担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
働
く
公
認
会
計
士
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、

職
を
辞
し
て
、
別
会
社
へ
転
職
す
る
考
え
か
ら
、
原
告
会
社
を
退
職
し
た
。
前
述
し
た
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
の
被
告
と
同
様

に
、
本
件
被
告
と
会
社
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
は
、
同
人
が
在
職
中
は
他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、
契
約
の
終
了
に

は
一
年
前
に
予
告
を
必
要
と
す
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
被
告
と
会
社
と
の
間
の
契
約
で
は
、
同
人
は
給
与
を
全
額
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
会
社
は
い
つ
で
も
同
人
を
職
場
構
内
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
か
、
あ
る
い
は
同
人
の
職
務
執
行
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
旨
の
定
め
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
本
件
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
、「
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
い
わ
ゆ
る
『
ガ

ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
』
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
約
定
で
あ
り
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
規
定
は
、
幹
部
社
員
と
の
雇
用
契
約
中
に
今
日
、
普
通
に
置
か
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れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
の
で
あ

る
（1

1

）

。 

 
本
件
で
は
、
被
告
が
辞
表
を
提
出
し
た
後
に
、
原
告
会
社
と
被
告
と
の
間
で
、
原
告
に
対
す
る
予
告
期
間
を
六
ヵ
月
間
短
縮
す
る
旨
、
相
互

に
合
意
さ
れ
た
。
被
告
は
、
原
告
会
社
で
二
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
職
務
を
継
続
し
た
が
、
そ
の
間
に
、
原
告
会
社
が
損
害
を
被
る
可
能
性
の
あ

る
秘
密
情
報
を
被
告
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
基
づ
い
て
予
告
期
間
の
残
存
期
間
中
、
職
務
か

ら
は
ず
さ
れ
、
自
宅
待
機
に
さ
せ
ら
れ

た
（1

2

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
は
そ
の
一
週
間
後
に
原
告
会
社
に
対
し
て
、
残
存
期
間
が
終
了
す
る
ま

で
自
宅
で
待
機
す
る
よ
り
、
二
、
三
日
後
に
は
、
前
記
別
会
社
に
お
い
て
働
く
予
定
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
会
社
は
、
六
ヵ

月
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
、
被
告
が
別
会
社
で
新
た
な
地
位
に
就
く
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、
差
止
命
令
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
。 

 

し
か
し
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件

判
決
と
は
異
な
り
、
被
用
者
に
給
与
を
全
額
支
払
う
こ
と
だ
け
で
、
被
用
者
の
転
職
を
制
限
で
き
る
と
い
う
使
用
者
の
立
場
そ
の
も
の
に
関
心

が
向
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
「
実
際
『
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
』
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
と
き
に
は
、
明
ら
か
に
乱
用
の
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
仮
に
、
意

欲
が
旺
盛
で
有
能
な
幹
部
社
員
が
、
長
期
に
わ
た
る
予
告
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
ま
っ
た
く
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な

い
な
ら
ば
、
幹
部
社
員
が
退
職
を
申
し
出
な
い
こ
と
を
確
実
な
も
の
に
す
る
よ
う
な
武
器
を
使
用
者
は
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
事
前
の

予
告
を
行
っ
て
、
職
を
辞
す
る
幹
部
社
員
は
誰
で
あ
れ
、
不
正
行
為
を
働
く
か
、
ま
た
は
以
前
の
使
用
者
を
欺
く
意
図
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
専
門
的
知
識
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
競
業
他
社
へ
新
た
に
転
職
す
る
こ
と
は
ご
く
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る

。
（1

3

）

」 

 

そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
エ
ク
イ
テ
ィ
に
基
づ
く
差
止
命
令
を
認
容
し
な
か
っ
た
。
も
し
仮
に
、
被
告
が
、
残
存
す
る
十

週
間
に
わ
た
る
予
告
期
間
を
他
社
で
働
い
た
と
し
て
も
、
原
告
会
社
は
何
ら
深
刻
な
被
害
を
被
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
認
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

原
告
会
社
と
前
記
他
社
と
が
競
業
間
係
に
あ
ろ
う
と
、
他
社
に
お
け
る
被
告
の
職
務
は
、
原
告
会
社
に
お
い
て
被
告
が
就
い
て
い
た
ポ
ス
ト
と

は
非
常
に
異
な
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
（1

4

）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
さ
い
に
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
処
置
と
し
て
は
、
契
約
違
反
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に
よ
り
被
っ
た
損
失
を
補
填
す
る
損
害
賠
償
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
っ
て
、
差
止
命
令
を
容
認
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、

裁
判
所
が
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
諸
事
情
か
ら
適
切
な
場
合
」
、
被
用
者
と
い
う
も
の
は
、
「
被
告
の
契
約
状
況
に
み
る
契
約
条
項
の
も

の
と
で
は
」、
競
業
を
制
限
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（1

5

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
社
事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
被
用
者
が

競
業
他
社
に
お
い
て
類
似
の
職
務
に
就
く
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
が
裁
判
上
、
暗
黙
の
内
に
承

認
さ
れ
た
の
で
あ

る
（1

6

）

。 

 

2 

裁
判
例
の
変
化 

 

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
社
事
件
判
決
は
、
評
判
の
高
い
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
使
用
者
に
と
っ
て
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
が
有
用
と
さ
れ
る
状
況
を
明
確
化
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
判
決
を
契
機
と
し
て
、
多
く
の
裁
判
例

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
ジ
ェ
イ
エ
ー
・
モ
ン
ト
社
対
ミ
ル
ズ
事

件
（1

7

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
雇

用
上
訴
審
判
所(Em

ploym
ent Appeal Tribunal)

は
本
件
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
被
用
者
が
競
業
他
社

へ
転
職
す
る
こ
と
に
制
限
を
加
え
る
た
め
に
、
使
用
者
は
解
雇
と
の
抱
合
せ
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

本
件
裁
判
所
は
、
雇
用
関
係
の
「
継
続
性
」
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
差
止
命
令
に
よ
り
使
用
者
が
保
護
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
重
要
な
要
素
に
な
る
と
し
た
の
で
あ

る
（1

8

）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
被
用
者
は
、
競
業
他
社
の
た
め

に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
使
用
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
を
防
ぐ
信
義
誠
実
を
尽
く
す
義
務(duty of fidelity)

を
負
う
一
方
で
、
雇

用
契
約
関
係
の
終
了
後
に
は
、
忠
実
義
務(duty of loyalty)

を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
（1

9

）

。
換
言
す
れ
ば
、
ジ
ェ
イ
エ
ー
・
モ
ン
ト

社
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
当
該
雇
用
関
係
が
す
で
に
終
了
し
た
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
よ
る
保
護
を
よ
り
所
と
す
る
た
め
に
は
、
信
義
誠
実
な
い
し
忠
実
義
務
を
維
持
す
る
た
め
に
も
当
該
被
用
者
と

の
雇
用
関
係
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

ジ
ェ
イ
エ
ー
・
モ
ン
ト
社
事
件
判
決
は
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
適
用
に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
設
け
た
が
、
そ
の
制
限
は
、
一
九
九
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八
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
対
タ
ッ
カ
ー
事

件
（2

0

）

に
お
い
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
控
訴
院 

民
事
部
が
判
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
該
使
用
者
が
そ
う
す
る
こ
と
を
許
す
特
別
の
契
約
条
項
が
な
け
れ
ば
、
一
定
の
被
用
者
を
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
本
件
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
認
容
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
認
定
に
よ
れ
ば
、

雇
用
契
約
上
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
つ
い
て
の
明
示
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
使
用
者
は
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（2

1

）

。
そ
し
て
、
本
件
控
訴
院
の
モ
リ
ッ
ト(M

oritt)

裁
判
官
の
見
解
で
は
、
被
用
者
は
二
種
類
に
分
け

ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
使
用
者
が
就
労
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被
用
者
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
は
、
使
用
者
が
単
に
報
酬
の
支
払
義
務
を

負
う
に
す
ぎ
な
い
被
用
者
で
あ
る
。
こ
う
し
た
区
別
に
し
た
が
っ
て
、
同
裁
判
官
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
特
別
の
契
約
条
項
が
置
か
れ
て
い
な
い

と
き
で
も
、
使
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
よ
っ
て
、
後
者
の
被
用
者
を
自
宅
待
機
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
者
は
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
何
ら
被
用
者
に
対
す
る
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
（2

2

）

。
し
か
し
、
使
用
者
は
前
者
の
被
用
者
に
つ
い
て
は
、
雇

用
上
明
示
的
な
合
意
に
よ
り
使
用
者
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
、
本
件
被
用
者
は
、
こ
れ
に
属
す
る
旨
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
契
約
上
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条

項
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
に
、
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
さ
れ

た
（2

3

）

。
本
件
争
点
を
め
ぐ
っ
て
先
例
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
に
見
る
よ
う
に
、
明
示
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置

か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
暫
定
的
差
止
命
令(interlocutory injunction)

の
請
求
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

以
前
か
ら
実
務
的
に
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
判
決
は
異
例
と
も
言
え
る
。 

 

さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
が
明
確
化
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
シ
ン
ビ
ア
ン
社
対
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
事

件
（2

4

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本

件
控
訴
院
民
事
部
は
、
雇
用
契
約
上
明
示
的
に
、
契
約
の
有
効
期
間
中
、
被
用
者
は
他
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
ガ

ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
被
用
者
が
競
業
他
社
の
た
め
に
働
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
判
示
し
た
の
で

あ
る
。
本
件
控
訴
院
の
考
え
方
は
、
す
で
に
述
べ
た
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件
判
決
に
お
い
て
と
ら
れ
た
立
場
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か
ら
は
後
退
し
た
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
は
、
当
該
被
用
者
の
職
務
が
、
以
前
の
使
用
者
と
直
接
的
に
競
業
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、

決
定
的
な
も
の
と
は
捉
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
、
本
件
判
決
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
所
が
、
ガ
ー
デ 

ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
と
、
契
約
の
有
効
期
間
中
に
被
用
者
が
他
で
就
労
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
規
定
の
両
方
に
つ
い
て
、
当
該
被
用
者
の
雇
用
契

約
上
の
定
め
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
検
討
し
た
こ
と
で
あ

る
（2

5

）

。
そ
し
て
、
本
件
控
訴
院
は
そ
の
合
議
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
条
項
の

重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
社
の
事
件
の
判
決
で
明
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
明
示
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ

条
項
が
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
、
被
用
者
が
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
の
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
裁
判
上
強
制
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
裁
判
所
は
本
件
シ
ン
ビ
ア
ン
社
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
だ
け
で
被
用
者
が
競
業
他
社
に
就
労
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
進
ん
で
述
べ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ

の
状
態
に
被
用
者
を
置
く
こ
と
は
、
被
用
者
の
黙
示
的
な
信
義
誠
実
な
い
し
忠
実
義
務
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
で
あ

る
（2

6

）

。
が
、
し
か
し
両
当

事
者
の
契
約
関
係
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
期
間
中
存
続
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
基
づ
く
予

告
期
間
中
は
任
期
を
ま
っ
と
う
す
る
一
方
で
、
被
用
者
が
他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
排
除
す
る
契
約
条
項
は
、
な
お
も
有
効
で
あ
る

と
し
て
、
本
件
で
は
差
止
め
が
命
じ
ら
れ

た
（2

7

）

。 

 

3 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
最
近
の
動
向 

 

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
属
す
る
が
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
は
個
々

の
裁
判
例
を
通
じ
て
依
然
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
連
す
る
裁
判
例
が
多
数
あ
る
場
合
に
は
複
雑
性
を
伴
う
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
裁
判
所
は
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
た
め
に
職
を
辞
す
る
さ
い
に
、
企
業
自
ら
の
保
護
を
確
実

な
も
の
に
す
る
雇
用
契
約
上
の
指
針
を
使
用
者
が
持
つ
と
い
う
観
点
か
ら
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
め
を
命
ず
る

状
況
を
絞
り
込
ん
で
き
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
状
態
に
置
く
こ
と
を
許
す
明
示
的
条

項
（2

8

）

と
、

第
二
に
、
当
事
者
が
明
示
的
な
合
意
を
し
た
期
間
、
被
用
者
が
他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る
規

定
（2

9

）

の
二
つ
を
契
約
の
な
か
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に
盛
り
込
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
対
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
事
件
判
決

に
お
い
て
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
導
入
に
道
を
開
い
た
の
は
、
「
競
業
制
限
約
款
の
履
行
強
制
の
可
能
性
に
関
す
る
不
確
実
性
に
ほ

か
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
条
項
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
競
業
制
限
約
款
に
比
べ
て
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
」
旨
が
指
摘
さ
れ

た
（3

0

）

。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
概
し
て
、

裁
判
所
は
、
差
止
命
令
に
よ
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
履
行
強
制
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
て
き
た
よ
う
に
見
ら
れ

る
（3

1

）

。
そ
う
し
た
裁

判
例
の
結
果
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
事
例
と
し
て
、
前
述
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。 

 

す
な
わ
ち
、
「
被
用
者
が
雇
用
契
約
を
見
定
め
て
、
予
告
す
る
さ
い
に
、
使
用
者
は
、
報
酬
を
支
払
う
一
方
で
、
予
告
期
間
中
、
就
労
を
し

て
は
な
ら
な
い
旨
、
主
張
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
明
示
の
契
約
条
項
が
あ
る
場
合
、
使
用
者
が
そ
う
し

う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。

」
（3

2

） 

 

ま
た
、
退
職
被
用
者
は
、
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
異
議
を
申
し
立
て
な
が
ら
も
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が

被
用
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ

る
（3

3

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
、
確
実
性
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
、
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
か
ら
企
業
の
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
使
用
者
は
、
企
業
に
と
っ
て
枢

要
な
被
用
者
と
の
間
の
契
約
中
に
、
そ
う
し
た
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
働
き
の
限
界
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
近
年
、

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
乱
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
関
心
を
向
け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
裁
判
所
は
、
予
告
期
間
中
に
競
争
相
手
企

業
で
の
就
労
を
禁
止
す
る
明
示
の
規
定
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
止
命
令
を
認
容
す
る
傾
向
に
あ
る
。
次
に
、
裁
判
所
は
、
被
用
者
の
就
労

請
求
権
と
の
関
係
で
、
と
く
に
、
被
用
者
が
、
自
己
の
技
能
や
経
験
を
維
持
す
る
た
め
に
就
労
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
予
告
期
間
中
で
あ
れ
、

使
用
者
が
仕
事
を
与
え
る
義
務
を
進
ん
で
読
み
込
ん
で
き
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
予
告
期
間
を
求
め
る
条
項
に
対
し
て
は
、

取
引
制
限
の
法
理(doctrine of restraint of trade)

が
適
用
さ
れ
、
使
用
者
の
合
法
的
な
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
な
い
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限
り
、
無
効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
き

た
（3

4

）

。 

 
三 
結
び
に
代
え
て 

 

急
速
に
進
む
技
術
革
新
と
労
働
力
の
流
動
性
の
高
ま
り
の
中
で
、
企
業
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
社
外
流
出
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
競
業
避
止
契
約
の
履
行
強
制
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
の
高
ま
り

と
い
う
現
状
に
か
ん
が
み
て
、
使
用
者
は
、
専
門
的
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
と
の
雇
用
契
約
中
に

競
業
避
止
契
約
に
代
え
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
労
使
関
係
に
お
い
て
当
事
者
が
、

オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
処
理
を
避
け
て
、
中
間
的
な
歩
み
よ
り
を
求
め
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
よ
う
な
特
約
を
結
び
う
る
か
。
も

と
よ
り
、
わ
が
国
の
裁
判
所
に
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
有
効
性
を
検
討
す
る
機
会
は
今
の
と
こ
ろ
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
競
業
避
止
契
約
に
比
べ
て
、
法
的
に
裁
判
上
も
履
行
強
制
の
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
は
、
未
知
数

で
あ
る
。 

 

確
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
競
業
避
止
契
約
に
比
べ
て
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
相
対
立
す
る
利
害

に
対
し
て
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
が
、
し
か
し
企
業
の
退
職
に
よ
っ
て
使
用
者
に
真
の
脅
威
を
与
え
る
よ
う
な
被
用

者
の
み
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
状
態
に
置
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
契
約
条
項
自
体
は
、
も
と
も
と
被
用
者
が
不
必
要
に
長
期
間

に
わ
た
っ
て
労
働
か
ら
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
、
競
業
が
制
限
さ
れ
て
い
る
期
間
中
、
被
用
者
に
発
生
し
た
損
害
の
補
填
を
は

か
り
な
が
ら
も
、
使
用
者
が
保
護
す
る
必
要
の
あ
る
事
業
上
の
利
益
に
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
、
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
狙
い
が
あ

る
（3

5

）

。 

 

も
し
仮
に
、
わ
が
国
の
裁
判
所
が
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
を
承
認
し
、
受
容
す
る
な
ら
ば
、
雇
用
契
約
関
係
終
了
後
の
競
業
制
限
法
の

分
野
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
、
競
業
避
止
契
約
に
代
え
て
、
よ
り
実
効
性
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を
伴
う
有
効
な
対
応
措
置
と
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
盛
り
込
む
可
能
性
が
あ
り
、
競
業
避
止
契
約
の
履
行
強
制
を
め
ぐ
る
不
確
実

な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
役
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
使
用
者
は
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
被
る
損
害
か
ら
自
社
を
防
衛
す
る
の
に
有
力
な
対
抗
手
段
を
得
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
被
用
者
も
ま
た
、
新
た
な
使
用

者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
制
限
さ
れ
る
場
合
、
給
与
な
ど
を
補
償
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
被
用
者
が
重
要
な
顧
客
と
接
触
し
た
り
、
教
育
訓

練
上
の
投
資
を
さ
れ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
裁
判
上
の
強
制
可
能
性
を
促
進
す
る
点
で
使
用
者
の
要
請
に
適
う
も
の

で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法
理
の
発
展
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
使
用
者
は
わ
が
国
の
使
用
者
に
比
べ

て
、
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
わ
が
国
に
と
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
理
上

い
く
つ
か
の
難
点
を
抱
え
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
法
理
は
、
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
い
る
期
間
中
、
被
用
者
に
は
給
与

な
ど
が
全
額
支
払
わ
れ
る
一
方
で
、
労
働
は
強
制
さ
れ
な
い
と
は
い
え
、
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
を
保
護
す

る
た
め
、
そ
れ
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
る
被
用
者
を
職
務
か
ら
排
除
し
て
、
自
宅
待
機
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
法
理
は
、
何

よ
り
も
、
わ
が
国
の
憲
法
第
二
二
条
に
お
い
て
保
障
さ
れ
た
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由(

転
職
の
自
由)

を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
同
時

に
、
専
門
的
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
が
自
主
的
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
、
維
持
、
向
上
さ
せ
、
自
己
実
現
を
図
る
機
会

を
奪
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
次
に
、
お
よ
そ
契
約
関
係
に
お
い
て
は
何
ほ
ど
か
の
力
関
係
が
働
く
の
は
常
で
あ
る
が
、
被
用
者
が
自
ら
合
法
的
な

仕
事
ま
た
は
営
業
に
従
事
し
な
い
と
い
う
契
約
は
、
労
使
の
間
に
取
引
能
力
の
不
平
等
が
あ
る
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
法
理
は
、
競
争
の
制
限
に
よ
る
不
当
な
独
占
が
発
生
す
る
お
そ
れ
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
競
争
制
限
は
、
競
争
を
通

じ
て
自
由
主
義
経
済
の
市
場
機
能
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
有
能
な
労
働
者
の
移
動
と
知
識
・
情
報
の
流
通
を
妨
げ
る
危
険
も
は
ら

ん
で
い
る
。 
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一 

は
じ
め
に 

  

わ
が
国
に
お
け
る
急
速
な
技
術
革
新
の
進
展
や
、
経
済
社
会
の
情
報
化
を
背
景
に
近
年
、
と
り
わ
け
高
度
先
端
技
術
分
野
に
お
い
て
互
い
に

し
の
ぎ
を
削
り
合
う
企
業
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
技
術
と
か
、
市
場
や
顧
客
（
企
業
）
に
つ
い
て
の
知
識
、
情
報
な
ど
を
豊
か
に
身
に

付
け
た
労
働
者
は
、
そ
の
価
値
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
と
い

う
日
本
的
雇
用
慣
行
が
大
き
く
崩
れ
、
被
用
者
が
競
業
他
社
で
働
く
た
め
に
退
職
し
た
り
、
競
業
他
社
を
自
ら
立
ち
上
げ
る
機
会
も
増
え
て
き

た
。 

 

も
と
よ
り
、
使
用
者
は
、
会
社
に
と
っ
て
の
資
産
の
う
ち
、
枢
要
な
人
的
財
産
（
人
材
）
を
自
社
へ
引
き
止
め
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
被
用
者
の
競
業
他
社
へ
の
転
職
は
、
以
前
の
使
用
者
の
も
と
で
得
た
、
会
社
に
と
っ
て
最
も
価
値
の
あ
る
財
産
で
あ

り
、
競
業
他
社
に
対
し
て
競
争
優
位
を
保
つ
情
報
で
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
そ
の
他
の
秘
密
情
報
が
社
外
へ
流
出
す
る
と
い
う
問

題
を
生
じ
て
き
た
。
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
、
ま
た
は
競
業
他
社
を
自
ら
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
以
前
の
使
用
者
は
、

そ
の
技
術
的
、
営
業
的
な
競
争
優
位
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
さ
に
企
業
存
亡
の
危
機
と
も
い
え
る
事
態
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
企
業
は
、
被
用
者
が
在
職
中
に
得
た
知
識
、
情
報
な
ど
を
競
業
他
社
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
に
迫
ら

れ
る
。
被
用
者
の
転
職
を
介
し
た
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
流
出
か
ら
使
用
者
を
い
か
に
保
護
す
る
の
か
。
使
用
者
は
、
最
も
財
産

的
価
値
の
あ
る
資
産
の
う
ち
、
被
用
者
の
身
に
付
け
た
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
を
確
保
し
、
専
門
的
知
識
、
技
術
が
損

失
を
被
る
こ
と
か
ら
自
社
を
守
る
た
め
に
、
会
社
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
知
識
、
情
報
の
開
示
を
防
止
し
た
り
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職

す
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
、
秘
密
保
持
義
務
や
競
業
禁
止
義
務
を
負
わ
せ
る
、
秘
密
保
持
契
約
や
競
業
避
止
契
約

の
締
結
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
衛
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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も
ち
ろ
ん
、
退
職
し
た
労
働
者
が
、
契
約
な
ど
に
基
づ
い
て
秘
密
保
持
義
務
に
絡
ん
で
競
業
避
止
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
使
用
者
は
、
当

該
契
約
な
ど
の
取
り
決
め
の
条
項
に
違
反
す
る
競
業
行
為
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
や
そ
の
他
の
秘
密
情
報
の
流
出
の
ケ
ー
ス
に
は
、
こ
う
し
た
救
済
方
法
だ
け
で
は
必
ず
し
も
実
効
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
、
退
職
労
働
者
に
対
し
て
、
当
該
契
約
な
ど
で
取
り
決
め
た
条
項
に
基
づ
い
て
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
競
業
行
為
を

排
除
し
た
り
、
将
来
当
該
契
約
条
項
に
違
反
す
る
競
業
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
競
業
行
為
の
差
止
め
を
求
め
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
秘
密
保
持
義
務
も
、
労
働
者
が
自
ら
好
む
と
こ
ろ
で
働
く
自
由
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
競
業
避
止
義
務
は
、
労
働

者
の
転
職
、
再
就
職
の
自
由
を
直
接
的
な
形
で
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
競
業
避
止
義
務
を
含
む
契
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
裁
判
上
争

わ
れ
る
事
例
も
少
な
く
な
い

（1

）

。
ま
た
、
わ
が
国
の
裁
判
所
は
、
と
り
わ
け
競
業
行
為
の
差
止
請
求
の
要
件
に
つ
い
て
は
厳
格
な
解
釈
態
度
を

と
っ
て
き
た

（2

）

。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
競
業
避
止
契
約
の
締
結
と
い
う
手
段
に
よ
る
対
応
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
と
し
て
、
そ
の
抑
止
効
果
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
必
ず
し
も
期
待
さ
れ
る
程
の
効
果
を
あ

げ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
競
業
避
止
契
約
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
裁
判
結
果
が
不
確
実
で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
被
用
者
の
競
業
他
社
へ
の
転
職
、
競
業
他
社
の
立
ち
上
げ
と
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
流
出
の
問

題
に
つ
い
て
、
諸
外
国
に
目
を
転
じ
る
と
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
単
に
ア
メ
リ
カ
と
い
う
）
に
は
、
わ
が
国
と
同
様
に
、
使

用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
そ
の
他
の
秘
密
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
を
禁
止
す
る
契
約
な
ど
の
取

り
決
め
の
条
項
（restictive covenant

）
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
従

来
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
そ
の
も
の
に
疑
念
を
抱
く
と
と
も
に
、
退
職
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
消
極
的
な
態

度
を
と
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（3

）

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
裁
判
例
の
傾
向
は
、
被
用
者
の
退
職
に
よ
っ
て
生
じ
る

可
能
性
の
あ
る
損
害
か
ら
企
業
の
営
業
上
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
競
業
禁
止
条
項
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
使
用
者
が
か
か
る
契
約
条
項
に

期
待
し
た
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
多
く
の
州
に
お
い
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
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競
業
制
限
法
の
分
野
に
お
い
て
明
確
な
法
的
ル
ー
ル
な
い
し
基
準
を
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁

止
条
項
を
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
確
立
し
た
裁
判
例
と
言
え
る
も
の
が

形
成
さ
れ
て
い
な
い

（4

）

。
し
た
が
っ
て
、
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
保
護
を
図
ろ
う
と
い
う
使
用
者
は
不
安
定
な
立
場
に
置

か
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
と
の
雇
用
契
約
に
付
随
し
て
競
業
禁
止
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で

も
、
使
用
者
に
は
、
実
際
に
、
そ
う
し
た
契
約
条
項
が
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
が
阻
止
さ
れ
る

保
証
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
使
用
者
は
、
そ
の
解
決
に
苦
慮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

他
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
以
下
、
単
に
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
）
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
、
競
業
避
止
契
約
が
裁
判

上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
結
果
が
不
確
実
で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
直
面
し
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
使
用

者
は
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
解
決
方
法

と
し
て
、
一
般
に
「
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
（garden leave

）」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
概
念
を
あ
み
出
し
、
そ
れ
を
契
約
条
項
と
し
て
盛
り
込

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（5

）

。
こ
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
は
退
職
す
る
前
に
、
相
当
長
期
に
わ
た
る
予
告
が
求
め
ら

れ
る
一
方
で
、
こ
の
予
告
期
間
中
、
使
用
者
は
、
被
用
者
に
労
働
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
被
用
者
に
は
給
与
な
ど
が
支
払
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
当
該
労
働
者
は
「
被
用
者
（em

ployee

）
」
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
予
告
期
間
満
了
後
に
は
、
被
用
者
は
、

以
前
の
使
用
者
の
競
争
相
手
企
業
に
お
い
て
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
契
約
な
ど
の
取
り
決
め
の
条

項
は
、
企
業
に
必
要
な
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
被
用
者
に
と
っ
て
も
「
フ
ェ
ア
（fair

）」
な
も
の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
に
よ
っ

て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

（6

）

。 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
法
的
に
独
特
な
性
格
を
持
つ
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
考
え
方
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
公
正
、
妥
当
な
も
の
で

あ
り
う
る
と
し
て
も
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
避
止
な
い
し
競
業
禁
止
契
約
の
履
行
の
強
制
を
め
ぐ
る
裁
判
結
果
の
不
確
実
性
の

問
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。 
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そ
こ
で
以
下
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
の
問
題

を
概
観
し
、
次
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
異
論
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う

契
約
な
ど
の
条
項
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
問
題
解
決
の
試
み
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
と
イ
ギ
リ
ス
の
ガ

ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
伝
統
的
な
競
業
避
止
な
い
し
競
業
禁
止
契
約

に
比
べ
て
、
裁
判
上
も
よ
り
履
行
が
強
制
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
信
頼
で
き
る
保
護
を
与
え
る
契
約
な
ど
の
取
り
決
め
の
条
項
と
し
て
、
使

用
者
は
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
付
随
し
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
盛
り
込
み
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
流
出
を
防
止
す
る
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。 

 

二 

ア
メ
リ
カ
の
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護 

 

１ 

問
題
検
討
の
背
景 

 

激
し
い
企
業
間
競
争
の
中
に
あ
っ
て
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
は
、
単
に
使
用
者
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
被
用

者
が
以
前
の
会
社
を
退
職
し
、
競
業
他
社
へ
転
職
を
は
か
る
な
ら
ば
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
は
計
り
知
れ
な
い
損
失
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ

う
な
場
合
に
、
使
用
者
が
そ
う
し
た
被
用
者
を
自
社
に
止
め
て
お
き
た
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
労

働
者
の
流
動
化
が
加
速
す
る
今
日
、
被
用
者
の
競
業
他
社
へ
の
転
職
や
競
業
他
社
の
起
ち
上
げ
に
よ
っ
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
そ

の
他
の
秘
密
情
報
が
流
出
す
る
と
い
う
事
態
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
使
用
者
は
自
ら
、
企
業
に
と
っ
て
財

産
的
に
価
値
の
あ
る
営
業
上
の
顧
客
や
知
識
、
情
報
を
身
に
付
け
て
転
職
す
る
可
能
性
の
あ
る
被
用
者
に
対
し
て
、
対
応
策
を
講
じ
る
事
例
が

多
く
な
っ
て
い
る

（7

）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
使
用
者
が
こ
れ
ま
で
よ
り
所
と
し
て
き
た
企
業
の
重
要
な
自
衛
措
置
の
一
つ
が
、
被
用
者
と
の
雇
用
契
約
に
お
い
て
競
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業
禁
止
条
項
や
そ
の
他
の
競
業
制
限
条
項
を
契
約
内
容
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
雇
用
関
係
の

終
了
後
の
競
業
禁
止
条
項
な
ど
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
雇
用
契
約
に
付
随
し
て
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
普
通
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
使

用
者
に
よ
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
を
求
め
る
訴
訟
は
、
激
増
し
て
き
た
の
で
あ
る

（8

）

。
こ
う
し
た
現
象
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
明
確
な
法
的

ル
ー
ル
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
確
固
と
し
た
裁
判
例
も
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
実

務
と
理
論
の
双
方
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
法
の
分
野
に
お
い
て
、
競
業
禁
止

条
項
が
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
予
測
可
能
性
が
乏
し
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
企
業
経
営
上
、
秘
密
保
持
義
務

と
密
接
に
絡
ま
る
競
業
禁
止
条
項
の
重
要
性
の
高
ま
り
と
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
訴
訟
事
件
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
混
迷
を
深
め
て
き
た
の
で

あ
る
。 

 

２ 

ア
メ
リ
カ
の
競
業
禁
止
条
項 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
使
用
者
は
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
と
の
間
の
雇
用
契
約
関
係
が
終
了
す
る
際
に
生
じ
る
秘

密
情
報
流
出
の
危
険
性
か
ら
企
業
自
ら
の
利
益
を
守
る
た
め
の
一
つ
の
対
応
措
置
と
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
を
用
い
て
き
た

（9

）

。
使
用
者
と
被

用
者
と
の
間
で
こ
う
し
た
契
約
条
項
が
な
け
れ
ば
、
被
用
者
は
自
ら
そ
の
在
職
中
に
得
た
知
識
、
情
報
を
用
い
て
、
競
業
他
社
を
立
ち
上
げ
た

り
、
競
業
他
社
へ
転
職
し
、
使
用
者
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
雇
用
契
約
に
付
随
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
が
設
け
ら
れ

る
の
は
、
使
用
者
が
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
被
用
者
の
行
動
の
自
由
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
が
損
害
を
被
る
こ
と
を
未
然
に

回
避
す
る
た
め
で
あ
り
、
使
用
者
は
、
激
し
い
企
業
間
競
争
の
中
に
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
雇
用
の
条
件
と
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
を
受
け
入
れ

さ
せ
て
き
た
の
で
あ

る
（1

0

）

。 

と
こ
ろ
で
、
雇
用
契
約
に
付
随
す
る
競
業
制
限
条
項
に
は
、
主
に
秘
密
保
持
条
項
や
そ
れ
と
密
接
に
絡
む
競
業
禁
止
条
項
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
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れ
ら
の
契
約
条
項
は
、
被
用
者
の
退
職
に
伴
っ
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
に
対
し
て
、
使
用
者
に
保
護
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
使
用
者
は
、
こ
う
し
た
契
約
締
結
に
よ
る
保
護
を
、
必
ず
し
も
企
業
で
働
く
す
べ
て
の
被
用
者
に
対
し
て
求
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
ト
レ

ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
の
秘
密
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
顧
客
と
個
人
的
に
接
触
し
た
り
す
る
被
用
者
と
の
雇
用
契

約
の
な
か
に
通
常
盛
り
込
ま
れ
る
に
す
ぎ
な

い
（1

1

）

。
そ
し
て
、
使
用
者
が
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
を
用
い
る
の
に
は
、
明
確
な
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
使
用
者
が
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
に
対
し
て
行
っ
た
多
額
の
研
究
開
発
投
資
の
保
護
を
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
が
し
か
し
、

使
用
者
は
、
被
用
者
の
転
職
や
退
職
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
は
第
一
三
修
正
の
第
一
節
に
お
い
て
、

「
奴
隷
制
お
よ
び
自
ら
の
意
に
反
す
る
苦
役
は
、
犯
罪
に
対
す
る
処
罰
と
し
て
そ
の
当
事
者
に
対
し
適
正
に
有
罪
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
を
除

き
、
合
衆
国
ま
た
は
そ
の
権
限
に
服
す
る
い
っ
さ
い
の
地
に
お
い
て
、
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定

し
（1

2

）

、
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て

科
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
奴
隷
的
拘
束
お
よ
び
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
を
禁
止
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
根
拠
に
よ

り
、
裁
判
所
は
、
雇
用
契
約
の
よ
う
な
個
人
的
労
務
提
供
契
約
に
つ
い
て
は
特
定
履
行
（specific perform

ance

）
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
仮
に
、
特
定
履
行
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
被
用
者
に
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
を
強
い
る
結
果
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
憲
法
上
の
制
約
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
、
人
的
財
産
（
人
材
）
の
獲
得
と
人
的
資
源
の
開
発
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
被
用
者
の
教
育
訓
練
投
資
や
秘
密
情
報
の
開
示
、
あ
る
い
は
重
要
な
顧
客
へ
の
接
触
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
使
用
者
は
、
当
該
被
用
者
の
労
働
に
よ
っ
て
投
資
を
回
収
す
る
前
に
、
そ
う
し
た
出

費
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
な
い
以
前
の
使
用
者
と
競
業
す
る
他
社
は
、

労
働
の
対
価
と
し
て
当
該
労
働
者
に
多
額
の
報
酬
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
多
数
の
被
用
者
が
労
働
市
場
に
お
い

て
市
場
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、
被
用
者
ら
に
転
退
職
の
動
機
付
け
を
与
え
る
結
果
と
も
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
以
前
の
使

用
者
が
当
該
被
用
者
に
対
し
て
投
資
を
行
う
一
方
で
、
そ
の
競
業
他
社
が
そ
の
果
実
を
得
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果
に
な
り
か
ね
な

い
（1

3

）

。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
使
用
者
は
、
被
用
者
に
対
し
て
企
業
に
止
ま
っ
て
契
約
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
使
用
者
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は
、
当
該
被
用
者
が
さ
ら
に
企
業
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
秘
密
情
報
を
取
得
し
た
り
、
顧
客
と
親
密
に
接
触
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

直
ち
に
労
働
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
が
あ

る
（1

4

）

。
そ
の
一
方
で
、
使
用
者
は
、
当
該
被
用
者
が
競
業
他
社
を
立
ち
上
げ
た
り
、
競
業
他
社
へ
転

職
す
る
こ
と
を
、
可
能
な
限
り
阻
止
し
よ
う
と
図
る
こ
と
に
な
る
。
近
年
の
急
速
な
技
術
の
変
化
は
、
人
的
財
産
を
よ
り
重
要
な
も
の
に
す
る

と
と
も
に
、
知
識
、
情
報
を
容
易
に
時
代
遅
れ
の
も
の
に
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
被
用
者
が
就
労
を
制
限
さ
れ
て
い
る
期
間
中
、

使
用
者
は
、
被
用
者
が
身
に
付
け
た
秘
密
の
知
識
、
情
報
を
陳
腐
化
さ
せ
た
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
価
値
を
減
殺
さ
せ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
（1

5

）

。
か
く
し
て
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
は
、
奴
隷
的
拘
束
お
よ
び
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
を
禁
止
す
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
憲
法
上
の
制
約
と
、
被
用
者
の
転
退
職
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
秘
密
情
報
の
流
出
の
危
険
と
の
間
の
溝
を
埋
め
る
契
約

を
介
し
て
の
対
応
手
段
に
ほ
か
な
ら
な

い
（1

6

）

。 

一
方
、
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
が
使
用
者
に
与
え
る
保
護
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
企
業
に
と
っ
て
そ
の
必
要
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

雇
用
契
約
に
付
随
し
て
こ
う
し
た
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
（1

7

）

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
従
来
か
ら
、
使
用
者
が
競
業
禁

止
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
と
き
に
、
雇
用
契
約
に
付
随
し
て
合
意
さ
れ
た
競
業
禁
止
条
項
に
被
用
者
が
拘

束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
躊
躇
し
て
き
た
の
で
あ

る
（1

8

）

。 

 

３ 

競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
疑
義 

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
被
用
者
の
行
動
を
制
限
す
る
契
約
条
項
に
対
し
て
、
疑
念
を
抱
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
極
め
て
消
極
的
態
度
を
と
り
、
そ
う
し
た
契
約
条
項
に
つ
い
て
履
行
の
強
制
を
し
ば
し
ば
拒
否
し
て
き
た
。
裁
判
所
が
競
業
禁
止
条
項
に

つ
い
て
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
対
す
る
司
法
上
の
疑
義
に
は
、
一
般
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
取
引
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
と
、

労
働
者
の
保
護
の
必
要
性
と
い
う
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
、
(1)
労
働
者
の
生

計
を
営
む
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
る
、
(2)
労
使
の
間
に
は
交
渉
力
に
差
が
あ
る
、
(3)
労
働
の
自
由
を
促
進
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
一
般
原
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理
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
、
(4)
取
引
の
制
限
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
第
一
に
、
裁
判
所
が

最
も
多
く
取
り
上
げ
る
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
主
要
な
反
対
理
由
と
し
て
、
も
と
も
と
労
働
者
は
、
そ
の
通
常
の
職
業
活
動
を
通
じ
て
生
活

を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ず
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
被
用
者
が
生
計
を
営
む
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
の
職
業
選
択
の
自
由
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
（1

9

）

。
第
二
に
、
裁
判
所
は
し
ば
し
ば
後
見
人
的
役
割
を
果
た

し
、
使
用
者
に
対
し
て
被
用
者
を
保
護
す
る
必
要
性
に
基
づ
い
て
、
競
業
禁
止
条
項
を
厳
格
に
取
り
扱
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
競
業
禁
止
条
項

は
労
使
の
交
渉
力
の
不
平
等
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
（2

0

）

。
つ
ま
り
、
被
用
者
は
概
し
て
、
使
用
者
に
比

べ
て
、
知
識
、
情
報
に
乏
し
く
、
被
用
者
に
は
選
択
の
余
地
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
の
自
由
の
理
念
に
反

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
対
し
て
疑
い
の
目
を
も
っ
て
取
り
扱
っ
て
き
た
の
は
、
労
働
の
自
由
の
理
念
を
守
る
こ

と
に
、
ア
メ
リ
カ
自
身
が
強
い
関
心
を
払
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
の
自
由
の
理
念
は
、
南
北
戦
争
以
降
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
国
家
の
性
格
形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
労
働
の
自
由
の
理
念
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
市
民
は
、
自
己
の
労
働
を
支
配

し
、
そ
れ
か
ら
利
益
を
享
受
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
。
奴
隷
的
拘
束
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
、
黒
人
法
（Black Code

）

の
制
定
に
み
る
こ
の
国
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
裁
判
所
は
、
労
働
の
自
由
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
抵
触
す
る
と
み
ら
れ
る
差
止
を
命
じ
る
こ

と
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ

る
（2

1

）

。
第
四
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
競
争
を
排
除
、
制
限
し
、
企
業
の
独
占
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
理
由
か
ら
、
裁
判
所
は
、
し
ば
し
ば
異
論
を
唱
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
条
項
は
、
経
済
競
争
に
と
っ
て
本
質
的
な
、
技

能
労
働
者
の
移
動
や
情
報
の
流
通
の
双
方
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
て
き
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者

が
最
高
の
買
い
手
に
自
己
の
労
働
力
を
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
占
状
態
を
生
じ
る
が
ゆ
え
に
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
を
阻

害
す
る
も
の
で
あ

る
（2

2

）

。 

と
り
わ
け
、
裁
判
所
が
競
業
禁
止
条
項
の
有
効
性
を
検
討
す
る
際
に
、
右
の
労
働
の
自
由
の
理
念
を
強
調
す
る
格
好
の
事
例
と
し
て
、
例
え

ば
、
カ
ー
デ
ィ
ス
対
ブ
リ
ッ
ト
事

件
（2

3

）

が
あ
る
。
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
最
高
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
衣
料
品
の
小
売
業
者
の
配
達
お



82 

 

よ
び
集
金
係
と
し
て
働
い
て
い
た
被
用
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
合
意
の
履
行
の
強
制
を
認
め
な
か
っ
た
。
州
最
高
裁
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
同

州
法
は
「
統
治
の
安
定
の
基
本
的
要
因
と
し
て
雇
用
の
保
障
」
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（2

4

）

。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
雇
用
関
係

の
終
了
後
の
競
業
制
限
は
、
被
用
者
（
被
告
）
の
働
く
権
利
に
不
当
な
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
る
旨
判
示
し
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。 す

な
わ
ち
、
「
被
告
に
、
適
応
し
、
経
験
を
重
ね
る
唯
一
の
職
業
を
放
棄
さ
せ
、
あ
る
い
は
そ
の
性
格
や
技
量
が
未
知
数
で
あ
る
人
々
と
と

も
に
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
れ
、
仕
事
に
就
く
た
め
家
族
と
一
緒
に
移
転
す
る
よ
う
期
待
す
る
こ
と
は
、
正
当
性
が
担
保
さ
れ
な
い
負
荷
を
強

い
る
も
の
で
あ

る
（2

5

）

。」 

ま
た
、
右
事
件
判
決
の
ほ
か
に
も
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
で
は
、
労
働
の
自
由
の
理
念
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
て

き
た
の
で
あ

る
（2

6

）

。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
競
争
の
排
除
を
目
的
と
し
て
労
働
者
の
自
由
を
制
限
す
る
契
約
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
が
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
労
働
者
が
通
常
の
職
務
の
遂
行
を
通
じ
て
生
活
を
成
り
立
た
せ
な
が
ら
、
同
時
に
使
用
者
企
業
の
合
法

的
利
益
を
保
護
す
る
に
は
い
か
に
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

４ 

競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
に
つ
い
て
の
判
断
基
準 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
営
業
譲
渡
の
際
の
競
業
禁
止
条
項
と
労
使
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
と
で
は
見
方
は
著
し
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所

は
、
営
業
の
譲
渡
に
絡
む
競
業
禁
止
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
は
、
一
般
的
に
積
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
営

業
譲
渡
の
場
合
の
譲
渡
人
と
譲
受
人
は
平
等
な
立
場
に
あ
る
の
に
対
し
、
使
用
者
と
被
用
者
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
当
該
契
約
条
項
を
厳
密
に
検
討
し
、
そ
れ
が
確
立
さ
れ
た
基
準
に
適

合
す
る
場
合
に
、
履
行
を
強
制
す
る
に
す
ぎ
な

い
（2

7

）

。
そ
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
二
つ
の
基
準
が
司
法
上
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形
成
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
の
基
準
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
こ
の
種
の
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
や
そ
の
他
の
秘
密
情
報
の
使
用
ま
た
は
開
示
、
ま
た
は
顧
客
の
勧
誘
な
ど
に
対
し
て
、
当
該
被
用
者
の
労
働
が
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で

あ
る
か
、
あ
る
い
は
特
別
の
も
の
と
み
ら
れ
る
場
合
に
、
保
護
の
必
要
性
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す

る
（2

8

）

。
第
二
の
基
準
と
し
て
、
裁
判
所
は

こ
の
種
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
て
、
一
般
公
衆
を
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
当

該
被
用
者
に
不
当
な
制
約
と
は
な
ら
な
い
ほ
か
、
そ
れ
が
制
限
の
期
間
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
合
理
的
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
、
履
行
を
強
制

さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
し
て
き

た
（2

9

）

。
と
り
わ
け
、
右
の
二
つ
の
判
断
基
準
は
、
主
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
て
き
た

が
（3

0

）

、
そ
う
し
た
基
準
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
も
と
で
競
業
禁
止
条
項
が
有
効
か
否
か
を
評
定
す
る
際
に
、
同
州
の
ほ
か
に
、
多

く
の
州
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
守
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
（3

1

）

。 

 

５ 

競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
不
統
一
と
不
確
実
性
の
増
大 

右
に
述
べ
て
き
た
司
法
上
の
判
断
基
準
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
法
の
分
野
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
き
た
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
な
ん
ら
明
確
な
法
的
ル
ー
ル
は
形
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
（3

2

）

。
し
た
が
っ
て
、
競
業
禁
止
条
項
は
い
か
に
解
釈
さ
れ
る

べ
き
か
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
競
業
禁
止
条
項
は
い
か
な
る
場
合
に
履
行
を
強
制
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
明
確
な
指
針
が
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
事
例
ご
と
に
裁
判
所
に
そ
の
判
断
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
っ
て
は
数
多
く
の
裁

判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
競
業
禁
止
条
項
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
予
測

可
能
性
が
低
く
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
出
た
と
こ
勝
負
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
（3

3

）

。 

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
従
来
か
ら
、
い
く
つ
か
の
面
で
首
尾
一
貫
性

を
欠
い
て
き
た
。
例
え
ば
、
ほ
か
の
被
用
者
と
比
較
し
て
、
何
を
も
っ
て
当
該
被
用
者
を
「
特
別
ま
た
は
ユ
ニ
ー
ク
（special or unique

）」

と
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
大
き
く
解
釈
が
異
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
め
が
こ
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う
し
た
性
格
付
け
を
理
由
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
命
じ
ら
れ
な
い
裁
判
例
が
あ
る
一
方

で
（3

4

）

、
被
用
者
を
「
特
別
ま
た
は
ユ
ニ
ー
ク
」
な
も
の
と

み
て
、
単
に
顧
客
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
特
別
の
教
育
訓
練
と
い
う
こ
と
だ
け
に
基
づ
い
て
、
競
業
禁
止
条
項
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ

る
（3

5

）

。

ま
た
、
競
業
禁
止
条
項
に
課
さ
れ
る
制
限
の
中
で
、
何
を
も
っ
て
適
切
な
期
間
の
制
限
と
み
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
見
方
が

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
長
い
制
限
期
間
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ
る
一
方
で
、
一
年
あ
る
い
は
そ
れ
未

満
で
も
長
す
ぎ
る
と
み
る
裁
判
例
が
あ

る
（3

6

）

。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
期
間
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
の
早
さ
や
、
当
該

企
業
の
顧
客
な
い
し
事
業
活
動
の
安
定
性
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
課
さ

れ
る
制
限
の
中
で
、
適
用
地
域
の
制
限
の
許
容
限
度
に
つ
い
て
も
裁
判
所
の
見
方
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
（3

7

）

。 

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
各
個
の
事
案
、
使
用
者
の
事
業
の
性
質
、
被
用
者
の
地
位
な
ど
が
異
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
違
い
が
正
当
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
が
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

何
ら
明
確
な
指
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
例
を
め
ぐ
っ
て
は
、
本
案
の
審
理
を
待
っ

て
最
終
的
判
決
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
現
状
維
持
の
た
め
に
、
仮
の
処
分
と
し
て
競
業
行
為
の
差
止
め
を
命
じ
る
、
暫
定
的
差
止
命
令

（prelim
inary injunction

）
の
段
階
に
お
い
て
、
通
常
、
勝
敗
が
決
せ
ら
れ
る
の
で
、
当
該
基
準
を
解
釈
す
る
際
に
裁
判
所
に
は
大
幅
な

裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
当
該
裁
判
官
が
い
か
な
る
傾
向
を
持
つ
か
が
大
き
な
要
因
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
も
、
さ

ら
に
統
一
性
を
保
つ
こ
と
は
難
し

い
（3

8

）

。
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
統
一
性
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
訴
訟
当
事
者
が
裁
判
結

果
を
予
測
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
裁
判
所
が
競
業
禁
止
条
項
の
一
部
分
で
も
制
限
の
範
囲
を
超
え
る
か
、
ま
た
は
そ
の
履
行
強

制
を
不
可
能
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
条
項
全
体
の
履
行
強
制
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
競
業
禁
止
を
め
ぐ
る
事
件
の
予
測

可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
（3

9

）

。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
使
用
者
が
過
度
に
被
用
者
の
競
業
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
に
一

定
の
歯
止
め
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
裁
判
所
は
何
を
も
っ
て
合
理
的
と
見
な
す
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
指
針
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
こ
な
か

っ
た
と
い
う
実
情
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。 
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ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
結
果
の
不
確
実
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
合
意

形
成
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
使
用
者
は
、
被
用
者
と
の
間
の
契
約
中
の
競
業
禁
止
条
項
は
履
行
を
強
制
さ
れ
る

か
否
か
に
つ
い
て
明
確
な
予
兆
を
欠
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
裁
判
所
は
、
定
型
的
な
文
言
の
条
項
に
比
べ
て
、
と
り
わ
け
使
用
者
の
必
要
性

や
個
々
の
被
用
者
に
見
合
っ
た
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
進
ん
で
履
行
を
強
制
す
る
よ
う
に
は
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
雇
用
関
係
の

終
了
後
の
競
業
制
限
法
の
分
野
に
お
い
て
不
確
実
性
が
広
が
る
一
方
で
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
は
使
用
者
に
何
ら
信
頼
に
値
す
る
保
護
を

与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
う
し
た
法
分
野
に
お
い
て
確
固
と
し
た
先
例
が
な
い
こ
と
は
、
こ
の
種
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て

訴
訟
を
増
加
さ
せ
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
が
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
明
確
な
法
的
ル

ー
ル
を
形
成
す
る
こ
と
を
安
易
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
競
業

禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
の
問
題
を
解
決
す
る
突
破
口
を
開
く
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
い
ず
れ
の
条
項
が
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
保
護
の
た
め
の
対
応
措
置
と
し
て
優
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。 

 

三 

イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
歴
史
的
展
開 

 

１ 

問
題
検
討
の
背
景 

イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
伝
統
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
と
は
異
な
り
、
一
定
の
期
間
、
被
用
者
が
新
た
な
地
位
に
就
く
こ
と
を
阻
止
す
る

差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
に
よ
る
損
失
に
対
し
て
、
使
用
者
を
保
護

す
る
こ
と
に
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
と
同
様
の
懸
念
を
抱
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
雇
用
契
約
中
に
明
示
的
契
約
条
項
が
存
在
す
る
場
合
で
も
、
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、

競
業
禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
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る
二
つ
の
基
準
と
類
似
す
る
基
準
を
用
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（4

0

）

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
例
の
傾
向
に
対
し
て
、
使
用
者

は
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
の
転
職
か
ら
自
社
を
守
る
た
め
に
、
一
般
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
わ
れ
る
独
特
な
解
決
方
法
を
と
っ

て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
、
被
用
者
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
前

に
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
予
告
（
通
常
三
ヵ
月
か
ら
一
二
ヵ
月
ぐ
ら
い
と
さ
れ
る
）
を
使
用
者
に
行
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

使
用
者
は
、
当
該
被
用
者
に
就
労
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
こ
の
間
も
、
被
用
者
に
給
与
の
全
額
と
そ
の
他
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

る
。
ま
た
、
使
用
者
は
、
雇
用
契
約
に
基
づ
く
労
働
義
務
の
不
履
行
に
対
し
て
、
被
用
者
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
な
い
こ
と
を
約
束
す

る
（4

1

）

。

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
独
特
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
考
え
方
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
背
景
と
し
て
、
労
働
者
が
正
当
な
理
由
な
く
そ
の
約

束
を
履
行
し
な
い
場
合
、
使
用
者
は
当
初
望
ん
だ
と
お
り
の
約
束
の
履
行
を
求
め
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
が
、
契
約
違
反
に
対
し
、
労
働
（
債

務
）
を
約
束
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
で
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
は
個
人
的
労
務
契
約
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
特
定
履
行
（specific perform

ance

）

の
命
令
が
労
働
の
強
制
に
な
り
、
労
働
者
を
奴
隷
状
態
に
置
く
結
果
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
（4

2

）

。 

右
の
よ
う
な
労
使
の
契
約
的
取
り
決
め
が
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
給
与
が
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
被
用
者
は
自
宅
に
あ
っ

て
庭
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
は
当
該
被
用
者
は
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
し
て
、
被
用
者
が
在
職
中
に
身
に
付
け
た
秘
密
情
報
は
陳
腐
化
す

る
か
、
ま
た
は
そ
の
経
済
的
価
値
は
減
殺
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
予
告
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
よ
う
な
場
合
、
当
該
労
働
者
は
競
業
他
社
に
と

っ
て
あ
ま
り
魅
力
が
な
い
も
の
と
な
り
、
以
前
の
企
業
を
退
職
後
直
ち
に
、
就
労
で
き
な
い
よ
う
な
労
働
者
を
雇
う
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ

る
（4

3

）

。

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
た
め
退
職
す
る
際
に
被
る
可
能
性
の
あ
る
損

害
の
最
小
化
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
伝
統
的
な
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
条
項
と
類
似
す
る
が
、
そ
れ
は
、
雇
用
関
係
終
了
後

の
競
業
制
限
に
狙
い
を
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
雇
用
関
係
の
存
続
を
前
提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
、
以
前
の
被
用
者
に
対
す
る
よ
り
、
被
用
者
と
し
て
の
地
位
に
止
ま
る
労
働
者
に
あ
れ
こ
れ
と
指
図
を
行
い
や
す
い
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と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
、
裁
判
上
も
履
行

を
強
制
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
法
の
分
野
の
明

確
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
き
た
と
さ
れ

る
（4

4

）

。 

 

２ 

イ
ギ
リ
ス
の
競
業
禁
止
条
項 

マ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
つ
い
て
の
法
理
と
し
て
長
く
知
ら
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
雇
用
関
係
法
（law

 of em
ploym

ent

）

は
、
封
建
時
代
に
封
建
領
主
が
そ
の
臣
下
か
ら
労
働
を
搾
取
す
る
た
め
に
土
地
の
所
有
権
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
中
世
の
制
度
に
由
来
す

る
（4

5

）

。
こ
の
法
理
は
、
雇
用
契
約
法
に
深
く
根
ざ
し
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
、
裁
判
所
は
、
一
般
の
商
取
引
上
の
契
約
と
同
様
に
、
使
用
者
と

被
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
の
内
容
と
範
囲
の
履
行
を
強
制
す
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
解
答
を
求
め
ら
れ
て
き
た
の

で
あ

る
（4

6

）

。 

す
な
わ
ち
、
雇
用
契
約
は
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
で
あ
り
、
そ
の
契
約
上
の
義
務
は
、
両
当
事
者
の
間
で
締
結
さ

れ
る
一
般
の
商
取
引
上
の
契
約
と
同
様
に
、
法
の
も
と
で
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
直
截
な
見
方
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
雇
用
契
約

は
、
人
格
者
で
あ
る
労
働
者
の
身
体
的
活
動
な
い
し
労
働
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
司
法
は
、
一
般
の
商
取
引
上
の
契
約
と
同
様
に
、
雇
用
関

係
に
干
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
見
方
が
あ

る
（4

7

）

。
確
か
に
、
前
者
の
見
方
は
、
競
業
制
限
と
い
う
法
分
野
に
お
け
る
裁
判
結
果
の

予
測
可
能
性
を
高
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
被
用
者
に
と
っ
て
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
雇
用

契
約
に
基
づ
く
労
務
の
給
付
と
利
用
の
関
係
は
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
と
労
働
者
の
従
属
を
特
徴
と
す
る
い
わ
ゆ
る
使
用
従
属
性
あ
る
い
は
使

用
従
属
関
係
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
労
使
の
力
関
係
の
相
違
に
着
目
し
た
使
用
従
属
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
一
般
に
労
働
の
対

価
と
し
て
の
賃
金
を
生
計
を
立
て
る
た
め
に
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
契
約
の
締
結
と
そ
の
維
持
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
雇
用

契
約
の
実
際
の
展
開
が
あ
ら
わ
に
す
る
現
実
を
踏
ま
え
て
、
雇
用
契
約
を
単
純
に
契
約
自
由
の
原
則
の
も
と
に
放
置
す
る
か
、
あ
る
い
は
不
対
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等
当
事
者
間
の
使
用
従
属
関
係
が
生
み
出
す
矛
盾
や
弊
害
を
排
除
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（4

8

）

。 
そ
し
て
、
こ
う
し
た
雇
用
契
約
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
の
基
本
的
立
場
の
違
い
は
、
各
論
的
に
は
、
雇
用
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
の
契
約
条

項
を
め
ぐ
る
労
使
紛
争
に
お
い
て
端
的
に
表
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
に
よ
ら
ず
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た

法
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
も
と
で
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
制
限
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
は
、
時
代
と
と
も
に
劇
的
に
変
化
し
て
き

た
と
さ
れ

る
（4

9

）

。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
徒
弟
制
度
の
昔
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
そ
れ
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
敵
意
さ
え
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
契
約
条
項

は
、
無
力
な
徒
弟
に
は
不
利
と
な
り
が
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
取
引
な
い
し
事
業
の
競
争
を
妨
げ
た
り
、
制
限
す
る
こ
と
を
求
め
る
契
約
は
、

一
貫
し
て
そ
の
効
力
が
無
効
と
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
諸
事
情
か
ら
刑
事
上
の
犯
罪
と
し
て
そ
の
責
任
に
服
さ
せ
る
こ
と
さ
え
あ
っ

た
（5

0

）

。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
裁
判
所
に
よ
る
強
硬
な
取
り
組
み
方
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
裁
判
所
の
態
度
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
事
業
や
競
争
を
強
め
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
に
弊
害
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
至
り
、
取
引
な
い
し
営
業
制
限
が
合
理
的
な
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
で
な
い
限
り
、
そ
う
し
た
制
限
は
裁
判
上
も
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
（5

1

）

。 

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
近
年
、
雇
用
の
終
了
後
の
競
業
行
為
の
禁
止
を
め
ぐ
る
労
使
紛
争
に
お
い
て
、
被
用
者
に
好
意
的
な
態
度
を
と

る
傾
向
を
顕
著
に
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
と
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
、
被
用
者
は
雇
用
契
約
関
係

が
存
続
す
る
限
り
で
誠
実
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
ず
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
黙
示
的
に
競
業
禁
止
義
務
を
負
う
と
い
う
解
釈
態
度
を
と
ら
な
く

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
用
者
は
、
雇
用
の
終
了
後
に
は
、
別
途
、
明
示
的
な
契
約
条
項
の
存
在
を
通
じ
て
、
競
業
禁
止
義
務
ま
た
は
秘
密

保
持
義
務
を
課
さ
れ

る
（5

2

）

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
と
同
様
に
、
雇
用
契
約
上
の
競
業
制

限
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
消
極
的
な
態
度
を
と
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
（5

3

）

。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
明
示
的
な
契
約
条
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項
に
尊
重
を
払
う
と
い
う
従
来
の
考
え
方
に
反
し
て
、
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
発
達
し
た
概
念
と
し
て
、

取
引
制
限
の
法
理
（doctrine of restraint of trade

）
を
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
競
業
制
限
条
項
に
つ
い
て
は
、

反
証
の
な
い
限
り
、
一
応
無
効
と
推
定
し
、
当
該
条
項
に
つ
い
て
保
護
の
必
要
性
と
合
理
性
の
両
方
に
つ
い
て
正
当
な
根
拠
を
示
す
こ
と
を
使

用
者
に
求
め
て
い

る
（5

4

）

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
司
法
の
態
度
の
変
化
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
ず
第
一
に
、
使
用
者
は
、
労
務
の
提
供
だ
け
に
賃
金
を
支
払
う
も
の
で
あ
っ
て
、
将
来
の
競
争
に
対
す
る
制
限
の
た
め
に
貸
金
を
支
払
う
も

の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
被
用
者
は
自
己
の
利
益
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
使
用
者
と
対
等
な
交
渉
力
を
備
え
て
い
な

い
（5

5

）

。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
雇
用
契
約
上
の
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
が

強
制
さ
れ
る
か
否
か
が
不
確
か
で
予
断
を
許
さ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
（5

6

）

。
そ
こ
で
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
概
念
お
よ
び
そ
の
法
理
に
つ
い
て
の
判
例
法
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
た
い
。 

 

３ 

イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
の
展
開 

(1) 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
の
起
源 

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
が
生
じ
た
先
駆
的
な
事
例
は
、
一
九
八
六
年
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
対

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
で
あ

る
（5
7

）

。
そ
の
事
実
の
概
要
と
判
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

本
件
被
告
は
、
そ
の
当
時
に
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
地
域
に
お
い
て
主
要
な
夕
刊
紙
で
あ
つ
た
原
告
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
の
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
地
位
に
就
い
て
い
た
。
し
か
し
、
有
名
な
出
版
社
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社
が
ラ
イ
バ
ル
夕
刊

紙
の
発
行
開
始
を
決
定
す
る
に
至
っ
て
、
被
告
は
、
原
告
会
社
を
退
職
し
、
新
た
な
出
版
に
伴
っ
て
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就

任
す
る
よ
う
に
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
と
原
告
会
社
と
の
間
で
結
ば
れ
た
契
約
に
は
、
被
告
は
当
該

契
約
の
有
効
期
間
中
は
そ
の
他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、
当
該
契
約
は
使
用
者
ま
た
は
被
用
者
の
い
ず
れ
か
一
方
が
、
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一
年
の
予
告
期
間
を
も
っ
て
の
み
終
了
さ
せ
う
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
被
告
の
辞
表
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
二
ヵ
月
以
内
に
退
職
す

る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
件
契
約
に
定
め
ら
れ
た
期
間
よ
り
一
〇
ヵ
月
間
も
不
足
す
る
も
の
で
あ
っ

た
（5

8

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
会
社
が
、

本
件
契
約
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
る
一
年
間
、
被
告
が
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
阻
止
す
る
差
止
命
令

を
申
し
立
て
た
。
本
件
下
級
審
裁
判
所
は
当
初
、
原
告
の
差
止
命
令
の
申
立
を
認
容
し
な
か
っ
た
。
被
告
は
在
職
中
に
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
必

要
の
あ
る
秘
密
情
報
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
控
訴
院
は
、
原
告
会
社
か
ら
提
示
さ
れ
た

新
し
い
理
論
に
基
づ
い
て
差
止
命
令
を
認
容
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
会
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
上
、
他
方
の
当
事
者
に
よ

り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
契
約
の
履
行
拒
絶
（repudiation

）
が
な
さ
れ
る
と
き
に
は
、
他
方
の
当
事
者
は
当

該
契
約
は
な
お
も
有
効
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
（5

9

）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
被
告
は
、
辞
表
の
提
出
に
よ
り
当
該
契
約
の

終
了
前
に
履
行
の
意
思
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
原
告
会
社
は
契
約
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
も
の
と
見
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
原
告
会
社
は
、
被
告
が
実
際
上
同
社
の
た
め
に
働
く
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
予
告

期
間
の
残
存
期
間
中
も
、
給
与
の
全
額
お
よ
び
そ
の
他
の
便
益
を
被
告
に
与
え
る
旨
の
意
思
を
表
し
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
原
告
会
社
は
、

被
告
に
給
与
な
ど
が
支
払
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
に
就
労
し
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
見
合
わ
せ
る
旨
の
提
案
を
行

っ

た
（6

0

）

。 

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
、
契
約
上
行
わ
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
を
ま
さ
に
行
う
こ
と
、
と
く
に
当
該
契
約

の
有
効
期
間
中
は
他
者
に
就
労
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ

た
（6

1

）

。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
法
的
判
断
と
、
雇

用
契
約
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
命
令
を
認
容
し
な
い
こ
と
と
を
比
較
衡
量
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

す
な
わ
ち
、
「
差
止
命
令
に
よ
り
、
被
告
は
原
告
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
被
告
を
困
窮
さ
せ
た
り
、
失
業
状

態
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
・
・
・
・
・
・
し
か
し
、
当
職
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
原
告
の
提
案
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
被
告
は
、
原
告
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
仮
に
、
被
告
が
就
労
し
な
い
と
し
て
も
。・
・
・
・
・
・
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予
告
期
間
が
適
切
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
、
本
件
契
約
上
給
与
の
み
な
ら
ず
契
約
上
の
利
益
を
十
分
に
受
け
取
る
こ
と

が
で
き

る
（6

2

）

。」 
こ
の
よ
う
に
、
本
件
は
、
使
用
者
が
競
業
禁
止
の
約
定
の
有
効
期
間
中
は
当
該
被
用
者
に
給
与
の
支
払
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
理

由
に
基
づ
い
て
、
以
前
に
は
裁
判
上
履
行
を
強
制
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
を
強
制
す
る
と
い
う
裁
判
所
の
判
断
が
下
さ
れ
た
事
例

で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
判
決
に
み
る
よ
う
な
裁
判
所
が
差
止
命
令
の
認
否
を
判
断
す
る
際
の
比
較
衡
量
の
あ
り
よ
う
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
雇
用
法
の
劇
的
な
変
化
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

る
（6

3

）

。
こ
う
し
て
、
裁
判
所
が
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
判
決
に
お

い
て
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
予
告
期
間
の
残
存
期
間
中
も
、
被
告
（
被
用
者
）
に
給
与
の
支
払
い
を
継
続
す
る
と
い
う
原
告
会
社
の
意
思
を
よ

り
所
と
し
て
、
被
告
に
対
す
る
差
止
命
令
を
認
容
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
わ
れ
る
概
念
枠
組
は
、
そ
の
基
礎
が
形
成

さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

(2) 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
の
司
法
上
の
承
認 

イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
判
決
に
つ
い
で
、
実
際
に
、
雇
用
契
約
上
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
事

例
は
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
対
へ
イ
ワ
ー
ド
事

件
（6

4

）

で
あ
る
。 

本
件
被
告
は
、
不
動
産
仲
介
業
を
営
む
原
告
会
社
に
お
い
て
財
務
担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
働
く
公
認
会
計
士
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、

退
職
し
て
別
会
社
へ
転
職
す
る
考
え
か
ら
、
原
告
会
社
の
職
を
辞
し
た
。
前
述
し
た
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
の
被
告
と
同
様
に
、

本
件
被
告
と
会
社
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
は
、
被
告
が
在
職
中
は
ほ
か
の
使
用
者
の
た
め
に
働
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、
契
約
の
終
了
に
は

一
年
前
に
予
告
を
必
要
と
す
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
被
告
と
会
社
と
の
間
の
契
約
に
は
、
被
告
は
給
与
を
全
額
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
会
社
は
被
告
を
職
場
構
内
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
か
、
あ
る
い
は
い
つ
で
も
被
告
の
職
務
の
執
行
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
定
め
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
本
件
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
は
、
明
ら
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か
に
い
わ
ゆ
る
『
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
』
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
約
定
で
あ
り
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
規
定
は
、
幹
部
社
員
と
の
間
の
雇
用
契
約

中
に
今
日
、
普
通
に
置
か
れ
て
い
る
。」
と
さ
れ

た
（6

5

）

。 
本
件
で
は
、
辞
表
の
提
出
が
な
さ
れ
た
後
に
、
原
告
会
社
と
被
告
と
の
間
で
、
原
告
に
対
す
る
予
告
期
間
を
六
ヵ
月
間
短
縮
す
る
と
い
う
こ

と
が
相
互
に
合
意
さ
れ
た
。
被
告
は
、
原
告
会
社
で
二
ヵ
月
間
職
務
を
継
続
し
た
が
、
原
告
会
社
は
そ
の
際
に
、
損
害
を
被
る
可
能
性
の
あ
る

秘
密
情
報
を
被
告
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
基
づ
い
て
予
告
期
間
の
残
存
期
間
中
、
職
務
か
ら
は
ず
し
、

自
宅
に
待
機
さ
せ

た
（6

6
）

。
し
か
し
、
被
告
は
そ
の
一
週
間
後
に
原
告
会
社
に
対
し
て
、
残
存
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
自
宅
で
待
機
す
る
よ
り
、

二
、
三
日
後
に
は
前
記
別
会
社
に
お
い
て
就
労
す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
会
社
は
、
六
ヵ
月
の
期
間
が
満
了
す
る
ま

で
、
被
告
が
別
会
社
で
新
た
な
地
位
に
就
く
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、
差
止
命
令
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
本
件
裁
判
所
は
、
先
に
述
べ
た
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
事
件
判
決
と
は
異
な
り
、
被
用
者
に
給
与
を
全
額
支
払
う
こ
と

だ
け
で
、
被
用
者
の
転
職
を
制
限
を
で
き
る
と
い
う
使
用
者
の
立
場
そ
の
も
の
に
関
心
を
向
け
た
。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。 

す
な
わ
ち
、
「
実
際
『
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
』
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
と
き
に
は
、
明
ら
か
に
濫
用
の
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
仮
に
、
意

欲
が
旺
盛
で
有
能
な
幹
部
社
員
が
、
長
期
に
わ
た
る
予
告
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
誰
か
の
た
め
に
ま
っ
た
く
働
く
こ
と
が
で
き
な
い

な
ら
ば
、
退
職
を
申
し
出
な
い
よ
う
に
す
る
武
器
を
使
用
者
は
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
退
職
の
事
前
通
告
を
行
っ
て
、
職
を
離
れ
る
幹

部
社
員
は
誰
で
あ
れ
、
不
正
行
為
を
働
く
か
、
ま
た
は
以
前
の
使
用
者
を
欺
く
た
め
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
専
門
的
知
識
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
た
め
に
、
同
業
他
社
へ
新
た
に
転
職
す
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得

る
（6

7

）

。」 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
結
果
と
し
て
は
、
差
止
命
令
を
認
容
し
な
か
っ
た
。
も
し
仮
に
、
被
告
が
、
予
告
期
間
の
残
り
の
一
〇

週
間
、
前
記
他
社
に
お
い
て
就
労
し
た
と
し
て
も
、
原
告
会
社
は
な
ん
ら
深
刻
な
被
害
を
被
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
認
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

原
告
会
社
と
前
記
他
社
と
が
競
業
関
係
に
あ
ろ
う
と
、
他
社
に
お
け
る
被
告
の
職
務
は
、
原
告
会
社
に
お
い
て
被
告
が
就
い
て
い
た
地
位
と
は
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極
め
て
異
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
際
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
処
置
と
し
て
は
損
害
賠
償
が
適
切
で
あ
っ
て
、
差
止
命
令
を
認
容
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
裁
判
所
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
諸
事
情
に
よ
っ
て
は
」
、
被
用
者
は
、
「
被
告
会
社

と
の
契
約
に
み
ら
れ
る
契
約
条
項
の
も
と
で
」、
競
業
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（6

8

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
裁
判

所
は
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件
判
決
に
お
い
て
、
被
用
者
が
競
業
他
社
に
お
い
て
類
似
の
職
務
に
就
く
こ

と
を
阻
止
す
る
た
め
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
承
認
し
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
を
暗
黙
の
内
に
是
認
し
た
の
で
あ

る
（6

9

）

。 

 

(3) 

裁
判
例
の
変
化 

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件
判
決
は
、
評
判
の
良
い
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
使
用
者
自
身
に
と
っ
て
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
が
有
用
で
あ
り
得
る
状
況
を
明
確
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
本
件
判
決
を
契
機
と
し

て
、
多
く
の
裁
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
雇
用
上
訴
審
判
所
（Em

ploym
ent Appeal Tribunal

）
は
ジ
ェ
イ
エ
ー
・

モ
ン
ト
（U

K

）
社
対
ミ
ル
ズ
事

件
（7

0

）

に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
に
制

限
を
加
え
る
た
め
に
、
使
用
者
は
解
雇
と
の
抱
合
せ
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、

「
雇
用
関
係
の
存
続
」
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
差
止
命
令
の
認
容
に
よ
り
使
用
者
が
保
護
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
重

要
な
判
断
要
素
に
な
る
と
さ
れ

た
（7

1

）

。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
は
、
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
使
用
者
に
損
害
を
与
え

る
こ
と
を
避
け
る
誠
実
義
務
（duty of fidelity

）
を
使
用
者
に
負
う
が
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
は
、
忠
実
義
務
（duty of loyalty

）
を

負
わ
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
（7

2

）

。
言
い
換
え
れ
ば
、
ジ
ェ
イ
エ
ー
・
モ
ン
ト
社
事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
は
当
該
雇
用
関
係
が
す
で

に
終
了
し
た
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
よ
る
保
護
を
よ
り
所
と
す
る
た

め
に
は
、
忠
実
義
務
を
維
持
す
る
た
め
に
も
当
該
被
用
者
と
雇
用
関
係
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
示
唆
さ
れ
た
の
で

あ
る
。 
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ジ
ェ
イ
エ
ー
・
モ
ン
ト
社
事
件
判
決
は
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
の
適
用
に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
設
け
た
が
、
そ
の
制
限
は
、
一
九
九

八
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
対
タ
ッ
カ
ー
事

件
（7

3

）

に
お
い
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
控
訴
院
民

事
部
（Civil D

ivision Court of Appeal

）
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
当
該
使
用
者
が
そ
う
す
る
こ
と
を
許
す
特
別
の
契
約
条
項
が
な
け
れ
ば
、

一
定
の
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
状
態
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
本
件
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
認
容
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の

認
定
に
よ
れ
ば
、
雇
用
契
約
上
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
明
示
規
定
が
な
い
な
ら
ば
、
使
用
者
は
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（7

4

）

。
そ
し
て
、
本
件
控
訴
院
の
モ
リ
ッ
ト
（M

oritt

）
裁
判
官
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
が
就

労
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被
用
者
と
、
使
用
者
が
単
に
報
酬
の
支
払
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
被
用
者
と
い
う
よ
う
に
、
被
用
者
は
二
種

類
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
同
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
特
別
の
契
約
条
項
が
置
か
れ
て
い
な
い
と
き
で
も
、
使
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー

ヴ
に
基
づ
い
て
後
者
の
被
用
者
は
自
宅
に
待
機
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
被
用
者
に
対
す
る
契
約
上

の
義
務
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
（7

5
）

。
し
か
し
、
使
用
者
は
前
者
の
被
用
者
に
つ
い
て
は
、
雇
用
上
の
明
示
的
な
合
意
に
よ
り
使
用
者

に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
前
者
に
属
す
る
被
用
者
を
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ

し
て
、
本
件
被
用
者
は
、
こ
れ
に
当
た
る
旨
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
契
約
上
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置
か

れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
に
、
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

た
（7

6

）

。
本
件
判
決
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
件
争
点
を
め
ぐ
っ
て
は
先
例
が
な
か
っ
た
が
、
明
示
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置
か
れ
て
い
な
い

こ
と
は
、
必
ず
し
も
暫
定
的
差
止
命
令
（interlocutory injunction
）
の
請
求
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
実
務
上
一
般

に
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
判
決
は
異
例
と
も
言
え

る
（7

7

）

。 

さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
は
、
シ
ン
ビ
ア
ン
社
対
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
事

件
（7

8

）

に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
。
本
件
控
訴
院
民
事
部

の
判
示
に
よ
れ
ば
、
雇
用
契
約
上
明
示
的
に
、
契
約
の
有
効
期
間
中
、
被
用
者
は
他
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
ガ
ー

デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
被
用
者
が
競
業
他
社
の
た
め
に
働
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
本
件
判
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決
は
、
す
で
に
述
べ
た
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件
判
決
の
立
場
か
ら
は
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る

が
、
裁
判
所
は
、
被
用
者
の
職
務
が
元
の
使
用
者
と
直
接
、
競
業
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
と
、
被
用
者
は
契
約
の
有
効
期
間
中
、
ほ
か
で
働
く
こ

と
を
制
限
さ
れ
る
規
定
の
両
方
に
つ
い
て
、
当
該
被
用
者
の
雇
用
契
約
上
に
定
め
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
検
討
し
た
わ
け

で
あ

る
（7

9

）

。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
条
項
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
述
べ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ヒ
ル
社
事
件
判
決
で
明
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
明
示
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
被
用
者
が
競
業
他
社
の

た
め
に
働
く
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
被
用
者
に
履
行
を
強
制
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
は
シ
ン
ビ

ア
ン
社
事
件
判
決
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
だ
け
で
、
被
用
者
が
競
業
他
社
で
働
く
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
述

べ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
被
用
者
を
置
く
こ
と
は
、
被
用
者
が
黙
示
的

な
誠
実
義
務
を
尽
く
す
こ
と
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
両
当
事
者
の
契
約
関
係
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
期
間
中
も
存
続
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
基
づ
く
予
告
期
間
中
は
任
期
を
ま
っ
と
う
す
る
一
方
で
、
被
用
者
が
ほ
か
の

使
用
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
排
除
す
る
契
約
条
項
は
、
な
お
も
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
差
止
め
を
命
じ
た
の
で

あ

る
（8

0

）

。 

 

(4) 

判
例
法
理
の
最
近
の
動
き 

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
近
年
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ

る
法
理
は
、
依
然
と
し
て
、
裁
判
例
を
通
じ
て
発
展
し
つ
づ
け
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
使
用
者
は
、
秘
密
情
報
を
身
に
付
け
た
企
業
に
と
っ
て

枢
要
な
被
用
者
と
の
間
の
契
約
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
、
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
し
か
し
、
枢
要
な
被
用
者
が
競
業
他
社
に
お
い
て
働
く
た
め
に
退
社
す
る
際
に
、
使
用
者
が
、
自
ら
の
利
益
の
保
護
を
確
実
な
も
の
に
す
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る
た
め
の
雇
用
契
約
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
考
慮
す
べ
き
指
針
を
示
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
差
止
命
令
を
通
じ
て
ガ
ー
デ
ン
・

リ
ー
ヴ
条
項
が
履
行
を
強
制
さ
れ
る
状
況
を
紋
り
込
ん
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
、
被
用
者
と
の
契
約
に
お
い
て
、
被
用
者
が
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
明
示
的
な
条

項
（8

1

）

と
、
当
該
契
約
条
項
の
有
効
期
間
中
は
、
被
用
者
が
ほ
か
の
使
用
者
の
た

め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る
条

項
（8

2

）

、
と
い
う
二
つ
の
条
項
を
契
約
上
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。 こ

の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
対
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
事
件
に
お
い
て
、
ネ
イ
ル
（N

eill

）

裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

す
な
わ
ち
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
導
入
に
道
を
開
い
た
の
は
、
「
競
業
禁
止
条
項
が
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
否
か
が
不
確
実
で
あ
る

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。
そ
し
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
、「
裁
判
所
は
こ
う
し
た
条
項
に
対
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
の
場
合
に
比
べ
て
、
よ
り
柔

軟
に
対
処
し
て
き

た
（8

3

）

。」 

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
概
し

て
、
差
止
命
令
に
よ
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
履
行
強
制
に
対
し
て
、
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
と
さ
れ

る
（8

4

）

。
し
か
し
、
こ
う
し

た
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
結
果
よ
り
も
、
裁
判
所
の
態
度
を
端
的
に
示
す
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
社
事

件
判
決
に
お
け
る
モ
リ
ッ
ト
（M

orritt

）
裁
判
官
の
次
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
「
被
用
者
が
雇
用
契
約
を
見
定
め
て
予
告
を
行
う
際
に
、
使
用
者
は
、
給
与
の
支
払
い
を
継
続
す
る
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ー

デ
ン
・
リ
ー
ヴ
状
態
に
置
く
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
予
告
期
間
中
は
被
用
者
に
仕
事
に
就
か
な
い
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
契
約
上
明
示
的
な
条
項
が
あ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
が
そ
の
よ
う
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な

い
（8

5

）

。」 

さ
ら
に
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
退
職
被
用
者
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
な
お
も
争
う
一
方
で
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条

項
に
は
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
被
用
者
が
受
け
入
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
裁
判
例
が
認
め
ら
れ

る
（8

6

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
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リ
ー
ヴ
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
確
実
性
が
増
す
に
つ
れ
て
、
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
か
ら
企
業
を
守
ろ
う
と
す
る

使
用
者
は
、
枢
要
な
被
用
者
と
の
契
約
中
に
、
そ
う
し
た
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
キ
レ
ン
（K

illen

）
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
多
数
の
被
用
者
は
、
三
ヵ
月
に
わ
た
る
予
告
期
間
で
終
了
す

る
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
職
務
に
従
事
す
る
が
、
こ
れ
は
、
幹
部
社
員
や
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
社
員
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
と
く

に
、
幹
部
社
員
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
ま
た
は
長
期
間
の
予
告
が
要
求
さ
れ
る
契
約
の
も
と
で
職
務
に
従
事
し
、
使
用
者
が
競
業
禁
止
契

約
な
い
し
明
示
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
と
い
う
手
段
に
よ
り
自
衛
策
を
講
ず
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ

る
（8

7

）

。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
司
法
上
も
正
当
な
も
の
と
承
認
さ
れ
た
法
理
と
し
て
、
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
き

た
（8

8

）

。
使
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
よ
っ
て
、
有
能
な
被
用
者
が
退
職
後
直
ち
に
競
業
他
社
に
転
職
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
損
失
を
被
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
、
よ
り
信
頼
に
足
る
対
応
措
置
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

四 

競
業
禁
止
条
項
と
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
比
較
検
討 

 

１ 

競
業
禁
止
条
項
と
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
が
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
ど
う
か
不
確
か
で
あ
る
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ

条
項
が
こ
の
国
の
固
有
の
事
情
に
照
ら
し
て
一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
使
用
者
も
、
ガ
ー
デ
ン
・

リ
ー
ヴ
条
項
を
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
と
の
間
の
雇
用
契
約
中
に
置
こ
う
と
試
み
る
こ
と
は
別
に
驚
く
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
、
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
関
係
に
お
い
て
根
付
き
、
そ
れ
が
雇
用
契
約
上
も
一
般
化
す
る
か
ど
う
か
は
、

予
測
が
つ
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
裁
判
上
も
履
行
強
制
の

可
能
性
が
よ
り
高
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
の
実
効
性
を
検
討
す
る
機
会
を
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 



98 

 

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
お
い
て
履
行
を
強
制
さ
れ
る
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、
ガ
ー

デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
法
理
上
の
異
論
を
克
服
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

２ 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
擁
護
論 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
よ
り
異
論
が
少
な
い
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一

に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
労
働
者
の
生
計
を
営
む
権
利
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
被
用
者
が
生

計
を
営
む
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
、
直
ち
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
基
本
的
要
素
の
一
つ
は
、
被
用
者
が
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
制
限
さ
れ
る
期
間
中
、
給
与
の
全
額
お
よ
び
諸
便

益
が
与
え
ら
れ
る
旨
定
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
事
件

に
お
い
て
テ
ー
ラ
ー
（Taylor

）
裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
件
被
告
は
、
制
限
を
受
け
る
当
年
の
一
二
月
三

一
日
ま
で
、
社
用
車
お
よ
び
そ
の
他
の
す
べ
て
の
便
益
と
と
も
に
、
給
与
全
額
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
困
窮
す
る
こ
と
は
な

い
（8

9

）

。」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
り
拘
束
を
受
け
る
労
働
者
と
は
異
な
り
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
か

れ
る
被
用
者
に
は
、
予
告
期
間
中
は
給
料
の
全
額
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
被
用
者
ら
は
収
入
が
途
絶
え
る
と
い
う
危
惧
は
な

い
（9

0

）

。 

第
二
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
競
争
制
限
の
度
合
い
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
は
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
よ
り
も
競
争
を
制
限
す
る
程

度
が
低
い
。
事
実
、
も
し
仮
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
、
使
用
者
の
利
益
保
護
の
た
め
に
信
頼
に
値
す
る
手
段
と
な
り
う
る
な
ら
ば
、

実
際
に
、
そ
れ
は
、
競
争
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
産
業
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
に
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判

上
の
履
行
強
制
可
能
性
が
不
確
か
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者
の
出
費
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
知
識
、
情
報
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
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競
業
他
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
は
、
あ
る
意
味
で
、
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い

る
（9

1

）

。
す
な
わ
ち
、
も
し
仮
に
、

使
用
者
が
、
そ
の
研
究
開
発
な
ど
の
投
資
の
成
果
が
競
業
他
社
に
直
接
に
奪
い
取
ら
れ
な
い
こ
と
に
合
理
的
な
確
信
が
持
て
る
な
ら
ば
、
被
用

者
の
教
育
訓
練
や
新
た
な
技
術
の
研
究
開
発
の
投
資
に
よ
り
積
極
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
労
働
力
と
市
場
は
強
化
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。 

一
方
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
短
い
期
間
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
被
用
者
自
身
に
と
っ
て
も
利

益
で
あ
る
、
と
い
う
使
用
者
側
の
確
信
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
被
用
者
が
競
業
他
社
に
転
職
を
決
め
る
際
に
も
、

自
社
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
、
使
用
者
は
財
産
的
に
価
値
の
あ
る
秘
密
情
報
を
被
用
者
に
さ
ら
し
た
り
、
顧
客
と
関

係
を
築
く
こ
と
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
秘
密
情
報
や
技
能
は
、
被
用
者
や
転
職
先
の
使
用
者
の
両
方
に
と
っ
て
後
々
に

有
益
な
も
の
と
な
り
得
る
。
さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
有
効
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裁
判
上
の
履
行
を
強
制
し

て
も
独
占
を
促
進
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
一
定
期
間
競
業
を
制
限
さ
れ
た
と
し
て
も
、
被
用
者
に
は
そ
の

期
間
中
は
給
与
が
全
額
支
給
さ
れ
る
の
で
、
被
用
者
が
身
に
付
け
た
知
識
、
情
報
は
、
競
業
他
社
に
転
職
す
る
か
、
同
業
他
社
を
立
ち
上
げ
る

か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
被
用
者
が
当
該
市
場
に
お
い
て
自
己
の
技
能
や
鍛
錬
し
た
も
の
を
用
い
る
新
た
な
機
会
を
求
め
る
こ
と
を
実
際
上
奨

励
し
得
る
と
さ
れ
る
。 

第
三
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
必
ず
し
も
労
使
の
不
平
等
な
交
渉
力
の
差
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
業

禁
止
条
項
は
労
使
間
の
交
渉
力
の
差
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
、
直
ち
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
当
て
は
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
被
用
者
は
、
一
般
の
被
用
者
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
強
い

交
渉
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
使
用
者
は
、
被
用
者
が
競
業
を
制
限
さ
れ
て
い
る
期
間
中
は
給
与
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
競
業
他
社
に
転
職
す
る
な
ら
ば
、
使
用
者
に
損
失
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
地
位
に
あ
る
被
用
者
と
の
契
約
中
に
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
設
け
る
に
す
ぎ
な

い
（9

2

）

。
お
そ
ら
く
、
使
用
者
は
、
熟
練
の
被
用
者
ら
に
秘
密
情
報
を
開
示
し
た
り
、
そ
の
顧
客
の
扱
い
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を
委
ね
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
中
に
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
置
か
れ
る
よ
う
な
被
用
者
は
、
取
引
に
際
し
て
も
使
用

者
と
対
等
の
立
場
に
立
っ
て
交
渉
で
き
る
よ
う
な
如
才
の
な
い
、
見
識
の
高
い
労
働
者
で
あ
ろ
う
。
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
裁
判
上
も
履

行
を
強
制
さ
れ
る
か
否
か
を
見
定
め
る
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
要
因
を
重
要
な
考
慮
対
象
と
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

点
、
す
で
に
述
べ
た
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
社
事
件
の
判
決
に
際
し
て
、
「
反
証
の
な
い
限
り
、
被
用
者
ら
が

雇
わ
れ
て
い
る
当
該
事
業
の
性
質
を
考
慮
し
て
、
被
告
の
地
位
や
勤
労
所
得
に
つ
い
て
、
被
用
者
ら
は
当
該
契
約
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
」
旨
、
述
べ
ら
れ

た
（9

3

）

。
ま
た
、
同
様
に
、
ユ
ー
ロ
・
バ
ン
カ
ー
ズ
社
対
ラ
ビ
ィ
事
件
判

決
（9

4

）

に
お
い
て
、
裁
判

所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
両
当
事
者
は
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
必
要
と
し
て
進
ん
で
契
約
を
締
結
し
、
「
お
そ
ら
く
目
的
を
持
っ
て
、
そ
の
よ
う

に
し
た
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
も
し
仮
に
、
あ
る
被
用
者
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
、
被
用
者
が
競
業
他

社
へ
転
職
す
る
こ
と
を
許
す
よ
り
、
自
宅
待
機
の
状
態
で
給
与
を
全
額
支
払
う
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
被
用
者
は
何
ら
か
の
交
渉
力
を
持
つ
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

ま
た
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
は
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
、
被
用
者
の
交
渉
力
や
裁
判
所
に
よ
る
被
用
者
保
護
の
可
能
性
に
負
荷
を
か
け
な

い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
、
競
業
禁
止
条
項
の
場
合
、
退
職
被
用
者
に
で
き
る
だ
け
長
期
間
に
わ
た
っ
て
競
業
さ
せ
な

い
こ
と
に
主
眼
を
お
く
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
場
合
、
被
用
者
の
労
働
を
禁
止
す
る
コ
ス
ト
の
方
に
着
目
す

る
（9

5

）

。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
使
用
者
は
、
自
ら
の
事
業
を
守
る
絶
対
的
な
必
要
性
が
あ
り
、
被
用
者
の
退
職
に
よ
っ
て
被
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
を
最
小
限
に
す
る
必

要
が
あ
る
期
間
に
限
っ
て
、
こ
う
し
た
対
応
措
置
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
交
渉
力
の
弱
い
立
場
に
あ
る
被
用
者
が
、

使
用
者
よ
り
優
位
な
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
使
用
者
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
枠
の
中
で
制
限
に
対
す
る
経
済
的
な

負
担
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
使
用
者
に
は
、
こ
う
し
た
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
取
り
決
め
そ
れ
自
体
を
自
己

規
制
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
働
く
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
使
用
者
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
き
た
わ
け

で
、
被
用
者
は
、
予
告
期
間
中
は
給
与
を
全
額
支
給
さ
れ
る
と
い
う
保
護
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、
被
用
者
保
護
に
対
し
て
裁
判
所
に
か
か
る
負
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荷
は
取
り
除
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。 

第
四
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
は
、
労
働
の
自
由
の
理
念
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を

裁
判
上
も
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
の
自
由
の
理
念
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

る
（9

6

）

。
労
働
の
自
由
と
い
う
理
念
は
、
労
働
者
か
ら
労
働
の
成
果
を
奪
い
取
る
労
働
の
搾
取
と
い
う
考
え
方
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し

た
労
働
の
自
由
に
つ
い
て
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
強
制
労
働
と
同
じ
枠
内
で
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
被

用
者
は
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
か
れ
る
と
し
て
も
、
給
与
の
全
額
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
便
益
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
労
働
の
成
果
を

別
に
奪
わ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
被
用
者
は
予
告
期
間
中
は
、
ま
っ
た
く
労
働
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
使

用
者
ら
の
た
め
に
働
い
た
り
、
顧
客
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
の
自
由
を
安
く
売
り
渡
す
こ
と
に
消

極
的
な
裁
判
所
は
、
被
用
者
が
直
ち
に
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
可
能
性
か
ら
免
れ
る
使
用
者
の
権

利
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（9

7

）

。 

ま
た
、
労
働
の
自
由
の
理
念
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
無
効
と
評
定
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
不
当
な

干
渉
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
過
酷
な
条
件
の
も
と
で
、
労
働
を
支
配
、
搾
取
、
強
制
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置

か
れ
る
被
用
者
は
、
ほ
ん
の
短
い
期
間
中
、
自
己
の
労
働
力
に
対
す
る
一
定
の
支
配
の
自
由
と
給
与
の
見
返
り
を
考
慮
す
る
、
高
度
な
知
識
労

働
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
奴
隷
や
年
季
奉
公
、
そ
の
ほ
か
の
強
制
労
働
と
安
易
に
結
び
つ
け
て
考

え
る
こ
と
は
、
極
め
て
不
正
確
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
有
害
で
さ
え
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
司
法
は
、
あ
る
給
与
の
高
い
仕
事
か
ら
別

の
仕
事
へ
転
職
す
る
間
に
、
給
与
を
支
払
わ
れ
る
被
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
付
け
を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

る
（9

8

）

。
ま
た
、
競
業
禁

止
契
約
は
、
被
用
者
が
そ
の
職
に
止
ま
る
よ
う
に
強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
、
労
働
の
自
由
の
理
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
る

よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た

が
（9

9

）

、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
必
ず
し
も
満
た
さ
れ
な
い
被
用
者
が
退
職
す
る
こ
と
を
容
易
に
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
よ
れ
ば
、
離
職
し
た
な
ら
ば
当
面
の
間
、
収
入
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
危
惧
し
な
い
で
、
被
用



102 

 

者
は
、
競
業
他
社
に
職
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
は
い
か
な
る
労
働
も
行
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
者
は
契
約
上
、
予
告
期
間
中
は
被
用
者
に
給
与
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
に
不
満
を
持
た
な
い
よ
う
な
被
用
者

は
、
職
務
か
ら
離
れ
る
一
方
で
、
経
済
的
な
損
失
を
被
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
仕
事
を
求
め
る
機
会
と
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に

あ
る
期
間
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
被
用
者
が
一
定
期
間
、
労
働
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
被
用
者
が

身
に
付
け
た
技
能
な
ど
が
陳
腐
化
し
、
そ
の
専
門
性
を
取
り
戻
す
こ
と
に
困
難
を
伴
う
と
い
う
意
味
か
ら
、
労
働
の
自
由
の
理
念
に
反
す
る
旨

の
主
張
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
な
主
張
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判

例
（1

0
0

）

で
も
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の

裁
判

例
（1

0
1

）

で
も
退
け
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
一
部
の
判
決
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー

ヴ
条
項
を
正
当
化
す
る
理
由
付
と
す
る
こ
と
は
、
不
当
な
一
般
化
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
、
こ
う
し
た
裁
判
例
に
一
定
の
説
得
力

が
あ
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
転
職
後
の
使
用
者
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
職
務
ま
た
は
顧
客
を
割
り
当
て
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
被

用
者
が
元
の
使
用
者
の
た
め
に
限
定
さ
れ
た
職
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
期
間
中
、
自
己

の
技
能
な
ど
を
磨
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
取
り
決
め
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
（1

0
2

）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
調

整
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
被
用
者
が
在
職
中
に
身
に
付
け
た
専
門
的
知
識
、
技
能
、
経
験
な
ど
が
陳
腐
化
す
る
お
そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。 

 

五 

結
び
に
代
え
て 

 

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
裁
判
上
も
履
行
の
強
制
が
可
能
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
を
加
え
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
直
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面
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
伝
統
的
な
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
上
の
履
行
強
制
可
能
性
を
め
ぐ

る
困
難
で
不
確
実
な
状
況
を
打
開
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
か
ど
う
か
未
知
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
。 

確
か
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
比
べ
て
、
労
使
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
っ
て
、
相
対
立
す
る
利
益
の
バ
ラ
ン
ス

を
は
か
ろ
う
と
す
る
取
り
決
め
で
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情

報
を
保
護
す
る
必
要
の
あ
る
使
用
者
に
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
被
用
者
を
不
必
要
に
長
く
労
働
か
ら
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
、
競
業

を
制
限
さ
れ
て
い
る
期
間
中
、
給
与
な
ど
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
。 

も
し
仮
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
司
法
上
も
承
認
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
雇
用
関
係
の
終
了

後
の
競
業
制
限
法
の
分
野
を
一
段
と
明
確
化
す
る
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
、

競
業
禁
止
条
項
に
代
え
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
と
も
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
不
確

実
性
の
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
を
見
出
す
よ
う
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
が
競

業
他
社
に
転
職
す
る
こ
と
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
流
失
と
い
う
被
害
か
ら
企
業
を
守
る
た
め
に
よ
り
所
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
対
応
手
段
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
被
用
者
は
、
た
と
え
競
業
他
社
の
も
と
で
の
労
働
を
制
限
さ
れ
る
と
し
て
も
、

給
与
の
支
払
い
が
補
償
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
使
用
者
は
進
ん
で
被
用
者
に
重
要
な
顧
客
に
接
触
さ
せ
た
り
、
教
育
投
資
を
行
う
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
前
の
企
業
を
転
職
す
る
な
ら
ば
、
使
用
者
に
真
の
脅
威
を
与
え
る
よ
う
な
被
用
者
だ
け
が
、

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
対
象
に
な
り
う
る
に
す
ぎ
な

い
（1

0
3

）

。 

最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
同
様
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
競
業
避
止
契
約
の
履
行
強
制
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
の
問
題
に
対
す
る
解
決
法

と
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
の
法
理
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
の
裁
判
所
も
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー

ヴ
条
項
が
履
行
を
強
制
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
、
未
だ
直
面
し
て
い
な
い
が
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
に
類
似
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す
る
内
容
を
含
む
契
約
条
項
の
履
行
強
制
可
能
性
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ

ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
法
的
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
第
一
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
は
、
わ
が
国
の
憲
法
第
二
二
条
に
お
い
て
保
障
さ
れ
た
、
労
働
者
が
自
己
の
欲
す
る
い
か
な
る
職

業
も
任
意
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
職
業
選
択
の
自
由
（
営
業
の
自
由
）
、
ま
た
そ
れ
を
担
保
す
る
退
職
の
自
由
を
大
き
く
制
約
す
る
も

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
専
門
的
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
労
働
者
が
在
職
中
に
得
た
知
識
、
技
能
、
経
験
を
も
と
に
、
自
主
的
、
主

体
的
に
自
ら
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
、
維
持
、
向
上
さ
せ
、
自
ら
の
能
力
、
適
性
、
意
欲
に
即
し
て
自
己
実
現
を
図
る
機
会
を
奪
う
お
そ
れ

が
あ
る
。
第
二
に
、
お
よ
そ
契
約
関
係
に
お
い
て
は
何
ほ
ど
か
の
力
関
係
が
働
く
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
被
用
者
自
ら
に
合
法
的
な
仕
事
ま

た
は
営
業
に
携
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
労
使
の
取
り
き
め
は
、
労
使
の
交
渉
力
の
差
に
よ
る
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、

こ
の
法
理
は
、
競
争
の
制
限
に
よ
る
不
当
な
独
占
を
生
む
お
そ
れ
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
競
争
制
限
は
、
競
争
を
通
じ
て
自
由
主
義

経
済
の
市
場
機
能
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
有
能
な
労
働
者
の
移
動
と
知
識
・
情
報
の
流
通
を
妨
げ
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。 

ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
近
年
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
濫
用
に
対
し
て
注
目
が
集
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
ま
ず
、
予
告
期
間
中
に
競
争
相
手
企
業
で
の
就
労
を
禁
止
す
る
明
示
の
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
被
用
者
が
自
分
の
技
能
や
経
験
を
維
持
す
る
た
め
に
就
労
を
求
め
る
な
ら
ば
、
予
告
期
間
中
と

い
え
ど
も
、
使
用
者
（
企
業
）
が
就
労
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
認
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
長
期
に
わ
た
る
告
知
期
間
を
求
め
る
条
項
に
対
し
て

は
、
取
引
制
限
の
法
理
の
適
用
が
示
唆
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
（1

0
4

）

。 
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（
注
） 

(

1)  
雇
用
の
終
了
後
の
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
（
奈
良
地
判
昭
四
五
・
一
〇
・
二

三
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
）
に
お
い
て
は
、「
競
業
の
制
限
が
合
理
的
範
囲
を
超
え
、
Y1
ら
の
職
業
選
択
の
自
由
を
不
当
に
拘
束
し
、
同
人
ら
の
生
存
を

脅
か
す
場
合
に
は
、
そ
の
制
限
は
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
合
理
的
範
囲
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
制

限
の
期
間
、
場
所
的
範
囲
、
制
限
の
対
象
と
な
る
職
種
の
範
囲
、
代
償
の
有
無
等
に
つ
い
て
、Ⅹ

の
利
益
（
企
業
秘
密
の
保
護
）
、
Y1
ら
の
不
利
益
（
転

職
、
再
就
職
の
不
自
由
）
及
び
社
会
的
利
害
（
独
占
集
中
の
お
そ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
一
般
消
費
者
の
利
害
）
の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
て
慎
重
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
件
判
断
基
準
が
、
そ
の
後
の
同
種
事
案
に
お
い
て
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
基
準
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。 

(

2)  

例
え
ば
、
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
（
東
京
地
決
平
成
七
・
一
〇
・
一
六
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
七
号
一
四
三
頁
）
に
お
い
て
は
、「
競
業
行
為
の
差

止
請
求
は
、
職
業
選
択
の
自
由
を
直
接
制
限
し
、
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
当
該
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者
が
営
業
上
の
利
益
を
現
に

侵
害
さ
れ
、
ま
た
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
差
止
請
求
の
要
件
を
詳
し
く
述
べ

た
後
に
、「
Y1
（
監
査
役
で
あ
る
と
と
も
に
従
業
員
）
に
対
す
る
仮
処
分
申
立
に
つ
い
て
は
、
被
保
全
権
利
（
差
止
請
求
権
）
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
Y2
（
代

表
取
締
役
の
辞
任
後
は
従
業
員
）
申
立
に
つ
い
て
は
、
実
体
的
要
件
を
備
え
て
い
な
い
の
で
、
と
も
に
保
全
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
、
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ａ
特
許
事
務
所
事
件
（
大
阪
地
決
平
成
一
七
・
一
〇
・
二
七
労
判
九
〇
八
号
五
七
頁
）
で
は
、
就
業
禁
止
の
仮
処
分
命
令
の
申
立
が
却
下
さ
れ
た
。

ま
た
、
ア
サ
ヒ
プ
リ
テ
ッ
ク
事
件
（
福
岡
地
判
平
成
一
九
・
一
〇
・
五
労
判
九
五
六
号
九
一
頁
）
で
は
、
競
業
避
止
等
の
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
。
他
方
、

前
記
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
、
新
大
阪
貿
易
事
件
（
大
阪
地
判
平
成
三
・
一
〇
・
一
五
労
判
五
九
六
号
二
一
頁
、
チ
ェ
ス
コ
ム
秘
書

セ
ン
タ
ー
事
件
（
東
京
地
判
平
成
五
・
一
・
二
八
判
時
一
四
六
九
号
九
三
頁
）
等
で
は
、
差
止
請
求
は
認
容
さ
れ
た
。 

(

3)  
See, K

atherine V. W
. Stone, Know

ledge at W
ork: D

isputes over the O
w

nership of H
um

an Capitalin the Changing W
orkplace, 

34 Conn. L. Rev. 721, 723
(2002

). 

(

4)  
See, Thom

as M
. H

ogan, U
ncertainty in the Em

ploym
ent Context:W

hich Types of Restrictive Covenants are Enforceable?, 
80St.John’s L. Rev. 429, at 431

(2006
). 
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(
5)  

See, John D
w

ight Ingram
 Covenants N

ot To Com
pete,36 Akron L. Rev. 49

(2002
). 

本
稿
で
は
、
営
利
活
動
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
競

業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。See, John Fellas, G
arden Leave:A N

ew
 W

eapon Against a D
eparting 

Em
ployee, N

. Y. L. J., M
ay29, 1997, at1. See, G

reg T. Lem
brich, N

ote, G
arden Leave: A Possible Solution to the U

ncertain 
Enforceability of Restrictive Em

ploym
ent Covenants, 102 Colum

. L. Rev. 2291, 2291
(2002

). 

ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
と
い
う
概
念
が
出

現
し
た
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
文
化
に
か
か
わ
る
事
情
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
出
現
に
関
係
す
る
要
因
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
「
庭
」
に
寄
せ
る
特

別
の
思
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。 

(

6)  
Id. at 2292. 

(

7) 
See, Law

rence F. C
arnevale &

 Lorraine R. D
oran, Restrictive Em

ploym
ent Clauses: Enforceability Enhanced by Tailoring to Your Business and 

Em
ployees, N

. Y. L. J., Feb. 5, 2001, at S4. 

(

8) 
See, Tam

ara Loom
is, Non-C

om
pete Pacts: W

hether These Agreem
ents H

old U
p is U

ncertain, N
. Y. L. J., A

ug. 24, 2000 at 5. 
(

9) 
See, H

arlan M
. B

lake, Em
ployee Agreem

ents N
ot to Com

pete, 73 H
arv. L. R

ev. 625( 1960) . 

(

10) 
See, M

aureen B
. Callahan, Post-Em

ploym
ent Restraint Agreem

ents: A Reassessm
ent, 52 U

. C
hi. L. Rev. 703, 703( 1985) . 

も
っ
と
も
、
使
用
者

は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
不
可
避
的
開
示
の
法
理
」
の
援
用
を
通
じ
て
、
被
用
者
が
退
職
す
る
際
に
被
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
か

ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
裁
判
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、Pepsico, Inc. R

edm
ond, 54F. 3d 1262, 1269( 7th Cir. 1995

), D
oubleClick, 

Inc. v. H
enderson, N

o. 116914/97, 1997 W
L 731413, at 5-6( N

. Y. Sup. Ct. N
ov. 7, 1997) . 

し
か
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
わ
る
不
可
避

的
開
示
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
本
稿
主
題
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。 

(

11) 
See, Loom

is, supra note 8, at 5. 

競
業
禁
止
条
項
は
、
通
常
、
幹
部
社
員
、
営
業
マ
ン
、
技
術
者
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
に
対
し
て
設
け
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
企
業
が
研
究
開
発
投
資
す
る
際
に
は
、
使
用
者
が
開
発
し
た
営
業
上
の
秘
密
や
顧
客
を
被
用
者
に
開
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。See, G

illian 

Lester, Restrictive C
ovenants, Em

ployee Traning, and theLim
its of Transaction-C

ost Analysis, 76 Ind. L. J. 49, 51( 2001) . 

(

12) 
U

. S. C
onst. am

end. X
III, 1. 

(

13) 
See, C

allahan, supra note 10, at 717. B
D

O
 Seidm

an v. H
irshberg, 712N

. E. 2d 1220, 1225. 

本
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
は
、
被
用
者
が
競
業

他
社
の
た
め
に
使
用
者
の
出
費
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
や
消
費
者
に
対
す
る
の
れ
ん(goodw

ill)
を
欲
し
い
ま
ま
に
流
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
正
当
な
利
益
が

あ
る
、
と
す
る
。 
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(
14) 

See, Fellas, supra note, 5 at 1. 

(
15) 

Id. 

(

16) 
See, Lester, supra note 11, at 53. 

(

17) 
See, Steven J. Stein, Recent Trends in Post-Em

ploym
ent Restrictions on C

om
petition, N

. Y. L. J., A
pr. 9, 1998, at 1. 

(

18) 
See, Stone, supra note 3, at 740. 

(

19) 

こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
被
用
者
が
十
分
な
教
育
訓
練
を
受
け
た
分
野
の
み
で
仕
事
に
就
く
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
競
業
禁
止
条
項
の
場

合
に
、
当
て
は
ま
る
。
こ
の
点
、
秘
密
保
持
契
約
や
勧
誘
禁
止
契
約
は
、
被
用
者
が
当
該
分
野
に
お
い
て
職
務
を
遂
行
す
る
方
法
を
制
限
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
競
業
禁
止
条
項
が
合
理
的
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、
被
用
者
の
生
計
の
手
段
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
裁
判
例
が
あ
る
。Purchasing A

ssocs. 

v. W
eitz, 196 N

. E. 2d 245, 247( N
. Y.1 963

) ; Sim
ons v. Fried, 98 N

. E. 2d 456, 456( N
. Y. 1951) ; Serv. Sys .C

orp. v. H
arris, 341 N

. Y. S. 2d 702, 

705( A
pp. D

iv. 1973) ; Bates Chevrolet Corp. v. H
aven C

hevrolet, Inc., 213N
. Y. S. 2d 577, 580( A

pp. D
iv. 1961) . 

(

20) 

例
え
ば
、Schm

idl v. C
ent. Laundry &

 Supply Co., Inc., 13N
. Y. S. 2d 817, 823( Sup. C

t. 1939) ; A
rthur M

urray D
ance Studios, Inc. v. W

itter, 

105N
. E. 2d 685, 704

( O
hio C

t. C
 .P. 1952

) ; R
eading Aviation Serv., Inc. v. B

ertolet, 311 A
. 2d 628, 630

( Pa. 1973
) . 

(

21) 

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
け
る
労
働
の
自
由
の
理
念
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、Eric Foner, Free Soil, Free Labor, Free M

en: The Ideology of the 

R
epublican Party before the Civil W

ar( 1970) . See, Christopher T. W
onnell, The C

ontractual D
isem

pow
erm

ent of Em
ployees, 46 Stan. L. R

ev. 87, 

141( 1993) . 

(

22) 
See, C

allahan, supra note 10, at 706. D
ynam

ics Research Corp. v. A
nalytic Scis. Corp., 400N

. E. 2d 1274, 1282-83( M
ass. A

pp. C
t. 1980

) ; 1st 

A
m

.Sys., Inc. v. R
ezatto, 311N

. W
. 2d 51, 57

( S. D
. 1981) . A

BC
 v. W

olf, 420N
. E. 2d 363, 368( N

. Y. 1981) . 

(

23) 
K

adis v. B
ritt, 29 S. E. 2d 543

( N
. C

. 1944) . 

(

24) 
Id. at 547. 

(

25) 
Id. at 549 

(

26) 

例
え
ば
、Sim

ons v. Fried, 98N
. E. 2d 456, 456

( N
. Y. 1951

) ; Param
ount Pad Co. v. B

aum
rind, 151 N

. E. 2d 609, 610
( N

. Y. 1958
) ; Bates 

C
hevrolet C

orp. v. H
aven C

hevrolet, Inc., 213N
. Y. S. 2d 577, 580

( A
pp. D

iv. 1961) ; Serv. Sys. Corp. v. H
arris, 341 N

. Y. S. 2d 702, 705( A
pp. 

D
iv. 1973

) ; R
eed, Roberts A

ssocs. v. Straum
an, 353N

. E. 2d 590, 594( N
. Y. 1976) . 
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(
27) 

営
業
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、Purchasing A

ssociates v. W
eitz, 196N

. E. 2d 245, 247( N
. Y. 1963

) . 

こ
れ
に
対
し
て
、A

BC
 v. W

olf, 420 N
. 

E. 2d 363, 367( N
. Y. 1981

) . 

本
件
で
は
、
明
示
的
な
競
業
制
限
条
項
が
あ
る
場
合
で
も
、
厳
格
に
検
討
さ
れ
、
と
く
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
の
み
、
履
行
が
強
制
さ
れ
る
、
と
す
る
。 

(

28) 
Purchasing A

ssocs., 196N
. E. 2d at 248( N

. Y. 1963) ; Cont’1, G
roup v. K

insley, 422 F. Supp. 838, 843
( D

. Conn. 1976) ; R
eed, Roberts, 353 N

. 

E. 2d at 593
( N

. Y. 1976) ; A
B

C v. W
olf, 420N

. E. 2d at 367( N
. Y. 1981

) ; BD
O

 Seidm
an v. H

irshberg, 712 N
. E. 2d 1220, 1223

( N
. Y. 1999) . 

(

29) 
R

eed, R
oberts, 353N

. E. 2d at 593
( N

. Y. 1976) ; Cont’1, G
roup v. K

insley, 422 F. Supp. at 843( D
. Conn. 1976) ; A

BC
 v. W

olf, 420 N
. E. 2d at 

367( N
. Y. 1981) ; B

D
O

 Seidm
an v. H

irshberg, 712N
. E. 2d at 1223( N

. Y. 1999) ; Ticor Title Ins. C
o. C

ohen, 173 F. 3d. 63, 70( 2d Cir. 1999) . 

(

30) 
See, supra notes 27-29. 

(

31) 

例
え
ば
、Frank, Seringer &

 Chaney, Inc. v. Jesko, C. A
. N

os. 89C
A

004577, 89C
A

004613, 1989O
hio A

pp. LEX
IS4519, at 6

( D
ec. 6, 1989) ; 

D
ryvit Sys., Inc. v. H

ealy, N
o. C

. A
. K

C
89-45, 1989 R

. I. Super. LEX
IS 105, 13-14

( A
pr. 26, 1989) ; B

lue Ridge A
nesthesia &

 C
ritical Care, Inc. 

v. G
idick, 389 S. E. 2d 467, 468-69( Va. 1990

) ; A
rpac Corp. v. M

urray, 589 N
. E. 2d 640, 649( I11. A

pp. C
t. 1992)

; Ecolab, Inc. v. Ford, N
os. 

C
0-94-1207, C

8-94-1276, 1994 M
inn.A

pp. LEX
IS 932, at 3( Sept. 14, 1994

) ; A
ffinity Partners v. D

rees, N
o. 95-2564, 1996 M

ass Super. LEX
IS 

647, at 8
( Jan. 6, 1996) ; M

cG
lothen v. H

eritage Envtl.Servs., 705N
. E. 2d 1069, 1071-72( Ind. Ct. A

pp. 1999
) . 

(

32) 
G

reenw
ich M

ills Co. B
arrie H

ouse Coffee Co., 459N
. Y. S. 2d 454, 456( A

pp. D
iv. 1983) . 

裁
判
所
は
、
確
固
と
し
た
法
的
ル
ー
ル
を
形
成
し
て
こ

な
か
っ
た
反
面
、
競
業
制
限
の
合
理
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

(

33) 
See, Loom

is, supra note 8, at 5. 

問
題
は
、
競
業
制
限
条
項
を
規
制
す
る
制
定
法
を
持
た
な
い
州
は
、
そ
う
し
た
条
項
を
い
か
に
評
定
す
る
か
で
あ
る
。 

(

34) 

例
え
ば
、A

B
C

 v. W
olf, 420 N

. E. 2d 363, 367 n.6( N
. Y. 1981

) . 

本
件
で
は
、
裁
判
上
の
履
行
強
制
は
、
労
働
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
だ
け
か
ら
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、N

igra v. Young B
road. of A

lbany, Inc., 676N
. Y. S. 2d. 848, 849( Sup. Ct. 1998) . 

本
件
で
は
、
被
用
者
が
「
特

別
で
ユ
ニ
ー
ク
」
で
あ
る
と
い
う
法
理
は
不
確
か
な
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
出
演
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
そ
れ
に
は
該
当
し
な
い
と
さ
れ

た
。 

(

35) 

例
え
ば
、Ticor Title Ins. C

o. v. Cohen, 173 F. 3d 63, 65, 70-72
( 2d Cir. 1999

) . 
本
件
で
は
、
使
用
者
の
事
業
と
被
用
者
と
の
関
係
に
焦
点
が
向
け

ら
れ
、
使
用
者
の
顧
客
の
多
く
と
被
用
者
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
、
六
ヵ
月
に
わ
た
る
制
限
は
合
理
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、Natsource LLC 

v. Paribello, 151 F. Supp. 2d 465, 473-74( S. D
. N

. Y. 2001
) . 

本
件
で
は
、
た
と
え
被
用
者
は
代
替
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
技
術
、
才
能
、
顧
客
と
の
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関
係
に
基
づ
い
て
、
被
用
者
に
対
し
て
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
の
強
制
が
な
さ
れ
た
。 

(
36) 

B
axter Int’1, Inc. v. M

orris, 976 F. 2d 1189, 1197( 8th C
ir. 1992) . 

本
件
で
は
、
一
年
の
制
限
は
長
す
ぎ
る
と
さ
れ
た
。Earth W

eb, Inc. v. Schlack, 

71 F. Supp. 2d 299, 313( S. D
. N

. Y. 1999
) . 

本
件
で
も
、
一
年
の
競
業
制
限
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
、
差
止
命
令
は
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、B

lue Ridge A
nesthesia &

 C
ritical C

are, Inc. v. G
idick, 389 S. E. 2d 467, 470

( Va. 1990) . 

本
件
で
は
、
三
年
に
わ
た
る
競
業
禁
止
契
約

が
有
効
と
さ
れ
た
。Contem

po C
om

m
unications, Inc. v. M

IM
 C

reative Servs., 582 N
. Y. S. 2d 667, 669( A

PP. D
ic. 1992) . 

本
件
で
は
、
二
年
の
競

業
制
限
は
時
間
的
に
合
理
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。Chernoff D

iam
ond &

 Co. v. Fitzm
aurice, Inc., 651N

. Y. S. 2d 504, 505-06( A
pp. D

iv. 1996
) . 

本
件

で
は
、
二
年
に
わ
た
る
競
業
禁
止
契
約
が
認
め
ら
れ
た
。B

D
O

 Seidm
an v. H

irshberg, 712 N
. E. 2d 1220, 1225, 1228( N

. Y. 1999
) . 

本
件
は
、
一
八

ヶ
月
に
わ
た
る
勧
誘
禁
止
契
約
が
履
行
を
強
制
さ
れ
た
。 

(

37) 
C

ont’1, G
roup v. K

insley, 422 F. Supp. 838, 841 n. 1, 843( D
. Conn. 1976) . 

本
件
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
を
カ
ヴ
ァ

ー
す
る
競
業
禁
止
契
約
の
地
理
的
制
限
は
不
当
に
広
い
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。B

U
S. Intelligence Servs., Inc. v. H

udson, 580 F. Supp. 1068, 

1073
( S. D

. N
. Y. 1984

) . 

本
件
で
は
、
地
理
的
に
無
制
限
に
及
ぶ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
業
制
限
条
項
は
認
め
ら
れ
た
。Innovative N

etw
orks, Inc. v. 

Satellite A
irlines Ticketing C

trs., Inc., 871 F. Supp. 709, 728
( S. D

. N
. Y. 1995) . 

本
件
で
は
、
全
米
す
べ
て
に
及
ぶ
地
理
的
制
限
も
合
理
的
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、G

reat Lakes C
arbon Corp. v. K

och Indus., 497 F. Supp. 462, 471( S. D
. N

. Y. 1980) . 

本
件
で
は
、
地
理
的
制
限
が

な
い
こ
と
か
ら
、
競
業
制
限
条
項
の
履
行
強
制
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。Great Lakes C

arbon C
orp. v. K

och Indus ., 497 F. Supp. 462, 471( S. D
. N

. Y. 

1980
) . 

本
件
で
は
、
地
理
的
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、
競
業
制
限
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。G

arfinkle v. Pfizer, Inc., 556 

N
. Y. S. 2d 322, 323( A

pp. D
iv. 1990

) . 

本
件
で
は
、
世
界
全
体
に
及
ぶ
地
理
的
制
限
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
さ
れ
た
。Bendinger v. M

arshalltow
n 

Trow
ell C

o., 994. S. W
. 2d 468, 472( A

rk. 1999
) . 

本
件
で
は
、
競
業
制
限
条
項
に
地
理
的
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
広
す
ぎ
る
と
さ

れ
た
。 

(

38) 
See, Loom

is, supra note 8, at 5. 
(

39) 

「
ブ
ル
ー
・
ペ
ン
シ
ル
（blue-penciling

）」
と
い
わ
れ
る
方
法
を
通
し
て
、
過
度
に
わ
た
る
条
項
を
修
正
し
た
り
、
競
業
禁
止
条
項
中
の
不
当
な
制
限

を
消
去
し
て
、
履
行
の
強
制
が
認
め
ら
れ
る
裁
判
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、B

ijan D
esigner for M

en v. K
atzm

an, N
O

. 96 Civ. 7345, 1997 U
. S. D

ist. 

LEX
IS 1426, at 16 n. 8

( S. D
. N

. Y. Jan. 6, 1997) . 

そ
の
ほ
か
に
、K

arpinski v. Ingrasci, 268 N
. E. 2d 751, 754-55( N

. Y. 1971) ; 

R
ector-Phillips-M

orse, Inc. v. Vrom
an, 489 S. W

. 2d 1, 4( A
rk. 1973) ; Philip G. Jonson &

 Co. v. Salm
en, 317 N

. W
. 2d 900, 904-05( N

eb. 1982
) ; 
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B
D

O
 Seidm

an v. H
irshberg, 712 N

. E. 2d at 1226( N
. Y. 1999) ; H

eartland Sec. C
orp. G

erstenblatt, N
os. 99 C

iv. 3694, 99 C
iv. 3858, 2000 U

. S. 

D
ist. LEX

IS 3496, at 29( S. D
. N

. Y. M
ar. 22, 2000) . 

(

40) 
B

ob H
epple, The D

uty of Loyalty: Em
ployee Loyalty in English Law, 20 Com

p. Lab. L. &
 Pol’y J. 205, at 216( 1999) . 

(

41) 
Id. at 214. 

(

42) 
Id. 

(

43) 
Jonathan M

. Lew
is, W

ho W
ill Restrict the Restrictive Covenants?, Law

 Soc’y’s G
azette, June 21, 1989. at 32. 

(

44) 
See, Lem

brich, supra note, 5 at 2305. 
(

45) 
John H

and Q
C

 &
 Paul A

. Sm
ith, Injunction Against Em

ployees, 139 N
ew

 L. J. 1716, 1716. 

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
雇
用
関
係
法
の
歴
史
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、R

obert J. Steinfeld, The Invention of Free Labor: The Em
ploym

ent R
elation in English and A

m
erican Law

 and Culture( 1991) . 

(

46) 
H

and Q
C

 &
 Paul A

. Sm
ith, supra note 45, at 1716. 

(

47) 
Id. 

(

48) 
D

e Francesco v. B
arnum

, [1890] 45 Ch. D
. 430, 438

( 1890) . See H
and &

 Sm
ith, supra note 45, at 1716 

(

49) 
See, H

epple, supra note 40, at 205-06. 

(

50) 
Id. at 209. 

(

51) 
Id. 

(

52) 
Id. at 215. 

も
っ
と
も
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
は
、
雇
用
期
間
を
超
え
て
、
秘
密
保
持
義
務
を
使
用
者
に
負
う
と
す
る
。 

(

53) 

イ
ギ
リ
ス
に
は
、
奴
隷
制
度
と
適
正
に
な
さ
れ
た
有
罪
判
決
に
基
づ
く
場
合
以
外
の
強
制
的
苦
役
を
廃
止
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
一
三
条
修
正

の
よ
う
な
規
定
は
な
い
が
、
被
用
者
が
任
意
に
履
行
し
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
強
制
的
に
雇
用
契
約
の
履
行
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ

う
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
形
成
さ
れ
て
き
た
ル
ー
ル
は
近
年
、
立
法
化
さ
れ
た
。Trade U

nion and Labour Relations( Consolidation
) A

ct, 1992, c. 52, 

236( Eng.) . 

(

54) 

ヘ
ッ
プ
ル( H

epple, supra note 40, at 216.)

は
、
取
引
制
限
の
法
理
を
競
業
制
限
の
事
例
と
の
関
連
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
ル
イ
ス( Lew

is, supra 

note 43, at 32)

に
よ
れ
ば
、
取
引
制
限
の
法
理
は
、
競
業
制
限
条
項
と
し
て
容
認
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
こ
の
条
項
に
厳
し
い
制
限
を
課
す
る
と
す
る
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
競
業
制
限
条
項
が
営
業
譲
渡
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
、
そ
う
し
た
条
項
の
履
行
を
強
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制
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
営
業
の
買
主
は
、
当
該
営
業
の
「
の
れ
ん( goodw

ill)

」
に
代
金
を
支
払
い
、
競
業
制
限
条
項
を
通
し
て
、
以
前
の
所

有
者
に
対
し
て
営
業
が
保
護
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

(

55) 
H

epple supra note 40,. at 216. 

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
例
え
ば
、H

anover Insurance B
rokers Ltd. v. Schapiro, [1994] I. R. L .R

. 82
( C

. A
. 1993)

に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
は
、
保
険
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
業
を
営
む
会
社
の
数
人
の
被
用
者
が
、
競
業
他
社
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
退
職
し
た
と

い
う
事
案
で
あ
る
。
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
労
働
力
の
安
定
性
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
正
当
な
利
益
に
は
当
た
ら
ず
、
被
用
者
ら
と
の
契
約
中

の
一
二
ヵ
月
間
に
わ
た
る
競
業
制
限
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
命
令
を
認
容
し
な
か
っ
た
。Id. at 86. 

(

56) 
H

and &
 Sm

ith supra note 45, at 1718. 
(

57) 
Evening Standard Co. Ltd. H

enderson [1987] I. C
. R. 588( C

. A
. 1986

) . 

(

58) 
Evening Standard, [1987] I. C

. R
. at 592. 

(

59) 
Id. at 593. 

(

60) 
Id. 

(

61) 
Id. at 594. 

(

62) 
Id. 

(

63) 
See, Lem

brich, supra note 5, at 2309. 

(

64) 
Provident Financial G

roup v. H
ayw

ard, [1989] 3 A
ll E. R. 298( C

. A
. 1988) . 

(

65) 
Id. at 301. 

(

66) 
Id. 

(

67) 
Id. at 302. 

(

68) 
Id. at 304-05. 

(

69) 
A

ndrew
 B

urrow
s, Specific Perform

ance Against an Em
ployer, 140 N

ew
 L. J. 1007, 1008

( 1990) . 

バ
ロ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
原
則
的
に
、
被
用
者
が

競
合
他
社
の
た
め
に
就
労
す
る
の
を
制
限
す
る
差
止
命
令
は
、
使
用
者
が
い
わ
ゆ
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
を
事
前
の
措
置
と
し
て
講
じ
る
場
合
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
社
事
件
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
と
す
る
。 

(

70) 
JA

 M
ont( U

K
) Ltd. v. M

ills, [1993] I. R
. L. R

. 172, 177( C. A
. 1992) . 
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(
71) 

Id. 

(
72) 

Id. 

(

73) 
W

illliam
 H

ill O
rganisation Ltd. v. Tucker, [1999] I. C

. R. 291, 301
( C

. A
. 1998) . 

(

74) 
Id. 

(

75) 
Id. 

(

76) 
Id. 

(

77) 
Jane M

iddleton, H
eave-H

oe To G
arden Leave, 148 N

ew
 L. J. 579( 1998) . 

ミ
ド
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
社
事
件
判
決
以
前
に
は
、

雇
用
契
約
関
係
の
存
続
中
、
必
ず
し
も
被
用
者
に
は
働
く
権
利
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
な
か
っ
た
と
す
る
。Id. 

(

78) 
Sym

bian Ltd. v. Christensen, [2001] I. R
. L. R

. 77, 80( C
. A

. 2000
) . 

(

79) 

本
件
裁
判
所
は
、
当
該
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
際
に
絞
り
を
か
け
、
被
告
が
原
告
の
競
業
他
社
に
雇
わ
れ
る
こ
と
を
制
限
す
る
差
止
め
を
命
じ
た
に

す
ぎ
な
い
。Id. 

(

80) 
Id . at 80-81. 

(

81) 
See, W

illliam
 H

ill O
rganisation Ltd. v. Tucker, [1999] I. C

. R. 291, 301( C. A
. 1998

) . 

(

82) 
See, Sym

bian, [2001] I. R. L. R. at 80. 

(

83) 
C

redit Suisse A
sset M

anagem
ent Ltd. v. A

rm
strong, [1996] I. C

. R
. 882. 891-92

( C
. A

. 1996) . 

(

84) 
See, Sym

bian, [2001] I. R. L. R at 81. 

本
件
で
は
、
被
用
者
が
六
ヵ
月
に
わ
た
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
期
間
中
、
競
業
他
社
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
阻

止
す
る
契
約
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
た
め
に
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、Euro B

rokers Ltd. v. R
abey, [1995] I. R

. L. R
. 206, 210

( Ch. 1994
) . 

本
件
で
は
、
競
業
他
社
へ
転
職
す
る
た
め
に
退
職
す
る
マ
ネ
ー
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
対
し
て
、
六
ヵ
月
間
に
わ
た
る
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
が
履
行
を
強

制
さ
れ
た
。 

(

85) 
See, [1999] I. C

. R
. at 293. 

(

86) 
C

redit Suisse First B
oston( Europe) Ltd. v. Padiachy, [1999] I. C. R. 569. 576( Q

. B
. 1998) . 

本
件
で
は
、
三
ヵ
月
に
わ
た
る
競
業
禁
止
条
項
の
履

行
を
強
制
す
る
こ
と
は
拒
否
さ
れ
た
が
、
被
告
が
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
基
づ
い
て
三
ヵ
月
の
予
告
期
間
中
、
職
務
に
従
事
し
た
後
に
、
競
業
他
社
の
た

め
に
働
く
こ
と
は
許
さ
れ
た
。
ま
た
、FSS Travel &

 Leisure Sys. Ltd. v. Johnson, [1998] I. R. L. R. 382, 383, 387( C. A
. 1997

) . 

本
件
で
は
、
被
告
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が
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
に
基
づ
い
て
三
ヵ
月
の
予
告
期
間
中
は
職
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
場
合
に
、
一
年
間
に
わ
た
る

競
業
禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
は
拒
否
さ
れ
た
。 

(

87) 
Paul K

illen, Football’s Loyalty Bonus,Law
 Soc’y’s G

azette, Sept. 21, 2000, at 16. 

キ
レ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
競
争
相
手
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る
た
め
退
団
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
な
い
し
競
業
禁
止
条
項
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
か
否
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 

(

88) 
See, Lem

brich, supra note 5, at 2314. 
(

89) 
Provident Financial G

roup v. H
ayw

ard, [1989] 3 A
ll E. R. 298, 305

( C
. A

. 1988) . 

(

90) 
See, Loom

is, supra note 8, at 5. 

(

91) 
See, Lester, supra note 11, at 51-52. 

(

92) 
See, K

illen, supra note 87, at 16. 
(

93) 
C

redit Suisse A
sset M

anagem
ent Ltd. v. A

rm
strong, [1996] I. C

. R
. 882. 894

( C
. A

. 1996) . 

(

94) 
Euro B

ankers Ltd. v. R
abey, [1995] I. R

. L. R
. 206, 209( Ch. 1994) . 

(

95) 
See, H

epple, supra note 40, at 214. 
(

96) 

労
働
の
自
由
の
理
念
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
条
項
の
履
行
の
強
制
を
判
断
す
る
際
に
、
裁
判
所
は
合
衆
国
憲
法
第
一
三
修
正

に
あ
ま
り
関
心
を
払
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

(

97) 
M

TV
 N

etw
orks v. Fox K

ids W
orldw

ide, Inc., N
o. 605580/97, 1998 N

. Y. M
isc. LEX

IS 701, at 14-15, 23( Sup. C
t. Feb. 4, 1998

) . 

(

98) 
See, Lem

brich, supra note 5, at 2318. 

(

99) 
Stew

art E. Sterk, Restraints on A
lienation of H

um
an C

apital, 79 Va. L. R
ev. 383, at 410( 1993

) . 

ス
タ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
に
と
っ
て
魅
力
的

な
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
あ
る
意
味
で
、
被
用
者
が
元
の
使
用
者
の
も
と
に
止
ま
る
こ
と
を
強
制
し
う

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。 

(

100) 

例
え
ば
、Provident Financial G

roup v. H
ayw

ard, [1989] 3 A
ll E. R

. 298, 305( C
. A

. 1988) . 

本
件
で
は
、
仕
事
が
な
い
こ
と
そ
れ
自
体
は
別
個
の

問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
件
で
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
え
な
い
と
さ
れ
る
。
会
計
な
い
し
財
務
担
当
者
と
し
て
の
被
告
の
技
能
は
三
ヵ
月

の
間
に
衰
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。 
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(

101) 

例
え
ば
、N

atsource LLC v. Paribello, 151 F. Supp. 2d 465, 472
( S. D

. N
. Y. 2001

) . 

本
件
で
は
、
四
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
制
限
し
た
と
し
て
も
、
商

品
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
そ
の
専
門
職
か
ら
不
当
に
排
除
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
旨
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、M

altby v. H
arlow

 M
eyer Savage, Inc., 633 N

. Y. 

S. 2d 926, 930( Sup. Ct. 1995) . 

本
件
で
は
、
ト
レ
ー
ダ
ー
が
六
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
取
引
か
ら
は
ず
さ
れ
て
も
、
当
該
業
界
内
で
の
雇
用
能
力
を
失
わ

せ
た
り
、
ま
た
は
生
計
を
営
む
権
利
を
実
質
的
に
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
旨
認
定
さ
れ
た
。 

(

102) 
See, Lem

brich, supra note 5, at 2319. 

レ
ン
ブ
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
労
使
の
取
り
組
み
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
リ
ー
ヴ
ま
た
は
強
制
労
働
禁
止
の

本
旨
に
背
く
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
れ
は
被
用
者
の
求
め
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
何
も
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
た
考
え
方
に
即
し
た
解
決
法
と
し
て
、SG

 Cow
en Securities Corp. v. Stix, N

o. 00 C
iv. 3662, Slip op.at 4. 

(

103) 
See, Lem

brich, supra note 5, at 2321-23. 

(

104) 
W

illliam
 H

ill O
rganization LTD

 v. Tucker, [1998] I. R. L. R. 313( C. A
.) . H

epple, supra note 40, at 215. 
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一 

は
じ
め
に 

  

従
来
、
終
身
雇
用
が
一
般
的
と
み
ら
れ
て
き
た
わ
が
国
に
お
い
て
、
近
年
、
雇
用
の
流
動
化
が
進
む
な
か
で
、
使
用
者
企
業
の
予
期
に
反
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
被
用
者
な
ど
が
、
新
会
社
を
設
立
し
て
、
そ
の
部
下
や
同
僚
な
ど
を
勧
誘
し
、
新
会
社
あ
る
い
は

別
会
社
に
一
斉
に
転
退
職
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
時
と
し
て
起
こ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
以
前
の
使
用
者
企
業
は
、
有
能
な
人
材
が

競
争
相
手
企
業
に
転
職
し
て
働
く
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
事
業
が
廃
業
に
追
い
や
ら
れ
た
り
、
自
ら
転
職
な
い
し
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
使
用
者
企
業
は
、
右
の
よ
う
な
被
用
者
ら
の
不
意
の
行
動
に
よ
っ
て
事
業
上
の
利
益
に
多
大
の
損
害
を
被
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

の
重
要
な
手
法
と
し
て
、
雇
用
契
約
の
中
に
い
わ
ゆ
る
被
用
者
引
抜
き
禁
止
特
約
（
条
項
）
を
盛
り
込
む
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者

引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
以
前
の
被
用
者
ら
が
競
争
相
手
企
業
に
元
の
同
僚
な
ど
を
雇
い
入
れ
、
在
職
中
に
身
に
付
け
た
知
識
・
情
報
な
ど
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
以
前
の
使
用
者
企
業
が
損
害
を
被
る
こ
と
を
避
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
な
ど
、

被
用
者
に
課
さ
れ
る
競
争
制
限
的
契
約
に
つ
い
て
は
、
仮
に
、
使
用
者
企
業
が
被
用
者
と
の
間
で
被
用
者
の
引
抜
き
や
、
勧
誘
な
ど
を
契
約
に

お
い
て
禁
止
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
契
約
に
、
果
た
し
て
、
法
的
な
拘
束
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
裁
判
結
果

に
は
不
確
実
性
が
伴
う
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
に
お
い
て
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
る
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
（
１
）

。 

一
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
。
） 

に
お
い
て
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
一
定
期
間
、
以
前
の
被
用
者
ら
が
元

の
同
僚
な
ど
を
引
抜
く
こ
と
に
禁
止
を
求
め
る
、
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
被
用
者
引
抜
き
禁
止
の
合
意
（non

‐solicitation
 

agreem
ent

）
に
つ
い
て
、
引
抜
き
禁
止
特
約
が
結
ば
れ
る
か
、
あ
る
い
は
競
争
禁
止
に
付
随
し
て
範
囲
の
広
い
特
約
が
結
ば
れ
て
い
な 

い
場
合
、
秘
密
情
報
が
用
い
ら
れ
な
い
限
り
、
被
用
者
は
自
由
に
転
退
職
し
て
、
元
の
被
用
者
ら
を
採
用
し
た
り
、
引
抜
き
を
行
っ
て
、
以
前
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の
使
用
者
企
業
と
競
争
関
係
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
２
）

。
か
く
し
て
、
使
用
者
企
業
は
、
自
ら
の
事
業
を
守
る
た
め
に
も
、
キ
ー

と
な
る
被
用
者
ら
に
引
抜
き
禁
止
契
約
の
署
名
を
求
め
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
右
の
よ
う
な
契
約
に
強
制
力

を
持
た
せ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
使
用
者
企
業
に
保
護

を
与
え
る
一
方
で
、
以
前
の
被
用
者
に
対
し
て
引
抜
き
を
行
わ
な
い
と
い
う
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
、

と
り
わ
け
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
は
、
右
契
約
に
拘
束
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に
は
消
極
的
な
態
度
を
取
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
３
）

。
し
た

が
っ
て
、
使
用
者
企
業
が
引
抜
き
禁
止
契
約
書
の
作
成
に
当
た
り
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
い
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
、
契
約
の
法
的
拘
束
力

が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。 

 

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
が
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
か
否
か
を
決
め
る
た
め
に
、
裁
判

所
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
考
慮
さ
れ
る
諸
要
因
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
同
州
以
外
の
い
く
つ
か
の
州
裁
判
所
に
お
い
て
、
被
用
者
の
引

抜
き
禁
止
契
約
が
是
認
さ
れ
る
理
由
や
、
そ
う
し
た
判
決
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
一
方
で
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
に

引
抜
き
禁
止
契
約
を
取
り
扱
う
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
特
約
が
最
大
限
に
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
実
際
上
留
意

す
べ
き
諸
点
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。 

 

二 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約 

  

１ 

競
争
制
限
的
特
約
の
裁
判
上
の
強
制 

 

雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
を
は
じ
め
と
す
る
、
競
争
制
限
的
特
約
が
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
か
否
か
は
、
具
体
的
な
事
案
の
事
実

関
係
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
州
裁
判
所
は
、
右 

特
約
に
対
し
て
、
積
極
的
な
態
度
を
取
ら
な
い
。
競
争
制
限
的
特
約
は
、
被
用
者
一
人
一
人
が
生
計
を
立
て
る
権
利
を
侵
害
し
、
当
該
被
用
者
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の
生
存
を
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
同
時
に
、
自
由
主
義
経
済
の
観
念
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
最
初
に
事
業
を
立
ち

上
げ
た
使
用
者
企
業
を
不
当
に
保
護
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
（
４
）

。 

 

と
は
い
え
、
競
争
制
限
的
特
約
が
、
合
理
的
で
あ
り
、
契
約
上
の
必
要
条
件
を
満
た
し
、
さ
ら
に
、
制
定
法
上
規
制
さ
れ
る
場
合
、
法
律
上

の
要
件
を
遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
的
に
裁
判
上
強
制
が
可
能
と
さ
れ
る
（
５
）

。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
部
分
的
に
取
引
を
制
限
す

る
よ
う
な
競
業
禁
止
特
約
は
、
常
に
法
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
右
特
約
が
、
使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
と
さ
れ
、
被
用
者
に
不
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
社
会
公
共
の
利
益
に
反
す
る
も
の
で

な
い
な
ら
ば
、
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
右
の
よ
う
な
反
競
争
的
特
約
の
真
の
目
的
が
、
当
該
使
用
者
企
業

の
事
業
を
守
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
該
被
用
者
の
退
職
を
妨
害
す
る
こ
と
に
あ
る
の
な
ら
ば
、
当
該
特
約
は
、
裁
判
上
強
制

さ
れ
得
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
６
）

。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
的
に
、
反
競
争
的
特
約
の
合
理
性
は
、
ま
さ
に
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
決
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
通

常
、
不
合
理
な
競
争
制
限
が
、
修
正
が
可
能
か
ど
う
か
を
決
め
る
際
に
、
禁
止
さ
れ
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
、
期
間
の
よ
う
な
、
様
々
な

要
因
を
考
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
７
）

。
も
と
よ
り
、
競
争
に
反
す
る
よ
う
な
不
合
理
な
制
限
的
特
約
は
、
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
強
制
が
困
難
な
競
争
制
限
に
つ
い
て
、
制
限
さ
れ
る
期
間
や
地
域
に
つ
い
て
修
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
上
強
制
の
可
能

性
が
高
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
不
合
理
な
競
争
制
限
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
強
制
で
あ
っ
て
も
、
当
該
制
限
が
結
果
と
し
て
、
公
序
良
俗
と
両
立

し
て
、
社
会
公
共
の
利
益
を
害
し
な
い
こ
と
、
当
該
被
用
者
に
不
当
に
厳
し
い
制
約
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
当
該
使
用

者
企
業
の
利
益
を
守
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
で
法
的
拘
束
力
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
８
）

。 

 

２ 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
と
競
業
禁
止
契
約
と
の
関
係 
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と
こ
ろ
で
、
被
用
者
が
退
職
を
告
知
す
る
前
に
、
使
用
者
企
業
に
は
、
事
前
の
予
防
措
置
と
し
て
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
盛
り
込
ん
で
お
く

こ
と
が
で
き
る
、
い
く
つ
か
の
制
限
的
特
約
が
あ
る
。
こ
う
し
た
契
約
的
保
護
措
置
は
、
大
き
く
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

被
用
者
が
以
前
の
使
用
者
企
業
と
直
接
に
競
争
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
競
業
禁
止
契
約
と
、
被
用
者
が
以
前
に
働
い
て
い
た
企
業
の
被
用
者
ま
た

は
顧
客
を
勧
誘
し
た
り
、
引
抜
く
こ
と
を
禁
止
す
る
引
抜
き
禁
止
契
約
で
あ
る
。
伝
統
的
な
競
業
禁
止
契
約
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
、
雇
用
関

係
の
終
了
後
に
、
被
用
者
は
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
一
定
の
期
間
、
以
前
の
使
用
者
企
業
の
事
業
と
競
争
関
係
に
立
つ
よ
う
な
具
体
的
な
活

動
を
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
競
業
禁
止
契
約
と
は
異
な
っ
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
に
よ
る
と
、
以
前
の
被
用
者
が
競
争
相
手
企

業
の
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
は
別
段
制
限
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
右
契
約
に
よ
る
と
、
被
用
者
ま
た
は
顧
客
、
あ
る
い
は
被
用
者
と
顧

客
の
双
方
の
勧
誘
、
引
抜
き
が
禁
止
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
典
型
例
で
あ
る
（
９
）

。
と
り
わ
け
、
顧
客
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
退
職
し
た
被
用
者

が
以
前
の
使
用
者
企
業
の
顧
客
や
将
来
の
顧
客
を
事
業
上
引
抜
く
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
顧
客
関
係
や
、
顧
客
と
接
触
を

保
つ
使
用
者
企
業
の
利
益
を
守
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
以
前
の
被
用
者
が
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
、
元
の
同
僚
を
採
用
す
る
こ
と
に
対
し

て
加
え
ら
れ
る
制
限
は
、
言
わ
ば
引
抜
き
禁
止
特
約
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
何
よ
り
も
労
働
力
の
安
定

性
を
維
持
す
る
と
い
う
使
用
者
企
業
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
（

10
）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
以
前
の
被
用
者
が
一
緒
に
競
争
す
る
こ
と
自
体
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
別
の
手
段
、
方
法

で
も
っ
て
、
被
用
者
ら
を
雇
い
入
れ
る
よ
う
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
は
、
引
抜
き
禁
止
特
約
を
競
業
禁
止
特

約
と
比
較
し
て
反
競
争
性
が
少
な
い
も
の
と
捉
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（

11
）

。
ま
た
、
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上

の
利
益
に
見
合
っ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
裁
判
所
は
、
引
抜
き
禁
止
特
約
を
よ
り
一
層
支
持
す
る
可
能
性
が
あ
る

（

12
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
被
用
者
ら
の
競
争
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
契
約
条
項
は
、

競
業
禁
止
特
約
と
同
じ
よ
う
な
制
限
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（

13
）

。 
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３ 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
特
約
の
締
結
理
由 

 

も
と
よ
り
、
あ
る
被
用
者
が
、
雇
用
関
係
の
終
了
前
の
在
職
中
に
、
競
争
相
手
企
業
に
お
い
て
一
緒
に
働
く
た
め
に
、
同
僚
の
被
用
者
を
引

抜
く
よ
う
な
場
合
、
使
用
者
企
業
に
対
す
る
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
関
係
の

終
了
後
に
は
、
結
果
は
異
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
い
っ
た
ん
雇
用
関
係
が
終
了
し
、
引
抜
き
禁
止
契
約
が
結
ば
れ
て
い
な
い
場
合
、
不
正

ま
た
は
詐
欺
的
方
法
が
用
い
ら
れ
な
い
限
り
、
退
職
し
た
被
用
者
は
、
競
争
相
手
企
業
の
と
こ
ろ
で
働
く
た
め
に
、
自
由
に
以
前
の
使
用
者
企

業
の
被
用
者
ら
を
引
抜
く
こ
と
が
で
き
る
（

14
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
多
く
の
州
の
裁
判
所
は
、
被
用
者
が
被
用
者
引
抜

き
禁
止
特
約
を
結
ん
だ
と
き
に
は
、
以
前
の
被
用
者
が
元
の
同
僚
を
引
き
抜
く
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
を
支
持
す
る
と
さ
れ
る
（

15
）

。 

 

雇
用
契
約
に
お
い
て
競
争
制
限
的
特
約
を
盛
り
込
む
多
く
の
使
用
者
企
業
は
、
自
社
の
出
費
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
顧
客
関
係
ま
た
は
事
業
上

の
経
験
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ー
と
な
る
会
社
役
員
や
、
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
な
ど
が
競
合
企
業
を
起
ち
上
げ
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、

右
特
約
を
結
ぶ
わ
け
で
あ
る
（

16
）

。 

 

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
以
前
の
被
用
者
ら
が
競
争
相
手
企
業
の
と
こ
ろ
に
同
僚
ら
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
以
前
の
被
用
者
ら
が
競
争
関
係
に
立
つ
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ

ば
、
使
用
者
企
業
が
人
材
を
育
成
し
、
有
能
な
労
働
力
を
推
持
す
る
こ
と
に
対
す
る
投
資
を
保
護
す
る
こ
と
に
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
右
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
ほ
と
ん
ど
司
法
上
の
抵
抗
を
受
け
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（

17
）

。 

 

こ
う
し
て
、
使
用
者
企
業
は
、
被
用
者
ら
が
競
争
相
手
の
と
こ
ろ
で
働
く
な
ら
ば
、
市
場
に
お
い
て
当
該
企
業
を
極
め
て
競
争
上
不
利
な
立

場
に
立
た
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
用
者
と
の
間
で
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
結
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
結
ぶ
被
用
者

は
、
以
前
の
使
用
者
企
業
の
も
と
で
現
に
働
く
被
用
者
ら
の
採
用
に
か
か
わ
る
な
ら
ば
、
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

も
と
よ
り
、
雇
用
契
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
契
約
は
、
以
前
の
被
用
者
が
在
職
中
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の
被
用
者
の
引
抜
き
に
か
か
わ
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

  

４ 
引
抜
き
禁
止
契
約
の
違
反 

 

被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
に
違
反
し
た
場
合
、
当
事
者
適
格
の
要
件
と
し
て
の
訴
訟
当
事
者
の
利
害
関
係
が
、
十
二
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る

な
ら
ば
、
以
前
の
被
用
者
と
新
た
な
使
用
者
企
業
は
、
極
め
て
大
き
な
法
的
責
任
問
題
に
直
面
す
る
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
デ
ッ

カ
ー
社
（Black &

 D
ecker

）
が
、
イ
メ
ー
ジ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
社
（Im

age D
ynam

ics

）
の
以
前
の
被
用
者
（D

avid P.O
lsen

）
を
雇

い
入
れ
た
と
き
に
、
右
ピ
ー
・
ア
ー
ル
（PR

）
会
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
デ
ッ
カ
ー
社
は
、
当
該
被
用
者
の
奪
い
取

り
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
に
違
反
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

18
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
陪
審

は
、
当
該
引
抜
き
禁
止
契
約
を
是
認
し
、
イ
メ
ー
ジ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
社
に
九
四
万
ド
ル
（
そ
の
内
訳
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
デ
ッ
カ
ー

社
に
対
し
て
は
、
六
四
万
五
千
ド
ル
、
以
前
の
被
用
者
に
対
し
て
は
二
九
万
五
千
ド
ル)

の
損
害
賠
償
金
を
認
め
た
の
で
あ
る
（

19
）

。 

 

ま
た
、
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
保
険
会
社
（Prudential Securities

）
は
、
右
の
事
件
と
同
じ
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
、
当
該
会
社
役
員

が
引
抜
き
禁
止
特
約
の
違
反
に
加
担
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
上
位
十
人
の
会
社
役
員
の
内
の
何
人
か
と
当
該
会
社
を
訴
え
た
事
案
で
あ
る

（

20
）

。
す
な
わ
ち
、
ア
セ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
証
券
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
収
入
が
九
〇
％
以
上
を
占
め
る
、
右
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
社
の
ア
セ
ッ
ト
・

バ
ッ
ク
証
券
グ
ル
ー
プ
の
首
脳
や
八
人
の
役
員
が
退
職
す
る
一
方
で
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
社
（Credit Suisse 

First Boston: CSFB

）
と
一
緒
に
な
っ
た
と
き
に
、
右
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
社
は
、
以
前
の
会
社
役
員
や
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ボ
ス
ト
ン
社
（
以
下
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
社
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
履
行
の
強
制
を
求
め
て
訴
え
を

起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
右
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
社
は
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
社
が
多
く
の
被
用
者
ら
を
雇
う
こ
と
を
阻
止
す
る
暫

定
的
差
止
命
令
を
勝
ち
と
る
一
方
で
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
社
ら
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
の
で
あ
る
（

21
）

。 
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も
と
よ
り
、
引
抜
き
禁
止
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
以
前
の
被
用
者
が
、
在
職
中
の
被
用
者
に
会
社
退
職
を
勧
め
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
使
用
者

企
業
は
、
多
く
の
訴
訟
上
の
請
求
が
可
能
で
あ
る
。
が
、
そ
の
引
抜
き
・
採
用
に
関
係
し
た
以
前
の
被
用
者
に
対
す
る
契
約
違
反
の
主
張
は
、

当
該
被
用
者
の
財
力
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
実
際
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
例
外
の
ほ
と
ん
ど
の
請
求
を
実

体
法
的
に
基
礎
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
事
実
は
す
べ
て
、
当
該
被
用
者
と
の
契
約
に
お
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
引
抜
き
禁
止
契
約
を
よ
り
所
と
し

て
い
る
（

22
）

。
ま
た
、
使
用
者
企
業
は
、
不
法
な
契
約
関
係
な
い
し
は
業
務
の
干
渉
の
法
理
（theory of tortuous interference w

ith 

contractual or business relation

）
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
使
用
者
企
業
に
対
し
て
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（

23
）

。
こ

れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
右
訴
え
を
、
契
約
違
反
の
誘
因
、
契
約
（
債
権
）
の
侵
害
（interference w

ith contract

）
競
争
優
位
性
の
侵

害
（interference w

ith advantageous relations

）、
不
正
競
争(

24)

、
ま
た
は
被
用
者
の
略
奪
（piracy

）
も
し
く
は
奪
取
（raiding

）

(

25)

の
訴
え
と
し
て
、
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
他
方
、
以
前
の
被
用
者
が
、
競
争
相
手
企
業
の
た
め
に
元
の
同
僚
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
競

争
制
限
的
特
約
違
反
を
理
由
と
し
て
（

26
）

、
あ
る
い
は
以
前
の
被
用
者
が
在
職
中
に
、
当
該
使
用
者
企
業
の
利
益
に
反
す
る
行
動
を
と
る
場

合
、
忠
実
義
務
違
反
の
法
理
に
照
ら
し
て
、
以
前
の
被
用
者
は
、
当
該
使
用
者
企
業
に
よ
り
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（

27
）

。 

 

三 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
解
釈 

  

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
は
制
定
法
に
よ
り
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
競
争
制
限
的
特
約
を
規
制
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
企
業
は
、
競

争
制
限
的
特
約
に
つ
い
て
裁
判
所
の
解
釈
を
よ
り
所
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
州
裁
判
所
は
従
来
、
特
に
、
被
用
者
の
引
抜

き
を
禁
止
す
る
特
約
の
強
制
可
能
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
顧
客
引
抜
き
禁
止
条
項
（custom

er  

non

‐solicitation clauses

）
の
強
制
可
能
性
に
取
り
組
ん
で
き
た
い
く
つ
か
の
裁
判
例
が
あ
る
（

28
）

。
し
た
が
っ
て
、
競
争
制
限
的
特
約
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に
つ
い
て
一
般
的
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
色
々
な
裁
判
例
か
ら
、
同
州
裁
判
所
が
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
の
違
反
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
見
方
に
つ
い
て
類
推
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

一
般
的
に
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
競
争
を
制
限
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
当
該
契
約
が
、
(1)
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
(2)

地
域
ま
た
は
期
間
に
つ
い
て
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
裁
判
上
強
制
が
可
能
と
さ
れ
る
（

29
）

。
こ
の
点
、
競
争
を
制
限
す
る
契
約
は
、
当

該
制
限
が
保
護
を
求
め
る
訴
訟
当
事
者
の
正
当
な
利
益
の
保
護
を
与
え
る
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
に
限
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

公
共
の
利
益
を
害
し
な
い
限
り
、
合
理
的
な
も
の
と
さ
れ
る
（

30
）

。
ま
た
、
取
引
を
制
限
す
る
契
約
は
、
期
間
と
地
域
の
双
方
、
あ
る
い
は

地
域
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
強
制
は
さ
れ
な
い
一
方
で
、
期
間
に
つ
い
て
制
限
は
な
い
が
、
地
域
に
つ
い
て
合
理
的
に

限
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
上
強
制
は
可
能
と
さ
れ
る
（

31
）

。 

 

こ
の
点
、
例
え
ば
、
ウ
ェ
ル
ス
対
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
、
ピ
ア
ー
ス
・
フ
エ
ン
ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ス
ミ
ス
社
事
件
は
、
複
数
の
証
券
ブ
ロ
ー
カ

ー
ら
が
、
以
前
の
証
券
会
社
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
顧
客
引
抜
き
禁
止
規
定
は
強
制
不
可
能
で
あ
る
旨
を
主
張
し
た
事
案
で
あ

る
（

32
）

。
そ
し
て
、
本
件
被
用
者
ら
が
署
名
し
た
契
約
に
は
、
一
部
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。 

 

す
な
わ
ち
、
「
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
、
ピ
ア
ー
ス
・
フ
エ
ン
ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ス
ミ
ス
社
（
以
下
、
「
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
」
と
い
う
。
）
は
、

私
を
販
売
員
ま
た
は
販
売
職
と
し
て
雇
い
入
れ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
合
意
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
の
職
務
の
終
了
に

際
し
て
、
私
は
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
、
(i)
雇
用
関
係
の
終
了
の
日
か
ら
一
年
間
、
私
が
勤
務
し
た
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
の
い
か
な
る
顧

客
で
あ
れ
、
ま
た
は
同
社
在
職
中
に
同
社
事
務
所
に
お
い
て
知
り
合
っ
た
顧
客
や
、
在
職
し
た
同
社
事
務
所
の
百
マ
イ
ル
以
内
に
居
住
す
る
そ

の
ほ
か
の
顧
客
を
引
き
抜
か
な
い
』
。（

33
）

」 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
証
券
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
は
、
当
該
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
顧
客
引
抜
き
禁
止
特
約
の
部
分
は
、
不
当
で
あ
り
、
（
ま
た

は
）
漠
然
と
し
て
お
り
、
約
因
（consideration

）
を
欠
く
旨
を
主
張
し
た(

34)

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同
州
東
部
地
区
連
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邦
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
と
類
似
の
契
約
を
有
効
で
あ
る
と
す
る
同
州
の
裁
判
例
に
照
ら
し
て
（

35
）

、
証
券
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
が
会
社
の
顧
客

に
仕
事
を
依
頼
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
暫
定
的
差
止
命
令
を
発
し
た
の
で
あ
る
（

36
）

。
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
が
救
済
を
受
け
る
権
利
に
つ
い

て
合
理
的
な
立
証
を
行
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
本
件
暫
定
的
差
止
命
令
に
お
い
て
評
定
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
ウ
ェ

ル
ス
事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
顧
客
引
抜
き
禁
止
契
約
は
有
効
で
あ
る
旨
を
裁
判
所
が
認
め
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
（

37
）

。 

 

ま
た
、
裁
判
所
は
、
本
件
ウ
ェ
ル
ス
事
件
に
お
い
て
、
一
九
三
四
年
の
証
券
諸
法
（Securities Act

）
の
も
と
で
、
代
理
人
の
引
抜
き
と

の
関
連
で
、
「
引
抜
き
」
の
定
義
づ
け
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
裁
判
所
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
「（
当
該
被
用
者
）
と
以
前
の
顧
客

と
の
間
の
単
な
る
情
報
連
絡
は
、
雇
用
契
約
上
、（
引
抜
き
）
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
情
報
連

絡
は
、
原
告
の
居
場
所
や
連
絡
の
方
法
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
、
書
面
ま
た
は
口
頭
の
や
り
と
り
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
（

38
）

。 

 

右
の
事
件
の
ほ
か
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
社
対
ラ
イ
ダ
ー
事
件
は
、
在
職
中
に
顧
客
引
抜
き
禁
止
契
約
や
競
業
禁
止
契
約
が
結

ば
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
企
業
の
顧
客
を
引
抜
い
た
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
、
以
前
の
被
用
者
が
訴
え
ら
れ
た
と
い
う
事
案

で
あ
る
（

39
）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
者
企
業
は
、
契
約
、
忠
誠
義
務
、
誠
実
義
務
、
信
認
義
務
の
各
違
反
、
事
業
に
対
す
る
不
法
な
干
渉

（
業
務
妨
害
）
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
被
用
者
を
訴
え
た
の
で
あ
る
（

40
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
西
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所

は
、
競
業
禁
止
条
項
お
よ
び
引
抜
き
禁
止
条
項
の
効
力
を
認
め
ず
、
契
約
違
反
、
不
法
な
侵
害
な
ど
と
い
う
使
用
者
企
業
の
主
張
を
斥
け
た
（

41
）

。

当
該
契
約
が
強
制
不
可
能
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
同
州
法
上
、
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
競
業
禁
止
契
約
や
顧
客
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
契
約
違
反
の
主
張
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

42
）

。

さ
ら
に
、
当
該
契
約
は
、
効
力
を
持
た
ず
、
当
該
顧
客
と
の
接
触
は
不
適
切
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
不
法
な
侵
害
で
あ
る
と
い
う
使
用
者
企
業

の
主
張
は
、
使
用
者
の
顧
客
と
接
触
し
て
引
抜
き
を
行
う
、
以
前
の
被
用
者
に
対
し
て
成
り
立
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

43
）

。
し

か
し
な
が
ら
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
契
約
と
は
別
個
に
存
在
す
る
不
当
な
行
為
を
理
由
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
る
限
り
で
、

当
該
引
抜
き
禁
止
条
項
や
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
法
的
拘
束
力
を
認
め
な
い
と
い
う
命
令
に
よ
り
、
忠
実
義
務
、
誠
実
義
務
、
信
任
義
務
の
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各
義
務
の
違
反
の
主
張
が
あ
ら
か
じ
め
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

44
）

。
ま
た
、
同
州
控
訴
裁
判
所
は
セ
レ
シ

ア
対
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件
（

45
）

に
お
い
て
、
同
州
に
お
け
る
取
引
ま
た
は
取
引
上
の
競
争
を
制
限
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
同
州
の
法
の
概
要
を

説
示
し
た
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
営
業
譲
渡
契
約
に
違
反
し
て
、
果
物
の
卸
売
市
場
の
売
り
主
が
、
当
該
事
業
の
買
い
主
と

競
争
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
本
件
裁
判
所
は
判
決
に
当
た
り
、
い
わ
ゆ
る
契
約
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
よ
り
所
と
し
た
の
で
あ
る
（

46
）

。 

 

こ
う
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
本
件
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
当
該
売
り
主
が
ミ
ュ
ー
レ
ン
バ
ー
グ
郡
（M

uhlenberg County

）
に

お
い
て
果
物
や
野
菜
を
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
営
業
譲
渡
契
約
の
規
定
は
、
強
制
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（

47
）

。 

 

ま
た
、
本
件
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
取
引
制
限
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
制
限
さ
れ
る
当
該
事
業
あ
る
い
は
職
業
の
性
質
に
か
か
わ
ら
ず
、

営
業
の
時
間
に
つ
い
て
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
に
つ
い
て
は
合
理
的
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
合
意
は
、
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

48
）

。
さ
ら
に
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
限
が
購
入
者
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ

り
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
係
争
事
項
、
当
該
事
業
の
性
質
、
当
事
者
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
当
該
制
限
が
、
当
該
受
約
者
（covenantee

）

の
利
益
に
公
正
な
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
社
会
公
共
の
利
益
を
侵
害
ま
た
は
制
約
を
受
け
る
当
該
訴
訟
当
事
者
に
不
当
な
制
約
を
加
え
る
も

の
で
な
い
な
ら
ば
、
当
該
契
約
は
、
合
理
的
な
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
る
と
さ
れ
た
（

49
）

。 

 

こ
う
し
て
、
本
件
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
裁
判
所
が
競
業
禁
止
規
定
を
是
認
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
州
裁
判
所

は
雇
用
契
約
に
付
随
す
る
制
限
的
特
約
を
強
制
す
る
に
当
た
り
、
実
務
的
に
は
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
と
は
い
え
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
よ

り
所
と
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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四 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
以
外
の
裁
判
所
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
解
釈 

  

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
一
九
の
州
は
、
制
定
法
に
よ
り
、
競
争
制
限
的
特
約
を
規
制
す
る
一
方
で
（

50
）

、
そ
の
ほ
か
の
州
は
、
伝
統
的
な

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
り
、
特
約
が
規
制
さ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
お
い
て
は
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
規
制
す
る

制
定
法
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
を
解
釈
す
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
こ
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
州
以
外
の
い
く
つ
か
の
裁
判
所
が
、
同
じ
よ
う
な
特
約
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
概
観

す
る
こ
と
は
、
法
的
に
強
制
可
能
な
引
抜
き
禁
止
契
約
書
を
起
案
す
る
際
に
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

１ 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州 

 

ま
ず
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
裁
判
所
は
、
制
限
的
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
際
に
、
被
用
者
の
諸
利
益
に
好
意
的
な
態
度
を
示
す
と
さ
れ
る

（

51
）

。
使
用
者
企
業
は
同
州
に
お
い
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
を
求
め
る
場
合
、
当
該
制
限
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
旨
の

立
証
責
任
を
負
う
。
そ
し
て
、
そ
の
合
理
性
基
準
に
基
づ
い
て
、
当
該
契
約
に
は
次
の
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
(1)
当
該

使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
(2)
当
該
被
用
者
が
生
計
を
立
て
る
た
め
の
合

法
的
な
職
業
活
動
上
の
努
力
に
対
し
て
過
酷
な
制
約
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
(3)
公
序
良
俗
と
両
立
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（

52
）

。 

 

こ
の
点
、
同
州
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
社
対
ビ
ジ
ネ
ス
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ツ
・
エ
ス
・
エ
イ
事
件
（

53
）

に

お
い
て
、
右
の
合
理
性
基
準
に
基
づ
い
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
分
析
検
討
し
、
本
件
引
抜
き
禁
止
条
項
は
、
右
に
述
べ
た
三
つ
の
要
件
を
い

ず
れ
も
満
た
し
て
い
な
い
旨
を
判
示
し
た
（

54
）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
当
該
条
項
の
期
間
の
合
理
性
に
つ
い
て
、
当
該
使 
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用
者
企
業
よ
り
の
立
場
に
立
っ
た
が
、
そ
の
制
限
は
不
明
瞭
で
あ
っ
て
、
使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
を
大
き

く
超
え
て
い
る
と
し
た
（

55
）

。
次
に
、
当
該
条
項
は
、
右
に
述
べ
た
判
断
基
準
の
第
二
の
要
件
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。
本
件
条
項
に
よ
っ

て
、
使
用
者
企
業
と
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
社
と
の
関
係
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
あ
ま
り
、
被
用
者
は
、
本
件
業
界
の
ど
の
よ

う
な
仕
事
に
就
く
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（

56
）

。
最
後
に
、
同
州
連
邦
レ
ベ
ル
と
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
の
双
方
の
判

示
に
よ
れ
ば
、
以
前
の
被
用
者
を
そ
う
し
た
不
安
定
な
状
態
に
置
く
こ
と
は
、
健
全
な
「
公
序
」
に
違
反
し
（

57
）

、
当
該
規
定
は
、
第
三
の

要
件
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
使
用
者
企
業
は
同
州
に
お
い
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
に
つ
い
て
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
が
、
同
州
裁
判
所

が
引
抜
き
禁
止
契
約
の
無
効
を
正
当
化
す
る
理
由
づ
け
は
、
同
じ
よ
う
な
引
抜
き
禁
止
契
約
書
を
起
案
す
る
際
に
、
い
っ
た
い
何
を
盛
り
込
み
、

ま
た
何
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

２ 

ル
イ
ジ
ア
ナ
州 

 

右
に
述
べ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
法
と
は
対
照
的
に
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
お
い
て
は
制
定
法
に
よ
り
、
人
が
合
法
的
な
職
業
、
取
引
、
ま
た
は

事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
契
約
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
（

56
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
同
州
最
高
裁
判
所
は
、
マ
ー
チ
ン-

バ
リ
ー
社
対

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
フ
ァ
イ
ア
ー
・
デ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
事
件
に
お
い
て
、
実
際
上
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
を
競
業
禁
止
契
約
に

対
す
る
制
定
法
上
の
規
制
対
象
か
ら
除
外
し
た
（

59
）

。
そ
し
て
、
同
州
裁
判
所
は
、
近
年
、
被
用
者
が
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
、
元
の
同
僚

を
引
抜
い
て
は
な
ら
な
い
旨
の
規
定
を
定
め
る
制
限
的
特
約
を
強
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
（

60
）

。
こ
の
点
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
オ
イ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
オ
ブ
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
社
対
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
は
、
以
前
の
被
用
者
ら
三
人
が
、
同
じ
顧
客
、
同
じ
キ
ー
と
な
る

被
用
者
の
ほ
か
、
原
告
企
業
の
設
備
の
大
部
分
や
、
オ
イ
ル
販
売
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
金
の
い
く
ら
か
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
起
業

す
る
一
方
で
、
右
企
業
の
事
業
を
閉
鎖
に
追
い
込
む
こ
と
を
禁
止
す
る
よ
う
、
使
用
者
企
業
が
求
め
た
事
案
で
あ
る
（

61
）

。
も
っ
と
も
、
本
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件
被
用
者
ら
は
、
引
抜
き
禁
止
契
約
に
署
名
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
同
州
に
お
い
て
は
、
競
業
禁
止

契
約
に
対
し
て
積
極
的
な
態
度
を
取
ら
な
い
（

62
）

と
は
い
え
、
あ
る
事
業
に
関
係
す
る
連
中
が
、
そ
の
関
係
の
終
了
に
伴
っ
て
、
以
前
の
共

同
事
業
の
被
用
者
ら
を
雇
い
入
れ
な
い
こ
と
を
合
意
で
き
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
契
約
は
、
取
引
制
限
を
禁
止
す
る
制
定
法
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

63
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
契
約
が
結
ば
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
被
用
者
を
雇
い
入
れ
る

こ
と
や
、
あ
る
使
用
者
企
業
と
共
に
働
く
こ
と
に
本
来
的
な
基
本
的
結
社
の
自
由
の
行
使
に
対
し
て
、
差
止
命
令
を
求
め
る
根
拠
は
、
一
般
的

に
存
在
し
な
い
と
さ
れ
た
（

64
）

。 

 

こ
う
し
て
、
同
州
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
契
約
を
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
も
の
と
み
な
す
一
方
で
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
公
序
良
俗
に
よ
っ

て
無
効
と
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
態
度
を
取
る
。
こ
の
点
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
対
ア
ワ
ー
・
レ

デ
ィ
・
オ
ブ
・
ザ
・
レ
イ
ク
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
セ
ン
タ
ー
事
件
は
、
あ
る
病
院
が
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ら
を
引
抜
か
な
い
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
た
規
定
、
す
な
わ
ち
、
当
該
契
約
の
期
間
中
は
救
急
室
で
医
療
を

行
う
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
（

65
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
州
控
訴
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
当
該

合
意
は
是
認
さ
れ
、
当
該
病
院
に
は
、
ほ
か
の
外
科
医
ま
た
は
外
科
医
の
グ
ル
ー
プ
と
交
渉
し
た
り
、
契
約
す
る
自
由
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
病
院
が
緊
急
治
療
を
行
う
た
め
に
個
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
引
抜
く
こ
と
を
禁
止
す
る
契
約
は
、
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
る
い
は
高
度
な
緊
急
治
療
室
で
治
療
を
施
す
と
い
う
病
院
の
任
務
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

66
）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
州
に
は
取
引
制
限
を
規
制
す
る
制
定
法
が
あ
る
が
、
同
法
は
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
問
題
を
直
接
に
対
象

と
す
る
も
の
で
は
な
い
（

67
）

。
が
、
裁
判
所
は
、
制
定
法
上
の
基
本
的
要
件
を
満
た
す
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
を
支
持
す
る
こ
と
に
積

極
的
な
態
度
を
取
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
使
用
者
企
業
が
、
雇
用
契
約
に
引
抜
き
禁
止
契
約
を
盛
り
込
ん
で
い
な
い
場
合
、
同
州
裁

判
所
は
、
当
該
規
定
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
は
積
極
的
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。 
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３ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州 

 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
制
定
法
に
よ
り
、
使
用
者
企
業
と
そ
の
被
用
者
間
の
競
業
禁
止
契
約
は
、
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
る
（

68
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
引
抜
き
禁
止
条
項
は
、
制
定
法
上
無
効
と
は
さ
れ
な
い
（

69
）

。
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
州
の

使
用
者
企
業
は
、
諸
般
の
事
情
の
も
と
で
、
以
前
の
被
用
者
が
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
一
定
期
間
、
そ
の
被
用
者
（
労
働
力
）
を
奪
い
取
る

こ
と
を
契
約
上
禁
止
で
き
る
と
さ
れ
る
（

70
）

。
こ
の
点
、
同
州
に
お
い
て
引
抜
き
禁
止
契
約
が
有
効
と
さ
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と

し
て
は
、
ロ
ー
ラ
ル
・
コ
ー
プ
社
対
モ
イ
ズ
事
件
（

71
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
州
第
六
地
区
控
訴
裁
判
所
は
本
件
モ
イ
ズ
事
件
に

お
い
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
被
用
者
が
新
た
な
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
向
け
て
ほ
か
の
被
用
者
を
引
抜
く
こ
と
を
禁
止
す
る
契
約
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、「
干
渉
禁
止
特
約
（noninterference covenants

）」
と
呼
ば
れ
る
。）
を
是
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（

72
）

。 

 

重
要
な
こ
と
は
本
件
判
決
に
お
い
て
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
諸
条
項
は
、
使
用
者
企
業
の
労
働
力
の
安
定
性
を
確
保
す
る
た

め
に
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
取
引
制
限
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
も
と
で
有
効
で
あ
る
、
と
い
う
立

場
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（

73
）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
制
限
は
、
以
前
の
被
用
者
の
職
業
活
動
を
い
く
ら

か
制
限
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
が
、
当
該
契
約
は
、
取
引
ま
た
は
事
業
全
般
に
否
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

は
、
競
業
禁
止
特
約
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
強
制
は
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

74
）

。
さ
ら
に
、
当
該
特
約

が
無
期
限
に
継
続
す
る
と
い
う
事
実
は
、
必
ず
し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
制
が
可
能
か
否
か
は
、
そ
の
合
理
性
に
よ
る
わ
け

で
あ
っ
て
、
当
該
使
用
者
、
当
該
被
用
者
、
社
会
公
共
と
の
関
係
で
評
定
が
な
さ
れ
る
と
さ
れ
た
（

75
）

。 

 

同
州
の
制
定
法
は
、
あ
る
者
が
合
法
的
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
よ
う
な
契
約
を
無
効
と
し
て
、
被
用
者
よ
り
に
み
ら
れ
る
一

方
で
、
裁
判
所
は
同
州
に
お
い
て
、
引
抜
き
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か
異
な
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
を
明
確
に
理
解
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
干
渉
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
取
引
制
限
と
は
捉
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
競
業
禁
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止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
な
厳
格
な
基
準
を
、
そ
う
し
た
特
約
に
適
用
し
な
い
の
で
あ
る
。 

  

４ 
オ
ハ
イ
オ
州 

 

オ
ハ
イ
オ
州
に
お
い
て
は
、
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
制
限
的
特
約
の
拘
束
力
に
つ
い
て
制
定
法
上
規
制
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
同
州
裁
判
所
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
対
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
レ
ラ
事
件
同
州
最
高
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
合
理
性
（reasonableness

）」

の
基
準
を
よ
り
所
と
し
て
判
断
を
行
う
（

76
）

。
す
な
わ
ち
、
右
レ
イ
モ
ン
ド
事
件
裁
判
所
判
決
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
に
不
合
理
な
制
限
を
課

す
る
競
業
禁
止
特
約
は
、
当
該
使
用
者
企
業
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
強
制
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
雇
用
関
係
の
終
了

後
、
被
用
者
が
、
以
前
の
使
用
者
企
業
と
競
争
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
特
約
は
、
当
該
使
用
者
企
業
の
保
護
の
必
要
性
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
被
用
者
に
不
当
な
制
限
を
課
す
も
の
で
も
な
く
、
社
会
公
共
に
有
害
な
も
の
で
は
な
い
な
ら
ば
、
合
理
的
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
裁
判
所
に
は
、
雇
用
契
約
を
修
正
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
取
引
を
制
限
す
る
契
約
の
有
効
性
を
決
め
る
際
に
、
当
該
合
意
の
地
域
や
期
間
の
制
限
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
）（

77
）

。

こ
の
点
、
競
業
禁
止
契
約
や
引
抜
き
禁
止
契
約
に
対
し
て
、
右
に
述
べ
た
レ
イ
モ
ン
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
判
断
基
準
を
適
用
す
る

同
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
ユ
ー
・
ゼ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
対
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ス
ト
・
モ
ー
タ
ー
・
サ

プ
ラ
イ
社
事
件
（

78
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
同
州
控
訴
裁
判
所
は
本
件
ユ
ー
・
ゼ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
事
件
に
お
い
て
、
当
該
被
用
者
の
合
意
を
強

制
し
た
だ
け
で
は
な
く
（

79
）

、
新
た
な
使
用
者
企
業
に
よ
る
雇
用
契
約
の
不
法
な
干
渉
に
対
し
て
、
以
前
の
使
用
者
企
業
に
懲
罰
的
損
害
賠

償
を
認
め
た
の
で
あ
る
（

80
）

。
す
な
わ
ち
、
本
件
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
当
該
被
用
者
の

主
張
に
対
し
て
、
当
該
使
用
者
企
業
の
正
当
な
利
益
の
保
護
と
い
う
レ
イ
モ
ン
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
第
一
の
要
件
は
、
当
該
使
用

者
企
業
の
制
限
的
特
約
の
強
制
に
明
ら
か
に
有
利
に
働
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

81
）

。
次
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
当
該
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被
用
者
に
不
当
に
制
限
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
第
二
の
要
件
に
つ
い
て
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
二
年
間
に

わ
た
る
地
域
的
制
限
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
以
前
の
被
用
者
に
不
当
な
制
限
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
旨
を
立
証
す
る
証
拠
を
欠
い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

82
）

。
最
後
に
、
本
件
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
当
該
使
用
者
企
業
は
公
正
な
事
業
競
争
を
促
進
す
る
社
会
公
共

の
利
益
と
い
う
第
三
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
該
特
定
の
産
業
は
極
め
て
競
争
的
で
あ
り
、
当
該
特
約
を
強
制

す
る
こ
と
は
、
当
該
産
業
に
お
け
る
事
業
競
争
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
あ
る
い
は
社
会
公
共
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（

83
）

。

裁
判
所
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
事
件
判
決
に
お
い
て
、
労
働
力
の
安
定
性
を
維
持
す
る
と
い
う
使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る

た
め
に
、
法
的
強
制
が
困
難
な
引
抜
き
禁
止
特
約
を
修
正
し
得
る
と
す
る
一
方
で
、
同
州
控
訴
裁
判
所
は
ブ
シ
ュ
対
プ
リ
ミ
ア
・
イ
ン
テ
グ
レ

ー
テ
ィ
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
社
事
件
（

84
）

に
お
い
て
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
無
効
と
し
、
当
該
契
約
の
修
正
を
認
め
な
い
下

級
審
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
審
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
医
療
グ
ル
ー
プ
の
プ
ラ
イ
ム
ド
（PriM

ed

）
と
二
人

の
心
臓
医
と
の
間
の
引
抜
き
禁
止
契
約
を
無
効
と
し
た
後
に
、
当
該
契
約
の
修
正
に
傾
い
て
、
プ
ラ
イ
ム
ド
に
は
そ
の
利
益
を
守
る
た
め
に
ほ

か
の
手
段
が
あ
る
旨
を
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
右
の
ほ
か
の
手
段
と
し
て
は
、
被
用
者
の
退
職
の
た
め
一
八
〇
日
に
及
ぶ
待
機
期
間

と
か
、
競
業
禁
止
契
約
が
含
ま
れ
て
い
た
（

85
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
ブ
シ
ュ
事
件
判
決
は
、
次
の
諸
点
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
裁

判
所
は
、
当
該
契
約
の
修
正
を
拒
否
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
(1)
プ
ラ
イ
ム
ド
は
安
定
的
労
働
力
の
維
持
に
利
益
を
持
っ
て

い
た
こ
と
、
(2)
心
臓
医
が
雇
っ
た
七
人
の
被
用
者
ら
の
内
の
六
人
が
プ
ラ
イ
ム
ド
の
以
前
の
被
用
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
(3)
裁
判
所
は
レ
イ
モ

ン
ド
判
決
に
よ
っ
て
、
当
該
制
限
を
合
理
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
引
抜
き
禁
止
特
約
の
諸
条
件
を
修
正
す
る
裁
量
権
を
有
す
る
こ
と
、
で
あ

る
。 

 

５ 

フ
ロ
リ
ダ
州 
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フ
ロ
リ
ダ
州
に
は
、
何
が
取
引
ま
た
は
商
取
引
に
対
し
て
有
効
な
制
限
と
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
包
括
的
な
制
定
法
が
あ
る
（

86
）

。

し
た
が
っ
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
（
同
州
で
は
、
略
奪
禁
止
契
約
「nonpiracy agreem

ents

」
と
呼
ば
れ
る
。
）
の
有
効
性
は
、

右
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
制
定
法
上
の
要
件
を
適
用
す
る
に
当
た
り
、
同
州
地
区
控
訴
裁
判
所
は
、
バ
ラ
ス
コ
対
ガ
ル
フ
・

オ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
社
事
件
に
お
い
て
、
セ
ー
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
退
職
後
二
年
間
、
ほ
か
の
被
用
者
ら
を
引
抜
く
な
ど
し
て
、
自

動
車
販
売
店
を
退
職
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
略
奪
禁
止
契
約
を
是
認
し
た
（

87
）

。
当
該
契
約
を
支
持
し
、
暫
定
的
差
止
命
令
を
発
す
る
際

に
、
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
継
続
雇
用
の
約
因
が
あ
る
こ
と
や
、
二
年
間
に
限
定
さ
れ
、
制
限
に
は
合
理
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

販
売
店
に
よ
る
特
別
の
販
売
訓
練
に
対
す
る
投
資
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（

88
）

。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
州
裁
判
所
は
、
制
定
法
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
、
使
用
者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る
引
抜
き
禁
止

契
約
を
是
認
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
範
囲
が
広
範
で
は
な
い
こ
と
、
当
該
使
用
者
企
業
の
事
業
方
針
に
合
理
的
に
沿
っ
て
い

る
こ
と
、
期
間
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
（
二
年
を
超
え
る
合
意
は
、
不
合
理
と
推
定
さ
れ
る
。）、
適
切
な
約
因
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。 

 

五 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性 

 
 １ 

契
約
書
の
起
案
に
つ
い
て 

被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
が
、
果
た
し
て
、
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
大
き
な
不
確
実
性
が
伴
う
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所

が
、
不
合
理
な
競
争
制
限
を
課
す
る
契
約
を
修
正
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
不
確
実
性
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
使
用
者
企
業
は
、
右
契
約
が
有
効

な
契
約
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性
は
、
ま
さ
に
事

案
の
事
実
関
係
に
即
し
て
決
め
ら
れ
る
が
、
当
該
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
が
裁
判
上
是
認
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
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で
は
な
い
。
か
く
し
て
、
使
用
者
企
業
は
、
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
契
約
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
起
こ
る
前
に
、

事
前
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
州
の
裁
判
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
被

用
者
の
引
抜
き
禁
止
特
約
が
裁
判
上
強
制
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
書
面
化
さ
れ
る
こ
と
、
②
被
用
者
の
署
名
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
③
雇
用
関
係

に
付
随
す
る
こ
と
、
④
約
因
が
あ
る
こ
と
、
⑤
合
理
的
で
あ
る
こ
と
、
⑥
社
会
公
共
の
利
益
と
両
立
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
使
用
者
企
業
は
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
、
契
約
書
の
起
案
の
仕
方
に
も
工
夫

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
使
用
者
企
業
は
、
契
約
の
解
釈
に
つ
い
て
の
基
本
的
立
場
を
明
記
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
は
、
起
草
者
の
意
思
に
反
し
て
、
契
約
を
解
釈
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曖
昧
さ
を
残
さ

な
い
明
瞭
な
引
抜
き
禁
止
契
約
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
使
用
者
企
業
は
、
当
該
契
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
義
を
生
じ

な
い
よ
う
に
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
が
、
雇
用
上
明
示
の
条
件
で
あ
る
旨
を
明
確
に
規
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
（

89
）

。
第
三
に
、

使
用
者
企
業
は
、
当
該
契
約
に
つ
い
て
承
継
を
可
能
に
し
、
承
継
人
な
ど
に
よ
る
強
制
可
能
性
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
（

90
）

。
そ
し
て
、
当

該
契
約
に
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
理
由
の
有
無
を
問
わ
ず
、
関
係
の
終
了
後
に
、
右
条
件
が
存
続
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
使
用
者
企
業
は
、
リ
ス
ク
の
可
能
性
と
過
度
に
制
限
を
課
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
と
を
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契

約
に
は
、
当
該
使
用
者
企
業
を
守
る
た
め
に
真
に
必
要
な
制
限
だ
け
が
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
被
用
者
が
退
職
し
、
ほ

か
の
被
用
者
を
一
緒
に
連
れ
て
行
く
こ
と
を
使
用
者
が
危
倶
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
企
業
は
、
そ
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
守
る
こ

と
に
つ
い
て
、
当
該
契
約
の
強
制
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
広
範
に
わ
た
る
競
業
禁
止
契
約
よ
り
、
む
し
ろ
範
囲
の
限
ら
れ
た
引
抜
き
禁
止

契
約
を
用
い
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（

91
）

。 

 

右
に
み
て
き
た
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
使
用
者
企
業
は
、
す
べ
て
の
被
用
者
に
対
し
て
一
律
に
同
じ
内
容
の
契
約
書
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、

被
用
者
一
人
一
人
に
見
合
っ
た
契
約
に
練
り
直
す
べ
き
で
あ
る
。
個
々
の
被
用
者
ご
と
に
当
該
制
限
を
練
り
直
す
こ
と
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
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契
約
の
強
制
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
被
用
者
に
課
さ
れ
る
制
限
に
合
理
性
を
保
つ
一
方
で
、
使
用
者
企
業
に
対
す
る
保
護
の
最
大
化
を
図
る
こ

と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
（

92
）

。
逆
に
、
す
べ
て
の
被
用
者
の
引
抜
き
契
約
に
広
範
な
定
型
的
文
言
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
有
効
な
引
抜
き

禁
止
契
約
書
を
作
る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
効
果
的
な
方
法
で
は
な
か
ろ
う
（

93
）

。
と
り
わ
け
、
当
該
被
用
者
が
置
か
れ
て
い
る
特
殊
事
情
や
、

関
係
す
る
仕
事
の
内
容
に
即
し
て
引
抜
き
禁
止
契
約
を
見
直
す
こ
と
は
、
使
用
者
企
業
の
利
益
を
守
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

２ 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
以
外
の
諸
州
裁
判
所
か
ら
の
示
唆 

 

も
と
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
あ
る
州
で
合
理
的
と
さ
れ
、
強
制
さ
れ
る
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
ほ
か
の
州
に
お
い
て
も
裁

判
上
強
制
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
が
、
州
法
に
よ
っ
て
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
の
強
制
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
を
評
定
す
る
特
筆
す
べ
き
裁
判
例
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
お
い

て
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
州
以
外
の
州
裁
判
所
が
、
右
契
約
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
し
て
何
故
に
、
強
制
す
る
の
か
を
分
析
検
討
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
州
以
外
の
裁
判
所
が
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
を
強
制
す
る
様
々
な
方
法
か
ら
み
て
、

裁
判
所
間
で
の
共
通
の
諸
要
因
を
見
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
と
同
州
法
と
を
す
り
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
同
州

裁
判
所
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
制
限
的
特
約
を
規
制
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
制
限
的
特
約
に
つ
い
て
の
一
般
的
類
型
の
も
と
で
、
引
抜
き
禁

止
契
約
を
分
析
検
討
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
裁
判
例
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で
、
制
定
法
が
な
い
州
、
取
引
制
限
を
規
制
す

る
範
囲
の
広
い
制
定
法
が
あ
る
州
、
そ
し
て
、
こ
う
し
た
制
定
法
に
対
す
る
司
法
上
の
解
釈
を
分
析
検
討
す
る
こ
と
は
、
有
益
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

と
り
わ
け
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
は
、
制
限
的
特
約
を
規
制
す
る
制
定
法
は
な
い
が
、
同
州
最
高
裁
判
所
判
決
は
、
被
用
者
の
福
利
や
生
計

を
立
て
る
能
力
と
の
関
係
か
ら
、
引
抜
き
禁
止
契
約
を
無
効
と
評
定
す
る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
狭
く
解
釈
さ
れ
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る
場
合
に
だ
け
、
契
約
を
是
認
す
る
（

94
）

。
他
方
、
オ
ハ
イ
オ
州
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
同
様
に
、
制
限
的
特
約
を
規
制
す
る
制
定
法
を
持
た

な
い
が
、
裁
判
所
は
同
州
に
お
い
て
、
当
該
使
用
者
企
業
と
当
該
被
用
者
と
の
相
異
な
る
利
益
の
比
較
衡
量
を
上
手
く
や
り
遂
げ
て
い
る
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
州
裁
判
所
は
、
契
約
に
つ
い
て
範
囲
を
狭
く
絞
り
込
ん
で
作
ら
れ
る
こ
と
や
、
使
用
者
企
業
の
利
益
保
護
の
必
要
性
を
超
え

な
い
こ
と
を
求
め
る
一
方
で
、
被
用
者
に
対
す
る
不
当
な
制
限
や
、
公
正
な
競
争
と
い
う
社
会
公
共
の
利
益
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
同
州
裁
判
所
の
取
り
組
み
方
は
、
制
限
的
特
約
に
対
す
る
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
取
引
を
制
限
す
る
契
約
を
制
定
法
上
禁
止
さ
れ
る
州
と
し
て
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
裁
判
所
が
、
法
的
判
断
を
下
す
際
に
動

機
づ
け
と
な
る
諸
要
因
に
着
目
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
（

95
）

。
す
な
わ
ち
、
同
州
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
契
約
は
、
一

般
的
に
、
公
序
良
俗
の
観
点
か
ら
禁
止
さ
れ
る
が
、
右
契
約
が
被
用
者
の
重
要
な
法
的
特
権
な
ど
の
行
使
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
場
合
、
引

抜
き
禁
止
契
約
に
対
し
て
、
公
序
良
俗
か
ら
の
主
張
を
受
け
入
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
最
終
的
に
、
同
州
裁
判
所
判
決
を

左
右
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
契
約
の
自
由
や
結
社
の
自
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
が
不
当
に
競
争

を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
制
定
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
こ
う
し
た
契
約
を
是
認
す
る
と
さ
れ
る
（

96
）

。 

  

３ 

合
理
性
に
つ
い
て 

 

裁
判
所
は
、
当
該
契
約
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
雇
用
の
自
由
を
制
限
す
る
契
約
に
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
。
こ
の
点
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
使
用
者
企
業
は
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
の
強
制
を
求
め
る
際
に
、
当
該
制
限
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
旨
を
立
証
す

る
責
任
を
負
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
多
数
の
裁
判
所
の
見
解
が
一
致
を
み
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
該
合
意
の
諸
条
件
に
は
、
(1)
使
用

者
企
業
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
(2)
被
用
者
に
不
当
な
制
限
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
(3)
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公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
が
不
明
確
で
あ
り
、
公
序
良

俗
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
使
用
者
企
業
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
よ
り
制
限
的
で
は
な
い
手
段
が
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
し
た
合
意
を
直
ち
に
無
効
と
す
る
い
く
つ
か
の
州
の
裁
判
例
が
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

97
）

。
ま
た
、
大
多

数
の
州
裁
判
所
は
、
制
限
さ
れ
る
期
間
と
地
域
の
双
方
に
お
い
て
、
合
理
的
で
な
い
な
ら
ば
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
を
強
制
し
な
い
。

裁
判
所
が
こ
う
し
た
判
断
を
下
す
に
当
た
り
、
使
用
者
企
業
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
、
合
意
に
よ
っ
て
被
用
者
に

課
さ
れ
る
制
限
の
双
方
が
考
慮
さ
れ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
事
案
の
事
実
関
係
に
即
し
て
、
使
用
者
企
業
の
性
質
、
企
業
の
属
す
る
業
界
、

被
用
者
の
技
能
レ
ベ
ル
や
仕
事
の
種
類
、
性
質
の
よ
う
な
諸
要
因
に
基
づ
い
て
、
判
断
を
行
う
（

98
）

。
そ
し
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
の
合
意

は
、
一
般
的
に
、
以
前
の
被
用
者
が
雇
用
関
係
の
終
了
後
、
二
年
間
か
そ
れ
未
満
、
在
職
中
の
被
用
者
の
引
抜
き
を
禁
止
す
る
よ
う
な
場
合
、

強
制
が
可
能
と
さ
れ
る
（

99
）

。
ま
た
、
地
域
の
制
限
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
、
あ
る
市
か
ら
半
径
百
マ
イ
ル
以
内
、
あ
る
い
は
使
用
者

の
事
務
所
か
ら
半
径
五
十
マ
イ
ル
以
内
の
よ
う
に
、
一
定
の
地
域
内
に
活
動
が
制
限
さ
れ
る
の
が
、
典
型
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
（

100
）

。
競
業

禁
止
規
定
は
、
地
理
的
制
限
と
大
き
く
関
係
す
る
一
方
で
、
引
抜
き
禁
止
条
項
は
、
被
用
者
や
顧
客
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
条

項
に
お
い
て
は
、
地
理
的
制
限
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
、
比
較
的
に
少
な
い
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
条
項
に
は
、
地
理

的
制
限
が
含
ま
れ
る
の
が
、
通
例
で
あ
る
（

101
）

。
こ
の
点
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
控
訴
裁
判
所
は
カ
ル
ホ
ー
ン
対
エ
バ
ー
マ
ン
事
件
に
お
い
て
（

102
）

、

制
限
的
特
約
に
つ
い
て
期
間
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
理
的
に
は
相
当
で
あ
る
場
合
、
強
制
は
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
州
裁
判
所
は
、
無
期
限
に
継
続
す
る
よ
う
な
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
合
意
を
是
認
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

 

４ 

約
因
に
つ
い
て 

 

被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
の
契
約
は
、
契
約
の
署
名
と
引
き
替
え
に
、
使
用
者
企
業
が
被
用
者
に
約
因
を
与
え
る
場
合
に
だ
け
、
強
制
が
可
能

と
さ
れ
る
（

103
）

。
こ
の
点
、
被
用
者
が
雇
用
関
係
の
開
始
時
に
、
契
約
に
署
名
す
る
場
合
、
約
因
と
し
て
は
、
相
当
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な



137 

 

が
ら
、
任
意
終
了
の
被
用
者
が
雇
用
関
係
に
入
っ
た
後
に
、
契
約
に
署
名
す
る
場
合
、
雇
用
の
継
続
だ
け
で
は
、
約
因
と
し
て
は
相
当
で
は
な

く
、
使
用
者
企
業
は
さ
ら
に
、
被
用
者
に
何
ら
か
の
利
益
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（

104
）

。
つ
ま
り
、
使
用
者
企
業
は
、
在
職

中
の
被
用
者
に
対
し
て
、
右
引
抜
き
禁
止
の
合
意
に
署
名
す
る
こ
と
を
求
め
る
場
合
、
そ
の
合
意
の
見
返
り
と
し
て
、
昇
進
・
昇
格
、
賃
金
の

引
き
上
げ
、
一
時
金
な
ど
を
申
し
出
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（

105
）

。
ま
た
、
任
意
終
了
の
被
用
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
書
面
に
よ
る
契

約
が
あ
れ
ば
、
約
因
と
し
て
相
当
と
さ
れ
る
（

106
）

。
も
と
よ
り
、
被
用
者
が
あ
る
種
の
制
限
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
署
名
を
拒
否
す
る

場
合
に
は
、
失
職
す
る
と
い
う
よ
う
な
脅
迫
は
、
通
常
、
引
抜
き
禁
止
特
約
が
是
認
さ
れ
る
約
因
と
し
て
、
相
当
と
は
さ
れ
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
（

107
）

。
さ
ら
に
、
使
用
者
企
業
は
、
雇
用
関
係
に
入
っ
た
後
、
雇
用
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
何
ら
か
の
利
益
の
ほ
か
に
、
約
因

と
し
て
、
相
当
か
つ
十
分
で
あ
る
旨
を
被
用
者
に
承
知
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（

108
）

。
そ
れ
は
、
被
用
者
の
約
束
の
代
償
と
し
て
の

約
因
が
相
当
で
は
な
い
と
い
う
、
被
用
者
の
抗
弁
の
主
張
を
困
難
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

５ 

司
法
に
よ
る
修
正
に
つ
い
て 

 

過
度
に
広
範
あ
る
い
は
不
合
理
な
引
抜
き
禁
止
契
約
の
規
定
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
州
に
お
い
て
、
契
約
全
体
に
法
的 

拘
束
力
は
認
め
ら
れ
な
い
（

109
）

。
一
方
、
会
社
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
合
理
的
に
保
護
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
州
に
み
る

よ
う
に
、
裁
判
所
に
は
、
過
度
に
広
範
な
契
約
を
修
正
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（

110
）

。
裁
判
所
は
そ
の
際
に
、
当
該
競
争
制
限
が
相

当
か
否
か
を
決
め
る
に
当
た
り
、
書
面
に
よ
る
合
意
と
同
じ
よ
う
な
諸
要
因
を
吟
味
す
る
と
さ
れ
る
（

111
）

。 

 

ま
た
、
雇
用
契
約
の
法
的
拘
束
力
を
高
め
る
別
の
方
法
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル
ー
・
ペ
ン
シ
ル
（blue pencil

）」
条
項
が
盛
り
込

ま
れ
る
（

112
）

。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
右
条
項
に
よ
っ
て
、
契
約
全
体
を
無
効
に
す
る
代
わ
り
に
、
不
相
当
な
制
限
あ
る
い
は
不
明
瞭
な
特

約
を
修
正
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（

113
）

。
例
え
ば
、
裁
判
所
は
、
二
年
に
わ
た
る
競
争
禁
止
契
約
は
不
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
っ
た

く
契
約
の
法
的
拘
束
力
を
認
め
な
い
こ
と
よ
り
、
相
当
と
さ
れ
る
場
合
、
一
年
間
だ
け
契
約
の
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
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る
（

114
）

。
こ
の
点
、
被
用
者
が
積
極
的
に
合
意
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
過
度
に
広
範
な
特
約
を
修
正
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
使
用
者
企
業
は
、
右
修
正
条
項
を
引
抜
き
禁
止
契
約
に
盛
り
込
む
と
思
わ
れ
る
（

115
）

。
右
の
よ
う
な
ブ
ル
ー
・
ペ
ン
シ
ル
条
項
に

加
え
て
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
条
項
に
い
わ
ゆ
る
「
分
離
条
項
（severability clause

）
」
を
盛
り
込
む
こ
と
が
有
益
な
場
合
が
あ
る
。

そ
し
て
、
右
条
項
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
は
、
法
的
強
制
が
困
難
な
契
約
を
修
正
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（

116
）

。 

 

も
と
よ
り
、
使
用
者
企
業
は
、
被
用
者
の
引
抜
き
禁
止
契
約
に
最
大
可
能
な
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
に
よ
る
契
約
の
修

正
を
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
。
契
約
の
見
直
し
は
、
当
該
裁
判
所
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
規
定
で
あ
れ
、
過
度
に
広

範
あ
る
い
は
不
相
当
な
場
合
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
契
約
の
強
制
が
拒
否
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（

117
）

。 

 
 六 

結
び
に
代
え
て 

  

被
用
者
が
退
職
す
る
場
合
、
使
用
者
企
業
は
、
単
に
時
間
と
被
用
者
の
訓
練
に
費
や
し
た
金
銭
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
被
用

者
が
競
争
相
手
企
業
に
転
職
し
、
以
前
の
同
僚
ら
が
一
緒
に
引
き
抜
か
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
当
該
競
争
相

手
企
業
は
、
金
銭
的
に
よ
り
魅
力
的
な
仕
事
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
当
該
被
用
者
は
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
労
働
環

境
に
不
満
な
が
ら
も
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
れ
、
使
用
者
企
業
は
、
自
社
の
利
益
を
守
る
た
め
、
キ
ー
と
な
る
被
用
者
ら
に
被
用
者
引
抜
き
禁
止

契
約
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
裁
判
所
が
、
い
つ
、
い
か
な

る
場
合
に
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
を
是
認
す
る
の
か
を
、
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
が
、
同
州
以
外
の
裁
判
所
の
裁
判
例
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
を
め
ぐ
る
一
般
的
判
断
基
準
や
原
則
的
見
方
を
踏
ま
え
て
、
法
的
強
制
の
可
能
性
を

見
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 
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最
後
に
、
被
用
者
引
抜
き
禁
止
契
約
は
、
以
前
の
被
用
者
ら
に
よ
る
被
用
者
の
引
抜
き
や
奪
取
な
ど
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
企
業
と
被
用
者
と
の
間
で
こ
う
し
た
引
抜
き
禁
止
契
約
を
事
前
に
締
結
し
て
お
く
こ
と
は
、
使
用
者
の
事

業
上
の
利
益
を
守
る
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。 
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ealing w

ith D
eparting Em

ployees: W
hy W

ait U
ntil 

Then? Lets Think About it N
ow,in 1233 Practising L.Inst.,Corporate Law

 &
 Practice Course H

andbook Series 
261,269(2001). See, Bancroft W

hitney Co.v.G
len,411 P.2d 921,936(Cal.1966).

本
件
で
は
、
と
り
わ
け
会
社
幹
部
で
あ
る
被
用

者
は
、
そ
の
行
動
が
使
用
者
企
業
に
有
害
で
あ
る
場
合
、
在
職
中
は
競
合
事
業
の
立
ち
上
げ
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。 

(

15)
 See, D

rapkin &
 G

rant, supra note 14.M
etro Traffic Control,Inc. v.Shadow

 Traffic N
etw

ork,27 Cal. Rptr. 2d 573, 
576-77 (Ct.App. 1994). 

本
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
違
法
な
手
段
を
用
い
た
り
、
不
正
競
争
行
為
を
行
わ
な
い
な
ら
ば
、
競
争
相
手
は
、
ほ

か
の
被
用
者
を
引
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。 

(

16) See , K
enneth J.Vanko,“You're Fired! And D

on't Forget Your N
on-Com

pete…
” : The Enforceability of Restrictive 

Covenants in Involuntary D
ischarge Cases, 1 D

ePaul Bus.&
 Com

.L.J.1,1(2002).  
(

17)
 Id. at 7.   

(

18)
 K

ristine H
enry, Black &

 D
ecker to Pay Brotm

an $235,000-Court of Appeals D
eclines to Take U

p Long Legal 
Battle,Baltim

ore Sun(Baltim
ore,M

d.),Feb.15,2002 at 11C.  
(

19)
 Id. 

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
中
間
上
訴
裁
判
所
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
デ
ッ
カ
ー
社
は
、
意
図
的
に
競
業
禁
止
条
項
に
違
反
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し
た
と
さ
れ
た
。 

(

20)
 Prudential W

ins Court Bit to Bar H
irings,N

.Y.Tim
es,M

ar.16,2000,at C14.  
(

21)
 Id.  

(

22)
 

例
え
ば
、
忠
実
義
務
違
反
、
被
用
者
の
勧
誘
・
引
抜
き
を
行
う
競
争
相
手
の
使
用
者
企
業
に
対
す
る
不
当
な
誘
因
、
契
約
違
反
の
主
張
で
あ
る
。

See, Carolina O
verall Corp.v.E. Carolina Linen Supply,Inc.,174 S.E. 2d 659,661 (N

.C.Ct.App.1970).  
(

23)
 

業
務
に
対
す
る
妨
害
が
不
法
行
為
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
本
的
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。45Am

.Jur.2d Interference § 
48(2005).  

(

24)
 See, D

iodes Inc.v.Franzen,67 Cal.Rptr.19,25(Ct.App.1968) . 
(

25)
 See, Avtec Indus., Inc.v.Sony Corp.of Am

.,500 A.2d 712(N
.J.Super.Ct.1985).

本
件
は
、
被
用
者
の
略
奪
に
つ
い
て
の
事
例
で
あ

る
。Low

ndes Prods.,Inc.v.Brow
er,191 S.E.2d 761(S.C.1972). 

本
件
は
、
被
用
者
の
奪
取
の
事
例
で
あ
る
。 

(

26)
 See, Ryan, Elliott &

 Co.,396 N
.E.2d 1009. 

本
件
で
は
、
一
定
期
間
、
雇
用
契
約
関
係
に
あ
っ
た
二
人
の
被
用
者
を
引
抜
い
た
者
に
対

し
て
、
意
図
的
な
契
約
の
干
渉
と
い
う
主
張
が
含
ま
れ
る
。 

(

27)
 See, Frederick Chusid &

 Co.v.M
arshall Leem

an &
 Co.,326 F.Supp 1043(S.D

 N
.Y.1971).  

(

28)
 See, Ceresia v,M

itchell,242 S.W
.2d 359(K

y.1951);Johnson v.Stum
bo,126 S.W

.2d 165(K
y.1938).  

(

29)
 See, H

all v, W
illard &

 W
oolsey,P.S.C.,471 S.W

.2d 316(K
y.1971);M

artin v.Ratliff Furniture Co.,264 S.W
.2d 273,275 

(K
y.1954) ;M

endell v .G
olden-Farley of H

opkinsville,Inc.,573 S.W
.2d 346,34++(K

y.Ct.App.1978).  
(

30)
 Jonson,126 S.W

.2d at 169. See,Vaughan v. G
en. O

utdoor Adver.Co.,352 S.W
.2d 562(K

y.1962).

本
件
で
は
、
取
引
上
の
競
争

を
妨
げ
る
競
争
制
限
的
特
約
は
、
有
効
と
さ
れ
た
。
取
引
の
制
限
が
最
大
十
年
間
か
つ
一
市
内
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

(

31)
 Calhoun v.Everm

an,242 S.W
.2d 100,102(K

y.1951).  
(

32)
 W

ells v.M
errill Lynch,Pierce,Fenner &

 Sm
ith,Inc.919 F.Supp.1047,1048(E.D

.K
y.1994).  

(

33)
 Id.at 1049-50.  

(

34)
 Id.at 1051.  

(

35)
 See, H

all v.W
illard &

 W
ollsey,P.S.C.,471 S.W

.2d 316,317-8(K
y,1971).

本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
合
理
性
は
、
一
般
的
に
、
当
該

事
業
、
あ
る
い
は
職
業
や
雇
用
の
性
質
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
性
格
、
期
間
、
地
域
と
の
関
連
で
、
制
限
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
る
と
す
る
。

See, Calhoun,242 S.W
.2d at 102.  

(

36)
 W

ells,919 F.Supp.at 1055.  
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(

37)
 Id.at 1051.  

(

38) Id. at 1053.  
(

39)
 M

anhattan Associates,Inc.v.Rider,N
o.3:02 CV-265-S,2002 W

L 1774056(W
.D

.K
y.Aug.1,2002).  

(

40)
 Id.at 1.  

(

41)
 Id.at 1-2.  

(

42)
 Id.at 1.  

(

43)
 Id.  

(

44) Id. at 1-2.  
(

45)
 Ceresia v.M

itchell,242 S.W
.2d 359(K

y.1951).  
(

46)
 Id.at 363.See, Restatem

ent (First) of Contracts § 518(1932).  
(

47)
 Id.  

(

48)
 Id.See,17 C.J.S. Contracts § 244(1951).  

(

49)
 Id.at 364.See,17 C.J.S.Contracts § 247(1951).  

(

50)
 See, Ala.Code § 8-1-1(2005);Cal.Bus.&

 Prof.Code § 16600(W
est 2005);Colo.Rev.Stat.§ 8-2-113 (2)(2005);Fla.Stat.. 

§542.335 (2005) ;G
a.Code Ann.§ 13-8-2.1(2005). See, Jackson &

 Coker, Inc.v. H
art,405 S.E.2d 

253(G
a.1991);H

aw.Rev.Stat.§ 480 4(c)(4)(2004) ;La.Rev.Stat.Ann.§ 23:921(2005); M
ich.Com

p.Law
s Ann.§ 

445.772(W
est 2005);M

ont.Code Ann.§ 28-2-703(2005) ; N
ev.Rev.Stat.§ 613.200(2005);N

.C.G
en Stat.§ 

75-4(2005);N
.D

.Cent.Code § 9-08-06(2005);O
kla.Stat.tit.15 § 217(2005); O

r.Rev. Stat §653.295(2005);S.D
. Codified 

Law
s § 53-9-11(2005);Tenn.Code Ann. § 47-25-101(2006);Tex.Bus.&

 Com
.Code Ann. § 15.50(Vernon 2005);W

.Va. 
Code § 47-18-3(a)(2005);W

is.Stat § 103.465(2005).  
(

51)
 See, Thom

as M
.W

inn,III &
 Lindesy H

.D
obbs,Annual Survey of Virginia Law:Labor and Em

ploym
ent Law

,39 
U

.Rich.Rev.285,314(2004). 
(

52) See ,Sim
m

ons v.M
iller,544 S.E.2d 666,678(Va.2001).See, W

inn &
 D

obbs, supra note 51,at 294.See,Advanced M
arine 

Enters., Inc.v.PRC,Inc.,501 S.E.2d 148,155(Va.1998).  
(

53)
 M

icroStrategy, Inc.v.Business O
bjects,S.A.,233 F.Supp.2d 789(E.D

.Va.2002).aff'd,429 F. 3d 1344 (Fed.Cir.2005).  
(

54)
 Id. at 794
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(

55)
 Id. at 795.  

(

56)
 Id.  

(
57) Id.  

(

58)
 La.Rev. Stat Ann.§ 23:921(A)(1)(2006).  

(

59)
 Craig A.Courville, Validity of  N

onsolicitation Clauses in Em
ploym

ent Contracts, 48 La.L. Rev. 699, 702(1998). See, 
M

artin-Parry Corp. v.N
ew

 O
rleans Fire D

etection Servs.,60 So.2d 83(La.1952) .

本
件
で
は
、
引
抜
き
禁
止
条
項
は
雇
用
契
約

に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
と
は
異
な
る
と
さ
れ
た
。 

(

60)
 See, Sm

ith,Barney,H
arris U

pham
 &

 Co.v.Robinson,12 F.3d 515(5th Cir.1994);Em
ergency Physicians Ass’ n v. O

ur 
Lady of the Lake Reg’ l M

ed.Ctr.,635 So.2d 1148(La.Ct.App.). 

し
か
し
、
本
件
判
決
は
、
取
り
消
さ
れ
た
。See, 642 So.2d 

179(La.1994). See, N
at’l O

il Serv.of La.,Inc.v.Brow
n,381 So.2d 1269 (La.Ct.App.1980);John Jay Esthetic 

Salon,Inc.v.W
oods,377 So.2d 1363 (La.Ct.App.1979). 

(

61)
 N

at’l O
il Serv.of La.,Inc.,381 So.2d 1274.  

(

62)
 Id, at 1272.  

(

63)
 Id, at 1274.See,§23;921.  

(

64)
 N

at’l O
il Serv.of La.,Inc.,381 So.2d at 1274-75.  

(

65)
 Em

ergency Physicians Association v.O
ur Lady of the Lake Regional M

edical Center,635 So.2d at 1148.  
(

66)
 Id, at 1150

. 

(

67)
 See, §23:921(c) . 

(

68)
 Cal.Bus.&

 Prof.Code § 16600(W
est 2005).  

(

69)
 See, M

axxim
 M

ed.,Inc.v.M
ichelson,51 F.Supp.2d 773,782(S.D

.Tex.).

し
か
し
、
本
件
は
、
放
棄
さ
れ
た
。See, 182 F. 3d 915(5th 

Cir.1999).  
(

70)
 Robinson v.Jardine Ins.Brokers Int’l Ltd.,856 F.Supp.554,558(N

.D
.Cal.1994).  

(

71)
 Loral Corp.v.M

oyes,219 Cal.Rptr.836(Ct.App.1985). 

本
件
で
は
、
と
り
わ
け
以
前
の
被
用
者
と
の
雇
用
契
約
に
お
い
て
、
被
用
者

は
、
介
入
あ
る
い
は
奪
取
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
以
前
の
使
用
者
企
業
の
業
務
妨
害
な
ど
を
し
な
い
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。 

(

72)
 Id.  

(

73)
 2 Altm

an, Supra note 11
. 
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(

74)
 M

oyes,219 Cal.Rptr.at 843
. 

(

75)
 Id.  

(
76)

 Raim
onde v.Van Vlerah,325 N

.E. 2d 544(O
hio 1975).  

(

77)
 U

Z Engineered Products Co.v.M
idw

est M
otor Supply Co.,Inc770 N

.E.2d 1068,1076(O
hio Ct.App.2001).  

(

78)
 Id.at 1068

 

(

79)
 Id.at 1074. 

と
り
わ
け
、
本
件
引
抜
き
禁
止
条
項
に
関
し
て
、
当
該
被
用
者
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
二
年
間
、
原
告
の
ほ
か
の
被
用
者

ら
を
引
抜
き
離
職
さ
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
合
意
し
て
い
た
。 

(

80)
 Id.at 1083.See,Restatem

ent(Second)of Torts § 766. 

債
権
侵
害
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
に
は
、
次
の
要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
。
(1)

契
約
の
存
在
、
(2)
行
為
者
が
契
約
の
存
在
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
、
(3)
行
為
者
が
意
図
的
に
契
約
に
干
渉
す
る
こ
と
、
(4)
正
当
化
か
さ
れ

る
理
由
が
な
い
こ
と
、
(5)
損
害
の
発
生
、
で
あ
る
。 

(

81)
 Id.at 1080.  

(

82)
 Id.at 1081.  

(

83)
 Id.at 1073.  

(

84)
 Busch v.Prem

ier Integrated M
edical Associates.,Ltd.,N

o.19364,2003 W
L 22060392(O

hio Ct.App.Sept.5,2003).  
(

85)
 Id.at 6-7.  

(

86)
 Fla.Stat.§ 542.335(2005).  

(

87)
 Balasco v.G

ulf Auto H
olding,Inc.,707 So.2d 858(Fla.D

ist.Ct.App.1998).  
(

88)
 Id.a

t 8
59. 

(

89) W
illiam

 G
.Porter,II&

 M
ichael C.G

riffaton, U
sing N

oncom
pete Agreem

ents to Protect Legitim
ate Business 

Interests,69 D
ef.Couns.J.194,199(2002).  

(

90)
 Antia Larson,N

on-Solicitation,N
on-D

isclosure,and Confidentiality Agreem
ents,Rough N

otes M
ag.,July 3,2003, 

http://w
w

w.roughnotes.com
/rnm

agazine/2003/july03/07p102.htm
.  

(

91)
 Funkhouser, supra note 3.  

(

92)
 Id

. 

(

93)
 Eric D

.H
one,Should You H

ave N
on-Com

pete Agreem
ents?,N

ev.Em
p.L.Letter,M

ay 2004,W
estlaw

 
9 N

o.8 
SM

N
VEM

PLL2.  
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(

94)
 See ,Sim

m
ons v.M

iller,544 S.E.2d 666,678(Va.2001). 
(

95)
 La.Rev. Stat. Ann§ 23:921(A) (1) (2005).  

(
96)

 Elizabeth E, supra notes 2,at 523.  
(

97)
 Id.  

(

98)
 Funkhouser, supra note 3.  

(

99)
 U

Z Engineered Products Co.v.M
idw

est M
otor Supply Co.,Inc 770 N

.E.2d 1068,1076(O
hio Ct.App.2001).  

(

100)
 Thom

as D
.Rees,N

on-Solicitation Clauses in Em
ploym

ent Agreem
ents,2005 Pa.Bar Inst.,Eleventh Annual Em

p.  
L.Inst.,http: //w

w
w.hsrslaw.com

/pbi2005.asp.  
(

101)
 See, Bell Fuel Corp.v.Cattolico,544 A.2d 450,458(Pa.Super.Ct.1988).  

(

102)
 Calhoun v.Everm

an,242 S.W
.2d 100(K

y.1952).  
(

103)
 Funkhouser, supra note 3.  

(

104)
 See ,N

at’l Risk M
gm

t.,Inc.v.Bram
w

ell,819 F.Supp.417,429(E.D
.Pa 1993).

本
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
雇
用
関
係
は
、
い
ず
れ
の
当

事
者
か
ら
で
も
自
由
に
終
了
で
き
る
と
し
て
も
、
雇
用
の
継
続
だ
け
で
は
、
競
業
禁
止
契
約
の
約
因
と
し
て
相
当
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。 

(

105)
 Rees, supra note 100.

裁
判
所
が
約
因
と
し
て
相
当
と
判
示
す
る
も
の
と
し
て
、
報
酬
の
増
額
、
利
益
の
分
配
、
解
雇
手
当
の
増
額
、
ス
ト

ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

(

106)
 Porter &

 G
riffaton, supra note 89,at 195.  

(

107)
 In re Verdi,244 B.R.314(Bankr.E.D

.Pa 2000).  
(

108)
 Larson, supra note 90.  

(

109)
 Porter,&

 G
riffaton, supra note 89,at 198.See,W

is.Stat § 103.465(2005).  
(

110)
 See,Raim

onde v.Van Vlerah,325 N
.E.2d 544,547(O

hio 1975).  
(

111)
 See,Shipley Co v.Clark,728 F.Supp.818,826-27(D

.M
ass.1990).See,Raim

onde,325 N
.E.2d 547.  

(

112)
 G

erry H
usch,The Truth About N

on-Com
petes in Idaho,Idaho Em

p.L.Letter,D
ec.2003,W

estlaw
 8 N

o.9 SM
ID

EM
PLL1.  

(

113)
 Id.  

(

114)
 Funkhouser, supra note 3.  

(

115)
 H

usch, supra note 112.  
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(

116)
 Porter,&

 G
riffaton, supra note 89,at 198.See,D

avey Tree Expert Co.v.Ackelbein,25 S.W
.2d 62(K

y.1930).  
(

117)
 Id.See,Prof’l Investigations &

 cy,Inc.v.K
ingsland,591 N

.E.2d 1265,1270(O
hio Ct.App.1990) . 
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被
用
者
の
解
雇
と
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性 

― 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
判
例
法
理
の
展
開
を
中
心
に 

― 

樫 

原 

義 

比 

古 
一 

は
じ
め
に 

  

今
日
、
わ
が
国
に
お
け
る
使
用
者
の
解
雇
権
は
、
労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
な
ど
の
実
定
法
規
な
ど
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を

受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
使
用
者
の
解
雇
権
に
対
す
る
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
雇
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
突
然
に

解
雇
さ
れ
る
な
ら
ば
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
は
、
失
業
の
憂
き
目
に
あ
い
、
そ
の
生
活
を
危
機
的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
解
雇
に
よ
っ
て
、
い
や
お
う
な
く
専
門
職
業
上
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
毀
損
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
は
、
実
生
活
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
の
面
で
も
大
き
な
危
機
に
直
面
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
被
用
者
の
在
職
中
に
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
避
止
な
い
し
禁
止
（
以
下
、
競
業
禁
止
と
い
う
）
条
項
へ
合

意
す
る
こ
と
を
使
用
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
立
場
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
が
解
雇
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
競
業
禁
止
の
契
約
条
項
は
法
的
拘
束
力
を
持
ち
、
裁
判
上
も
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。 

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
）
の
証
券
大
手
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
が
二
〇
〇
八
年
九
月
に
経
営
破
綻
し
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
世
界
的
な
景
気
後
退
を
背
景
と
し
て
、
わ
が
国
で
も
雇
用
情
勢
が
一
段
と
悪
化
し
、
非
正
規
社
員
だ
け
で
は
な
く
、
正
社
員

に
も
雇
用
調
整
の
波
が
及
ん
で
お
り
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
秘
密
情
報
の
流
出
な
ど
、
大
量
の

人
員
削
減
に
伴
う
人
的
リ
ス
ク
が
今
後
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
被
用
者
が
一
方
的
に
雇
用
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関
係
を
終
了
さ
れ
た
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、
わ
が
国
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
例

の
立
場
や
法
理
の
展
開
を
考
察
し
て
お
く
こ
と
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
作
業
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
以
下
、
本
稿
で
は
、

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
解
雇
の
場
合
の
競
業
制
限
、
多
く
の
場
合
解
雇
後
の
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性
に
つ
い
て
の
裁
判

所
の
取
り
扱
い
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
現
行
法
上
、
被
用
者
解
雇
後
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
は
可

能
か
否
か
を
検
討
す
る
際
の
手
が
か
り
を
得
た
い
と
考
え
る
。 

 

二 

被
用
者
解
雇
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
裁
判
例 

 

１ 

問
題
検
討
の
背
景 

競
業
禁
止
条
項
は
、
企
業
に
と
っ
て
枢
要
な
被
用
者
が
退
職
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
生
じ
る
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
、
秘
密
情

報
流
出
の
危
険
か
ら
事
業
を
守
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
使
用
者
に
よ
っ
て
通
常
用
い
ら
れ
る
契
約
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
競
業

禁
止
条
項
に
よ
り
、
被
用
者
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
、
競
業
的
立
場
に
あ
る
別
の
使
用
者
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
以
前

の
使
用
者
と
競
業
関
係
に
立
つ
事
業
を
自
ら
始
め
る
こ
と
を
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
あ
か

ら
さ
ま
に
被
用
者
の
転
退
職
の
自
由
に
制
限
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
厳
格
に
審
査
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（1

）

。
こ

の
競
業
禁
止
条
項
の
有
効
性
を
め
ぐ
る
判
断
基
準
は
、
ア
メ
リ
カ
の
各
州
の
裁
判
所
ご
と
に
異
な
る
が
、
競
業
禁
止
条
項
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
合
理
性
」
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
雇
用
関
係
の
終
了
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
履
行
を
強
制
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
す
べ
て
の
競
業
禁
止
条
項
は
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
合
理
性
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
が
、

問
題
は
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
被
用
者
が
雇
用
契
約
を
終
了
さ
れ
た
と
き
に
も
、
そ
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い

（2

）

。 



150 

 

２ 

裁
判
例
か
ら
み
た
類
型
分
け 

被
用
者
解
雇
の
場
合
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
例
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
裁
判
所
の
取

り
扱
い
を
類
型
分
け
し
て
み
る
と
、
次
の
三
つ
の
類
型
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
使
用
者
が
何
の
理
由
も
な
く
被
用
者
を
解

雇
す
る
場
合
、
競
業
禁
止
条
項
は
そ
れ
自
体
、
当
然
に
無
効(per se invalid)

で
あ
る
と
す
る
類
型
で
あ
る

（3

）

。
第
二
に
、
あ
ま
り
に
も
使
用

者
の
利
益
の
保
護
に
傾
き
す
ぎ
、
被
用
者
に
極
め
て
酷
な
考
え
方
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
明
確
に
使
用
者
の
利
益
の
保
護
を

志
向
す
る
も
の
で
、
裁
判
所
が
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
可
能
性
を
判
断
す
る
際
に
、
一
方
的
な
契
約
終
了
を
考
慮
で
き
な
い
と
い
う
類
型
で

あ
る

（4

）

。
第
三
に
、
こ
れ
ら
両
極
に
立
つ
裁
判
例
に
対
し
て
、
被
用
者
あ
る
い
は
使
用
者
の
い
ず
れ
か
に
有
利
と
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
、

「
当
然
に
」
と
い
う
よ
う
な
法
理
を
つ
く
り
出
す
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
中
道
の
立
場
に
立
つ
第
三
の
類
型
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
型
に
属

す
る
裁
判
例
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
立
場
の
裁
判
例
は
多
い
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
解
雇
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
そ
れ
だ
け
で
法
的
に
、
当
然
に
無
効
と
す
る
の
で
は
な
く
、
競
業
禁
止
条
項
の

履
行
の
強
制
可
能
性
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
「
ほ
か
の
要
素
」
が
必
要
と
さ
れ
、
通
常
、
例
え
ば
、
当
該
使
用
者
の
行
為
の

性
質
を
検
討
す
る
類
型
で
あ
る

（5

）

。 
(

1)

当
然
無
効
の
裁
判
例 

右
の
よ
う
な
類
型
分
け
に
即
し
て
、
雇
用
契
約
の
終
了
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
の
具
体

的
な
取
り
組
み
方
を
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所
は
、
ほ
か
に
関
係
な
く
、
被
用
者
解
雇
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
、

そ
の
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
問
わ
ず
そ
れ
だ
け
で
無
効
で
あ
る
と
し
、
法
的
に
拘
束
力
が
な
い
と
し
て
、
被
用
者
保
護
の
志
向
を
鮮

明
に
打
ち
出
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
同
州
の
裁
判
所
は
、
次
の
上
訴
審
判
決
に
み
る
よ
う
に
、
何
の
理
由
も
な
く
、
雇
用
契
約
を
終
了
さ

れ
た
被
用
者
は
、
法
的
に
、
競
業
禁
止
条
項
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る
。
例
え
ば
、
同
州
の
上
訴
審
は
ポ
ス
ト
対
メ
リ
ル
リ
ン
チ
、
ピ
ア

ー
ス
・
フ
ェ
ン
ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ス
ミ
ス
社
事
件

（6

）

に
お
い
て
、
メ
リ
ル
リ
ン
チ
社
か
ら
何
の
理
由
も
な
く
、
雇
用
契
約
を
終
了
さ
れ
た
被
用

者
ら
に
適
用
さ
れ
た
競
業
禁
止
条
項
の
裁
判
上
の
強
制
可
能
性
を
検
討
し
た
。
本
件
メ
リ
ル
リ
ン
チ
社
の
企
業
退
職
年
金
プ
ラ
ン
に
は
、
被
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用
者
ら
が
退
職
後
に
会
社
と
競
業
関
係
に
立
つ
な
ら
ば
、
退
職
年
金
給
付
を
被
用
者
に
認
め
な
い
「
競
業
に
よ
る
失
権

(forfeiture-for-com
-Petition)

」
条
項
が
置
か
れ
て
い
た

（7

）

。
本
件
上
訴
審
裁
判
所
は
広
く
、
問
題
の
競
業
禁
止
条
項
は
無
効
で
あ
っ
て
、

当
該
被
用
者
ら
の
退
職
年
金
給
付
は
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
本
件
上
訴
審
は
こ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
理

由
を
述
べ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、「
使
用
者
が
、
進
ん
で
競
業
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
当
事
者
を
雇
う
と
い
う
こ
と
は
、・
・
・
・
・（
雇
用
関
係
）
の
重
要
な

側
面
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
使
用
者
が
、
何
の
理
由
も
な
く
、
雇
用
関
係
を
終
了
さ
せ
る
場
合
、
使
用
者
が
権
利
を
補
償
な
く
奪
う
の

と
同
様
に
、
使
用
者
の
行
為
は
必
然
的
に
、
当
該
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
債
権
債
務
関
係
の
相
互
性
に
違
反
す
る
。
」

（8

） 

し
か
し
、
右
の
ポ
ス
ト
事
件
判
決
に
示
さ
れ
た
考
え
方
は
、
お
よ
そ
何
の
理
由
も
な
く
、
被
用
者
が
雇
用
契
約
を
終
了
さ
れ
た
よ
う
な
事

件
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
州
の
裁
判
所
は
通
常
、
何
の
理
由
も
な
い
一
方
的
な
雇
用
契
約
の
終
了
事
案
に
対
し
て
は
、
ポ
ス

ト
事
件
判
決
を
適
用
し
、
競
業
禁
止
条
項
は
そ
れ
自
体
無
効
と
判
断
し
て
き
た

（9

）

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
判
決
の
考
え
方
は
、
論
理
的
帰
結

と
し
て
、
何
ら
か
の
理
由
の
伴
う
雇
用
契
約
の
終
了
の
場
合
に
は
、
妥
当
し
な
い
し
、
競
業
禁
止
条
項
が
こ
う
し
た
法
理
に
基
づ
い
て
無
効

と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

(

2)

解
雇
を
考
慮
の
要
素
と
し
な
い
裁
判
例 

右
に
述
べ
た
ポ
ス
ト
事
件
判
決
の
よ
う
に
、
被
用
者
保
護
を
志
向
す
る
裁
判
例
の
対
極
に
あ
る
裁
判
例
と
し
て
、
使
用
者
の
事
業
上
の
利

益
の
保
護
を
明
確
に
志
向
す
る
裁
判
例
が
あ
る
。
こ
う
し
た
裁
判
例
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
使
用
者
に
よ
る
一
方
的
な
解
雇
で
あ
っ

て
も
、
競
業
禁
止
条
項
の
強
制
履
行
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
の
一
つ
で
さ
え
な
い
と
す
る
。 

例
え
ば
、
ト
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ー
フ
ォ
ア
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
社
対
ケ
ラ
ー
事

件
（1

0

）

で
は
、
女
性
用
の
衣
服
販
売
店
の
バ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
、
被
告

（
元
従
業
員
）
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
デ
ー
ド(D

ade)

、
ブ
ロ
ワ
ー
ド(Brow

ard)
、
パ
ー
ム
ビ
ー
チ(Palm

 Beach)

郡
に
範
囲
が
及
ぶ
二
年

間
の
競
業
禁
止
に
署
名
し
た
一
八
ヵ
月
目
に
、
原
告
会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
ヵ
月
後
に
、
原
告
会
社
の
主
要
な
競
業
他
社
に
就
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労
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
会
社
は
、
被
告
が
競
業
他
社
で
働
く
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
差
止
命
令
を
請
求
し
た
と
い
う
事
案
で
あ

る
（1

1

）

。
こ

れ
に
対
し
て
、
第
三
地
区
控
訴
裁
判
所
は
、
原
告
会
社
の
差
止
命
令
を
認
容
し
な
い
事
実
審
裁
判
所
の
判
決
を
覆
し
、
競
業
禁
止
条
項
の
時

間
的
、
場
所
的
制
限
が
合
理
的
か
否
か
を
見
定
め
る
た
め
、
事
件
を
下
級
審
に
差
し
戻
し
た
の
で
あ

る
（1

2

）

。
本
件
控
訴
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ

ば
、
事
実
審
の
裁
判
官
は
、
救
済
を
認
め
た
場
合
に
被
告
が
受
け
る
不
利
益
と
救
済
を
否
定
し
た
場
合
に
原
告
が
被
る
不
利
益
を
相
互
に
比

較
検
討
し
た
り
、
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
に
よ
る
酷
な
結
果
を
回
避
す
る
点
で
誤
り
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
フ
ロ
リ

ダ
州
法
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
的
な
解
雇
に
直
接
的
で
は
な
く
、
間
接
的
に
触
れ
、
競
業
禁
止
の
履
行
を
強
制
す
る
こ

と
が
「
不
当
な
結
果
」
を
も
た
ら
す
か
否
か
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
い
て
は
、
右
の
ケ
ラ
ー
事
件
判
決
が
示
す
よ
う
に
、
制
限
条
項
が
時
間
的
、
場
所
的
に
合
理
的
な
制
限
内
に
あ
る
限
り
、
条
項
は
有
効
と

さ
れ

る
（1

3

）

。 
(

3)

中
道
の
立
場
の
裁
判
例 

使
用
者
に
よ
る
雇
用
契
約
の
終
了
の
場
合
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
の
効
力
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
は
、
多
様
な
考
え
方
が
混
在
し
て

い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
被
用
者
保
護
を
志
向
し
、
ひ
い
て
は
職
業
選
択
の
自
由
あ
る
い
は
労
働
の
移
動
の
自
由
に
配
慮
を
示
す

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
例
や
、
使
用
者
に
よ
る
解
雇
で
あ
っ
て
も
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
、
考
慮
さ
れ

る
要
素
で
は
な
い
と
い
う
フ
ロ
リ
ダ
州
の
裁
判
例
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
中
道
の
立
場
に
立
つ
の
が
、

裁
判
例
の
多
く
の
考
え
方
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
同
じ
く
中
道
の
裁
判
例
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
類
型
分
け

す
る
と
、
次
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

①
無
効
推
定
の
類
型 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
上
位
裁
判
所
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
対
ブ
ロ
ブ
ス
ト
ン
事

件
（1

4

）

に
お
い
て
、
雇
用
契
約
の
終
了
事

件
に
対
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
に
反
対
の
推
定
を
働
か
せ
る
被
用
者
保
護
の
志
向
を
明
ら
か
に
し
た
。 

②
不
誠
実
性
を
考
慮
す
る
類
型 
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イ
リ
ノ
イ
州
の
第
七
巡
回
区
裁
判
所
は
ラ
オ
対
ラ
オ
事

件
（1

5

）

に
お
い
て
、
同
州
法
に
と
っ
て
は
新
し
い
問
題
を
解
釈
す
る
際
に
、
何
の
理
由

も
な
く
使
用
者
の
害
意
に
基
づ
い
て
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
は
、
雇
用
契
約
上
の
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な
い
旨
、
判
示
し
た
。

ま
た
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
や
テ
キ
サ
ス
州
の
次
の
二
つ
の
古
い
事
件
で
は
、
何
の
理
由
も
な
し
に
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
に
対
す
る
競
業

禁
止
条
項
の
履
行
強
制
を
認
め
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
な
判
定
基
準
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
・

ス
ト
ア
ー
社
対
マ
ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事

件
（1

6

）

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
社
対
プ
リ
ー
ス
ト
事

件
（1

7

）

の
両
方
の
事
件
に
お
い
て
は
、
当
該
被
用

者
を
解
雇
す
る
際
に
、
当
該
使
用
者
の
行
為
が
恣
意
的
か
つ
不
当
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
原
理
か
ら
、
制
限
条
項
の
履
行

強
制
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ

た
（1

8

）

。
こ
の
点
、
と
り
わ
け
、
後
者
の
プ
リ
ー
ス
ト
事
件
は
、
使
用
者
は
仕
事
上
顧
客
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
持
っ

た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
雇
用
し
、
顧
客
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
深
ま
っ
た
数
ヶ
月
後
に
解
雇
し
た
と
い
う
事
案
で
あ

る
（1

9

）

。
使
用
者
の
恣
意
的
な
行

為
に
つ
い
て
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
を
求
め
る
一
方
で
、
被
用
者
を
解
雇
す
る
こ
と
は
裁
量
権
の
不
当
な
行
使
に
相
当
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
マ
ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事
件
で
は
、
被
告
は
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ア
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
が
、
同

人
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
状
況
の
中
で
、
契
約
を
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
だ
け
を
予
期
し
て
、
働
い
て
い
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
判
所
は
、
当
該
使
用
者
の
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
雇
用
継
続
に
対
す
る
被
用
者
の
期
待
や
、
当
該
使
用
者
は
か
つ
て
の

世
界
大
恐
慌(the G

reat D
epression)

の
最
中
に
雇
用
関
係
を
打
ち
切
っ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ

た
（2

0

）

。
つ
ま
り
、
裁
判
所
の
判
決

で
は
、
単
に
被
用
者
ま
た
は
使
用
者
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
公
共
の
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ

る
。 ③

衡
平
の
比
較
類
型 

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事
件
の
判
決
に
お
い
て
は
、
単
に
使
用
者
の
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
諸
々
の
要
素

が
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ

ダ
州
、
ア
イ
オ
ワ
州
、
ミ
ズ
リ
ー
州
で
は
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
不
況
の
時
代
に
下
さ
れ
た
裁
判
例
を
範
に
と
っ
て
い
る
。 



154 

 

こ
の
点
、
例
え
ば
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
ダ
州
の
裁
判
所
は
、
一
方
で
、
被
用
者
の
辞
職
や
何
ら
か
の
理
由
の
伴
う
雇
用
契
約
の
終
了
事
件
と
、

他
方
で
、
何
の
理
由
も
な
い
契
約
の
終
了
事
件
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
業
禁
止
条
項
を
検
討
す
る
際
に
、
独
自
か
つ
柔
軟

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
が
、
任
意
に
辞
職
す
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
理
由
か
ら
解
雇
さ
れ
る
場
合
、
競
業

制
限
条
項
を
規
制
す
る
州
法
の
も
と
で
、
裁
判
所
は
、
当
該
競
業
制
限
条
項
が
、
制
限
の
場
所
的
範
囲
、
制
限
の
期
間
の
両
面
か
ら
、
合
理

的
で
あ
る
か
否
か
だ
け
を
検
討
す

る
（2

1

）

。
し
か
し
、
被
用
者
が
自
分
自
身
に
何
の
落
ち
度
も
な
く
解
雇
さ
れ
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う

な
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
合
意
が
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
を
慎
重
に
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、(

1)

場
所
的
範
囲
や
期
間

な
ど
、
制
限
の
範
囲
、(
2)
被
用
者
の
地
位
や
職
責
な
ど
、
当
該
事
業
や
職
業
の
性
質
、(

3)

履
行
の
強
制
が
被
用
者
に
及
ぼ
す
影
響
、(

4)

被
用
者
が
当
該
分
野
で
そ
の
地
位
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
る
社
会
公
共
の
利
益
、
で
あ

る
（2

2

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
判
官

は
雇
用
契
約
の
終
了
事
件
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
諸
要
素
を
考
慮
し
、「
合
理
性
」
を
判
断
す
る
た
め
、
相
対
立
す
る
諸
利
益
を
比
較
衡
量

し
て
、
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 

三 

裁
判
例
の
検
討 

 

以
上
の
よ
う
に
、
被
用
者
の
解
雇
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
裁
判
例
と
言
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
様
々
で
あ
り
、
当
然
に
無
効

と
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
解
雇
を
考
慮
の
要
素
と
し
な
い
も
の
ま
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
前
記
ラ
オ
事
件
判
決
は
、
使
用
者
の
行
為
が
不

誠
実
か
否
か
を
検
討
す
る
ほ
か
の
裁
判
例
と
同
様
に
、
契
約
終
了
に
つ
い
て
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
当
然
無
効
の
法
理

を
形
成
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
何
が
解
雇
の
理
由
に
当
た
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と

は
極
め
て
難
し
い
。
が
、
雇
用
契
約
か
ら
言
っ
て
、
解
雇
の
理
由
と
し
て
相
当
な
い
く
つ
か
の
行
為
類
型
、
例
え
ば
、
殺
人
、
放
火
、
強
盗

な
ど
の
重
罪
、
詐
欺
、
あ
る
い
は
使
用
者
の
指
揮
命
令
違
反
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
そ
う
し
た
雇
用
契
約

上
の
定
め
が
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
の
か
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
上
、
解
雇
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
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て
い
る
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
契
約
に
定
め
ら
れ
た
解
雇
理
由
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
契
約
上
の
明

示
規
定
は
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
絶
対
的
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
従
来
、
弾
力

的
な
「
合
理
性
」
と
い
う
よ
う
な
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
当
該
契
約
上
の
文
言
を
修
正
し
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
法
的
に
、
当
然
に
無
効
の
法
理
を
適
用
す
る
際
に
、
何
ら
か
の
指
針
を
裁
判
所
に
示
す
た
め
、
コ
モ
ン
・
ロ

ー
上
、
契
約
終
了
の
「
理
由
」
定
め
る
、
次
の
よ
う
な
州
が
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
、
そ
の
「
理
由
」
に
つ
い
て
、「
契
約
終
了

の
正
当
理
由
と
し
て
は
、
法
と
世
論
に
基
づ
い
て
承
認
さ
れ
る
、
重
大
な
欠
点
と
し
て
定
義
さ
れ
て
き

た
（2

3

）

」
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
・
メ
キ
シ
コ

州
の
裁
判
所
は
ダ
ン
ザ
ー
対
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ズ
社
事

件
（2

4

）

に
お
い
て
、
契
約
の
終
了
の
理
由
は
、「
使
用
者
の
専
恣
」

か
ら
守
り
、
合
法
的
な
理
由
に
対
し
て
だ
け
解
雇
は
許
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
当
該
被
用
者
の
資
質
や
そ
れ
に
関
わ
る
理
由
、
あ
る
い
は
当

該
被
用
者
の
本
来
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ

る
（2

5

）

。
例
え
ば
、
被
用
者
の
詐
欺
、
誠
実
義
務
違
反
、

会
社
の
方
針
違
反
の
よ
う
な
場
合
、
解
雇
の
正
当
な
理
由
と
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
一
方
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
契
約
の
終
了
、
人

員
削
減
に
よ
る
解
雇
、
人
間
関
係
で
の
衝
突
に
よ
る
契
約
の
終
了
は
、
必
ず
し
も
正
当
な
理
由
に
よ
る
解
雇
と
考
え
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
（2

6

）

。
使
用
者
に
よ
る
解
雇
に
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
際
に
、
最
も
慎
重
を
要
す
る
事
件
は
、
被
用
者
の
職
務
遂
行
で
は
不
十
分
で
あ

る
と
使
用
者
が
主
張
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
前
記
ラ
オ
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
不
完
全
な
職
務
遂
行
は
、
雇
用
契
約

を
終
了
さ
せ
る
理
由
に
相
当
し
、
こ
う
し
た
理
由
に
基
づ
く
被
用
者
の
解
雇
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
有
効
な
競
業
禁
止
の
義
務
か
ら
被
用
者

を
逃
れ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ

た
（2

7

）

。
他
方
で
、
前
記
ブ
ロ
ブ
ス
ト
ン
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
件
で
の
反
対
意
見
に
も
み
ら

れ
る
が
、
使
用
者
の
合
法
か
つ
合
理
的
な
指
示
を
被
用
者
が
故
意
あ
る
い
は
意
図
的
に
無
視
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
誠
実
義
務
違
反
に
も
当

た
ら
な
い
よ
う
な
、
被
用
者
の
職
務
遂
行
に
基
づ
く
雇
用
契
約
の
終
了
は
、
解
雇
の
理
由
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
が
暗
黙

の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い

る
（2

8

）

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
解
雇
に
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
単
に
「
解
雇
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
る
だ
け

で
は
、
問
題
が
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
裁
判
所
が
検
討
す
べ
き
一
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
う
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し
た
解
雇
の
理
由
に
基
づ
い
て
原
則
を
設
け
て
も
、
そ
れ
が
機
能
す
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
の
職
務
遂
行
や
そ
れ
が
解

雇
の
正
当
な
理
由
に
相
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
強
制
的
な
事
実
調
査
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
二
に
、
前
記
フ
ロ
リ
ダ
州
の

裁
判
所
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
言
え
ば
、
不
当
に
競
争
を
制
限
す
る
よ
う
に
み
ら
れ
、
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
被
用

者
に
競
業
禁
止
を
強
い
る
使
用
者
の
濫
用
的
行
為
に
司
法
上
の
チ
ェ
ッ
ク
が
働
い
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
競
業
禁
止
条
項
の

履
行
を
強
制
す
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、
正
義
・
衡
平
の
観
念
を
考
慮
す
る
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
量
を
す
べ
て
排
除
す
る
同
州
法

の
副
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
同
州
の
裁
判
所
の
判
定
基
準
は
、
一
応
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
で
も
、
救
済
を
与
え
る
か
否
か
は
最

終
的
に
裁
判
所
の
裁
量
に
か
か
る
べ
き
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
方
法
（
差
止
命
令
）
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
例
外
的
な
取
り
組

み
方
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
被
用
者
解
雇
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
の
効
力
に
つ
い
て
、
当
然
無
効
の
法
理

を
実
際
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
柔
軟
性
を
欠
く
よ
う
に
み
え
る
が
、
他
方
、
使
用
者
の
不
誠
実
さ
を
検
討
す
る
裁
判
所
の
取
り
組
み
方
も
、

こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
所
の
不
誠
実
性
の
判
定
基
準
は
、
当
該
被
用
者
ま
た
は
社
会
公
共
の
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
わ
り

な
く
、
雇
用
契
約
の
終
了
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
際
の
使
用
者
の
行
為
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
と
こ
ろ
に
、
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
、
前
記

ラ
オ
事
件
は
、
使
用
者
が
被
用
者
と
の
雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
た
め
に
害
意
に
基
づ
い
て
、
当
該
被
用
者
が
ま
さ
に
働
い
て
稼
い
で
い
た

当
該
事
業
に
お
い
て
公
正
な
利
益
を
得
る
こ
と
を
妨
げ
る
、
典
型
的
な
事
案
で
あ
る
と
言
え

る
（2

9

）

。
も
と
よ
り
、
使
用
者
の
害
意
あ
る
い
は
不

誠
実
さ
が
、
多
く
の
雇
用
契
約
の
終
了
の
理
由
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
雇
用
契
約
の
即
時
終
了
に
近
い
よ
う
な
場
合

に
、
当
該
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
、
あ
る
い
は
社
会
公
共
の
利
益
の
よ
う
な
、
そ
の
ほ
か
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

定
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
不
誠
実
性
を
め
ぐ
る
裁
判
例
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
判
例
法
全
体
か
ら
み
て
、

単
に
使
用
者
の
不
誠
実
な
態
様
に
と
ど
ま
ら
ず
、
決
定
的
な
判
定
基
準
の
一
部
を
な
す
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
進
ん
で

そ
の
ほ
か
の
要
素
を
考
慮
す
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
記
マ
ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
使
用
者
の
不
誠
実
な
態
様
の
検
討

の
一
環
と
し
て
、
使
用
者
の
行
為
あ
る
い
は
そ
の
背
景
の
動
機
よ
り
も
、
そ
の
ほ
か
の
諸
要
素
を
検
討
す
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
（3

0

）

。
第
四

に
、
衡
平
の
比
較
を
行
う
裁
判
所
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
正
義
・
衡
平
の
見
地
か
ら
、
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
の
認
否
を
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判
断
す
る
際
に
、
労
使
両
当
事
者
の
事
情
や
社
会
公
共
の
利
益
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
比
較
考
量
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
救
済

を
認
め
た
場
合
に
被
告
が
受
け
る
不
利
益
と
救
済
を
否
定
し
た
場
合
に
原
告
が
被
る
不
利
益
を
相
互
に
比
較
検
討
す
る
考
え
方
は
、
前
記
マ

ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事
件
判
決
の
論
理
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
衡
平
な
い
し
不
利
益
の
比
較
衡
量
の
判
定
基
準
は
、
前

記
ラ
オ
事
件
判
決
の
考
え
方
の
基
本
的
な
不
備
を
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
使
両
当
事
者
の
不
利
益
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
関
係
す
る
要
素
が
、
雇
用
契
約
の
終
了
に
お
け
る
競
業
制
限
（
禁
止
）
条
項
の
履
行
強
制
の
判
断
を
行
う
際
に
、
正
義
・
衡
平
の

見
地
か
ら
、
厳
密
に
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
が
法
的
判
断
を
す
る
際
に
、
結
果
の
妥
当
性
を
求
め
て
、
労
使
の
相
異
な
る
法
的
利

益
や
法
的
価
値
の
重
要
性
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
へ
の
影
響
の
程
度
を
柔
軟
に
利
益
衡
量
を
し
て
き
た
事
例
と
し
て
は
、
前
記
ケ
リ
ー
事
件
判

決
（3

1

）

や
ダ
グ
ラ
ス
事
件
判

決
（3

2
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
個
別
の
事
件
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
が
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
右
の
利
益
あ

る
い
は
不
利
益
の
比
較
衡
量
を
は
か
る
取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
労
使
両
当
事
者
の

相
異
な
る
利
益
の
う
ち
、
使
用
者
側
の
諸
利
益
と
の
関
連
で
、
裁
判
所
が
考
慮
す
る
と
思
わ
れ
る
要
素
と
し
て
は
、(

1)

保
護
す
べ
き
利
益

の
強
さ
、(

2)

雇
用
契
約
の
終
了
の
理
由
、(
3)

当
該
事
業
の
性
質
、(

4)

よ
り
制
限
的
で
な
い
勧
誘
禁
止
あ
る
い
は
秘
密
開
示
禁
止 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条
項
に
よ
る
保
護
、(

5)

使
用
者
に
よ
る
当
該
解
雇
が
誠
実
さ
を
欠
く
形
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
、
が
挙
げ
ら
れ

る
（3

3

）

。
他
方
、
競
業
制
限
の

履
行
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
用
者
が
受
け
る
不
利
益
に
つ
い
て
は
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
強
制
が
も
た
ら
す
結
果
が
考
慮
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
被
用
者
の
技
能
、
在
職
期
間
、
教
育
レ
ベ
ル
、
ほ
か
の
分
野
の
仕
事
の
経
験
な
ど
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ

る
（3

4

）

。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
第
二
次
的
な
要
素
と
し
て
、
雇
用
契
約
の
条
項
や
そ
の
ほ
か
の
職
業
な
ど
を
交
渉
す
る
被
用
者
の
機
会
な
ど
が
、
考
慮
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
得

る
（3

5

）

。 

ま
た
、
右
の
ほ
か
に
、
社
会
公
共
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
判
官
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る

ベ
き
社
会
公
共
の
利
益
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
解
雇
の
際
の
経
済
情
勢
で
あ

る
（3

6

）

。
第
二
に
、
比
較
し
得
る
専
門

職
が
当
該
被
用
者
と
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ

る
（3

7

）

。
右
の
判
定
基
準
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
競
業
行
為
に
対
す
る
差
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止
命
令
の
認
否
を
判
断
す
る
際
に
は
、
労
使
両
当
事
者
の
事
情
や
社
会
公
共
の
利
益
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
柔
軟
に
比
較
衡
量
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
は
、
個
々
の
事
件
に
固
有
の
要
素
を
考
慮
す
る
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
る
。
使
用
者
に
よ
る
被
用
者
解
雇
が
競
業

禁
止
条
項
の
効
力
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
め
ぐ
る
労
使
紛
争
に
お
い
て
、
利
益
な
い
し
は
不
利
益
の
比
較
衡
量
の
判
定
基
準
は
、
厳

格
な
態
度
を
と
る
当
然
に
無
効
の
法
理
や
、
使
用
者
の
行
為
に
お
け
る
不
誠
実
性
の
判
定
基
準
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
諸
要
素
を

裁
判
所
が
考
慮
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
（3

8

）

。 
 

四 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
裁
判
所
が
一
方
的
な
雇
用
契
約
の
終
了
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
差
止
命
令
の
認
否
を
判
断
す
る
際
に
は
、
労
使
両
当

事
者
の
事
情
や
社
会
全
体
の
利
益
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
総
合
的
に
比
較
衡
量
し
、
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を
認
め
た
場
合
に
被
用
者

が
被
る
不
利
益
と
こ
れ
を
否
定
し
た
場
合
に
使
用
者
が
被
る
不
利
益
を
相
互
に
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
単
に
被
用
者
の
解
雇
に
理
由
が

あ
る
か
否
か
を
区
別
す
る
裁
判
例
や
、
雇
用
契
約
の
終
了
に
至
る
使
用
者
の
行
為
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
裁
判
所
の
取
り
組
み
方
は
、
柔
軟

性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
解
雇
さ
れ
た
被
用
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
め
ぐ
る
紛
争
に
い
た
ず
ら
に
労
使
両
当
事
者
を
巻
き
込
む
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
。 

結
局
、
使
用
者
に
よ
る
雇
用
契
約
の
終
了
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
使
両
当
事
者
間
の
交
渉
力
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
結
果
と

し
て
、
一
方
的
に
使
用
者
に
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
的
に
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

最
後
に
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
被
用
者
解
雇
の
場
合
の
競
業
禁
止
条
項
の
効
力
に
つ
い
て
み
る
と
、
被
用
者
の
解
雇
に
対

し
て
、
法
律
上
、
非
常
に
厳
し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
何
の
理
由
も
な
く
、
恣
意
的
で
、
不
当
に
雇
用

契
約
を
終
了
さ
れ
た
被
用
者
は
、
法
的
に
競
業
禁
止
条
項
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 



159 

 

  注 (1) 
See, Lois G

alluzzo, G
rabbing when They Leave: Em

ployers W
ho Fire, Then “Bargain” for Non-Com

pete C
lauses, 14, D

igest 51(2006).      

ガ
ル
ー
ゾ
は
、
以
前
の
使
用
者
が
被
用
者
に
報
酬
の
支
払
い
を
合
意
す
る
場
合
を
除
い
て
、
一
方
的
な
雇
用
契
約
の
終
了
に
よ
る
競
業
禁
止
条
項
を
法

的
に
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。Id. at 52. 

(2) 
See, K

enneth J. Vanko, “You’re Fire! And D
on’t Forget Your Non-Com

pete…
”: The Enforceability of Restrictive Covenants in Involuntary 

D
ischarge C

ases, 1 D
ePaul Bus. &

 Com
. L.J. 1, 1. 

(3) 

注(

6)

以
下
。 

(4) 

注(

10)

以
下
。 

(5) 

注(

14)

以
下
。 

(6) 
Post v. M

errill Lynch, Pierce, Fennner, &
 Sm

ith, Inc., 397 N
. E. 2d 358(N

. Y. 1979). 

(7) 
Id. at 359. 

(8) 
Id. at 360-61. 

(9) 
SIFC

O
 Indus., Inc.v. A

dvanced Plating Techs.Inc., 867 F. Supp. 155, 158-59(S. D
. N

. Y. 1994). 

(10) 
Tw

enty-Four C
ollection, Inc. v. K

eller, 389 So. 2d 1062(Fla. D
ist.C

t. A
pp. 1980). See, A

ndrew
 J. G

allo, Com
m

ent, A U
niform

 Rule for 

Enforcem
ent of Non-C

om
petition Contracts in Relation to Term

ination Cases, 1 U
. Pa. J. Lab. &

 Em
p. L. 719(Fall 1998). 

(11) 
Id. at 1062. 

(12) 
Id. at 1064. 

(13) 
K

eller, 389 So. 2d at 1063(Fla. Stat. A
nn. 542 12(2)(W

est 1977). 

な
お
、Fla.Stat.A

nn. 542.33(2).

（
二
〇
〇
二
年
に
改
正
）
。 

(14) 
Insulation C

orp.of A
m

erica v. B
robston, 667 A

.2d 729, at 731(Pa. Super. C
t. 1995). See, K

urt H
. D

ecker, Refining Pennsylvania’s Standard for 



160 

 

Invalidation a Non-Com
petition Restrictive Covenant W

hen an Em
ployee’s Term

ination Is U
nrelated to the Em

ployer’s Protectible Business 

Interest, 104 D
ick. L. Rev. 619(Sum

m
er 2000). 

(15) 
R

ao v. R
ao, 718 F. 2d 219(7th C

ir. 1983). 

(16) 
Econom

y G
rocery Stores Corp. v. M

cM
enam

y, 195 N
.E. 747(M

ass. 1935). 

(17) 
Security Services., Inc. v. Priest, 507 S.W

. 2d 592(Tex. C
iv. A

pp.1974). 

(18) 
M

cM
enam

y, 195 N
.E. at 748; Priest, 507 S. W

. 2d at 595. 

(19) 
Priest,507 S. W

. 2d at 594. 

(20) 
M

cM
enam

y, 195 N
. E. at 748-49. 

ま
た
、K

roeger v. Stop &
 shop Cos., Inc., 432 N

. E. 2d 566, 572(M
ass. A

pp. Ct. 1982). 

本
件
で
は
、
マ
ッ
ク
メ
ナ
ミ
ー
事
件
が
引
用
さ
れ
、
解
雇
が
不
公
正
で
あ
る
な
ら
ば
、
競
業
制
限
条
項
は
履
行
を
強
制
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。 

(21) 
M

cM
enam

y, 195 N
. E. at 519. 

ま
た
、See, S.D
. Codified Law

s 53-9-11(M
ichie 2002). 

(22) 
C

entral M
onitoring Serv., v. Zakinski, 553 N

.W
. 2d 513, 519(S. D

. 1996). 

(23) 
N

orm
an v. B

d. of Fire &
 Police Com

m
’rs of Zion, 614 N

. E. 2d 499, 504(Ill. A
pp. Ct. 1993). 

(24) 
D

anzer v. Professional Insurors, Inc., 679 P. 2d 1276(N
. M

. 1984). 

(25) 
Id, at 1280-81. 

(26) 
B

rooks v. B
d. of C

om
m

’rs of C
H

A
, N

o.97 C
 5166, 1998 W

L 214669 at 3(N
.D

.Ill.A
pr. 21, 1998). 

本
判
決
で
は
、
人
員
削
減
は
、
契
約
の
終
了
の

理
由
と
基
本
的
に
異
な
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、Franks v. M

agnolia H
osp., 888 F. Supp. 1310, 1313-14(N

.D
. M

iss. 1995). 

同
旨
。
ま
た
、Insulation 

C
orp. of A

m
. v. B

robston, 667 A
. 2d 729, 735 n. 6(Pa. Super. Ct. 1995). 

本
判
決
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
解
雇
は
、
競
業
禁
止
を
無
効
に
す
る

と
さ
れ
た
。
ま
た
、Custard Ins. A

djusters, Inc. v. N
ardi, N

o. C
V

980061967S, 2000 W
L 562318 at 15-16(Conn. Super. C

t. A
pr. 20,2000). 

本
件

で
は
、
以
前
の
使
用
者
と
被
用
者
は
人
間
関
係
で
衝
突
し
た
が
、
被
用
者
は
競
業
禁
止
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。 

(27) 
R

ao v. R
ao, 718 F. 2d 219,224(7th C

ir. 1983). 

(28) 
B

robston, 667 A
. 2d at 735, 739. 

も
っ
と
も
、
デ
ル
・
ソ
ー
ル
裁
判
官
は
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。 

(29) 
R

ao, 718 F. 2d 219 at 221. 



161 

 

(30) 
Econom

y G
rocery Stores Corp. v. M

cM
enam

y, 195 N
. E. 747, at 748-49(M

ass. 1935). 
(31) 

M
a &

 Pa, Inc. v. K
elly, 342 N

.W
. 2d 500(Iow

a 1984). 
(32) 

Show
e-Tim

e V
ideo R

entals, Inc. v. D
ouglas, 727 S. W

. 2d 426(M
o. Ct. A

pp. 1987). 

(33) 
D

ouglas, 727 S. W
. 2d 426, at 434. B

robston, 667 A
. 2d at 734-35. R

ao v. R
ao, 718 F. 2d 219, 223(7th C

ir. 1983). 

(34) 
M

a &
 Pa, Inc. v. K

elly, 342 N
. W

. 2d 500, 502-03(Iow
a 1984).

ま
た
、Philip G. Jonson &

 C
o. v.Salm

en, 317 N
.W

. 2d 900, 904(N
eb. 1982). 

ま
た
、

W
eseley Softw

are D
ev. v. Burdette, 977 F. Supp.137, 141(D

. Conn. 1997). 

(35) 
K

elly, 342 N
. W

. 2d at 502-03(Iow
a 1984). 

(36) 
See, id. 

(37) 
Iredell D

igestive D
isease C

linic, P. A
. v. Petrozza, 373 S.E. 2d 449,455(N

. C. Ct. A
pp. 1988), aff, d, 377 S. E. 2d 750(N

. C
. 1989). 

(38) 
See, Vanko, supra note 2, at 27. 

          



162 

 

      



163 

 

第
六
章 

  
企
業
の
営
業
秘
密
の
保
護
と
競
業
禁
止
契
約 

― 
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て 

― 
 

樫 

原 

義 

比 

古 

  
 
 
 

目 

次 

一 

は
じ
め
に 

二 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
不
可
避
的
開
示
の
法
理 

三 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
と
そ
の
救
済 

四 

不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
関
す
る
裁
判
例 

五 

競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用 

六 

お
わ
り
に 
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一 

は
じ
め
に 

 

わ
が
国
の
経
済
が
機
械
な
ど
を
用
い
て
大
量
に
モ
ノ
を
生
産
す
る
こ
と
か
ら
知
識
、
情
報
を
基
盤
と
す
る
経
済
に
急
速
に
向
か
う
に
つ
れ

て
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
は
、
そ
の
価
値
を
ま
す
ま
す
高
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
で
も
超
小
型
電
子

技
術
（
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
）、
生
命
工
学
（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
や
超
々
精
密
工
学
（
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
な
ど
に
代
表

さ
れ
、
ハ
イ
テ
ク
（high technology

）
と
称
さ
れ
る
高
度
な
先
端
技
術
が
関
係
す
る
産
業
分
野
に
お
い
て
は
、
研
究
開
発
の
成
果
を
め
ぐ
っ

て
互
い
に
し
の
ぎ
を
け
ず
り
合
う
企
業
間
競
争
が
激
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
モ
ノ
の
製
造
に
つ
い
て
の
技
術
的
知
識
・
情
報
の
み
な
ら
ず
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
顧
客
名
簿
な
ど
の
営
業
知
識
・
情
報
を
身
に
つ
け
た
被
用
者
は
、
企
業
の
擁
す
る
貴
重
な
人
的
経
営
資
源
と
し
て
、
改
め
て

そ
の
価
値
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る

（1

）

。 

 

高
度
情
報
化
が
加
速
す
る
今
日
、
使
用
者
（
企
業
）
の
技
術
上
ま
た
は
業
務
上
の
知
識
・
情
報
に
は
何
よ
り
大
き
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
多
大
の
経
済
的
価
値
を
伴
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
被
用
者
が
企
業
在
職
中
に
仕
事
や
経
験
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
身
に
つ
け
て
き
た
最
新
の
技
術
、
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
は
、
企
業
の
将
来
的
価
値
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
競
争
力
の
源
泉
と
な

っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
企
業
が
保
有
す
る
多
様
な
知
識
・
情
報
の
中
で
も
、
多
額
の
資
金
と
優
秀
な
人
材
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲

得
さ
れ
た
技
術
、
知
識
・
情
報
が
、
も
し
仮
に
特
許
申
請
さ
れ
る
な
ら
ば
、
特
許
が
取
得
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
革
新
的
な
「
営
業
秘
密
（trade 

secret

）
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
競
争
的
立
場
に
あ
る
他
の
企
業
と
の
間
の
技
術
、
知
識
・
情
報
を
め
ぐ
る

熾
烈
な
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
、
極
め
て
強
力
な
武
器
と
も
な
り
、
そ
れ
を
保
有
す
る
企
業
に
多
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る

（2

）

。

こ
う
し
て
、「
営
業
秘
密
」
は
、
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
と
な
り
う
る
の
み
な
ら
ず
、
競
業
企
業
に
対
し
て
競
争
優
位
を
獲
得
す
る
要
件
に
も

な
り
、
財
産
的
に
価
値
の
あ
る
重
要
な
知
識
・
情
報
と
し
て
、
「
秘
密
」
の
う
ち
に
管
理
さ
れ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
「
営
業
秘
密
」
の
「
秘
密
性
」
の
管
理
の
失
敗
は
、
企
業
の
存
続
そ
の
も
の
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
近
年
、
経
済
・
社
会
の
情
報
化
や
人
材
の
流
動
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
企
業
在
職
中
に
業
務
上
の
必
要
か

ら
営
業
上
の
秘
密
を
取
り
扱
う
地
位
に
身
を
置
い
て
働
く
こ
と
に
伴
っ
て
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
「
営
業
秘
密
」
を
知
り
う
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
被
用
者
が
、
職
業
上
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
と
そ
の
向
上
を
は
か
る
た
め
な
ど
、
以
前
に
働
い
て
い
た
使
用
者
（
企
業
）
と
競
争
的
立
場

に
あ
る
他
の
企
業
に
転
職
し
た
り
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
競
争
関
係
に
立
つ
事
業
を
自
ら
始
め
る
機
会
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、

企
業
の
「
営
業
秘
密
」
が
社
外
に
流
出
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た

（3

）

。
こ
う
し
た
「
営
業
秘
密
」
は
、

知
識
・
情
報
と
い
う
目
に
見
え
な
い
形
で
企
業
が
保
有
す
る
知
的
財
産
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
が
「
秘
密
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
財

産
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
し
仮
に
そ
れ
が
企
業
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
公
然
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、
も
は

や
「
営
業
秘
密
」
で
も
何
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
の
技
術
力
や
営
業
力
を
支
え
、
企
業
の
成
長
、

発
展
に
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
貴
重
な
「
営
業
秘
密
」
が
、
被
用
者
の
転
職
や
起
業
に
伴
っ
て
、
社
外
に
流
出
す
る
こ
と
が
現
実

の
も
の
に
な
っ
て
き
た
以
上
、
何
ら
か
の
対
応
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

（4

）

。 

 

こ
う
し
て
、
企
業
が
保
有
す
る
最
も
価
値
の
あ
る
資
産
の
一
つ
と
し
て
、「
営
業
秘
密
」
を
守
る
た
め
に
、「
営
業
秘
密
」
に
対
す
る
リ
ス

ク
管
理
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
被
用
者
が
企
業
に
在
職
中
に
身
に
つ
け
た
専
門
的
な
知
識
、
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
、
第
三
者
に

開
示
、
使
用
な
ど
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
被
用
者
が
雇
用
関
係
終
了
後
も
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
競
争
関
係
に
入
っ
た
り
、
自
ら

事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
に
、
被
用
者
在
職
中
ま
た
は
退
職
時
な
ど
に
、
雇
用
契
約
に
伴
っ
て
、
一
つ
に
は
、
被
用
者
が

以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
競
争
関
係
に
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
競
業
避
止
契
約
、
二
つ
に
は
、
被
用
者
が
以
前
の
使
用

者
（
企
業
）
の
秘
密
情
報
の
開
示
を
禁
止
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
秘
密
保
持
契
約
を
、
特
別
に
取
り
交
わ
す
と
い
う
契
約
上
の
手
法
（
ま
た

は
就
業
規
則
上
の
規
定
）
を
通
じ
て
、
使
用
者
（
企
業
）
は
自
社
の
防
衛
を
は
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
被
用
者
が
雇
用
契

約
関
係
に
あ
る
間
に
労
使
間
で
特
別
の
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
的
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
有
能
な
被
用
者
は
、

雇
用
関
係
の
終
了
後
も
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
競
業
関
係
に
入
ら
な
い
と
い
う
競
業
避
止
義
務
、
ま
た
は
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
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の
事
業
上
の
秘
密
情
報
を
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
秘
密
保
持
義
務
を
負
わ
さ
れ
る

（5

）

。 

 
と
こ
ろ
で
、
使
用
者
（
企
業
）
が
「
営
業
秘
密
」
を
守
る
た
め
に
、
雇
用
契
約
関
係
に
基
づ
い
て
労
使
の
間
で
特
別
に
契
約
を
取
り
交
わ

す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
契
約
は
、
競
業
制
限
や
秘
密
保
持
と
い
う
視
点
か
ら
「
営
業
秘
密
」
保
護
の
た
め
に
一
定
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
諸
々
の
事
情
か
ら
、「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て
明
確
に
競
業
避
止
義
務
や
秘
密
保
持

義
務
を
負
わ
せ
る
合
意
形
成
が
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
間
で
整
わ
な
か
っ
た
と
き
、
使
用
者
（
企
業
）
を
退
職
し
た
被
用
者
は
、

以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
に
対
し
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
は
競
業
避
止
義
務
、
ま
た
は
秘
密
保
持
義
務
を
い
っ
さ
い
負
わ
ず
、
し
た
が

っ
て
競
業
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
か
否
か
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
労
使
の
間
で
契
約
が
な
い
場
合
、
使
用
者
（
企
業
）
は
、
契
約
に

基
づ
い
て
「
営
業
秘
密
」
の
使
用
や
開
示
の
禁
止
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
措
置
を
と
る
努
力
を
怠

っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
法
的
救
済
が
認
め
ら
れ
な
く
と
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
の
か
で
あ
る

（6

）

。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
営
業
秘
密
」
の
保
護
は
、
人
材
の
移
動
、
雇
用
の
流
動
化
が
加
速
す
る
今
日
、
大
手
企
業
で
あ
る
か
、
中
小
企
業
で

あ
る
か
を
問
わ
ず
、
企
業
経
営
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
退
職

被
用
者
に
よ
る
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
で
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
、
開
示
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
だ
け
で
は
、
不
正
行
為

（m
isappropriation

）
を
正
す
た
め
に
十
分
で
は
な
い
と
さ
れ
る
場
合
、
た
と
え
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
契
約
が

取
り
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
退
職
被
用
者
が
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
な
い
で

職
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
、
退
職
被
用
者
の
競
業
行
為
を
ま
っ
た
く
阻
止
す
る
差
止
命
令
を
認
め
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
使
用
者
（
企
業
）
の
営
業
上
の
利
益
を
擁
護
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る

（7

）

。
そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
退
職
被
用
者
に
対
す

る
競
業
禁
止
の
差
止
命
令
の
請
求
を
認
め
る
の
に
際
し
て
、
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、「
不
可
避
的
開
示
（inevitable disclosure

）｣

と
い
う
概
念
を
編
み
出
し
、
こ
の
「
不
可
避
的
開
示
」
と
い
う
特
別
の
法
理
は
、

近
年
と
く
に
関
心
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た

（8

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
司
法
上
形
成
さ
れ
て
き
た
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
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て
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
「
不
可
避
的
開
示
」
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
概
念
を
判
決
の
よ
り
所
と
し
て
、
被
用
者
の
転
職
や
再

就
職
が
制
限
さ
れ
た
り
、
競
争
の
制
限
が
も
た
ら
さ
れ
て
も
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
法
理
が
曖
昧
な
た
め
に
、
被
用

者
の
正
当
な
転
職
行
為
ま
で
が
差
止
訴
訟
の
対
象
と
な
る
お
そ
れ
は
な
い
か
、
と
く
に
退
職
す
る
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
転
職
・
再

就
職
の
自
由
）
と
の
関
係
で
問
題
を
生
じ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
要
件
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
法
理
が
適
用
さ
れ
て
、
退
職
被
用
者

の
競
業
行
為
の
差
止
め
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
労
使
の
利
害
が
鋭
く
対
立
す
る
深
刻
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る

（9

）

。 

 

も
と
よ
り
、「
営
業
秘
密
」
を
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
で
直
接
的
に
保
護
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
不
正
競
争
行
為
と
い
う
不
法
行
為
の

特
別
の
行
為
態
様
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
わ
が
国
と
で
は
、
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
法
の
立
法
化
の
背
景
と

そ
の
経
緯
に
は
違
い
が
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
わ
が
国
の
不
正
競
争
防
止
法
に
お
け
る
「
営
業
秘
密
」
保
護
の
規
定
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
枠
組
み
と
内
容
に
お
お
む
ね
そ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由

と
の
関
連
に
お
い
て
、
企
業
に
お
け
る
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
と
競
業
避
止
（
禁
止
）
契
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
、
競
業
禁

止
契
約
と
い
う
契
約
的
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
豊
富
な
裁
判
例
を
積
み
重
ね

て
き
た
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
に
お
い
て
そ
の
動
向
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
（1

0

）

。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
競
業
避
止
契
約
を
通
じ
て
の
「
営
業
秘
密
」
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、

と
り
わ
け
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
に
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
基
づ
い
て
被
用
者
の
競
業

行
為
を
差
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
ま
た
、
そ
の
要
件
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず
最
初
に
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
と
の
関
連
で
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
保
護
規
定
と
若
干
の
裁
判
例
に
つ
い
て
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
（
本
号
）
。
次
い
で
、

「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
裁
判
例
と
そ
の
他
の
関
連
す
る
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、
退
職
す
る
被
用
者
に
と
っ
て
基
本

的
な
職
業
選
択
の
自
由
。（
転
職
・
再
就
職
の
自
由
）
と
の
関
連
で
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。 
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二 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
不
可
避
的
開
示
の
法
理 

１ 

人
的
経
営
資
源
の
重
要
性
と
人
材
の
流
動
化 

 

ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
、
製
造
業
を
基
盤
と
す
る
経
済
か
ら
知
識
、
情
報
を
基
盤
と
す
る
経
済
へ
と
そ
の
軸
足
を
移

し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
人
を
組
織
（
企
業
）
の
資
源
と
み
る
見
方
と
し
て
、
企
業
の
擁
す
る
人
的
経
営
資
源
は
、
企
業
が
行
う
事
業
が
成
功

を
収
め
る
た
め
に
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
会
社
に
と
っ
て
の
企
業
価
値
と
し
て
は
、
は
っ
き
り
と
把
握
で

き
る
有
形
の
財
産
よ
り
、
む
し
ろ
被
用
者
が
持
つ
知
識
、
経
験
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、
創
造
性
な
ど
の
よ
う
な
手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
無

形
の
財
産
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
競
争
優
位
性
を
生
み
出
す
の
は
、
形
の
あ
る

機
械
や
設
備
・
施
設
な
ど
で
は
な
く
、
企
業
で
働
く
生
身
の
人
間
で
あ
る
被
用
者
に
ほ
か
な
ら
な

い
（1

1

）

。
こ
の
こ
と
は
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

や
バ
イ
オ
な
ど
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
技
術
的
知
識
や
情
報
は
、
そ
れ
ら
を
創
造
的
に
活
用
し
、
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
市
場
に
お
け
る
企
業
の
競
争
力
を
増
強

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
に
と
っ
て
は
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
優
秀
な
人
材
を
い
か
に
し
て
獲

得
し
、
ま
た
い
か
に
す
れ
ば
そ
う
し
た
人
材
を
引
き
止
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
企
業
の
存
立
に
決
定
的
に
影
響
を
与
え
る
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い

る
（1

2

）

。 

 

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
右
に
述
べ
た
よ
う
に
変
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
間

の
雇
用
関
係
も
変
化
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
二
十
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
は
、
被
用
者
は
た
い
て
い
、
単
一
の
使
用
者
（
企
業
）
の
も
と
で

生
涯
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
使
用
者
（
企
業
）
は
、
主
に
大
企
業
で
働
く
被
用
者
を
対
象
と
し
て
、
外
部

労
働
市
場
で
は
な
く
内
部
労
働
市
場
を
構
築
し
、
長
期
（
終
身
）
雇
用
を
奨
励
す
る
と
い
う
意
図
を
託
さ
れ
た
諸
種
の
利
益
を
与
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
雇
用
関
係
は
、
労
使
の
期
待
を
反
映
し
た
長
期
雇
用
の
暗
黙
の
「
心
理
的
契
約
（psychological contract

）｣

の
形
成
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と
言
い
表
す
こ
と
が
で
き

る
（1

3

）

。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
心
理
的
契
約
と
は
、
労
使
両
当
事
者
の
将
来
の
行
動
に
つ
い
て
の
約
束
に
基
づ
い
た
任

意
の
契
約
を
い
う
。
こ
の
契
約
は
、
個
人
が
適
切
な
義
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
正
式
な
手
続
き
や
書
類
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い

点
で
法
的
契
約
と
は
異
な
る
。
こ
の
心
理
的
契
約
に
は
、
企
業
組
織
が
長
年
実
施
し
て
き
た
慣
行
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
被
用
者
の
期
待
が

多
分
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
雇
用
関
係
は
大
き
く
崩
れ
、
長
期
雇
用
へ
の

期
待
は
薄
ら
ぐ
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
用
者
に
と
っ
て
の
労
働
市
場
が
企
業
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
被
用
者
は
、

自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
自
己
の
ス
キ
ル
や
潜
在
能
力
を
開
発
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
使
用
者
（
企
業
）
で
は
な
く
、
自

己
の
キ
ャ
リ
ア
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
（1

4

）

。 

 

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
の
変
化
に
よ
り
、
雇
用
の
流
動
性
も
ま
た
増
加
し
て
い

る
（1

5

）

。
ま
た
、
こ
う
し
た
雇
用
の
流
動
化
は
、
長
期
雇
用

の
促
進
と
い
う
意
図
を
託
さ
れ
た
使
用
者
（
企
業
組
織
）
に
対
す
る
期
待
の
低
下
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
絶
え
ず
変
化
し
て
や
ま
な
い

職
場
環
境
に
対
し
て
、
被
用
者
自
身
が
よ
り
市
場
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に
、
自
ら
の
知
識
、
技
能
、
経
験
を
再
構
築
す
べ
く
、
被
用
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
も
促
進
さ
れ

る
（1

6

）

。
つ
ま
り
、
企
業
で
働
く
被
用
者
が
所
属
す
る
組
織

（
会
社
）
が
被
用
者
の
キ
ャ
リ
ア
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
被
用
者
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
自
分
自
身
の
職
業
生
活
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
技
術
の
一
大
集
積
地
と
さ
れ
る
シ
リ
コ
ン
・
バ

レ
ー
（Silicon Valley

）
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
被
用
者
の
移
動
は
別
段
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
普
通
の
こ
と
に
な
っ

た
（1

7

）

。

今
を
と
き
め
く
ヤ
フ
ー
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
も
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で
頭
角
を
現
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
ド
ッ
ト

コ
ム
（dotcom

）
企
業
で
の
人
員
整
理
は
日
常
化
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
好
況
期
に
比
べ
て
少
し
勢
い
は
衰
え
た
と
は
い
え
、
ハ
イ

テ
ク
産
業
で
は
雇
用
の
創
出
が
繰
り
返
さ
れ
る
一
方
で
、
雇
用
調
整
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

化
に
よ
っ
て
、
企
業
間
競
争
が
激
化
の
一
途
を
た
ど
る
に
し
た
が
っ
て
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
人
材
に
対
す
る
需
要
の
高

ま
り
は
、
被
用
者
の
転
職
や
転
社
を
さ
ら
に
助
長
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
技
術
や
知
識
は
会
社
で
働
い
て
い
る
被
用
者
に
よ
っ
て
担
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わ
れ
、
そ
の
者
自
身
の
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
働
く
被
用
者
が
持
っ
て
い
る
長
年
の
知
識
、
技

術
、
経
験
は
被
用
者
の
転
職
や
転
社
と
と
も
に
企
業
間
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
結
果
、
例
え
ば
、
あ
る
製
品
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
。
激
し
い
企
業
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、「
改
革
」
、「
革
新
」
を
不
断

に
繰
り
返
し
て
い
く
努
力
を
続
け
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。 

 

し
か
し
、
急
速
な
雇
用
の
流
動
化
に
よ
っ
て
人
材
の
交
流
が
活
発
化
し
、
技
術
や
知
識
の
移
転
が
容
易
に
な
り
、
当
該
産
業
界
全
体
を
潤

す
一
方
で
、
個
別
企
業
の
経
営
に
一
歩
で
も
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、
使
用
者
（
企
業
）
の
必
要
と
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
被
用

者
を
い
か
に
し
て
自
社
に
引
き
止
め
る
の
か
と
と
も
に
、
最
新
の
知
識
や
技
術
の
社
外
流
出
と
い
う
事
態
の
発
生
を
い
か
に
防
止
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
企
業
に
問
い
か
け
ら
れ
、
経
営
上
の
課
題
に
な
っ
て
い

る
（1

8

）

。
商
品
市
場
の
変
化
、
技
術
の
需
要
の
変
化
な
ど
に
対
す
る
企
業

の
柔
軟
な
対
応
の
必
要
性
は
、
従
来
の
長
期
雇
用
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意
の
実
現
を
危
う
く
す
る
一
方
で
、
被
用
者
が
企
業
組
織
へ
の

強
い
帰
属
意
識
な
い
し
は
企
業
忠
誠
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
期
待
薄
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
（
企
業
）
は
、
被
用
者
が
競
業
他
社
へ
最
新

の
技
術
や
知
識
を
持
っ
て
転
職
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
法
的
対
応
措
置
に
ま
す
ま
す
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
が
、
競
業
他
社
に
被
用
者
が
転
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
、
公
開
さ
れ
る
情
報
と
な
ら
な
い
の
は
、
使
用
者
（
企
業
）
と

被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
契
約
、
秘
密
保
持
契
約
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
被
用
者
に
雇
用
関
係
終
了
後
も
競
業
禁
止
義
務
、
秘
密
保
持
義
務

を
負
わ
せ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
が
、
し
か
し
、
近
年
、
こ
う
し
た
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
後
の
競
業
禁
止
契
約
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
は
、

訴
訟
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
（1

9

）

。 

 

２ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
と
競
業
禁
止
契
約
の
役
割 

 

雇
用
関
係
終
了
後
の
被
用
者
の
競
業
を
制
限
す
る
法
は
、
契
約
法
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
、
労
働
法
な
ど
に
ま
た
が
る
複
合
的

な
性
質
を
持
っ
て
い

る
（2

0

）

。
被
用
者
が
以
前
に
働
い
て
い
た
企
業
を
退
職
し
、
競
業
他
社
で
就
労
ま
た
は
競
業
企
業
を
自
ら
立
ち
上
げ
る
と
き
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に
は
、
被
用
者
の
創
出
し
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
い
っ
た
い
誰
の
も
の
か
、
す
な
わ
ち
、
会
社
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
被
用
者
個

人
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
帰
属
に
つ
い
て
す
で
に
争
い
が
あ
る
。
こ
の
点
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
の
い
わ
ゆ
る
帰
属
問
題
に
つ
い
て
、
何
ら
具
体
的
な
定
め
を
置
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ご
と

に
い
っ
た
い
誰
の
も
の
か
そ
の
帰
属
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
つ
は
特
許
法
な
ど
、
知
的
財
産
法
の
考
え
方
に
そ
っ
て
判
断
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
用
者
が
転
職
ま
た
は
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
紛
争
が
生
じ
る
が
、
そ
の
訴
訟
の
多
く
は

差
止
命
令
に
よ
る
救
済
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
が
競
業
禁
止
契
約
ま
た
は
秘
密
保
持
契
約
に
違
反
し
て
、
新
し
い
使
用
者

（
企
業
）
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
回
復
し
が
た
い
損
害
を
被
る
こ
と
を
主
張
し
て
、

以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
は
、
被
用
者
が
新
し
い
使
用
者
（
企
業
）
に
就
労
す
る
か
、
ま
た
は
競
業
他
社
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
阻
止
す
る

こ
と
を
求
め
て
、
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
の
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
法
律
上
の
問
題
と
し
て
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー

（2
1

）

と
制
定
法
に
基
づ
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
、
被
用
者
と
使
用
者
（
企
業
）
と
の
間
に
合
意
が
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
被
用
者
が
特
定
の
情
報
、
一
般
的
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
な
い
こ
と
を
内
容
と
す
る
秘
密
保
持
の
合
意
、

ま
た
は
被
用
者
が
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
競
業
関
係
に
立
た
な
い
こ
と
を
内
容
と
す
る
競
業
禁
止
の
合
意
の
履
行
強
制
を
求
め
る
訴
え

を
起
こ
す
こ
と
に
な

る
（2

2

）

。
ま
た
、
そ
の
他
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
雇
用
関
係
に
内
在
す
る
信
義
違
反
を
理
由
と
し
て
訴
え
を
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 

一
方
、
制
定
法
上
の
問
題
と
し
て
、
使
用
者
は
、
被
用
者
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
保
有
す
る
企
業
に
競
争

優
位
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
可
能
に
す
る
秘
密
の
情
報
を
、
不
正
な
目
的
で
使
用
（m

isappropriation

）
し
た
と
い
う
訴
え
を
提
起
で
き

る
（2

3

）

。
と
り
わ
け
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
関
係
す
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
事
件
の
多
く
に
は
、
技
術
上
の
知
識
、
情
報
が
含
ま
れ
て

い
る
。
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
連
邦
制
を
採
る
こ
の
国
に
お
い
て
は
州
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
そ
の
内
容
は
異
な
る
が
、
使
用
者

（
企
業
）
に
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
お
い
て
、
信
頼
義
務
違
反
ま
た
は
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
、
被
用
者
が
当

該
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
取
得
、
使
用
、
開
示
し
た
と
い
う
立
証
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
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被
用
者
の
転
職
や
競
業
行
為
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
な
く
、
使
用
者
（
企
業
）
が
「
研
究
開
発
投
資
」
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
（2

4

）

。 

 

３ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
概
観 

 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
は
今
日
、
会
社
が
保
有
す
る
最
も
価
値
の
あ
る
資
産
の
一
つ
と
さ
れ
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、

知
的
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
も
と
も
と
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
州

レ
ベ
ル
で
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
も
と
で
、
主
に
「
財
産
（property

）」
概
念
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
方

は
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
法
的
見
方
・
考
え
方
に
変
化
が
起
こ
る
に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
支
持
を
失
い
始
め
、
伝
統
的
な
財
産
法
に
そ
の

保
護
の
法
的
根
拠
を
置
く
の
で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
そ
れ
自
体
の
保
護
を
正
当
化
す
る
多
く
の
政
策
論
議
が
戦
わ
さ
れ
て

き

た
（2

5

）

。 

 

こ
う
し
た
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
法
的
保
護
の
背
景
に
あ
る
立
法
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
も
、
主
要
な
論
議
の
一
つ
と
し

て
、
人
間
の
創
造
的
活
動
に
対
す
る
内
発
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
重
き
を
置
く
考
え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
人
の
モ

ノ
の
創
造
的
活
動
が
他
者
の
模
倣
か
ら
守
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
モ
ノ
の
創
造
者
は
創
造
的
活
動
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
そ

が
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
人
の
創
造
的
活
動
が
ひ
と
た
び
、
公
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
者
は
そ
れ

を
低
コ
ス
ト
で
模
倣
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
も
し
仮
に
模
倣
者
の
方
が
創
造
者
よ
り
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
す
む
な
ら
ば
、

模
倣
者
は
創
造
者
よ
り
創
造
の
た
め
に
低
コ
ス
ト
の
負
担
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て
、
模
倣
者
は
、
創
造
者
が
必
要
と
し
た
時
間
と

研
究
開
発
に
か
か
る
投
資
費
用
を
免
れ
な
が
ら
、
使
用
が
可
能
と
な
る
。
モ
ノ
の
創
造
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ベ
ー
ス
に
す
る
考
え
方
に

よ
れ
ば
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
創
造
者
な
ら
び
に
創
造
自
体
を
保
護
す
る
手
段
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な

る
（2

6

）

。 
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こ
う
し
た
人
間
の
創
造
的
活
動
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
重
視
す
る
議
論
は
、
知
的
財
産
権
一
般
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
て
、
統
一
ト
レ

ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
モ
ノ
の
創
造
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と
い
う
意
図
を
託
さ
れ
た
統
一
法
を
成
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
右
に
述
べ
た
政
策
目
標
の
達
成
を
促
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
各
州
レ
ベ
ル
で
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
保
護
さ
れ
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
の
保
護
の
形
態
は
、
州
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
州
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
定
義
づ
け
や
法
原
則
を
定

め
て
き
た
。
し
か
し
、
各
州
の
保
護
の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
る
と
種
々
の
不
都
合
が
生
じ
る
結
果
、
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
（N

ationa1 

C
onference of Com

m
issioners on U

niform
 State Law

s

）
の
承
認
を
受
け
て
一
九
七
九
年
に
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
（U

niform
 

Trade Secret A
ct : U

TSA

）
が
制
定
さ
れ
た
。
が
、
同
法
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
の
基
本
原
則
を
法

制
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
統
一
法
の
制
定
に
は
次
の
三
つ
の
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

（１）
技
術
へ
の
投
資

の
実
質
的
保
護
、

（２）
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
を
解
釈
す
る
際
の
諸
州
間
で
の
違
い
を
排
除
す
る
こ
と
、

（３）
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
裁
判
例
自
体
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
州
が
若
干
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
統
一
法
は
、
そ
の
後
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

の
保
護
を
め
ぐ
る
関
心
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
一
九
八
五
年
に
一
部
改
正
さ
れ
た
が
、
統
一
法
に
準
拠
し
て
四
四
の
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別

区
で
全
部
ま
た
は
一
部
の
採
用
を
み
た
結
果
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
定
義
、
そ
の
た
め
の
要
件
な
ど
に
つ
い
て
諸
州
の
間
に
大
き

な
違
い
は
な

い
（2

7

）

。 

 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
は
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
制
定
に
先
立
っ
て
、
一
九
三
七
年
に
コ

モ
ン
・
ロ
ー
上
の
原
則
を
再
構
成
し
条
文
の
形
に
ま
と
め
て
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（A

m
erican Law

 Institute : A
LI

）
か
ら
公
刊
さ
れ
た
不

法
行
為
法
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（R

estatem
ent of Torts

）（
第
一
版
）
に
お
い
て
す
で
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
ひ
な
形
が
定

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
一
般
に
認
め
ら
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
定
義
は
、
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
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ト
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
そ
の
第
七
五
七
条
（b. D

efinition of trade secret

）

に
お
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
は
、
「
製
法
（form

ula

）
様
式
（pattern

）
、
考
案
（device

）
、
編
集
（com

pilation

）
な
ど
の

情
報
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
ま
た
は
使
用
し
な
い
競
業
者
に
対
し
て
競
争
優
位
を
保
つ
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
化

合
物
の
処
方
、
製
造
行
程
、
処
理
ま
た
は
保
存
の
方
法
、
機
械
ま
た
は
そ
の
他
の
装
置
の
様
式
、
顧
客
名
簿
で
も
よ
い
」
と
さ
れ

る
（2

8

）

。 

 

こ
う
し
て
、
お
よ
そ
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
諸
州
の
間
の
法
の
発
達
の
不
均
衡
と
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
一

九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
、
大
多
数
の
州
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て
き
た
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
そ
の
第
一
条

（４）
に
お
い
て
、
ト

レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、「
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
（trade secret

）
と
は
、
製
法
（form

ula

）、
様
式
（pattern

）、
編
集
（com

pilation

）、
プ
ロ

グ
ラ
ム
（program

）、
考
案
（device
）、
方
法
（m

ethod

）、
技
術
（technique

）
ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
情
報
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

定
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、
表
面
的
に
は
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
両
者
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
に
は
、
①
一
般

的
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
正
当
な
手
段
に
よ
っ
て
容
易
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
実
的
ま
た
は
潜
在
的
に
独
自
の

経
済
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
②
そ
の
秘
密
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
当
該
状
況
の
も
と
で
合
理
的
な
努
力
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

も
の
、
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
（2

9

）

。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
秘
密
性
、

②
新
規
性
、
③
経
済
的
な
価
値
、
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
定
義
づ
け
に
は
、
基

本
的
な
違
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
は
、
そ

れ
を
保
有
す
る
者
の
事
業
活
動
に
お
い
て
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
散
発
的
で
短
命
な
デ
ー
タ
ー
は
、
リ
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
上
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
定
義
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
。
逆
に
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
、
実
際
ま
た
は
潜
在
的
な
経
済
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
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ッ
ト
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
律
上
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
散
発
的
で
短
命
な
デ
ー
タ
ー
は
、
統
一

法
の
も
と
で
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
の
対
象
に
な
り
う

る
（3

0

）

。 

 

こ
う
し
て
、
あ
る
特
定
の
知
識
・
情
報
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
な
六
つ
の
要

因
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
当
該
知
識
・
情
報
が
原
告
企
業
以
外
の
者
に
知
ら
れ
て
い
る
程
度
、
②
当
該
知
識
・

情
報
が
原
告
企
業
の
被
用
者
お
よ
び
そ
の
企
業
の
関
係
者
に
知
ら
れ
て
い
る
程
度
、
③
当
該
知
識
・
情
報
の
秘
密
性
を
保
持
す
る
た
め
原
告

に
よ
っ
て
執
ら
れ
て
い
る
措
置
の
程
度
、
④
原
告
と
そ
の
競
業
他
社
の
双
方
に
と
っ
て
の
当
該
知
識
・
情
報
の
価
値
、
⑤
当
該
知
識
・
情
報

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
原
告
に
よ
っ
て
費
や
さ
れ
た
時
間
、
努
力
、
金
額
、
⑥
競
業
他
社
が
当
該
知
識
・
情
報
を
獲
得
ま
た
は
発
展
さ
せ
る

難
易
度
、
で
あ

る
（3

1

）

。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
は
、
保
護
が
求
め
ら
れ
る
知
識
・
情
報
の
性
質
を
見
定
め
る
た
め
に
検
討
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
裁
判
所
は
、
果
た
し
て
、
当
該
知
識
・
情
報
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と

に
な
る
。 

 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
が
、
価
値
の
あ
る
知
識
・
情
報
を
守
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
そ
れ
を
保
護
す

る
こ
と
に
よ
る
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
、
被
用

者
が
そ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
を
阻
止
し
う
る
。
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
、
普
通
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
の
秘
密
性
を
守
る
た
め
に
、
競
業
禁
止
契
約
ま
た
は
秘
密
保
持
契
約
と
い
う
契
約
的
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
用
者
の

秘
密
開
示
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

三 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
と
そ
の
救
済 

１ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
、
開
示 

 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
、
他
者
が
自
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
不
正
目
的
で
使
用
な
ど
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す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
他
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
行
為
が
す
べ
て
不
正
行
為
を

構
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
不
正
な
手
段
（im

proper m
eans

）
ま
た
は
信
頼
違
反
（breach of confidence

）
に
よ

っ
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
取
得
、
使
用
、
開
示
す
る
行
為
は
、
不
正
行
為
を
構
成
す
る
。
こ
の
点
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
法
は
第
一
条

（２）
に
お
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
「
不
正
行
為
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
行
為
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
（i）
そ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
ま
た
は
知
り
得
る
者
が
、
他
者

の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
取
得
す
る
こ
と
。

（ii）
次
に
掲
げ
る
者
が
、
明
示
ま
た
は
黙
示
の
同
意
な
く
、
他
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
を
開
示
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

（A）
当
該
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
知
識
を
取
得
す
る
た
め
に
、
不
正
な
手
段
を

使
用
し
た
者
、

（B）
当
該
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
ま
た
は
使
用
す
る
際
に
、
そ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
次
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
知
り
得
た
者
、

（C）
自
己
の
地
位
に
実
質
的
な
変
化
が
生
じ
る
前
に
、
当
該
情
報
が
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
偶
然
に
ま
た
は
誤
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
知
り
得
た
者
、
で
あ

る
（3

2

）

。 

 

そ
し
て
、
同
法
第
一
条

（２）
の
（i）
に
規
定
す
る
不
正
な
手
段
と
は
、
例
え
ば
、
買
収
行
為
な
ど
、
商
業
道
徳
上
の
合
理
的
な
基
準
を
満
た
さ

な
い
行
為
を
い
う
。
こ
の
（i）
の
規
定
が
、
不
正
な
手
段
に
よ
る
不
正
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

（ii）
の
規
定
す
る
信
頼
義
務
（duty of 

confidentiality

）
は
、
通
常
、
契
約
関
係
か
ら
生
じ
る
。
例
え
ば
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
、
秘
密

保
持
契
約
に
つ
い
て
被
用
者
に
署
名
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
（3

3
）

。
ま
た
、
両
当
事
者
間
の
長
期
に
わ
た
る
関
係
か
ら
、
秘
密
保
持
義
務
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ

る
（3

4

）

。
そ
し
て
、
こ
の
秘
密
保
持
義
務
の
存
否
は
、「
通
常
人
の
基
準
（reasonable person standard

）
（3

5

）

」
に
し
た
が
っ
て
判

断
さ
れ
る
。
も
し
仮
に
通
常
人
が
秘
密
保
持
義
務
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
秘
密
保
持
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
う
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
に
は
、
い
く

つ
か
の
救
済
方
法
が
認
め
ら
れ
る
。
も
し
仮
に
明
示
の
秘
密
保
持
契
約
ま
た
は
競
業
禁
止
契
約
が
あ
る
な
ら
ば
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
、
契
約
違
反
の
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
明
示
の
契
約
関
係
が
あ
る
場
合
で
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も
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
は
州
法
の
も
と
で
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
に

対
し
て
、
訴
え
を
提
起
で
き

る
（3

6

）

。
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
の
訴
え
に
対
し
て
、
そ
れ
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）

に
は
、
損
害
賠
償
請
求
ま
た
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
ま
た
は
開
示
行
為
に
差
止
請
求
（injunction

）
の
救
済
が
認
め
ら
れ
う

る
。
ま
た
、
使
用
者
（
企
業
）
は
、
本
案
の
審
理
を
行
っ
て
最
終
的
判
決
が
出
さ
れ
る
前
に
、
現
状
維
持
の
た
め
仮
の
処
分
と
し
て
行
為
の

差
止
め
を
命
じ
る
暫
定
的
差
止
命
令
（prelim

inary injunction

）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
救
済
を
ほ
と
ん
ど

認
め
な

い
（3

7

）

。 

 

２ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理 

 

使
用
者
（
企
業
）
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
社
外
流
出
の
危
険
か
ら
自
社
を
守
り
、
企
業
の
秘
密
情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
に
、
秘
密
保
持
契
約
や
競
業
禁
止
契
約
を
用
い
る
が
、
こ
う
し
た
競
業
禁
止
契
約
な
ど
が
な
い
場
合
で
も
、
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
が
被
用
者
の
行
動
を
制

限
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
現
実
の
不
正
行
為
が
な
い
場
合
に
も
、
衡
平
法
上
の
言
わ

ば
道
具
概
念
と
し
て
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
退
職
被
用
者
の
競
業
行
為
に
対
し
て
差
止
命
令
を
認
め
て

き

た
（3

8

）

。
こ
の
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
の
立
法
上
の
根
拠
と
し
て
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
そ
の
第
二
条

（a）
（
差
止
め

に
よ
る
救
済
）
に
お
い
て
、
「
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
（3

9

）

。
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
裁
判
所
は
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
適
用
す
る
際
に
、
制
定
法
上
の
根
拠
と
し
て
、
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
、
つ
ま
り
、

不
正
行
為
に
よ
っ
て
営
業
上
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
差
止
命
令
に
よ
る
禁
止
を
定
め
る
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
法
上
の
規
定
を
、
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
基
づ
い
て
、
も
し
仮
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
知
識
・
情
報
を
身
に
つ
け
た

被
用
者
が
競
業
企
業
に
就
労
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
不
可
避
的
に
開
示
ま
た
は
使
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
使
用
者
（
企
業
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

る
（4

0

）

。
こ
の
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
は
当
初
、
技
術
畑
で
働
く

被
用
者
ら
に
適
用
さ
れ
た
が
、
財
務
情
報
か
ら
製
造
、
生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
情
報
ま
で
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
知
識
、

情
報
を
身
に
つ
け
た
被
用
者
に
対
し
て
も
、
同
法
理
の
適
用
は
拡
大
さ
れ
て
き

た
（4

1

）

。
し
か
し
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
は
、
以
前
の
使

用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
被
用
者
は
、
就
労
経
験
を
通

じ
て
獲
得
さ
れ
た
技
術
ま
た
は
一
般
的
知
識
ま
で
も
使
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
（4

2

）

。 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
で
は
、
常
に
一
貫
し
て
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
が
強
制
的
に
適
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
し
、
同
法
理
の
適
用
の
た
め
に
一
定
の
基
準
を
発
展
さ
せ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
（4

3

）

。
す
な
わ
ち
、
同
法
理
を
明
確
に
認
め
る
裁
判

例
（4

4

）

が

あ
る
一
方
で
、
同
法
理
を
修
正
し
た
う
え
で
制
限
的
に
適
用
す
る
裁
判

例
（4

5

）

が
あ
る
。
ま
た
、
同
法
理
を
ま
っ
た
く
認
め
な
い
裁
判

例
（4

6

）

も
あ

る
。
こ
う
し
て
、
後
に
述
べ
る
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
や
そ
の
他
の
裁
判
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て

は
、
裁
判
所
の
態
度
は
分
か
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。 

 

こ
の
点
、
考
え
方
と
し
て
、
一
方
で
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
支
持
す
る
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
雇
用
を
禁
止
す
る
暫
定
的

差
止
め
は
、
次
の
事
項
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
発
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
新
し
い
使

用
者
（
企
業
）
は
競
業
関
係
に
あ
る
こ
と
、
②
新
し
く
就
い
た
地
位
に
伴
っ
て
負
う
被
用
者
の
職
責
と
以
前
に
就
い
て
い
た
地
位
に
伴
っ
て

負
う
職
責
と
が
重
な
り
合
う
結
果
、
被
用
者
は
、
新
し
い
地
位
に
就
く
こ
と
で
以
前
の
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
「
不
可
避

的
に
」（inevitably

）
使
用
ま
た
は
開
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
③
新
し
い
使
用
者
は
、
不
正
行
為
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
十

分
に
明
確
な
措
置
を
執
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
で
あ

る
（4

7

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
知
識
を
持
っ
て
い
る
被
用
者
が
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
の
競
合
他
社
で
同
じ
か
ま
た
は
実
質
的
に
類
似
し
た
地
位
に
就
く
こ
と
が
直
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ち
に
、
開
示
を
不
可
避
に
す
る
も
の
で
は
な

い
（4

8

）

。
例
え
ば
、
新
し
い
使
用
者
（
企
業
）
が
代
替
的
技
術
ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
を
す
で
に
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
用
者
が
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
必
要
性
が
な
い
場
合
に
は
、
ト
レ
ー

ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
か
な
る
実
質
的
開
示
の
リ
ス
ク
も
伴
う
も
の
で
は
な
い
、
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
、
新
し
い
使

用
者
（
企
業
）
が
、
生
産
方
法
、
ま
た
は
生
産
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

を
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
が
持
っ
て
い
る
場
合
や
、
代
替
的
技
術
を
第
三
者
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
秘
密
の
開
示
が
不

可
避
的
で
あ
り
う

る
（4

9
）

。 

 

他
方
で
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
反
対
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
の
法
理
は
、
被
用
者
か
ら
生
計
の
道
を
奪
い
、
そ
の
生
存
を
脅
か
す

の
み
な
ら
ず
、
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
な
い
し
転
職
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
て
公
益
に
反
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
も

と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
自
由
競
争
の
原
理
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
あ
る
程
度
被
用
者
の
流
動
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護
す
る
た
め
に
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
援
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
企

業
が
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
に
依
存
す
る
よ
り
、
企
業
に
対
す
る
帰
属
意
識
ま
た
は
忠
誠
心
の
高
い
被
用
者
を
雇

い
入
れ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
か
く
て
は
知
的
財
産
法
の
存
在
意
義
、
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
い

う
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
結
果
に
な
り
か
ね
な

い
（5

0

）

。 

 

し
た
が
っ
て
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
適
用
す
る
際
に
は
、
裁
判
所
は
、
被
用
者
が
自
ら
選
択
す
る
企
業
で
働
く
被
用
者
側
の
利
益

と
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
る
使
用
者
（
企
業
）
側
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
制
定
を
み
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
不
可
避
的

開
示
」
の
法
理
を
よ
り
所
と
し
て
、
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
に
伴
う
独
占
的
利
益
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、

被
用
者
の
利
益
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
公
正
な
競
争
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
以
下
に
み
る
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
や
そ
の
他
の
事
件
判
決
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
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所
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
「
不
可
避
的
開
示
」
と
い
う
法
理
と
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。 

  
 

四 
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
関
す
る
裁
判
例 

 

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
の
急
速
な
進
歩
、
さ
ら
に
雇
用
の
流
動
性
が
増
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
使
用

者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
秘
密
情
報
の
保
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
の
新
た
な
手
段
と
し
て
不
可
避
的
開
示
の
法
理
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に

み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
は
、
司
法
上
も
保
護
が
与
え
ら
れ
て
き
た
重
要
な
財
産
権
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
被
用
者
が
将
来
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
必
然
的

か
つ
不
可
避
的
に
用
い
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
用
者
の
将
来
の
就
労
自
体
を
制
限
な
い
し
禁
止
す
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
不
可
避
的
開
示
の
法
理
そ
の
も
の
が
直
接
裁
判
所
の
問
題
と
な
り
、
議
論
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
近
年
こ
の
法
理
を
適
用
す
る
裁
判
例
が
増
え
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
先
に
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
の
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判

所
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、
い
く
つ
か
の
州
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
同
法

理
が
一
般
化
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
五
年
の
こ
の
判
決
以
降
、
同
法
理
は
、
多
く
の
州
に
お
い
て
明
白
に
採
用
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
同
法
理
は
、
労
使
双
方
が
訴
訟
に
お
い
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
同
法
理
は
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
一
般
的
な
定
義
づ
け
や
、
内
容
も
、
そ
れ
を
論
じ
る
者
に
よ
っ

て
一
様
で
な
い
ほ
か
、
果
た
し
て
、
こ
の
法
理
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
。 

 

不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
と
知
的
財
産
の
両
方
の
法
分
野
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
す
な

わ
ち
、
一
方
で
、
雇
用
の
自
由
な
い
し
雇
用
の
流
動
性
の
保
障
の
要
請
か
ら
は
、
使
用
者
よ
り
も
被
用
者
の
権
利
の
擁
護
に
傾
き
が
ち
で
あ
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る
。
他
方
、
知
的
財
産
法
の
も
と
で
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
は
保
護
さ
れ
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
（
企
業
）

の
知
的
財
産
権
は
雇
用
の
自
由
な
い
し
雇
用
の
流
動
性
の
保
障
の
要
請
と
相
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
雇
用
の
自
由
と

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
は
桔
抗
関
係
に
あ
る
が
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
そ
れ
自
体
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
に

与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
使
用
者
（
企
業
）
に
有
利
に
働
く
傾
向
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
同
法
理
は
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁

止
や
秘
密
保
持
義
務
に
つ
い
て
明
示
的
な
合
意
が
成
立
し
て
い
な
い
場
合
に
、
そ
の
代
替
機
能
を
果
た
し
う
る
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
主
と
し
て
、
使
用
者
（
企
業
）
と
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
契
約
の
成
立
を
み
て
い
な
い
場
合
に
、
不
可
避
的
開
示

の
法
理
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
法
理
と
し
て
裁
判
例
を
通
じ
て
形
成
、
発
展
し
て
い
っ
た
の

か
に
つ
い
て
、
同
法
理
に
関
す
る
代
表
的
裁
判
例
で
あ
る
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
法
理
に

対
す
る
裁
判
所
の
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

１ 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
前 

 

近
年
の
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
「
不
可
避
的
開
示
の
法
理
」
と
い
う
べ
き
も
の
を
形
成
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
発
端
は
、
一
九
一
九

年
の
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
社
対
パ
ワ
ー
ズ
・
フ
ィ
ル
ム
社
事

件
（5

1

）

で
あ
っ
た
。
本
件
は
、
フ
ィ
ル
ム
製
造
事
業
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る

被
告
パ
ワ
ー
ズ
・
フ
ィ
ル
ム
社
（Pow

ers Film
 Products, Inc. 

以
下
、
パ
ワ
ー
ズ
社
と
い
う
）
が
、
原
告
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク

社
（Eastm

an K
odak Co. 

以
下
、
コ
ダ
ッ
ク
社
と
い
う
）
の
被
告
（
被
用
者
）
に
転
職
を
勧
誘
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
事
案
で
あ

る
（5

2

）

。
被
告
は
、
コ
ダ
ッ
ク
社
で
約
十
年
間
雇
用
さ
れ
、
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
難
解
な
知
識
を
習
得
し
て
お
り
、
雇
用
さ
れ
て
四
年

経
過
後
に
、
秘
密
保
持
契
約
と
競
業
禁
止
契
約
の
両
方
に
署
名
し
て
い
た
と
こ

ろ
（5

3

）

、
パ
ワ
ー
ズ
社
が
被
告
に
転
職
を
勧
誘
す
る
に
及
ん
で
、

コ
ダ
ッ
ク
社
は
、
被
告
が
パ
ワ
ー
ズ
社
の
事
業
に
新
た
に
加
わ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
暫
定
的
差
止
命
令
（tem

porary injunction

）
に
よ

り
、
と
く
に
競
業
禁
止
契
約
の
履
行
強
制
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
（5

4

）

。
コ
ダ
ッ
ク
社
と
被
告
と
の
間
に
秘
密
保
持
契
約
が
成
立
し
て
い
る
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
コ
ダ
ッ
ク
社
は
、
も
し
被
告
の
就
労
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
将
来
、
被
告
が
競
業
他
社
に
お
い
て
職
務
を
遂
行
す
る
過
程

で
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
必
然
的
か
つ
不
可
避
的
に
開
示
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
主
張

し

た
（5

5

）

。 
 

コ
ダ
ッ
ク
社
は
、
同
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
現
実
の
不
正
行
為
を
立
証
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
件
裁
判
所

は
、
競
業
禁
止
契
約
と
秘
密
保
持
契
約
を
踏
ま
え
て
、
被
告
が
競
業
他
社
で
就
労
を
始
め
る
こ
と
を
許
す
こ
と
は
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
ト
レ
ー

ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
、
同
社
に
回
復
不
可
能
な
損
害
を
与
え
る
結
果
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め

た
（5

6

）

。
そ
し
て
、

本
件
控
訴
審
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
被
告
会
社
の
職
業
訓
練
に
沿
っ
た
職
務
の
遂
行
過
程
で
あ
れ
、
あ
る
程
度
の
知
識
・
情
報
を
与
え
る
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
。 

 

コ
ダ
ッ
ク
社
事
件
は
、
競
業
禁
止
契
約
の
履
行
強
制
に
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
一
つ
の
判
断
枠
組
を
示

し
た
最
初
の
事
例
と
さ
れ
る
が
、
右
の
事
件
判
決
に
次
い
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
可
避
的
開
示
の
法
理
形
成
の
上
で
顕
著
な
発
展
を
示

す
裁
判
例
と
し
て
は
、
一
九
六
三
年
に
判
決
さ
れ
たB. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
対
ボ
ル
ゲ
ミ
ュ
ー
ズ
事

件
（5

7

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件

は
、
競
業
禁
止
契
約
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
た
最
初
の
事
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
件
被
告
（
被
用
者
）

は
、
原
告
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
与
圧
宇
宙
服
（full-pressure space suit

）
の
技
術
開
発
に
従
事
し
て
い
た
が
、B. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社

の
競
争
相
手
で
あ
る
圧
力
・
宇
宙
装
置
の
製
造
会
社
で
あ
り
、
同
社
よ
り
約
十
四
年
遅
れ
て
こ
の
業
界
に
参
入
し
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局

（N
ational Aeronautics and Space Adm

inistration : N
ASA

）
か
ら
宇
宙
服
の
開
発
を
委
託
さ
れ
て
い
た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ラ
テ
ッ
ク
ス
社
（lntem

ationa1 Latex Corp

）
か
ら
報
酬
の
増
額
を
件
う
会
社
で
の
高
い
地
位
を
提
示
さ
れ
た
後
に
、
同
社
を
退
職

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
し
被
告
が
競
業
他
社
で
就
労
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
原
告
会
社
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
回
復
不
可
能
な
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
告
に
対
し
て
完
全
な
事
実
審
理
に
基
づ
い
て
、
訴
訟
の
最
終
的
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
本
案
的
差
止
命
令
（perm

anent 
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injunction

）
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
（5

8

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
初
、
原
告
会
社
の
差
止
め
の
訴
え
は
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
と
い
う

理
由
で
、
第
一
審
裁
判
所
に
お
い
て
は
退
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
件
控
訴
裁
判
所
は
、「
実
質
的
な
開
示
の
お
そ
れ
（substantial threat 

of disclosure

）」
が
あ
る
旨
を
認
定
し
た
後
に
、
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
る
に
当
た
り
、
被
用
者
が
競
業
他
社
で
就
労
す
る
こ
と
を
制
限
す
る

た
め
に
、
使
用
者
と
被
用
者
間
の
合
意
は
別
に
法
的
に
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
旨
述
べ
て
、
差
止
命
令
を
認
容
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
た
と

え
実
際
の
情
報
開
示
が
な
く
て
も
、
現
実
か
つ
実
際
に
情
報
開
示
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
と
き
に
は
、
衡
平
法
上
の
救
済
が
与
え
ら

れ
る
と
し

た
（5

9

）

。 
 

B. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
事
件
で
は
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
で
も
、
差
止
命
令
が
認
容
さ
れ
た
が
、
右
の
事
件
判
決
に
次
い
で
、
不

可
避
的
開
示
と
い
う
言
葉
を
実
際
に
裁
判
所
が
用
い
た
の
は
、
一
九
六
四
年
のE. I. 

デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
社
対
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
タ

ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
社
事

件
（6

0

）

が
始
め
て
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
件
原
告
のE. I. 

デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
（
以
下
、
デ
ュ
ポ

ン
社
と
い
う
）
は
特
別
の
「
塩
素
方
式
（chloride process

）
」
に
よ
り
顔
料
の
製
造
に
成
功
し
た
唯
一
の
会
社
で
あ
り
、
本
件
被
告
は
同

社
に
十
年
以
上
雇
わ
れ
て
、
こ
の
方
法
に
よ
る
塩
素
化
合
物
の
顔
料
の
製
造
工
程
の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
き

た
（6

1

）

。
同
社
の
製
造
工
程
を
解

読
し
よ
う
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
タ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
社
（
以
下
、
ポ
タ
ッ
シ
ュ
社
と
い
う
）
は
、
デ
ュ
ポ
ン
社
の
特
許

を
使
用
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
の
買
い
取
り
を
提
案
し
た
。
デ
ュ
ポ
ン
社
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
許
諾
し
た
が
、
塩
素
化
合
物
の
実
際
の
製
造
工
程

に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
「
ノ
ウ
・
ハ
ウ
（know

 how

）」
も
ポ
タ
ッ
シ
ュ
社
に
は
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
塩
素
化
合
物
の
実
際
の
製

造
工
程
の
解
明
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
に
至
っ
て
、
ポ
タ
ッ
シ
ュ
社
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
新
設
工
場
向
け
に
要
員
の
求
人
を
開
始
し
た
。

ポ
タ
ッ
シ
ュ
社
の
工
場
で
の
新
た
な
ポ
ス
ト
に
対
し
て
、
そ
の
求
人
に
応
じ
た
一
人
が
本
件
被
告
の
被
用
者
で
あ
り
、
デ
ュ
ポ
ン
社
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
間
に
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
し
た
事
実
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ポ
ン
社
を
退
職
し
た
こ
と
か
ら
直
ち

に
（6

2

）

、
デ
ュ
ポ
ン

社
は
被
告
被
用
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
ま
た
は
開
示
を
阻
止
す
る
本
件
訴
訟
を
提
起
し

た
（6

3

）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
暫
定
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的
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
ら
は
、
本
件
に
は
訴
え
の
利
益
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
、
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ

る
法
律
問
題
だ
け
の
略
式
判
決
（sum

m
ary judgm

ent

）
を
申
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
は
、
被
告
が
ポ
タ
シ
ュ
社
に
転
職
す
る
こ
と

に
よ
る
不
可
避
的
開
示
の
リ
ス
ク
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
原
告
に
よ
れ

ば
、
被
告
は
雇
用
関
係
か
ら
生
じ
る
信
頼
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
差
止
命
令
は
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
裁

判
所
は
、
こ
の
申
立
を
棄
却
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
の
使
用
者
に
対
す
る
信
頼
義
務
違
反
に
つ
い
て
差
し
迫
っ
た
お
そ
れ
の
認
定
が
正

当
化
さ
れ
う
る
事
実
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
（6

4

）

。
裁
判
所
は
被
告
の
信
頼
義
務
違
反
に
基
づ
い
て
判
決
が
下
さ
れ
る
際
に
、
情
報
開
示

の
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
不
可
避
も
同
然
で
あ
る
か
ど
う
か
、
情
報
開
示
の
危
険
や
可
能
性
を
超
え
て
蓋
然
性

（probability

）
な
い
し
は
確
実
性
の
程
度
は
考
慮
さ
れ
る
要
因
で
あ
る
旨
判
示
し
た
。
本
件
デ
ュ
ポ
ン
社
事
件
で
注
目
す
べ
き
は
、
以
前

の
被
用
者
が
、
在
職
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
特
定
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
身
に
付
け
、
当
該
被
用
者
の
転
職
に
件
っ
て
、
以
前
の
使

用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
必
然
的
に
開
示
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
衡
平
法
上
の
救
済
、
す
な
わ
ち
、
被
用
者
が

就
労
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
が
裁
判
所
に
よ
り
認
容
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
被
告
の

申
立
を
棄
却
す
る
一
方
で
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
は
差
止
め
に
よ
る
救
済
の
根
拠
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
、

B. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
法
理
を
拡
大
解
釈
し

た
（6

5

）

。 

２ 

ペ
プ
シ
コ
社
対
レ
ド
モ
ン
ド
事
件 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
の
手
段
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
五
年
の
ペ
プ
シ
コ
社
対
レ
ド
モ
ン
ド
事
件
に
お
け
る
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
判

決
（6

6

）

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
に
お
い
て
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
前
の
被
用
者
が
直
接
競
業
他
社
に
就

労
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
独
立
し
た
手
段
と
し
て
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
に
対
し
て
、

差
止
め
に
よ
る
救
済
を
図
る
た
め
の
正
当
な
根
拠
と
し
て
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
て
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
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適
用
に
つ
い
て
明
確
な
立
場
を
示
し
、
そ
の
後
の
同
種
の
事
件
に
対
し
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
裁
判
例
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決

で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
作
事
案
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

(1) 
事
件
の
概
要 

 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
は
、
原
告
ペ
プ
シ
コ
社
（PepsiCo, Inc. 

以
下
、
ペ
プ
シ
コ
社
と
い
う
）
の
以
前
の
被
用
者
（
被
告
）
が
、
競
業
他
社

で
あ
る
被
告
ク
エ
ー
カ
ー
・
オ
ー
ツ
社
（Q

uaker O
ats Com

pany. 

以
下
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
と
い
う
）
へ
転
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ

プ
シ
コ
社
に
在
職
中
に
取
得
し
た
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
秘
密
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
に
、
被
告
被
用
者
と
ク
エ

ー
カ
ー
社
に
対
し
て
暫
定
的
差
止
命
令
（prelim

inary Injunction

）
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
事
案
で
あ

る
（6

7

）

。
本
件
事
案
の
背
景
に
は
、

ペ
プ
シ
コ
社
と
ク
エ
ー
カ
ー
社
と
の
間
の
と
く
に
新
世
代
の
飲
み
物
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
（Sports drinks

）」
を
め
ぐ
っ
て
、

清
涼
飲
料
水
業
界
の
熾
烈
な
競
争
が
あ
る
。
暫
定
的
差
止
命
令
を
得
る
た
め
に
は
、
差
止
め
を
求
め
る
当
事
者
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
の
み
な
ら
ず
、
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
本
件
第
一
審
の
地
方
裁
判

所
は
差
止
命
令
を
認
容
し
、
こ
れ
に
対
し
て
被
告
が
控
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
の
控
訴
理
由
は
、
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
不
正
行

為
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
存
在
自
体
は
別
に
争
わ
な
か
っ
た
。
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
本
件
地
方
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
認
容
し
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
も
原
審
判
断
を
正
当
と
し

た
（6

8

）

。 
 

本
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
生
産
ラ
イ
ン
で
製
造
さ
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
の
「
オ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
（All Sport

）」

と
い
う
製
品
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
製
品
は
、
市
場
に
お
い
て
圧
倒
的
に
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
誇
る
ク
エ
ー
カ
ー
社
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク

の
「
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
（G

atorade

）」
と
競
合
す
る
製
品
で
あ
り
、
ペ
プ
シ
コ
社
が
リ
プ
ト
ン
社
（Thom

as J. Lipton Com
pany

）
や
オ

ー
シ
ャ
ン
・
ス
プ
レ
イ
・
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
社
（O

cean Spray Cranberries, lnc

）
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ペ
ン
チ
ャ
ー
の
形
で
行
う
事
業
で
あ

っ

た
（6

9

）

。 
 

被
告
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
に
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
被
用
者
と
し
て
在
職
し
、
北
米
地
区
で
働
い
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
、
一
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九
九
三
年
に
は
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
り
、
そ
の
一
年
後
に
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
全
体
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
昇
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
被
告
は
、
北
米

ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
に
お
い
て
商
い
地
位
に
就
き
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
内
部
情
報
や
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
立
場
に
あ
っ

た
。
ペ
プ
シ
コ
社
に
お
け
る
そ
の
他
の
管
理
職
の
地
位
に
あ
る
被
用
者
と
同
様
に
、
被
告
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
と
の
秘
密
保
持
契
約
書

（confidentiality agreem
ent

）
に
は
署
名
し
た
が
、
競
業
禁
止
契
約
書
（non-com

pete agreem
ent

）
に
は
署
名
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
一
九
九
四
年
の
早
く
か
ら
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
元
社
長
が
被
告
に
接
近
し
て
き
て
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
の
屋
内
販
売
の
バ
イ
ス
・

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
ク
エ
ー
カ
ー
社
へ
の
転
職
の
誘
い
を
か
け
て
き
た
。
被
告
は
そ
の
際
直
ち
に
、
転
職
の
勧
誘
に
は
乗
ら
な
か
っ
た
が
、

金
銭
の
増
額
交
渉
は
続
け
て
お
り
、
こ
の
間
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
と
の
交
渉
を
会
社
に
は
内
密
に
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
一
一
月
に
、

被
告
は
、
今
度
は
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
ポ
ス
ト
と
い
う
ク
エ
ー
カ
ー
社
側
の

再
度
の
誘
い
に
対
し
て
、
こ
れ
を
受
諾
す
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
当
日
に
は
、
被
告
は
、
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ

ィ
サ
ー
と
な
る
よ
う
に
ク
エ
ー
カ
ー
社
か
ら
誘
い
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
に
は
誘
い
を
受
諾
し
な
か
っ
た
旨
を
北
米
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
に
お
け

る
人
事
担
当
の
シ
ニ
ア
・
バ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
被
告
は
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
の
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
誘
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
新
た
な
ポ
ス
ト
の
受
け
入
れ
に
思
案
し
て
い
る
こ
と
を
、
何
人
か
の
同
僚
に

偽
っ
て
伝
え

た
（7

0

）

。
し
か
し
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
偽
り
は
裁
判
所
に
と
っ
て
は
、
被
告
の
側
で
率
直
さ
に
欠
け
る
こ
と
を
証

明
す
る
の
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
告
の
行
動
に
照
ら
し
て
、
ペ
プ
シ
コ
牡
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を

漏
ら
さ
な
い
と
い
う
被
告
の
約
束
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
は
、
容
易
に
信
じ
が
た
い
も
の
で
あ
っ

た
（7

1

）

。 
 

ま
た
、
一
方
で
、
被
告
は
、
誘
い
を
受
け
た
二
日
後
に
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
か
ら
の
誘
い
を
受
け
入
れ
、
退
社
す
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
ペ

プ
シ
コ
社
に
告
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ペ
プ
シ
コ
社
は
そ
の
後
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
被
告
を
訴
え
た
わ
け
で
あ
る
。
ペ
プ
シ
コ
社
は
本

件
第
一
審
地
方
裁
判
所
の
審
理
に
お
い
て
、
被
告
が
ク
エ
ー
カ
ー
社
に
就
労
中
に
開
示
す
る
と
思
わ
れ
る
多
く
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
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ト
と
秘
密
情
報
に
つ
い
て
の
証
拠
を
提
出
し

た
（7

2

）

。 
 

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
は
、
会
社
の
競
争
プ
ラ
ン
、
財
務
目
標
を
含
む
毎
年
改
訂
さ
れ
る
「
戦
略
プ
ラ
ン
（Strategic 

Plan
）」
と
、
向
こ
う
三
年
間
に
わ
た
る
製
造
、
生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
配
送
の
た
め
の
戦
略
の
重
要
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
も
し
競
業
他
社
が
手
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
競
業
他
社
が
次
の
事
業
展
開
を
予
測
す
る
の
を
許
す
よ
う
な
、
高
度
な
秘
密
と
考
え
ら

れ
る
戦
略
プ
ラ
ン
を
、
ペ
プ
シ
コ
社
は
、
被
告
と
同
じ
よ
う
な
地
位
に
あ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
助
力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
策
定
す
る
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
告
は
、
退
職
す
る
前
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
最
新
版
を
配
布
し
た
会
議
に
参
加
し
て
お
り
、
ペ

プ
シ
コ
社
は
、
そ
の
会
議
で
、
リ
プ
ト
ン
社
や
オ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
の
生
産
ラ
イ
ン
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
の
（
例
え
ば
、
香
り
づ
け
や
パ

ッ
ケ
ー
ジ
・
サ
イ
ズ
を
含
め
た
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
情
報
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
第
二
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
に
よ
れ
ば
、
同
社
の
年

次
営
業
計
画
（Annua1 0perating Plan

）
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
次
営
業
計
画

で
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
が
当
該
年
度
の
全
米
レ
ベ
ル
で
計
画
実
施
を
行
う
予
定
の
戦
術
が
示
さ
れ
、
財
務
目
標
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
、

成
長
予
測
、
当
該
年
度
の
営
業
の
変
更
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
次
営
業
計
画
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
製
品
の
価
格
を
付
け
る
か
、

す
な
わ
ち
価
格
構
成
（pricing architectu2re
）
に
つ
い
て
重
要
か
つ
変
動
し
や
す
い
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
全
米
で
の
価

格
設
定
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
た
め
の
特
別
の
価
格
プ
ラ
ン
の
双
方
が
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
会
社
の

価
格
構
成
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
ど
の
よ
う
な
競
業
他
社
が
そ
う
し
た
情
報
を
取
得
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
設
定
し
た
会
社
の
価
格
動
向

を
予
測
し
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
安
値
を
付
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ペ
プ
シ
コ
社
は
、
被
告
が
退
職
す
る
前
に

会
社
で
就
い
て
い
た
ポ
ス
ト
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
体
の
市
場
の
価
格
構
成
の
方
針
を
実
施
に
移
す
責
任
を
必
然
的
に
伴
う
こ
と
を
立

証
し

た
（7

3

）

。 
 

さ
ら
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
は
、
同
社
の
特
定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
取
り
組
み
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
被
告
が
詳
細
な
知
識
・
情
報
を
得
て
い
た
こ
と

を
立
証
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
に
は
、
同
社
が
広
告
に
特
別
資
金
を
振
り
向
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
市
場
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
同
社
は
、
被
告
が
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
の
内
容
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
を
証
言
に
よ
り
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同
社
は
、
小
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売
店
か
ら
在
庫
ス
ペ
ー
ス
の
追
加
を
交
渉
す
る
余
地
を
同
社
に
示
す
販
売
と
配
送
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い
て
も
被
告
が
知
っ
て
い
た
と
い

う
証
拠
を
提
出
し
た
。
こ
う
し
た
ペ
プ
シ
コ
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
被
告
が
身
に
付
け
て
い
る
知
識
・
情
報
を
立
証

し
た
後
に
、
同
社
は
、
被
告
が
ク
エ
ー
カ
ー
社
で
の
新
し
い
ポ
ス
ト
ヘ
就
任
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
知
識
・
情
報
を
開
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ろ
う
、
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
新
た
な
雇
用
の
過
程
に
お
い
て
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
や
ス
ナ
ッ
プ
ル
の
価
格
、
コ
ス
ト
、
マ
ー

ジ
ン
、
配
送
シ
ス
テ
ム
、
製
品
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
実
質
的
に
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ペ

プ
シ
コ
社
と
の
市
場
競
争
に
お
い
て
ク
エ
ー
カ
ー
社
に
は
不
当
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（7

4

）

。 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ク
エ
ー
カ
ー
社
は
、
被
告
の
新
し
い
職
務
は
ペ
プ
シ
コ
社
で
の
同
人
の
そ
れ
と
は
実
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
、
と

反
論
し
た
。
ま
た
、
同
社
は
、
被
告
が
署
名
し
た
同
社
と
の
秘
密
保
持
契
約
書
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
同
社
は
、
被
告
の
職
務
は
会
社
組
織

に
組
み
込
ま
れ
、
ゲ
ー
タ
レ
ー
ド
や
ス
ナ
ッ
プ
ル
の
配
送
を
管
理
し
、
そ
れ
ら
の
製
品
の
広
告
宣
伝
や
販
売
促
進
を
行
う
こ
と
で
あ
る
、
と

主
張
し
た
。
被
告
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
既
存
の
計
画
で
す
で
に
定
め
ら
れ
た
方
法
で
職
務
を
遂
行
し
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
よ
う
な
垂

直
的
に
統
合
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
何
か
特
別
の
知
識
は
、
独
立
の
配
送
業
者
を
用
い
る
ク
エ
ー
カ
ー
社
に
は
利
益
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
は
、
被
告
が
ペ
プ
シ
コ
社
と
の
間
で
署
名
し
た
秘
密
保
持
契
約
や
ク
エ
ー
カ

ー
社
の
倫
理
要
綱
は
両
方
と
も
、
被
告
が
ペ
プ
シ
コ
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
、
と
主
張

し

た
（7

5

）

。 
 

そ
し
て
、
被
告
自
身
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
の
審
理
の
際
に
、
も
し
仮
に
、
そ
う
し
た
開
示
を
誘
発
す
る
事
態
に
遭
遇
し
た
と
し
て
も
、

ペ
プ
シ
コ
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
使
用
ま
た
は
開
示
し
な
い
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
の

指
摘
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
反
駁
に
つ
い
て
実
質
的
内
容
を
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
の
ペ
プ
シ
コ
社
退
職
に
至
る
諸
事
情
や
、
同
人
の

新
し
い
職
責
に
つ
い
て
の
相
対
立
す
る
証
言
に
照
ら
し
て
、
被
告
の
約
束
は
、
何
ら
安
心
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
（7

6

）

。 
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(2) 

判
決
要
旨 

 
裁
判
所
は
、
本
件
問
題
に
つ
い
て
、
（
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
）
「
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
」
、
す
な
わ
ち
、
「
不
可
避
的
か
つ

直
接
的
な
使
用
に
つ
い
て
高
度
な
蓋
然
性
（probability

）
が
あ
る
場
合
」、「
不
正
行
為
は
差
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」、
と
定
め
る
イ
リ
ノ

イ
州
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

法
（7

7

）

を
適
用
し
た
。
そ
し
て
、
原
告
は
、
被
告
の
新
た
な
就
労
は
不
可
避
的
に
原
告
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
る
旨
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
の
主
張
を
証
明
し

う
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
被
用
者
ら
が
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
を
ど
こ
か
他
に
持
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
旨
、
原
告
側
に
お
い
て
、
そ
れ

以
上
主
張
し
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
以
前
の
裁
判
例
と
本
件
を
区
別
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
は

被
告
が
同
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
見
込
み
が
大
で
あ
る
こ
と
（likelihood

）
に
つ
い
て
の
多
く
の
証
拠
を
示
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
行
っ
た
、
と
認
定
し

た
（7

8

）

。 
 

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
の
述
べ
る
不
正
行
為
の
危
険
と
い
う
の
は
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
が
ペ
プ
シ
コ
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

基
づ
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
た
は
配
送
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
同
社
の
秘
密
を
使
用
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
む
し
ろ
ク
エ
ー
カ
ー
社
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
配
送
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
先
手
を
打
つ
こ
と
に
よ
り
、
同
社
に
不
当
な
利
益
を
与

え
る
ペ
プ
シ
コ
社
の
プ
ラ
ン
の
使
用
を
可
能
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
（7

9

）

。
そ
し
て
、
被
告
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
在
職
中
に
獲
得
し
た
知

識
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
の
証
明
や
、
同
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
な
い
と
い
う
被
告
の
誓
約
は
信
頼
性

に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
原
告
会
社
は
差
止
め
を
命
じ
る
た
め
、
請
求
の
実
質
的
内
容
に
つ
い

て
ほ
ぼ
確
実
に
証
明
し
た
旨
判
断
し
て
、
本
件
第
一
審
裁
判
所
の
結
論
は
正
当
と
し
た
わ
け
で
あ

る
（8

0

）

。 

(3) 

判
決
の
検
討 

 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
に
お
い
て
は
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
の
適
用
の
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
三
つ
の
要
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
ず
第
一
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
存
在
と
以
前
の
被
用
者
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報
を
身
に
付
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け
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
以
前
の
会
社
で
の
退
職
被
用
者
の
ポ
ス
ト
と
競
業
他
社
で
就
任
す
る
新
し
い
ポ
ス
ト
と
の
間
の
類
似

性
の
度
合
い
が
強
い
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
被
用
者
の
競
業
他
社
で
の
就
労
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
職

務
内
容
書
が
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
の
現
実
の
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
と
密
接

に
結
び
つ
い
た
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（8

1

）

。
こ
の
点
、
被
告
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
の
意
図
を
否
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報
に
依
存
し
て
、

将
来
、
新
し
い
使
用
者
の
た
め
に
意
思
決
定
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
第
一
審
の
認
定
に
基
づ
い
て
、
本
件
控
訴
裁
判
所
は
、「
不
可
避

的
開
示
」
の
法
理
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
裁
判
所
は
、
被
告
側
が
誠
実
さ
に
お
い
て
欠
け
る
こ
と
を
述
べ
、
差
止
め
が
命
じ
ら

れ
な
い
場
合
に
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
が
回
復
不
可
能
な
損
害
を
被
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
被
告
は
同
社
と
の
間
の
秘
密
保
持
契

約
書
に
署
名
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秘
密
保
持
の
合
意
が
遵
守
さ
れ
る
か
ど
う
か
信
頼
で
き
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（8

2

）

。 
 

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
次
の
二
つ
の
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
第
一
に
、
本
件
裁
判
所
は
、
単
に
会
社
幹
部
が
会
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
代
わ
り
に
、

こ
の
幹
部
が
、
一
定
期
間
、
競
業
他
社
の
ポ
ス
ト
に
就
任
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
従
来
、
ア

メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
被
用
者
が
働
く
こ
と
を
ま
っ
た
く
妨
げ
る
こ
と
や
、
労
使
両
当
事
者
間
に
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
に
、
競
業
禁

止
契
約
な
ど
を
創
出
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
裁
判
所
は
、
差
止
命
令
を
認
容
す
る
こ
と
に

よ
り
、
以
前
の
使
用
者
の
訴
訟
提
起
を
助
長
し
た
こ
と
で
あ

る
（8

3

）

。
し
か
し
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
基
本
的
に
、
被
用
者
の
職
業
選
択

の
自
由
（
転
職
の
自
由
）
を
侵
害
す
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
同
法
理
が
広
範
に
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
事
実

上
、
明
示
的
な
競
業
禁
止
契
約
を
得
た
の
も
同
然
で
あ
る
。
ま
た
、
同
法
理
は
、
雇
用
の
流
動
性
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ

る
（8

4

）

。
し
た
が
っ

て
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
や
人
材
の
流
動
性
の
視
点
か
ら
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
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あ
ろ
う
。 

 
確
か
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
つ
い
て
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
形
成
上
、
画
期

的
な
判
決
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、
少
な
く
と
も
法
理
上
は
、
次
の
三
つ
の
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
不
可
避
的
開
示
の
概
念
と
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
の
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
と
の
関
係
、
つ

ま
り
、
不
可
避
的
開
示
と
い
う
概
念
は
、
情
報
の
不
正
行
為
と
は
ま
っ
た
く
別
の
概
念
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
不
可
避
的
開
示

は
、
差
止
命
令
と
の
関
係
で
、
競
業
禁
止
契
約
と
は
別
個
、
独
立
の
手
段
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
第
三
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

の
秘
密
性
を
維
持
す
る
た
め
、
退
職
被
用
者
の
誠
実
さ
を
証
明
し
た
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
で

あ
る
（
な
お
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
、
当
事
者
間
に
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用
の
問
題
と
し

て
、
五
の
と
こ
ろ
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
第
一
と
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。）。 

 

ま
ず
、
第
一
の
不
可
避
的
開
示
と
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
退
職
被
用
者
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
が
あ
る
か
否
か
を
評
定
す
る

際
に
、
例
え
ば
、
情
報
開
示
の
蓋
然
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
開
示
の
蓋
然
性
が
確
か
で
あ
る
な

ら
ば
、
競
業
行
為
に
対
し
て
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ

る
（8

5

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
開
示
が
禁

止
さ
れ
る
べ
き
限
度
な
い
し
程
度
に
つ
い
て
境
界
を
見
定
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
あ
る
い
は
不
可
能
な
場
合
す
ら
あ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
裁
判
所
が
こ
の
点
に
つ
い
て
不
明
確
な
判
定
を
行
う
危
険
性
を
排
除
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
単
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に

対
す
る
不
正
行
為
の
「
見
込
み
（likelihood

）
」、
「
可
能
性
（possibility
）
」
、
「
疑
い
（suspicion

）
」
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

当
該
退
職
被
用
者
に
対
す
る
保
護
は
か
な
り
薄
い
も
の
に
な
り
、
被
用
者
の
競
業
行
為
に
対
し
て
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
真
に
開
示
が
不
可
避
で
あ
る
場
合
に
だ
け
、
そ
の
適
用
が
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
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不
可
避
性
を
証
明
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
蓋
然
性
の
程
度
な
い
し
そ
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
、
不
可
避
性
に
つ
い
て
統
一
さ
れ
た
定
義
づ

け
が
な
い
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の
と
ら
え
方
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
不
可
避
的
開
示
に
つ
い
て
高
度
の

蓋
然
性
を
要
求
す
る
裁
判

例
（8

6

）

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
裁
判
例
で
あ
っ
て
も
、
競
業
他
社
か
ら
転
職
の
誘
い
を
受
け
た
以
前
の
被
用
者

（
被
告
）
が
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
情
報
を
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
何
か
そ
れ
以
上
の
も
の
が
な
け
れ

ば
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
す
る
裁
判
例
が
あ

る
（8

7

）

。
し
た
が
っ
て
、
原
告
と
し
て
は
、
情
報
の
開
示
が
真
に

不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（8

8

）

。
し
か
し
、
他
方
で
、
情
報
開
示
の
不
可
避
性
を
認
定
す
る
に
は
、
開
示
の
実
質
的
可

能
性
を
必
要
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
裁
判
例
が
あ

る
（8

9

）

。
さ
ら
に
、
情
報
の
開
示
が
不
可
避
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、
色
々
と
異
な
っ

た
要
因
を
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
（9

0

）

。
す
な
わ
ち
、
①
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
性
質
、
②
新
し
い
使
用

者
が
競
業
他
社
で
あ
る
か
否
か
、
③
退
職
被
用
者
の
新
た
な
職
務
内
容
と
か
、
退
職
被
用
者
の
率
直
さ
、
④
秘
密
保
持
契
約
ま
た
は
競
業
禁

止
契
約
の
有
無
、
⑤
他
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
意
図
的
な
開
示
を
防
止
す
る
た
め
新
し
い
使
用
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
措
置
な

ど
が
、
考
慮
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
（9
1

）

。 
 

第
三
の
退
職
被
用
者
に
は
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
の
見

解
の
理
解
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
不
可
避
的
開
示
の
一
要
素
と
し
て
、
不
誠
実
さ
を
と
ら
え
る
裁
判

例
が
あ
る
。
他
方
で
、
競
業
行
為
に
対
し
て
差
止
め
を
命
じ
る
際
の
一
要
因
と
し
て
不
誠
実
さ
を
考
慮
す
る
に
す
ぎ
な
い
裁
判
例
が
あ

る
（9

2

）

。

こ
の
点
、
不
誠
実
さ
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用
に
必
要
な
要
素
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を
認
め
る
諸
要

因
の
一
つ
の
要
素
に
す
ぎ
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な

い
（9

3

）

。
こ
の
点
、
む
し
ろ

情
報
の
開
示
が
真
に
不
可
避
の
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
言
え
る
場
合
に
は
、
か
え
っ
て
被
用
者
の
誠
実
さ
（
善
意
）
は
関
係
な
い
と
す
る
の

が
多
く
の
裁
判
例
の
立
場
で
あ
る
と
さ
れ

る
（9

4

）

。 
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３ 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
後
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
展
開 

 
一
九
九
五
年
の
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
降
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
採
択
に
伴
っ
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
定
義
が
拡
大
さ

れ
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
の
お
そ
れ
に
対
し
て
も
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
結
果
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
法
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
現
実
の
不
正
行
為
の
証
明
が
な
い
場
合
で
も
、
救
済
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ

る
（9

5

）

。
そ
の
背
景
と
し
て
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
飛
躍
的
発
展
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
な
い
し
事
業
経
営
の
性
質
の
大
き
な

変
化
が
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
降
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、
論
争
が
絶
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
裁
判
所
が
、
衡
平
法
上
の
正
当
な
救
済
手
段
と
し
て
、
同
法
理
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
（9

6

）

。
ま
た
、
不
可
避
的

開
示
と
い
う
概
念
を
認
め
る
裁
判
例
の
中
に
も
、
同
法
理
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
め
ぐ

っ
て
見
解
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
情
報
開
示
の
不
可
避
性
に
だ
け
焦
点
を
当
て
る
裁
判
例
が
あ
る
一
方
で
、
被
告
側
の
不
誠
実

や
率
直
さ
を
欠
く
こ
と
、
ま
た
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
有
者
に
回
復
不
可
能
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
の
証
明
の
よ
う
な
要
因
を
考

慮
す
る
裁
判
例
が
あ

る
（9

7

）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
商
道
徳
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
い
う
公

益
の
保
護
に
は
貢
献
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
伝
統
的
に
支
持
さ
れ
、
ま
た
保
護
さ
れ
て
き
た
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由

（
転
職
の
自
由
）
や
流
動
性
を
損
ね
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
（9

8
）

。 
  
 

五 

競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用 

 

以
上
の
よ
う
な
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
被
用
者
の
権
利
と
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
と
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
と
い
う
難
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
用
者
に
は
、
自
己
の
選
択
す
る
職
場
で
身
に
付
け
た
知
識
、
技
能
、
経
験
な
ど
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を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
、
維
持
、
向
上
さ
せ
る
権
利
が
支
持
さ
れ
る
一
方
で
、
使
用
者
（
企
業
）
に
は
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
か
ら
の
保
護
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、

被
用
者
が
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
一
層
の
困
難
が
伴

う
（9

9

）

。
こ
の
点
、
差
し
迫
っ
た
不
正
行
為
の
証
拠
が
あ
れ
ば
、
被
用
者
が
選
択
す
る
使
用
者
に
就

労
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
に
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
不
可
避
的
開
示
と

差
止
命
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
不
可
避
的
開
示
は
差
止
め
を
命
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
競
業
禁
止
契
約
と
は
ま
っ
た
く
別
個
、
独
立
の
手

段
で
あ
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
国
家
社
会
の
公
共
の
利
益
の
問
題
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
職
業
を
変
え
る
権
利
は
、
従
来
か
ら
是
認
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
自
己
の
被
用
者
に
内
密
に
価
値
の
あ
る
知
識
・
情
報
を
知
ら
せ
た
使
用
者
は
競
業
他
社
に
秘
密
情
報
を
使
う

こ
と
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
使
用
者
の
最
も
価
値
の
あ
る
秘
密
を
身
に
付
け
た
被
用
者
は
専
門
分
野
に
優
れ
た
能

力
を
発
揮
す
る
の
に
適
し
て
も
い
る
。
こ
の
点
、
公
益
性
の
観
点
か
ら
は
、
社
会
の
流
動
化
に
伴
っ
て
、
仕
事
か
ら
仕
事
へ
、
人
材
が
移
動

す
る
こ
と
に
関
心
が
持
た
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
身
に
付
け
た
被
用
者
に
は
、
職
場
か
ら
職
場
へ
、
ま
た
企
業
か

ら
企
業
へ
、
さ
ら
に
、
産
業
構
造
の
中
で
、
転
職
や
昇
進
へ
向
け
て
移
動
す
る
た
め
、
流
動
性
が
必
要
と
も
さ
れ
る
。
専
門
分
野
に
優
れ
た

能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
に
は
、
転
職
に
伴
っ
て
、
自
ら
獲
得
し
た
知
識
、
技
能
、
経
験
な
ど
を
発
揮
す
る
正
当
な
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
（1

0
0

）

。 
 

こ
う
し
て
、
被
用
者
に
は
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
、
維
持
、
向
上
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
方
で
、
価
値
の
あ
る
情
報
を
内
密
に
被
用
者
に
開
示
し
た
使
用
者
に
は
、
被
用
者
が
転
職
す
る
場
合
、
競
業
他
社
に
自
ら
の
ト
レ

ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
発
明
が
促
進
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
使
用
者
の
権
利
は
、
被
用
者
の
権
利
の
犠
牲
の
う
え
に
立
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っ
て
、
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
（1

0
1

）

。 
 

競
業
禁
止
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
競
業
制
限
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
使
用
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
被
用
者
の
流
動
性
を
阻
害
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
特
許
を
受
け
な
い
製
品
の
製
造
や
販
売
の
自
由
か
つ
オ
ー
プ
ン
な
競
争
を
維
持
す
る
一
方
で
、
商
業
上
の
道
徳
基
準
を

保
護
し
、
発
明
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
を
求
め
る
、
そ
の
同
じ
法

が
、
退
職
労
働
者
が
生
計
を
営
む
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
（1

0
2

）

。 
 

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
従
来
か
ら
、
い
わ
ば
事
後
的
に
（ex post facto

）
競
業
禁
止
契
約
を
得
さ
せ
る
よ
う
な
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
の
主
張
を
使
用
者
に
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
先
に
述
べ
た
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
の
不
可
避
性
の
問
題
と
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
結

び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
関
係
終
了
後
に
、
被
用
者
が
以
前
の
使
用
者
と
競
業
し
な
い
こ
と
を
合
意
す
る
競
業
禁
止
契
約
が

締
結
さ
れ
て
い
な
い
労
使
関
係
に
お
い
て
も
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
お
よ
び
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
し

た
こ
と
に
、
大
き
な
特
徴
が
認
め
ら
れ

る
（1

0
3

）

。 

 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
降
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
つ
い
て
多
く
の
見
解
が
公
表
さ
れ
て
き

た
（1

0
4

）

。

し
か
し
、
そ
の
一
般
的
な
結
論
と
し
て
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
が
広
範
に
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
司
法
上
競
業
禁
止
契
約
を
設
け
た
の

と
同
じ
結
果
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（1

0
5

）

。
さ
ら
に
、
も
し
裁
判
所
が
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
事
件

へ
何
の
制
約
も
な
く
、
安
易
に
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
産
業
に
お
い
て
経
済
成
長
の
も
と
と
な
る
被
用
者
の

移
動
や
一
般
的
知
識
・
情
報
の
広
が
り
が
阻
害
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
萎
縮
す
る
結
果
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
は
、
多
く
の
産

業
が
効
率
よ
く
経
済
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
契
約
が
結
ば

れ
て
い
な
い
事
例
に
対
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
場
合
、
被
用
者
に
禁
止
を
命
じ
る
前
に
、
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単
に
不
正
行
為
が
避
け
ら
れ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
わ
け
で
あ

る
（1

0
6

）

。 
 

こ
の
点
、
前
述
し
た
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
同
社
が
保
護
す
る
こ
と
を
求
め
た
情
報
に
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が

含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
を
判
断
し
た
後
に
、
裁
判
所
は
、
退
職
す
る
に
至
っ
た
被
告
の
行
為
を
議
論
す
る
に
及
ん
だ
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
で
の
ポ
ス
ト
を
受
け
入
れ
た
後
に
、
被
告
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
そ
の
他
の
同
僚
に
、
誘
い
を

受
諾
を
し
な
か
っ
た
旨
を
知
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
ク
エ
ー
カ
ー
社
で
の
新
し
い
職
責
に
つ
い
て
、
証
言
の
中
で
明
確
に
述
べ
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
に
照
ら
し
て
、
被
告
が
約
束
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ペ
プ
シ
コ
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
な
い

と
し
て
も
、
被
告
の
行
動
お
よ
び
ク
エ
ー
カ
ー
社
の
リ
ク
ル
タ
ー
に
対
す
る
行
動
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
を
安
心
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
旨
、

裁
判
所
は
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
言
え
ば
、
裁
判
所
は
同
事
件
に
お
い
て
、
純
粋
に
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
し
た
と
言
う

よ
り
、
む
し
ろ
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
行
為
が
生
じ
る
徴
候
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
ら
を
判
決
の
よ
り
所
と
し
た
と
言
え
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
そ
れ
自
体
は
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
に
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
単
に
開
示
が
不
可

避
で
あ
る
こ
と
以
上
の
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
あ

る
（1

0
7

）

。 
 

以
上
の
よ
う
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
差
止
め
を
命
じ
る
独
立
し
た
手
段
で
あ
る
旨
判
示
し
た
が
、
ペ

プ
シ
コ
社
事
件
判
決
に
沿
っ
た
と
ら
え
方
を
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
メ
ル
ク
社
対
リ
オ
ン
事
件
判

決
（1

0
8

）

や
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
社
対

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
判

決
（1

0
9

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
件
と
も
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
に
差
止
命
令
は
認
め
ら
れ
る
か
否
か

に
関
係
し
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
拡
大
適
用
に
は
慎
重
な
立
場
を
堅
持
し
た
点
が
、

注
目
さ
れ

る
（1

1
0

）

。 
 

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
メ
ル
ク
社
事
件
に
お
い
て
は
、
原
告
会
社
に
は
暫
定
的
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
旨
判
示
さ
れ
た

が
、
裁
判
所
は
、
人
が
生
計
を
営
む
こ
と
を
妨
げ
る
差
止
命
令
を
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
判
決

に
制
限
を
設
け
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
競
業
的
な
就
労
を
一
緒
に
阻
止
す
る
幅
広
い
差
止
命
令
を
認
め
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
（
ノ
ー
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ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
）
と
し
て
は
、
よ
り
狭
く
限
定
さ
れ
た
救
済
は
、
被
用
者
の
以
前
と
現
在
の
ポ
ス
ト
の
類
似
性
の
程
度
や
、
当
該
情

報
の
価
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
不
誠
実
、
ま
た
は
取
引
の
不
当
性
、
競
争
相
手
が
そ
れ
相
応
の
知
識
や
実
績
を
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
証
明
が
求
め
ら
れ
る
と
し

た
（1

1
1

）

。 
 

こ
う
し
た
原
則
的
考
え
を
本
件
メ
ル
ク
社
事
件
の
事
案
に
当
て
は
め
て
、
被
告
が
競
業
他
社
へ
行
く
予
定
で
あ
る
か
ど
う
か
、
原
告
会
社

か
ら
当
初
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
被
告
は
製
薬
業
界
以
外
で
、
二
、
三
の
転
職
の
機
会
を
考
え
て
い
る
と
応
答
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
二
、
三
週
間
後
に
、
同
じ
問
題
に
対
し
て
、
被
告
は
同
じ
返
答
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
人
は
原
告
会
社
に

対
し
て
虚
偽
を
述
べ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
被
告
が
退
職
し
、
競
業
他
社
に
就
労
す
る
な
ら
ば
、
被
告
が
受
け
取
る
資

格
が
な
か
っ
た
は
ず
の
大
き
な
利
益
を
一
括
し
て
得
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
（1

1
2

）

。 
 

右
の
よ
う
な
事
案
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
必
ず
し
も
被
告
が
競
業
他
社
に
就
労
す
る
こ
と
を
完
全
に
阻
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
狭
く

限
定
さ
れ
た
差
止
め
を
命
じ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
差
止
命
令
に
よ
っ
て
、
被
告
は
、
一
、
二
年
の
間
、
一
つ
の
製
品
に
つ
い
て
限
ら
れ
た
範

囲
で
働
く
こ
と
が
阻
止
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
（1

1
3

）

。
こ
う
し
て
、
本
件
裁
判
所
は
、
い
か
に
も
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
判
決
の
よ
り
所
と
し

た
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
情
報
を
開
示
し
な
い
と
い
う
被
告
の
約
束
が
誠
実
さ
に
欠
け
る
が
ゆ
え
に
、
不
正
行
為
の
お

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
差
止
命
令
が
認
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
第
二
に
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
社
事
件
は
、
二
人
の
被
用
者
が
競
業
他
社
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
以
前
の
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
使
用
に
対
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
本
件
に
お
い
て
、
不
誠
実
さ
の
徴
候
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

本
件
二
人
の
被
告
の
う
ち
の
一
人
だ
け
が
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
そ
れ
ら
は
と
く
に
区

別
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
件
被
告
ら
は
、
原
告
会
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
い
く
つ
か
を
す
で
に
不
正
使
用
し
、
将
来
的
に
も
積
極

的
に
そ
う
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
二
人
の
被
告
の
内
の
一
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
見
つ

け
ら
れ
た
記
録
に
は
、
原
告
会
社
の
マ
ー
ジ
ン
に
つ
い
て
の
議
論
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
被
告
の
コ
ン
ピ



198 

 

ュ
ー
タ
ー
に
は
、
同
社
の
マ
ー
ジ
ン
は
高
す
ぎ
る
こ
と
を
原
告
会
社
の
最
大
の
顧
客
に
告
げ
る
案
が
含
ま
れ
、
被
告
ら
は
、
少
な
く
と
も
、

以
前
の
使
用
者
に
対
し
て
競
争
す
る
よ
う
な
情
報
を
用
い
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
裁
判
所
は
本
件
判
決

に
お
い
て
、
単
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
の
法
理
だ
け
を
よ
り
所
と
す
る
の
で
は
な
く
、
被
告
ら
が
一
定
の
期
間
、

原
告
会
社
と
競
業
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
を
認
め
る
た
め
、
不
正
行
為
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ

る
（1

1
4

）

。 
 

以
上
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
伴
判
決
の
み
な
ら
ず
、
右
の
二
つ
の
事
伴
判
決
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
、
裁
判

所
は
、
不
可
避
的
同
示
の
法
理
だ
け
に
基
づ
い
て
差
止
命
令
を
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
対
す
る
不
正
行
為
が
単
に
「
不
可
避
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
、
例
え

ば
、
①
ポ
ス
ト
の
類
似
性
、
②
現
在
の
使
用
者
（
企
業
）
と
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
と
の
間
の
競
業
関
係
、
③
使
用
者
の
開
示
に
対
す
る

積
極
性
な
ど
の
よ
う
な
証
拠
を
求
め
た
と
言
え
る
。
そ
の
際
に
裁
判
所
は
、
同
法
理
の
適
用
の
拡
大
に
対
す
る
批
判
に
配
慮
し
て
、
使
用
者

の
専
門
的
職
業
を
選
択
す
る
権
利
と
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
含
む
知
的
財
産
権
と
の
間
で
鋭
意
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
き
た

と
言
え

る
（1

1

）

。
も
と
よ
り
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
が
使
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
転
職
の
自
由
）
に
反
す
る
場
合
に
は
そ
の
適
用
を
制
限

す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
判
断
が
恣
意
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
べ
き
か
に
つ

い
て
さ
ら
に
具
体
的
な
指
針
の
策
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。 

  
 

六 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
差
し
迫
っ
た
開
示
な
い
し
は
そ
の
お

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
禁
止
規
定
に
、
そ
の
法
的
被
拠
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
理

の
形
成
と
発
展
は
、
決
し
て
平
坦
な
道
を
歩
ん
で
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
不
可
避
的
開
示
の

法
理
は
、
被
用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
転
職
の
自
由
）
や
雇
用
の
流
動
性
へ
の
関
心
か
ら
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
へ
と
関
心

の
あ
り
か
が
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
へ
重
点
を
完
全
に
移
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し
か
わ
け
で
は
な
く
、
同
法
埋
か
よ
り
明
確
に
な
り
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
要
件
が
さ
ら
に
厳
密
に
検
討
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
濫
訴
の

危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
に
名
を
借
り
て
、
専
門
分
野
に
優

れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
、
維
持
、
向
上
の
機
会
が
奪
わ
れ
か
ね
な
い
。 

 

確
か
に
、
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
被
用
者
に
は
自
己
の
ス
キ
ル
、
知
識
な
ど

を
用
い
て
生
計
を
営
む
権
利
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
は
、
被
用
者
の
退
職
の
自
由
に
制
限

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
転
職
を
躊
躇
さ
せ
る
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
同
法
理
が
形
式
的
、
一
律
に
安
易
に
適
用
さ
れ
る
な
ら

ば
、
通
常
、
競
業
禁
止
契
約
ま
た
は
秘
密
保
持
契
約
が
履
行
強
制
さ
れ
る
た
め
に
は
、
一
般
に
、
期
間
、
場
所
、
職
業
な
ど
に
つ
い
て
一
定

の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
使
用
者
（
企
業
）
が
競
業
禁
止
契
約
ま
た
は
秘
密
保
持

契
約
な
ど
の
契
約
措
置
を
と
る
こ
と
な
く
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
、
と
く
に
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
場
合
に
、
そ
れ
の
代
替
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

同
法
理
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
の
措
置
を
怠
っ
て
い
た
使
用
者
（
企
業
）
に
、
頼
み
の
綱
を
与
え
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、

怠
慢
な
使
用
者
は
か
え
っ
て
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
よ
っ
て
安
全
弁
を
得
る
に
等
し
い
。
こ
れ
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護

す
る
た
め
に
事
前
に
契
約
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
不
備
を
糊
塗
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
の
転

職
や
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
、
維
持
、
向
上
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
適
用
を
い
か
に
合
理
的
な
範
囲
内
に
抑
制
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、

同
法
理
は
、
ご
く
ま
れ
な
事
例
に
そ
の
適
用
を
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
法
理
は
、
使
用
者
（
企
業
）
が
特
定
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
を
保
有
す
る
一
方
で
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
被
用
者
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
、
互
い
に
厳
し
く
し
の
ぎ
を
削
り
合
う
競
業
他
社
に
直
接
転
職
を
図
る
よ
う
な
場
合
に
、
正
当
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
あ
れ
、
競
業
他
社
へ
の
就
労
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
を
得
る
た
め
に
、
同
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
専
門
分
野
に
優
れ
た
能
力
を

発
揮
す
る
被
用
者
の
権
利
の
侵
害
の
犠
牲
の
上
に
立
っ
て
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
退
職
被
用
者
が
不
誠
実
で
あ
っ
て
、
真
に
情
報
の
開
示
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
差
止
め
が
命
じ
ら
れ

る
に
す
ぎ
な

い
（1

1
6

）

。 
 

注 

(

1) 

企
業
の
持
つ
人
的
経
営
資
源
の
経
済
的
価
値
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
が
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
時
代
に
入
り
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
先
端
産
業
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
に
お
い
て
競
争

が
激
化
す
る
に
伴
っ
て
、
そ
れ
が
国
内
企
業
レ
ベ
ル
で
の
以
前
に
も
増
し
た
厳
し
い
競
争
を
生
み
出
す
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
劇
的
変
化
と
い

う
事
情
が
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
環
境
の
激
変
の
時
代
の
中
で
企
業
を
持
続
的
に
成
長
発
展
さ
せ
る
た
め
の
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
が
あ
る
。
「
革
新
」
、
「
刷
新
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
別
企
業
に
お
い
て
人
事
制
度
の
改
革
の
み
な
ら
ず
、
企
業
そ
の
も
の
の
あ

り
方
を
常
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

(

2) 

こ
の
点
、
特
許
法
に
基
づ
い
て
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
行
特
許
法
は
第
二
条
に
お
い
て
、「
自
然
法
則
を
利
用
し
た
技
術

的
思
想
の
創
作
の
う
ち
高
度
の
も
の
」
を
そ
の
保
護
の
対
象
に
し
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
、
技
術
上
の
「
営
業
秘
密
」
の
中
に
保
護
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
（
例
え
ば
、
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
）
が
あ
る
。
ま
た
、
営
業
上
の
情
報
は
、
す
べ
て
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
特
許
制
度
は
、
排
他
的

権
利
を
与
え
る
代
わ
り
に
公
開
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
競
業
他
社
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
必
ず
し
も
特
許
制
度

に
よ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
場
合
が
あ
る
（
通
商
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
『
営
業
秘
密
・
逐
条
解
説
・
改
正
不
正
競
争
防
止
法
』
（
有

斐
閣
、
一
九
九
〇
年
、
一
四
五
頁
を
参
照
）
。
な
お
、
近
年
、
例
え
ば
、「
液
晶
」
な
ど
、
最
先
端
の
技
術
に
つ
い
て
、
特
許
を
基
本
的
に
出
願
し
な
い
で

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
守
る
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
る
（
柳
原
一
夫
・
大
久
保
隆
弘
『
シ
ャ
ー
プ
の
「
ス
ト
ッ
ク
型
」
経
営
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
四
年
、
七
七
頁
以
下
）。 

(

3) 

し
た
が
っ
て
、
持
続
的
に
成
長
発
展
を
遂
げ
る
源
泉
と
し
て
、
多
数
の
知
識
、
情
報
を
抱
え
る
企
業
が
、「
営
業
秘
密
」
に
対
し
て
厳
格
な
管
理
を
施
し
、

被
用
者
の
服
務
規
律
な
ど
の
徹
底
を
は
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
技
術
や
知
識
・
情
報
の
重
要
性
が
増
大
す
る
一
方
で
、

人
材
の
流
動
化
が
激
し
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
営
業
秘
密
」
を
め
ぐ
る
紛
争
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
技
術
、
知
識
・
情

報
な
ど
は
す
べ
て
企
業
で
働
き
、
退
職
、
転
職
す
る
被
用
者
の
身
に
宿
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
用
者
が
職
務
上
財
産
的
に
価
値
の
あ

る
「
営
業
秘
密
」
を
開
発
し
た
よ
う
な
場
合
、
そ
う
し
た
「
営
業
秘
密
」
は
、
そ
も
そ
も
誰
の
も
の
か
、
そ
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
、
「
営
業
秘
密
」
に
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対
す
る
不
正
行
為
か
ら
の
保
護
を
目
的
と
す
る
不
正
競
争
防
止
法
は
何
ら
具
体
的
な
定
め
を
置
い
て
い
な
い
。 

(
4) 
わ
が
国
政
府
は
、
知
的
財
産
立
国
を
標
榜
し
、
そ
れ
を
国
家
戦
略
と
す
る
「
知
的
財
産
戦
略
大
綱
」
に
お
い
て
「
営
業
秘
密
」
は
、
特
許
権
や
著
作
権

な
ど
の
権
利
と
と
も
に
、
知
的
財
産
権
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
際
競
争
力
の
源
泉
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
い

て
制
定
さ
れ
た
知
的
財
産
基
本
法
は
第
二
条
に
お
い
て
、「
知
的
財
産
」
と
は
、「
営
業
秘
密
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報

を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
。 

(

5) 

「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
た
め
に
秘
密
保
持
契
約
ま
た
は
競
業
避
止
契
約
を
労
使
の
間
で
締
結
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
契
約
自
由
の
原
則
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
的
に
は
公
序
良
俗
（
民
法
第
九
〇
条
）
に
違
反
し
な
い
限
り
、
「
営
業
秘
密
」
の
秘
密
保
持
義
務
、
競
業
避
止
義
務
に
つ
い

て
契
約
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
契
約
の
う
ち
、
と
く
に
競
業
避
止
契
約
を
よ
り
所
と
す
る
場
合
に
は
、
退
職
被
用
者
の
就

業
活
動
を
直
接
的
に
制
限
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
競
業
避
止
契
約
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
競
業
の
制
限
が
合
理
的
な
範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
裁
判
所
は
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
（
奈
良
地
判
昭
四
五
・
十
・
二
三
判
時
六
二
四
号
、

七
八
頁
）
に
お
い
て
、
「
制
限
の
期
間
・
場
所
的
範
囲
・
制
限
の
対
象
と
な
る
職
種
の
範
囲
・
代
償
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
会
社
側
の
利
益
（
営
業
秘

密
の
保
護
）
、
退
職
す
る
社
員
の
不
利
益
（
転
職
・
再
就
職
の
不
自
由
お
よ
び
社
会
的
利
害
（
独
占
集
中
の
お
そ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
一
般
消
費
者
の
利
害
）

の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
他
方
、
例
え
ば
、
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
判
決
（
東
京
地
判
平

成
七
・
十
・
十
六
判
時
一
五
五
六
号
、
八
三
頁
）
に
お
い
て
は
、
「
会
社
の
役
員
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
退
職
後
二
年
間
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特

約
に
つ
い
て
、
監
査
役
で
あ
っ
た
者
と
の
特
約
に
つ
い
て
は
、
職
務
と
の
関
係
で
競
業
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
の
合
理
的
な
理
由
が
疎
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

競
業
行
為
の
禁
止
さ
れ
る
場
所
の
制
限
が
な
い
な
ど
、
目
的
達
成
の
た
め
に
執
ら
れ
て
い
る
競
業
行
為
の
禁
止
措
置
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
で
あ
る
と

は
い
え
ず
、
右
競
業
行
為
禁
止
に
よ
り
受
け
る
不
利
益
に
対
す
る
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
か
ら
、
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で

あ
る
が
、
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
者
と
の
特
約
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
営
業
秘
密
を
取
り
扱
い
得
る
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
有
効
で
あ
る
」

と
さ
れ
た
。 

ち
な
み
に
、
本
来
、
競
業
避
止
義
務
と
秘
密
保
持
義
務
は
概
念
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
し
、
別
個
に
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
知
識
、

技
術
が
高
度
に
発
達
し
た
今
日
の
経
営
環
境
の
も
と
で
、
企
業
の
保
有
す
る
「
営
業
秘
密
」
を
い
か
に
し
て
保
護
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
両
者

は
、
分
か
ち
が
た
く
絡
み
合
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
契
約
の
種
類
こ
そ
異
な
る
が
、
使
用
者
（
企
業
）
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
被
用
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
に
経
済
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
営
業
上
の
秘
密
を
保
護
す
る
と
い
う
同
じ
目
的
を
目
指
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
競
業
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避
止
契
約
は
、
直
接
的
に
被
用
者
の
転
職
を
制
限
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
、
通
常
の
職
業
活
動
を
通
じ
て
生
計
を
成
り
立
た
せ
る
権
利
に
直
接
的
に
制
限

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
契
約
の
締
結
に
よ
る
「
営
業
秘
密
」
保
護
の
あ
り
方
の
検
討
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
営
業
秘
密
」
の
保
護
と
秘
密
保
持
契
約
と
の
関
係
、
そ
の
他
に
特
許
権
、
著
作
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿

に
必
要
な
限
度
で
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。 

(

6) 

こ
の
点
、
学
説
は
、
従
来
か
ら
、
被
用
者
が
雇
用
関
係
継
続
中
に
知
り
え
た
使
用
者
の
業
務
上
や
技
術
上
の
秘
密
を
不
当
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
義
務
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
存
続
し
う
る
と
い
う
考
え
方
（
我
妻
栄
『
債
権
各
論
（
中
）
二
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六

二
年
）
五
六
八
―
五
六
九
頁
、
後
藤
清
『
転
職
の
自
由
と
企
業
秘
密
の
防
衛
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
）
三
三
頁
、
盛
岡
一
夫
「
営
業
秘
密
の
保
護
」『
法

律
の
ひ
ろ
ば
』
四
〇
巻
一
一
号
（
一
九
八
七
年
）
四
二
頁
以
下
、
拙
稿
「
労
働
者
の
退
職
後
に
お
け
る
競
業
禁
止
に
関
す
る
契
約
」
中
川
淳
先
生
還
暦
祝

賀
論
集
『
民
事
責
任
の
現
代
的
課
題
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
八
九
年
）
四
四
九
頁
以
下
、
な
ど
）
と
、
労
働
関
係
終
了
後
は
労
働
契
約
の
付
随
義
務
と

し
て
の
秘
密
保
持
義
務
も
終
了
す
る
と
解
す
る
見
解
（
三
島
宗
彦
「
労
働
者
・
使
用
者
の
権
利
義
務
」『
新
労
働
法
講
座
七
』（
日
本
労
働
法
学
会
、
一
九

六
六
年
）
一
三
九
頁
以
下
、
山
口
俊
夫
「
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
」
石
井
照
久
先
生
追
悼
論
集
『
労
働
法
の
諸
問
題
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
）

四
〇
九
頁
、
和
田
肇
「
労
働
市
場
の
流
動
化
と
労
働
者
の
守
秘
義
務
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
九
六
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
二
頁
以
下
、
川
田
琢
之
「
競
業

避
止
義
務
」『
講
座
21
世
紀
の
労
働
法
(4)
』（
日
本
労
働
法
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
三
頁
、
土
田
道
夫
「
競
業
避
止
義
務
と
秘
密
保
持
義
務
の
関
係
に
つ

い
て
」
中
嶋
士
元
也
先
生
還
暦
記
念
論
集
『
労
働
関
係
法
の
現
代
的
展
開
』
（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
八
九
頁
、
小
畑
史
子
「
退
職
し
た
労
働
者
の

競
業
規
制
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
〇
六
六
号
（
一
九
九
五
年
）
一
一
九
頁
、
菅
野
一
夫
『
労
働
法
〔
第
七
版
補
正
二
版
〕
』
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
六

八
頁
、
な
ど
）
が
対
立
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
、
こ
の
義
務
を
あ
ま
り
広
く
認
め
る
と
、
被
用
者
で
あ
っ
た

者
の
経
済
的
・
社
会
的
活
動
を
不
当
に
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
雇
用
契
約
に
伴
っ
て
特
約

さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
し
か
も
合
理
的
な
範
囲
で
認
め
る
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
て
き
た
（
我
妻
・
前
掲
五
九
五
）
。
ま
た
、
被
用
者

退
職
後
の
競
業
行
為
の
差
止
め
に
つ
い
て
裁
判
例
は
、
退
職
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
直
接
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
期
間
、
活
動
の
範
囲
な

ど
を
明
確
に
し
た
競
業
制
限
の
特
約
が
存
在
し
、
か
つ
そ
の
制
限
の
必
要
性
と
範
囲
に
照
ら
し
て
当
該
特
約
が
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
場
合
に
、
そ
れ
を

根
拠
に
与
え
る
と
す
る
も
の
（
例
え
ば
、
前
掲
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
、
七
八
頁
）
と
、
否
定
す
る
も
の
（
例
え
ば
、
前
掲
東
京
リ

ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
判
決
、
八
三
頁
）
に
大
き
く
分
か
れ
る
。 

 
 
 

一
方
、
わ
が
国
の
不
正
競
争
防
止
法
は
第
二
条
第
一
項
七
号
に
お
い
て
、
「
営
業
秘
密
」
を
保
有
す
る
使
用
者
（
企
業
）
か
ら
「
営
業
秘
密
」
を
開
示
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さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
被
用
者
な
ど
が
不
正
の
競
業
そ
の
他
の
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
ま
た
は
使
用
者
（
企
業
）
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
「
営

業
秘
密
」
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
行
為
を
「
不
正
競
争
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
競
業
避
止
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
ま
た
は
開

示
の
制
限
が
課
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
右
の
よ
う
な
目
的
で
「
営
業
秘
密
」
の
使
用
ま
た
は
開
示
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
信
義
則
に
違
反
す
る
も
の
と
し

て
、
差
止
め
の
対
象
と
さ
れ
る
（
同
法
第
三
条
、
な
お
、
前
掲
通
商
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
、
一
四
五
頁
）
、
ま
た
、
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室

『
逐
条
解
説
・
改
正
不
正
競
争
防
止
法
〔
平
成
一
六
―
一
七
年
改
正
版
〕
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
六
二
頁
以
下
。 

(

7) 
PepsiC

o, Inc. v. R
edm

ond, 54F. 3d1262( 7th C
ir. 1995) . 

本
件
裁
判
所
は
、「
営
業
秘
密
」
で
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
知
識
・
情

報
を
持
つ
以
前
の
被
用
者
が
競
業
他
社
に
お
い
て
類
似
の
地
位
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
る
競
業
行
為
に
対
し
て
差
止
命
令
を
認
め
た
。 

(

8) 
D

avid Lincicum
, Inevitable Conflict? : California’s Policy of W

orker M
obility and the D

octrine of “Inevitable D
isclosure”, 75S. C

al. L. Rev. 
1257, 1260

( 2002) . 

リ
ン
シ
カ
ム
は
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
は
、
現
実
の
不
正
行
為
が
な
い
場
合
で
も
、
差
止
命
令
が
認

め
ら
れ
る
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
仮
に
新
し
い
職
務
内
容
が
、
不
可
避
的
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
開
示
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
以
前
の
被
用
者
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
競
業
企
業
に
転
職
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
う
る
。Id. 

 
 
 

し
か
し
、
問
題
は
、
被
用
者
側
に
害
意
ま
た
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
開
示
の
意
図
を
証
明
す
る
証
拠
が
な
い
場
合
で
も
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
が
適

用
さ
れ
る
点
で
あ
る
。Id. 

な
お
、
「
契
約
に
明
示
の
秘
密
保
持
や
競
業
禁
止
の
規
定
が
な
く
て
も
、
裁
判
所
は
、
差
止
め
の
救
済
を
与
え
て
き
た
」
、
と

指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、
土
井
輝
生
『
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
―
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
制
定
法
の
解
説
』
（
同
文
舘
、
一
九
八
九
年
）
、

一
〇
頁
。 

(

9) 

「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
は
、
雇
用
関
係
に
あ
る
間
に
労
使
の
間
で
競
業
禁
止
の
契
約
交
渉
が
整
わ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
使
用
者
（
企
業
）
が
以

前
の
被
用
者
に
事
実
上
、
競
業
禁
止
契
約
を
結
ん
だ
に
等
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
点
で
と
く
に
問
題
と
さ
れ
る
。 

(

10) 

千
野
直
邦
著
『
営
業
秘
密
の
法
的
保
護
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
四
八
頁
、
一
一
一
頁
。 

(

11) 
K

atherine V. W
. Stone, Know

ledge at W
ork : D

isputes O
ver the O

wnership of H
um

an Capital in the C
hanging W

orkplace, 34C
onn. L. Rev. 

721, 721
( 2002) . 

被
用
者
の
知
識
・
情
報
や
創
造
性
は
、
製
造
業
を
基
盤
と
す
る
経
済
に
お
い
て
も
、
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
知
識
・

情
報
を
基
盤
と
す
る
経
済
に
比
べ
る
と
そ
の
重
み
は
相
対
的
に
低
い
と
言
え
る
。 

(

12) 
A

nn C
. H

odges and Porcher L. Taylor, III, The Business Fallout from
 the Rapid O

bsolescence and Planned O
bsolescence of H

igh-Tech 
Products : D

ownsizing of Noncom
petition Agreem

ents, 6Colum
. Sci. &

 Tech. L. R
ev. 3

( 2005) . 

技
術
の
進
展
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
に
大
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き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
経
済
の
基
盤
が
製
造
か
ら
情
報
へ
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
知
識
や
情
報
を
豊
か
に
持
つ
被
用
者
は
、
使
用
者
（
企
業
）
に
対

し
て
価
値
を
増
し
て
お
り
、
急
速
な
技
術
の
変
化
は
人
的
経
営
資
源
を
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
い
る
。 

(

13) 
ピ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ペ
リ
（Peter C

appelli

）
（
若
山
由
美 

翻
訳
）、
『The N

ew
 D

ealat W
ork

（
雇
用
の
未
来
）』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

一
五
頁
、
四
四
頁
を
参
照
。
キ
ャ
ペ
リ
は
「
雇
用
保
障
、
終
身
雇
用
、
定
期
昇
進
、
安
定
賃
金
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
旧
来
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
終
焉
の

時
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
死
に
至
ら
し
め
た
の
は
、
市
場
原
理
を
組
織
内
部
に
持
ち
込
ん
だ
経
営
変
革
で
あ
る
」
、
こ
う
し
た
「
変
革
の
過
程
で
、
外
部
労

働
市
場
も
組
織
内
部
に
入
り
込
ん
で
き
た
」
と
す
る
（
同
書
三
九
頁
）
。
ま
た
、
キ
ャ
ペ
リ
は
、「
か
り
に
、
旧
来
の
終
身
雇
用
に
基
づ
く
関
係
が
結
婚
だ

と
す
れ
ば
、
新
し
い
雇
用
関
係
は
離
婚
と
再
婚
を
生
涯
繰
り
返
す
よ
う
な
も
の
だ
」
、
と
い
う
（
同
書
一
七
頁
）
。 

(

14) 
Stone, supra note 11, at 730-32. 

ま
た
、K

atherine V. W
. Stone, The New

 Psychological Contract : Im
plications of The Changing W

orkplace 
For Labor and Em

ploym
ent Law, 48 U

C
LA L. R

ev. 519( 2001) . 

(

15) 
Id. at. 727. 

(

16) 

キ
ャ
ペ
リ
前
掲
訳
書
、
五
四
―
五
五
頁
。 

(

17) 
H

anna B
ui-Eve, To H

ire or N
ot to H

ire : W
hat Silicon Valley C

om
panies Should Know About H

iring C
om

petitors’ Em
ployees, 48 H

astings L. 
J. 981

( 1997) . at 982. 

(

18) 
Id. at 985. R

onald J. G
ilson, The Legal infrastructure of H

igh Technology Indutrial D
istricts : Silicon Valley, Route 128, and Covenants Not to 

C
om

pete, 74N
. Y. U

. L. R
ev. 575, 590( 1999) . 

(

19) 
Stone, supra note 11, at 738-39. 

(

20) 
C

atherine L. Fisk, Reflections on the N
ew

 Psychological Contract and the O
w

nership of H
um

an Capital, 34Conn. L. R
ev. 

765, at 771-72 ; R
obert G. Bone, A N

ew
 Look at Trade Secret Law

 : D
octrine in Search of Justification, 86 C

al. L. R
ev. 241, 

243( 1998
) . 

ボ
ー
ン
教
授
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
法
的
責
任
は
、
主
と
し
て
契
約
原
理
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。N

athan N
ew

m
an, Trade Secrets and Collective Bargaining : A Solution to Resolving Tensions in the Econom

ics of Innovation, 6Em
p. R

ts. 
&

 Em
p. Po1’y J. 1, 2, 41( 2002) , at 7-9 ; Steven W

i1f, Trade Secrets, Property and Social Relations, 34Conn. L. R
ev. 787, 790( 2002

) . 
(

21) 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
も
と
も
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
由
来
す
る
が
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
制
定
を
契
機
に
し
て
、
大
多

数
の
州
に
お
い
て
法
典
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 
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(
22) 

雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
制
限
の
履
行
の
強
制
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
州
で
は
制
定
法
上
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。John D

w
ight Ingram

, 
C

ovenants Not to Com
pete, 36 A

kron L. Rev. 49, at 65-66( 2002
) . 

例
え
ば
、
制
限
が
合
理
的
な
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
、
履
行
の
強
制
を
認
め
る
州

( M
ich. C

om
p. Law

s445. 774a( 1)( 2001)

、
個
人
が
合
法
的
な
職
業
や
取
引
に
従
事
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
契
約
は
、
例
外
的
、
限
定
的
に
有
効
と
す

る
州( C

al. B
us.&

 Prof. C
ode 16600( W

est2001)
)

、
被
用
者
は
雇
用
関
係
終
了
後
、
二
年
ま
で
、
競
業
を
制
限
す
る
特
約
に
合
意
し
う
る
と
す
る
州( La. 

R
ev. Stat. A

nn. 23. 921C
( W

est 2001
) . Id. 

(

23) 
R

estatem
ent( Third) of U

nfair Com
petition 39( 1995) . 

(

24) 
D

anielle Pasqualone, Intellectual Property : D
. Trade Secrets : 1. Em

ploym
ent Relationships : G

lobespan Inc. v. O
’Neil, 17 Berkeley Tech. L. 

J. 251, 252( 2002
) . 

(

25) 
B

one, Supra note 20, at 260-96. 

ボ
ー
ン
教
授
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
を
正
当
化
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
展
開
す
る
。See M

atthew
 

k. M
iller, Inevitable D

isclosure W
here N

o N
on-Com

petition Agreem
ent Exists : Additional G

uidance Needed, 6B
. U

. J. SC
I. &

 TEC
H

. L. 9, 
243( 2000) . 

(

26) 
See id, at 262-63. 

(

27) 
Elizabeth A

. R
ow

e, W
hen Trade Secrets Becom

e Shackles : Fairness and the Inevitable D
isclosure D

octrine, 7Tul. J. Tech. &
 Intell. Prop. 

167,( 2005
) , at 191, at 193-94. 

大
多
数
の
州
に
よ
る
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
採
択
の
動
き
は
、「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
と
っ
て
有

利
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
。See id. 194. R

O
B

ERTP. M
ER

G
ES ET A

L., IN
TELLEC

TU
A

L PR
O

PERTY
 IN

 TH
E N

EW
 TEC

H
N

O
LO

G
IC

A
L A

G
E 

34( A
spen Law

 &
 B

usiness 3ded. 2003
) . 

(

28) 
R

ESTATEM
EN

T
( FIR

ST
) O

F TO
RTS 757( b)( 1939) . 

(

29) 
U

N
IF. TR

A
D

E SECR
ETS A

C
T1( 4) , 14U

. L. A
. 437( 1990) . 

統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
秘
密
性
を

保
持
す
る
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
合
理
的
な
努
力
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

(

30) 
Eleanore R

. G
odfrey, Inevitable D

isclosure of Trade Secrets : Em
ployee M

obility v. Em
ployer’s Rights, 3J. H

igh Tech. L. 161( 2004) , at 

163-64. 
(

31) 
Thom

as Sm
ega1 &

. Joseph Joyce, Trade Secrets in the U
nited States, PAT. W

O
R

LD
, O

ct. 1998, at 31, 32. 
(

32) 
See U

N
IF. TR

A
D

E SECR
ETS A

C
T 1 , 16U

. L. A
. 449. 
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(
33) 

例
え
ば
、Patio Enclosures, Inc. v. H

erbst, N
o. 01-3674, 2002 W

L 1492101, at 1( 6th Cir. Jul. 10 2002) . 

本
件
被
告
人
は
、
雇
用
の
条
件
と
し
て
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
有
者
と
の
競
業
禁
止
の
合
意
に
署
名
を
し
て
い
た
。 

(

34) 
Sm

ith v. D
ravo Corp., 203F. 2d369, 376( 7th Cir. 1953) . 

本
件
裁
判
所
は
、
秘
密
保
持
に
つ
い
て
明
示
の
約
束
が
な
い
場
合
で
も
、
原
告
が
事
業
目

的
の
た
め
に
被
告
人
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
し
た
場
合
に
、
秘
密
保
持
義
務
を
認
定
し
た
。 

(

35) 
R

estatem
ent( Third) of U

nfair Com
petition 41( 1995) . 

(

36) 
Jet Spray C

ooler, Inc. v. C
ram

pton, 282N
. E. 2d921, 924

( M
ass. 1972

) . 

本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
雇
用
関
係
に
基
づ
く
黙
示
の
契
約( im

plied 
contract)

理
論
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
、
退
職
被
用
者
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
で
き
る
、
と
述
べ
る
。
し

た
が
っ
て
、
当
事
者
間
に
明
示
の
契
約
が
な
い
場
合
で
も
、
使
用
者
は
、
不
正
行
為
に
対
す
る
訴
え
の
提
起
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。Id. 

(

37) 
M

arietta C
orp. v. Fairhurst, 754N

. Y. S. 2d62, 64( 2003) . 

本
件
裁
判
所
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
は
日
常
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。 

(

38) 

例
え
ば
、PepsiCo., Inc. v. R

edm
ond, 54F. 3d1262, 1269

( 1995) . 
(

39) 
U

. T. S. A
. 2( a) . 

(

40) 
See PepsiC

o., Inc., 54F. 3d1262, 1269
( 1995) . 

本
件
で
は
、
裁
判
所
が
差
止
命
令
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
被
用
者
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を

開
示
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
、
と
主
張
さ
れ
た
。
本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
が
情
報
を
明
確
に
区
分
す
る
並
は
ず
れ
た
能
力
を
持
っ

て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
以
前
の
使
用
者
（
企
業
）
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
知
識
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
使
用
者
（
企
業
）
の
た
め

に
決
定
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。Id. 

(

41) 
See id. at 1265. 

(

42) 
W

exler v. G
eenberg, 160A

. 2d430, 437
( Pa. 1960) . 

本
件
で
は
、
以
前
の
被
用
者
が
競
業
企
業
に
就
労
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
申
立
は
拒
否
さ
れ
た
。

本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
法
的
に
保
護
す
べ
き
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
用
者
が
、
在

職
中
に
習
得
し
た
技
能
、
知
識
な
ど
は
使
用
者
の
財
産
で
は
な
く
、
明
示
の
合
意
の
な
い
限
り
、
被
用
者
は
、
そ
う
し
た
技
能
、
知
識
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
。Id. 

(

43) 
G

odfrey, supra note 30, at 167. B
randy L. Treadw

ay, An O
verview of Individual States’ Application of Inevitable D

isclosure : C
oncrete 

D
octrine or Equitable Tool?, 55SM

U
L. Rev. 621, 623( 2002

) . 
(

44) 

例
え
ば
、PepsiCo., Inc. v. R

edm
ond, 54F. 3d1262, 1269

( 1995) . 
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(
45) 

例
え
ば
、E. I. duPont de N

em
ours &

 C
o. v. A

m
erican Potash &

 Chem
ica1 Corporation., 200A

. 2d428, 435-36( D
el. Ch. 1964) . 

本
件
裁
判
所

は
、
開
示
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
判
断
に
際
し
て
、
そ
れ
が
不
可
避
的
か
否
か
、
蓋
然
性( probability)

の
程
度
を
考
慮
し
う
る
、
と
す

る
。 

(

46) 

例
え
ば
、Eastm

an K
odak Co. v. Pow

ers Film
 Products., Inc., 179N

. Y. S. 325, 330
( 1919) . 

(

47) 
Stephen L. Sheinfeld &

 Jennifer M
. Chow, Em

ployees’ D
uties and Liabilities : Protecting Em

ployer C
onfidences  in W

R
O

N
G

FU
L 

TER
M

IN
ATIO

N
 C

LA
IM

S : W
H

AT PLA
IN

TIFFS &
 D

EFEN
D

A
N

TS H
AV

E TO
 K

N
O

W
, at 373, 349

( PLI Litig. &
 A

dm
in. Practice C

ourse 
H

andbook Series N
o. 581, 1998) . 

(

48) 
Law

rence I. W
einstein, Revisiting the Inevitability D

octrine : W
hen Can a Form

er Em
ployee W

ho Never Signed a Non-Com
pete Agreem

ent 
nor Threatened to U

se or D
isclose Trade Secrets Be Prohibited from

 W
orking for a C

om
petitor?, 21A

M
. J. TR

IA
L A

D
V

O
C

. 211, 212( 1997
) . 

(

49) 
Id. at 218-19. See M

iller, supra note 25, at 248. 
(

50) 
G

odfrey, supra note 30, at 168. 
(

51) 
Eastm

an K
odak Co. v. Pow

ers Film
 Products, Inc., 179 N

. Y. S. 325, 330 (N
. Y. A

pp. D
iv. 1919). 

な
お
、Susan W

haley, Com
m

ent, The 
Inevitable D

isaster of Inevitable D
isclosure, 67 U

. C
IN

. L. REV
 809, 812, 820 (1999). 

不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
関
す
る
初
期
の
裁
判
例
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
て
い
る
。Id. at 812. 

(

52) 
Eastm

an K
odak Co., 179 N

. Y. S. at 327. 

本
件
控
訴
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
被
告
会
社
の
目
的
は
、
原
告
企
業
か
ら
こ
の
種
の
仕
事
に
経
験
の

あ
る
被
用
者
ら
を
自
社
に
引
き
抜
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
製
造
事
業
を
起
ち
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

Id. at 328. 
(

53) 
Id. at 327. 

本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
過
程
で
は
十
分
に
秘
密
の
保
持
が
な
さ
れ
、
原
告
会
社
に
と
っ
て
は
十
分
に
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
原
告
は
立
証
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。Id. 

ま
た
、
原
告
会
社
と
被
告
と
の
間
の
競
業
禁
止
契
約
で
は
、
雇
用
関
係
終
了
後
二
年
間
、

被
告
は
直
接
に
も
間
接
に
も
、
製
造
、
販
売
、
ま
た
は
被
用
者
な
ど
と
し
て
、
ア
ラ
ス
カ
州
を
除
く
合
衆
国
内
に
お
い
て
、
写
真
業
に
従
事
し
て
は
な
ら

な
い
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
被
告
と
の
秘
密
保
持
契
約
で
は
、
原
告
会
社
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
い
か
な
る
製
造
工
程
ま
た
は
方
法
に
つ
き
、
被

告
在
職
中
に
習
得
し
う
る
い
か
な
る
知
識
ま
た
は
情
報
（
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
）
も
、
口
頭
で
あ
れ
書
面
で
あ
れ
、
い
か
な
る
者
に
対
し
て
も
開

示
し
て
は
な
ら
な
い
旨
、
明
文
化
さ
れ
て
て
い
た
。Id. 
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(
54) 

Id. 
(

55) 
Id. 

(

56) 
Id. 

裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
将
来
の
使
用
者
（
企
業
）
の
も
と
で
の
職
務
の
遂
行
過
程
に
お
い
て
は
、
以
前
の
使
用
者
に
対
し
て
忠
誠
を

尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。Id. at 330. 

そ
し
て
、
結
局
、
本
件
で
は
、
被
用
者
は
競
業
他
社
に
就
労
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
。

本
件
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
使
用
ま
た
は
開
示
に
対
す
る
差
止
め
で
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
競
業
行
為
に
対
し

て
差
止
め
を
認
め
た
。
パ
ワ
ー
ズ
社
で
の
職
務
を
遂
行
す
る
過
程
に
お
い
て
被
告
は
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
必
ず
開
示
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。Id. 

(

57) 
B

. F. G
oodrich C

o. v. W
ohlgem

uth, 192 N
. E. 2d 99 (O

hio C
t A

pp.1963). B. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
事
件
判
決
は
、
競
業
禁
止
契
約
と
は
別
に
、
ト

レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
開
示
は
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
の
法
的
根
拠
た
り
う
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
不
可
避
的
開
示
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
、
差
止
命
令
を
実
際
に
裁
判
所
が
認
め
た
の
は
、A
llis- Chalm

ers M
anufacturing Co. v. C

ontinental Aviation and Engineering Corp, 255F. Supp. 
645 (E. D

. M
ich. 1966) 

事
件
で
あ
る
と
さ
れ
る
。Jam

es J. M
ulcahy and Joy M

. Tassin, IS PEPSIC
O

 TH
E C

H
O

IC
E O

F TH
E N

EXT 

G
EN

ERATIO
N

:TH
E IN

EVITABLE D
ISC

LO
SU

RE D
O

C
TRIN

E AN
D

 ITS PLAC
E IN

 N
EW

 YO
RK

. JU
RISPRU

D
EN

C
E, 21 H

ofstra Lab. &
 Em

p. 
L. J. 233 (2003) 

参
照
。 

(

58) 
Id. at 101-04. 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
存
在
す
る
旨
の
判
断
を
下
す
際
に
、
本
件
裁
判
所
は
、
不
法
行
為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト (Restatem

ent of 
torts 757 cm

t. e, 1939) 

を
よ
り
所
と
し
て
、B

. F. 
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
が
保
護
を
求
め
た
情
報
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
科
学
者
、
技
術
者
の
よ
う
な
少
数
の

人
々
に
限
定
さ
れ
た
秘
密
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
し
た
。Id. at 104. 

(

59) 
Id. at 105. 

情
報
開
示
の
お
そ
れ
が
あ
る
旨
を
判
断
す
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
要
因
、
例
え
ば
、
会
社
や
職
務
の
類
似
性
、
被
告
が
ラ
テ
ッ
ク
ス
社
の
チ

ー
ム
の
一
員
に
な
れ
ば
、
与
圧
服
の
仕
事
に
つ
い
て
す
べ
て
の
知
識
を
用
い
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
と
述
べ
た
事
実
な
ど
が
裁
判
所
に
よ
り
考
慮
さ
れ
た
。

Id. at 104. 
(

60) 
E. I. duPont de N

em
ours &

 Co. v. A
m

erican Potash &
 Chem

icaI Corp, 200 A
. 2d 428 (D

e1. Ch. 1964). Id. at 432, 435-36. 
(

61) 
Id. at 430. 

本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
被
告
（
被
用
者
）
は
問
題
の
工
程
の
研
究
開
発
に
六
年
以
上
従
事
し
、
そ
の
当
時
原
告
に
雇
わ
れ
て
い
る
者
と
同

じ
よ
う
に
、
原
告
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。Id. at 434. 

(

62) 
Id. at 431. 

注
目
す
べ
き
は
、
被
告
は
退
職
の
際
に
、
第
三
者
の
事
前
の
承
諾
書
な
く
、
第
三
者
の
財
産
的
に
価
値
の
あ
る
、
ま
た
は
秘
密
の
情
報
、
デ
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ー
タ
ー
、
開
発
、
ま
た
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
あ
る
と
知
る
、
い
か
な
る
情
報
も
開
示
し
な
い
、
と
定
め
る
被
告
会
社
と
の
雇
用
契
約
書
に
署

名
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。Id. 

(

63) 
本
件
裁
判
所
は
判
決
に
当
た
り
、
問
題
の
情
報
の
価
値
や
秘
密
性
に
つ
い
て
は
申
し
分
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
原
告
は
本
件
製
造
物
に
つ
い
て
、
保

護
に
必
要
な
対
応
を
と
り
、
秘
密
情
報
に
万
全
を
期
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
秘
密
情
報
の
開
示
は
被
告
会
社
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
原
告

会
社
に
計
り
知
れ
な
い
損
害
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
。Id. at 432. 

(

64) 
Id. at 430-32. 

(

65) 
Id. at 435-36.

「
不
可
避
的
開
示
」
と
「
お
そ
れ
」
や
、
誠
意
が
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
不
誠
実
」
の
関
係
に
つ
い
て
、B. F. 

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
社
事
件

判
決
で
は
、
被
告
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
こ
と
が
ラ
テ
ッ
ク
ス
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
発
言

は
、
「
お
そ
れ
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
不
誠
実
」
と
い
う
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
件
裁
判
所
は
、
原
告

会
社
が
密
接
に
関
係
す
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
を
被
告
が
認
め
る
な
ら
ば
、
被
告
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
モ
ノ
の
使
用

に
と
ど
め
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
の
誠
実
さ
、
つ
ま
り
、
意
図
さ
れ
た
行
為
が
不
法
あ
る
い
は
以
前
の
使
用
者
に
有
害
で
は
な
い
と
確

信
し
て
行
為
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
「
お
そ
れ
」
の
可
能
性
と
言
う
よ
り
、
被
告
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
す
る
こ
と
が
不
可

避
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
所
と
し
た
。Id. at 435. 

(

66) 
PepsiC

o, Inc. v. R
edm

ond, 54 F. 3d 1262 (7th Cir 1995). 

ち
な
み
に
、
競
業
禁
止
契
約
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の

不
可
避
的
開
示
を
阻
止
す
る
差
止
命
令
に
対
し
て
、
前
述
し
た
諸
事
件
の
理
由
付
を
用
い
る
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
以
前
の
事
例
の
一
つ
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
、N

ational Starch and C
hem

ical Corp. v. Parker Chem
icaI C

orp, 530A
. 2d 31 (N

. J. Super. C
t. A

pp.D
iv.1987) 

が
あ
る
。 

(

67) 
PepsiC

o, Inc. v. R
edm

ond, 54 F. 3d 1262, 1263 (7th C
ir. 1995). 

(

68) 
Id. 

も
し
仮
に
被
告
が
、
競
業
他
社
の
雇
用
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
被
用
者
（
被
告
）
は
、
そ
の

競
業
他
社
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
不
可
避
的
に
開
示
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
た
。
よ
っ
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
ト

レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法 (Illinois Trade Secret A

ct : ITSA
) 

の
も
と
で
、
暫
定
的
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
が
認
め
ら
れ
た
。Id. at 1262. 

(

69) 
Id. at 1263-64. 

(

70) 
See Id. at 1264. 

こ
れ
ら
の
被
告
の
同
僚
に
は
、
ペ
プ
シ
コ
社
の
チ
ー
フ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
オ

フ
ィ
サ
ー
、
直
属
の
上
司
が
含
ま
れ
て
い
た
。 
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(
71) 

Id. at 1271. 
(

72) 
See Id. at 1264-65. 

(

73) 
See Id. at 1265. 

価
格
構
成
に
は
、
販
売
経
路
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
サ
イ
ズ
そ
の
他
に
製
品
や
そ
の
対
象
と
な
る
顧
客
の
特
徴
に
つ
い
て
オ
ー
ル
・
ス
ポ

ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
エ
ー
ジ
向
け
の
達
成
目
標
が
含
ま
れ
て
い
た
。 

(

74) 
See Id. at 1266. 

(

75) 
See Id. 

裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
当
該
既
存
の
プ
ラ
ン
は
、
配
送
の
合
意
や
二
頁
に
わ
た
る
契
約
に
す
ぎ
な
い
基
本
的
な
プ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
基
本
プ
ラ
ン
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
に
は
、
被
告
の
専
門
的
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。See Id. 

(

76) 
 See Id. at 1267. 

(

77) 
Illinois Trade Secrets A

ct, 765 ILL. C
O

M
P. STAT. A

N
N

. 1065/1-9 (W
est 1994). 

ぺ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
の
当
時
、
不
正
行
為
の
お
そ
れ
を
構
成
す

る
も
の
は
何
か
を
定
義
す
る
裁
判
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
裁
判
所
は
、Teradyne, Inc. v. C

lear C
om

m
unications Corp., 707 F. Supp. 

353, 356 (N
. D

. Ill. 1989) 

事
件
を
考
慮
し
た
。
な
お
、
テ
ラ
ダ
イ
ン
社
事
件
で
は
、
不
正
行
為
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
法
の
も
と
で
は
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
可
避
的
か
つ
直
接
の
使
用
の
高
度
の
蓋
然
性
が
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
イ
リ
ノ
イ
州
法
の
も
と
で
は
差
止
め
は
可
能
と

判
示
さ
れ
て
い
た
。See PepsiC

o, 54 F. 3d at 1268. 
(

78) 
Id. at 1269. 

こ
こ
で
は
、Teradyne, Inc. v. C

lear C
om

m
unications C

orp., 707 F. Supp. 353, 356 (N
.D

. Ill. 1989) 

事
件
とA

M
P, Inc. v. 

Fleischhacker, 823 F. 2d 1199 (7th C
ir. 1987) 

事
件
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。 

(

79) 
See id. at 1270. 

(

80) 
See id. at 1271. 

(

81) 
PepsiC

o Inc., 54 F. 3d at 1266-67. 
(

82) 
PepsiC

o Inc., 54 F 3d at 1269-71. G
odfrey, supra note 30, at 171. 

(

83) 
See Johannna L. Edelstein, N

ote, Intellectual Slavery? : The doctrine of Inevitable D
isclosure of Trade Secrets, 26 G

O
LD

EN
 G

ATE U
. L. 

R
EV. 717, 718 (1996). See M

iller supra note 25, at 253. 
(

84) 
Sheinfeld &

 C
how, supra note 47, at 383-85. 

ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
は
、
あ
く
ま
で
も
、
個
別
具
体
的
な
紛
争
に
対
す
る
個
別
具
体
的
な
解
決
を
示

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
様
の
事
件
の
先
例
と
し
て
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、See Edelstein, supra note 
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83, at 226-27. 
(

85) 
G

odfrey, supra note 30, at 174. Int'l B
us. M

ach. Corp. v. Seagate Tech., Inc., 941F. Supp. 98, 101 (D
. M

inn.1992). 

本
件
判
決
で
は
、
原
告
は
不

可
避
的
開
示
に
つ
い
て
高
度
の
蓋
然
性
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。Linda K

. Stevens, Spesial Litigation Issues Pertaining to Trade 
Secrets, 719 PLI/Pat 197, 210 (2002). 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
適
用
す
る
裁
判
例
の
中
に
は
、
開
示
が
文
字
ど
お
り

不
可
避
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
同
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
を
明
白
に
す
る
裁
判
例
が
あ
る
と
す
る
。Id. at 221-22. 

(

86) 
B

ridgestone/Firestone Inc. v. Lockhart, 5F. Supp. 2d 667, 682 (S. D
. Ind.1998). 

本
件
裁
判
所
は
、
開
示
の
見
込
み
で
は
、
不
可
避
の
レ
ベ
ル
に
は

達
し
て
い
な
い
と
す
る
。M

arietta Corp. v. Fairhurst, 754N
. Y. S. 2d 62, 65 (2003). 

本
件
控
訴
裁
判
所
は
、
以
前
の
被
用
者
が
意
図
的
に
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
第
一
審
地
方
裁
判
所
の
暫
定
的
差
止
命
令
を
覆
し
た
。Id. 

(

87) 
PepsiC

o Inc. v. R
edm

ond, 54 F. 3d 1262. 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、Teradyne Inc. v. C

lear C
om

m
unications Corp., 707F. Supp. 353 (N

. D
. Ill. 

1989) 

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
テ
ラ
ダ
イ
ン
事
件
で
は
、
退
職
被
用
者
が
原
告
の
事
業
経
営
を
知
り
、
同
じ
分
野
で
仕
事
に
就
く
と
い
う
こ
と

か
ら
、
直
ち
に
差
し
迫
っ
た
な
い
し
不
正
行
為
の
お
そ
れ
と
い
う
と
い
う
主
張
が
有
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
な
お
、A

bbott Labs v. Chiron 

C
orp., N

o. 97-C
 0519, 1997 W

L 208369, at 3 (N
. D

. Ill. A
pr, 23, 1997). Superior C

onsultant Co. Inc. v. B
ailey, N

o. C
IV. A

. 3 : 02 C
V

 2110-D
, 

2000 W
L 1279161, at 11 (E. D

. M
ich. A

ug. 22, 2000) 

参
照
。 

(

88) 
U

niversal H
osp. Services, Inc. v. H

enderson, N
o. C

IV
 02-951, 2002 W

L 1023147, at 4 (D
. M

inn. M
ay 20, 2002). 

本
件
で
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
や
類
似
の
ポ
ス
ト
に
就
く
と
い
う
こ
と
を
よ
り
所
と
し
て
、
被
告
が
競
業
他
社
で
雇
わ
れ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
差

止
め
の
中
立
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

(

89) 
La C

alhene, Inc. v. Spolyar, 938F Supp. 523, 531 (W
. D

. W
is. 1996). 

本
件
で
は
、
原
告
会
社
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
詳
細
な
知

識
・
情
報
を
身
に
付
け
た
以
前
の
被
用
者
が
競
業
他
社
に
就
労
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
情
報
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
場
合
、
不
正
行

為
に
つ
き
実
際
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、Procter &

 G
am

ble Co. v. Stoneham
, 747 N

. E. 2d 268, 275 (O
hio C

t. A
pp. 2000). 

参
照
。 

(

90) 
Stevens, supra note 85, at 221. 

(

91) 
M

axxim
 M

ed., Inc. v. M
ichelson, 51 F. Supp. 2d773, 786 (S. D

. Tex. 1999). 

本
件
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
要
因
が
不
可
避
的
開
示
の
認
定
の
た
め

に
重
視
さ
れ
る
と
す
る
。Id. 

ま
た
、Procter &

 G
am

ble Co. v. Stoneham
, 747 N

. E. 2d268, 275 (O
hio Ct. A

pp. 2000). 

本
件
で
は
、
差
止
め
に
よ
る

救
済
を
認
め
る
際
に
、
価
値
の
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
被
用
者
の
知
識
、
新
し
い
使
用
者
と
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
有



212 

 

者
と
の
直
接
の
競
争
関
係
、
二
つ
の
仕
事
の
職
務
内
容
の
類
似
性
、
退
職
被
用
者
と
以
前
の
使
用
者
と
の
間
の
競
業
禁
止
契
約
な
ど
の
諸
要
因
が
考
慮
さ

れ
た
。Id. 

(

92) 
Lum

ex, Inc. v. H
ighsm

ith, 919 F. Supp. 624, 636 (E. D
. N

. Y. 1996). 

本
件
で
は
、
被
用
者
に
は
不
誠
実
さ
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
可
避
的

開
示
の
法
理
の
適
用
に
よ
り
、
競
業
禁
止
契
約
が
是
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
社
事
件 (B

ridgestone/Firestone Inc. v. Lockhart, 5 F. Supp. 
2d 667, 682 (S. D

. Ind. 1998)) 

で
は
、
以
前
の
被
用
者
と
新
し
い
使
用
者
は
両
方
と
も
に
、
不
誠
実
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
旨
を
指
摘
し
て
、

情
報
の
開
示
は
不
可
避
的
で
も
、
そ
の
重
大
な
お
そ
れ
も
な
い
と
さ
れ
た
。 

(

93) 
PepsiC

o Inc. v. R
edm

ond, 54 F 3d 1262, 1271 (7th C
ir. 1995). 

(

94) 
A

etna R
et. Servs. v. H

ug, N
o. C

V
970479974S, 1997 W

L 396212, at 11 (C
onn. Super. June 18, 1997). 

本
件
で
は
、
被
用
者
の
善
意
や
清
廉
さ
は

関
係
が
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、Integrated Cash M

gm
t. Servs. v. D

igital Transactions, 732 F. Supp. 370, 379 (S. D
. N

. Y. 1989). 

本
件
で
は
、
以

前
の
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
知
識
・
情
報
に
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
被
用
者
は
新
し
い
使
用
者
の
も
と
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
以
前
の
被
用
者
が
善
意
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
用
者
は
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
開
示
せ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
た
。Id. 

(

95) 
See W

haley, supra note 51, at 836. 

統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
が
採
択
さ
れ
る
以
前
に
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
現
実
の
不
正
行

為
だ
け
を
、
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。Id. 
ま
た
、Treadw

ay supra note 43, at 626. 

ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
当
初
、
技
能

労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
術
ま
た
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
情
報
を
身
に
付
け
た
者

に
ま
で
適
用
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。 

(

96) 
Treadw

ay, supra note 43, at 643. 

ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
は
、
不
可
避
的
開
示

の
法
理
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
。Id. 

(

97) 

例
え
ば
、Cam

pbell Soup C
o. v .G

iles, 47 F 3d 467, 472 (1st Cir; 1995). 

本
件
で
は
、
被
用
者
が
競
争
相
手
の
た
め
に
働
く
の
を
阻
止
す
る
こ
と
を

求
め
る
差
止
命
令
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
原
告
側
で
の
回
復
不
可
能
な
損
害
の
証
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
記
録
上
被
用

者
側
の
不
誠
実
さ
の
徴
候
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。Id. 
本
件
裁
判
所
は
、
被
告
が
競
争
相
手
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る

差
止
命
令
を
否
定
す
る
際
に
、
キ
ャ
ン
プ
ベ
ル
・
ス
ー
プ
社
が
回
復
不
可
能
な
損
害
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
不
誠
実
さ
を
欠

く
こ
と
を
も
考
慮
し
た
。Id. 

ま
た
、Patio Enclosures, Inc. v. H

erbst, N
o. 01-3674, 2002 W

L 1492101, at 5 (6th Cir. Jul. 10, 2002). 

本
件
判
決
で
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は
、
暫
定
的
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
原
告
は
明
白
か
つ
確
実
な
証
拠
に
よ
っ
て
現
実
の
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
回
復
不
可
能
な
損
害
を
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。 

(

98) 
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
立
法
目
的
に
つ
い
て
は
、Lincicum

, supra note 8, at 1268. 
(

99) 
PepsiC

o. Inc. v. R
edm

ond, 54 F. 3d 1262, 1264 (7th C
ir 1995). 

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
被
用
者
が
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
し
て
い
な
い

場
合
に
も
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
を
拡
大
適
用
し
た
。
ま
た
、
後
に
も
述
べ
る
、M

erck &
 Co. Inc. v. Lyon, 941 F. Supp 1443, 1454, 1464-65 (M

. 
D

. N
. C

. 1996) 
参
照
。
本
件
で
は
、
被
用
者
は
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
し
な
か
っ
た
が
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
の
も
と
で
、
差
止
め
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、D

oubleC
lick, Inc., W

L 731413, at 2, 8 (N
. Y. Sup. Ct. N

ov. 7, 1997) 

参
照
。
本
件
で
は
、
二
人
の
被
告
に
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
内
の
一
人
だ
け
が
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
し
て
い
た
。 

(

100) 
W

einstein, supra note 48, at 212-13. Standard B
rands Inc. v. Zum

pe, 264 F. Supp. 254, 259 (E. D
. La. 1967) 

参
照
。 

(

101) 
H

arley &
 Lund C

orp. v. M
urray R

ubber C
o., 31 F. 2d 932, 934 (2d C

ir; 1929). 

ハ
ー
レ
ー
・
ラ
ン
ド
社
事
件
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
た
と
え
ど
ん
な
に
原
告
が
被
害
を
被
ろ
う
と
、
被
告
が
自
己
の
事
業
に
他
者
の
被
用
者
を
使
用
す
る
こ
と
を
望
む
と
き
で
あ
れ
、

他
者
の
被
用
者
を
奪
い
取
る
た
め
に
、
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
決
し
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
使
用
人
が
、
そ
の
ほ
か
の
条
件
で
、
自
己

の
労
働
で
ど
れ
ぐ
ら
い
十
分
な
価
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
者
の
労
働
に
対
し
て
は
、
長
期
の
時
間
的

経
過
に
よ
る
権
利
の
取
得
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
あ
る
使
用
者
が
そ
れ
ほ
ど
に
期
待
す
る
な
ら
ば
、
使
用
者
は
契
約
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 

(

102) 
Sheinfeld &

 C
how, supra note 47, at 383-84. Edelstein, supra note 83, at 729-30. 

(

103) 
H

arlan M
. B

lake, Em
ployee Agreem

ents N
ot to Com

pete, 73 H
A

RV. L. R
EV. 625, 682-83 (1960). Edelstein, supra note 83, at 717. at 731. 

(

104) 

例
え
ば
、Jam

es Pooley, The Top Ten Issues in Trade Secret Law
, 70 TEM

P. L. R
EV. 1181, 1186 (1997). 

プ
ー
リ
ィ
は
、
情
報
の
不
可
避
的
開
示

の
問
題
を
含
む
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
を
め
ぐ
る
十
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、Sheinfeld &

 C
how, supra note 47, 

at360-73, 377-83. 

シ
ー
フ
ェ
ル
ド
ら
は
、
競
業
禁
止
契
約
一
般
、
不
可
避
的
開
示
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。Weinstein, supra note 48, at 212-13, 

219-26. 

ウ
ェ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
不
可
避
的
開
示
と
の
関
連
で
、
公
益
性
を
考
慮
す
る
こ
と
と
、
同
法
理
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
い
る
。Edelstein, 

supra note 83, at 731-34. 

エ
ー
デ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
被
用
者
が
自
由
に
使
用
者
を
選
ぶ
権
利
に
及

ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
批
判
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
不
可
避
的
開
示
が
広
範
に
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
被
用
者
の
権
利
や
自
由
を
踏
み
に
じ
る
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も
の
で
あ
る
と
す
る
。See R

ebecca J. B
erkun, The D

angers of the D
octrine of Inevitable D

isclosure in Pennsylvania, 6U
. Pa. J. Lab. &

 Em
p. L. 

157 (2003). 
(

105) 
B

erkun, supra note 104, at 157-58. 
(

106) 
Edelstein, supra note 83, at 732. 

こ
の
点
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ペ
プ
シ
コ
社
事
件
判
決
で
は
、
情
報
を
開
示
し
な
い
と
い
う
約
束
は
、
安
心
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
と
判
断
す
る
た
め
に
、
被
用
者
の
言
動
に
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。 

(

107) 
PepsiC

o, Inc. v. R
edm

ond, 54 F. 3d 1262, at 12644-67, 1267-72 (7th Cir. 1995). See M
iller supra note 25, at 258. 

(

108) 
M

erck &
 C

o. Inc. v. Lyon, 941 F. Supp. 1443, 1457, 1460-61 (M
. D

. C
. 1996). 

(

109) 
D

oubleC
lick, Inc. v. H

enderson, 1997 W
L 731413, at 6 (N

. Y. Sup. C
t. N

ov. 7, 1997). 
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後
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再
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メ
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に
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動
ル
ー
ル
の
効
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め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
に 

― 

樫 

原 

義
比
古 

  

目 
 

次 

一 

は
じ
め
に 

二 

被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論 

三 

被
用
者
の
移
動
の
法
的
枠
組
み 

四 

競
業
禁
止
特
約
の
検
討
課
題 

五 

結
び
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え
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一 

は
じ
め
に 

 
 

わ
が
国
で
は
、
高
度
成
長
期
以
降
、
い
わ
ゆ
る
終
身
雇
用
が
定
着
を
み
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
こ
う
し
た
雇
用
の
あ
り

方
が
大
き
く
崩
れ
始
め
た
一
方
で
、
会
社
在
職
中
に
知
識
・
情
報
と
技
術
な
ど
を
習
得
し
た
被
用
者
が
、
会
社
を
退
職
し
て
、
別
の
会
社
の

業
務
に
携
わ
り
、
自
分
の
技
術
な
ど
を
す
ぐ
に
生
か
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
起
ち
上
げ
る
う
え
に
お
い
て
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
資
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
小
規
模
だ
が
創
造
的
な
新
興
企
業
は
、
大
き
な
利
益

が
見
込
め
る
一
方
で
、
そ
の
名
の
通
り
、
短
命
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
技
術
な
ど
を
持
っ
た
創
業
者
と
被
用
者
の
双
方

に
即
戦
力
と
し
て
の
働
き
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

右
に
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
が
産
業
経
済
に
お
い
て
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
単
に
技
術
革
新

（
１
）

に
と
ど
ま
ら
ず
、
新

た
な
技
術
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
意
味
も
含
む
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）
こ

そ
が
大
事
で
あ
る
。
そ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
起
業
が
促
さ
れ
る
社
会
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を
再
構
築
す
る
に
は
、

何
よ
り
も
多
種
多
様
で
実
践
的
か
つ
創
造
的
な
人
材
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
人
材
の
移
動
が
欠
か
せ
な
い
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

日
本
の
企
業
組
織
の
よ
う
に
上
司
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
組
織
の
共
通
の
目
標
に
向
け
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
関
係
者
一
人
一
人
が
不
断
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
成
長
の
望
め
な
い
よ
う
な
、

規
模
は
大
き
い
が
、
階
層
的
で
硬
直
し
た
少
数
の
既
存
の
大
き
な
会
社
が
、
有
能
な
人
材
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ



217 

 

ン
は
、
そ
う
簡
単
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。 

 
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
と
な
る
の
は
、
い
か
に
有
能
な
人
材
を
確
保
す
る
か
で
あ
る
。
が
、
有
能
な
人
材
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
人
材
の
企
業
外
転
出
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
人
材

の
移
動
に
と
も
な
っ
て
、
人
を
介
し
て
企
業
の
重
要
な
技
術
情
報
な
ど
が
同
業
他
社
へ
流
失
す
る
こ
と
を
い
か
に
防
ぐ
か
で
あ
る
。
知
的
財

産
権
の
一
つ
と
し
て
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
す
な
わ
ち
製
品
製
造
な
ど
に
関
す
る
技
術
的
秘
密
な
ど
の
情
報
流
失
は
、
企
業
の
経
営

基
盤
を
大
き
く
揺
る
が
し
か
ね
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

か
く
し
て
、
わ
が
国
の
使
用
者
は
、
従
来
か
ら
従
業
員
な
ど
と
競
業
禁
止
特
約
（
誓
約
書
や
就
業
規
則
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
も
含

む
。）
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
退
職
被
用
者
が
元
の
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
に
手
立
て
を
講
じ
て
き
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
使
用
者
企
業
と
従
業
員
な
ど
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
競
業
禁
止
特
約
を
い
か
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
裁

判
所
は
、
例
え
ば
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件

（
２
）

に
お
い
て
、
被
用
者
退
職
後
に
お
け
る
競
業
禁
止
に
関
す
る
特
約
の
有

効
性
を
認
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
競
業
行
為
の
差
し
止
め
な
ど
を
決
定
し
た
。 

 

こ
う
し
た
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件
判
決
に
代
表
さ
れ
る
裁
判
例
が
先
例
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者

企
業
と
被
用
者
と
の
間
で
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
競
業
を
禁
ず
る
特
約
を
結
ぶ
と
い
う
形
で
被
用
者
の
移
動
は
制
限
さ
れ
、
被
用
者
は
、
会

社
を
退
職
し
、
競
業
他
社
に
転
職
し
た
り
、
競
業
他
社
を
起
ち
上
げ
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
。 

 

競
業
禁
止
特
約
を
取
り
巻
く
時
代
背
景
が
大
き
く
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
裁
判
所
が
二
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
、
技
能
を
持

っ
た
技
術
系
の
被
用
者
な
ど
が
自
ら
の
選
択
に
よ
り
会
社
を
転
退
職
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
（
そ
の
結
果
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
遅
延
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
）
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
中
世
の
封
建
的
な
徒
弟
制
下
で
労
働
者
を
支
配
服
従
さ
せ
る
た
め
に
あ
み
出
さ
れ
た
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
、

多
く
の
場
合
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
（no

n-
com

p
etitio

n 
co

ven
an

t
）
を
、
な
お
も
適
法
、
有
効
と
解
し
て
い
る
の
は
、
奇
妙
な
こ
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と
で
あ
る
。 

 
ま
た
、
右
の
判
決
に
み
る
よ
う
な
競
業
禁
止
特
約
に
対
す
る
わ
が
国
の
裁
判
所
の
取
り
扱
い
に
加
え
て
、
最
先
端
技
術
の
特
許
や
商
標
な
ど
の
知

的
財
産
権
は
、
日
本
の
企
業
ひ
い
て
は
産
業
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
と
こ
ろ
、
特
許
権
や
著
作
権
と
同
じ
よ
う
に
知
的
財
産
権
と
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
に
お
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
有
す
る
使
用
者
企
業
は
、
退
職
被
用
者
な
ど
に
よ
り
、
自

社
の
営
業
上
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
差
止
請
求
の
裁
判
を
起
こ
す
ほ
か
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
仮

処
分
の
申
立
に
よ
り
、
そ
の
不
正
行
為
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
不
正
競
争
防
止
法
三
条
）
。
右
不
正
競
争
防
止
法
上
の
差
止
請
求
権
は
実

際
上
、
書
面
に
よ
る
競
業
禁
止
特
約
が
結
ば
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
裁
判
所
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
る
競
業
禁
止
特
約
の
ご
と
く

機
能
し
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
、
退
職
被
用
者
の
新
た
な
起
業
に
対
し
て
、
以
前
の
使
用
者
企
業
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
取
得
な
ど
（
同
法

二
条
一
項
四
号
な
い
し
六
号
）と
い
う
漠
然
と
し
た
非
難
を
安
易
に
許
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
既
存
の
企
業
が
そ
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
ど
を
守
る
た
め
に
裁
判
上
強
制
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
契
約
的
手
法
に
よ
り
被
用
者
な
ど
の
移
動
に
課
さ
れ
る
制
限
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
全
般

に
損
失
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
）に
お
い
て
、
す
で
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
近
年
、
多
く
の
学
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
立
場
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会

の
成
功
に
向
け
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。 

 

他
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
安
倍
新
政
権
が
発
足
し
て
以
降
、
国
の
政
策
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
経
済
成
長
が
切
実
に
求
め
ら
れ
る

中
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
起
業
社
会
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、
使
用
者
企
業
と
被
用
者
と
の
間
で
結
ば
れ
る
競
業
禁
止
特
約
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
そ
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
学
者
の
議
論
を
踏
ま
え
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ

ト
に
関
わ
る
競
業
禁
止
の
ル
ー
ル
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
す
な
わ
ち
営
業
秘
密
の
保
護
法
の
も
と
で
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の
競
業
禁
止
特
約
の
あ
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
た
い

（
３
）

。 

 

二 

被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論 

  

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
技
術
を
基
盤
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、
経
済
社
会
的
環
境
が
今
日
と
は
大
き
く
異
な
る
、
一
九
世
紀

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
時
代
に
お
い
て
作
ら
れ
た
知
的
財
産
に
関
す
る
法
は
、
再
考
を
促
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
知
的

財
産
を
め
ぐ
る
諸
ル
ー
ル
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
最
も
円
滑
に
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
や
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
造
す
る
被
用
者
と
、

被
用
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
具
体
的
に
結
実
さ
せ
る
た
め
に
諸
資
源
を
提
供
す
る
会
社
と
の
間
で
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
と
り
わ
け
法
学
者
ら
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
レ
ー

ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
枠
を
超
え
た
、
制
限
的
な
知
的
財
産
の
諸
ル
ー
ル
を
め
ぐ
る
よ
り
広
い
議
論
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

（
４
）

。
こ
の

点
、
例
え
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
モ
グ
レ
ン
（Eb

en
 
M

o
glen

）
は
、
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
中
央
集
中
化
す
る
傾
向
が
あ
る
知
的
財

産
に
関
す
る
裁
判
例
全
体
を
批
判
す
る

（
５
）

。
ま
た
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
の
フ
ィ
ス
ク
（Cath

erin
e 

F
isk

）
は
、
被
用
者
発
明
家
を
よ
り
一
層
保
護
し
、
利
益

を
も
た
ら
す
よ
う
に
諸
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
唱
え
る

（
６
）

。 

 

右
の
よ
う
な
学
者
の
見
解
の
ほ
か
に
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を
規
制
す
る
法
的
枠
組
み
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
行
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
競
争
禁
止
の
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
焦
点
を
当
て
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
次
に
み

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
的
財
産
の
諸
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
そ
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 
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例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ボ
ス
ト
ン
の
ル
ー
ト
一
二
八
号
線
沿
い
の
地
域
の
栄
枯
盛

衰
に
つ
い
て
簡
潔
に
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
日
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
が
世
界
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
者
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
と

よ
り
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
は
、
昔
か
ら
ず
っ
と
活
況
を
呈
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
中
頃
ま
で
に
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
社
会
が
よ
り
成
功
を
み
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
そ
の
競
争
相
手
と
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
の
ル
ー
ト
一
二
八
号
線
沿
の
地
域
を
は
る
か
に
凌
駕
し
た
と
言

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
は
、
新
た
に
起
業
す
る
会
社
が
増
大
す
る
際
に
急
速
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
め
ぐ
ら
す

う
え
で
、
い
わ
ゆ
る
孵
化
器
（incubator

）の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
と
は
対
照
的
に
、
ボ
ス
ト
ン
の
ル
ー
ト
一
二
八
号

線
沿
い
の
地
域
は
い
く
ら
か
似
通
っ
た
成
功
を
経
験
し
た
と
は
い
え
、
従
来
、
会
社
す
な
わ
ち
大
企
業
と
い
う
固
定
化
し
た
観
念
に
執
着
し
て
い
た
に
す
ぎ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
右
の
二
つ
の
地
域
、
す
な
わ
ち
一
方
の
地
域
は
繁
栄
の
道
を
た
ど
り
、
他
方
は
衰
退
の
や
む
な
き
に
至
る
と
い
う
現
象
に
対
し
て
、

二
人
の
著
名
な
学
者
で
あ
る
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ギ
ル
ソ
ン
（RonaldG

ilson

）
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
の
サ
ク
セ
ニ
ア
ン
（Annalee 

Saxenian

）は
、
右
の
二
つ
の
地
域
に
お
い
て
経
済
的
な
落
差
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
別
々
に
分
析
検
討
し
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
両
学
者

が
理
由
づ
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
の
成
功
は
、
技
術
を
持
っ
た
被
用
者
が
会
社
か
ら
会
社
へ移
動
す
る
な
か
で
、
自
ら
が
積
み
重
ね
て
き

た
知
識
・情
報
な
ど
を
容
易
に
生
か
す
こ
と
が
き
る
傾
向
が
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

（
７
）

。 

 

右
の
こ
と
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
ギ
ル
ソ
ン
は
、
一
八
七
二
年
以
来
、
制
定
法
に
よ
り
競
業
禁
止
特
約
が
禁
止
さ
れ
て
き
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
、
競
業
禁
止
特

約
を
容
認
す
る
マ
ッ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
の
間
の
法
制
上
の
違
い
に
、
よ
り
明
確
に
焦
点
を
当
て
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
教
授
の
主
張
に
よ
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
制
定
法
に
よ
り
、
被
用
者
ら
が
容
易
に
転
々
と
職
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
家
精
神
に
基
づ
い
て
、
技
術
系
の
新
興
企
業
社
会
の

形
成
が
促
さ
れ
る
と
い
う
、
お
そ
ら
く
意
図
し
な
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

（
８
）

。
す
な
わ
ち
、
同
教
授
は
、
知
的
財
産
法
の
強
化
が
経
済



221 

 

成
長
の
促
進
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
一
般
の
通
念
に
対
し
て
、
被
用
者
の
移
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
知
識
・情
報
や
経
験
の
普
及
を
説
明
す
る
た
め
に
、
「知

識
・情
報
の
拡
散
（know

ledge spillovers

）」と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
そ
う
し
た
知
識
・情
報
の
拡
散
こ
そ
が
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
の
成
功
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
、
と
し
た
の
で
あ
る

（
９
）

。
換
言
す
れ
ば
、
会
社
間
に
お
い
て
、
知
識
・情
報
を
あ
る
程
度
共
有
す
る
方
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で

あ
る
と
す
る
。
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
を
促
進
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
は
別
に
、
ほ
か
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
孤
立
状
態
で
は
め
っ
た
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
（10

）

。 

 

次
に
、
ギ
ル
ソ
ン
教
授
や
サ
ク
セ
ニ
ア
ン
教
授
の
主
張
に
続
い
て
、
カ
ー
リ
ー
（Kristina L

. C
arey

）は
、
元
の
使
用
者
は
技
術
の
領
域
の
成
功
に
貢
献
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
被
用
者
の
移
動
を
抑
制
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
や
競
業
禁
止
法
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
、
例
え
ば
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟

や
不
法
行
為
訴
訟
の
よ
う
な
、
他
の
法
理
論
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た（11

）

。 

 

右
の
よ
う
な
ギ
ル
ソ
ン
教
授
ら
の
理
論
が
正
鵠
を
射
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
的
意
味
合
い
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
メ
リ
カ
経
済
は
ま
す
ま
す
知
識
・情
報
を
基
盤
と
し
た
、
個
々
の
被
用
者
の
知
的
才
能
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
る

意
味
で
政
治
色
を
帯
び
た
よ
う
な
見
方
を
越
え
て
、
お
お
か
た
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

（1
2

）

。
そ
し
て
、
仮
に
、
あ
る
州
の
裁
判
所
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
護
に
名
を
借
り
て
、
厳
格
な
競
争
禁
止
や
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
総
じ
て
被
用
者
と
使
用
者
企
業
の

双
方
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
と
す
る
。 

 

す
で
に
述
べ
た
、
ギ
ル
ソ
ン
教
授
ま
た
は
サ
ク
セ
ニ
ア
ン
教
授
の
見
解
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
広
範
な
反
論
は
と
く
に
公
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

す
べ
て
の
学
者
が
見
解
の
一
致
を
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
競
争
禁
止
条
項
（noncom

petitionclause

）に
つ
い
て
の
ギ
ル
ソ
ン
の
理
論
に
対
し
て
は
、

最
も
重
要
か
つ
熟
慮
を
重
ね
た
も
の
と
し
て
、
ウ
ッ
ド
（JasonW

ood

）の
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ッ
ド
の
指
摘
に
よ
る
と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
資
金
に
裏
づ
け
ら
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れ
た
起
業
の
成
功
は
、
単
に
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
南
部
テ
キ
サ
ス
州
の
州
都
で
あ
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
や
ノ
ー
ス
・カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
リ
サ
ー

チ
・ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（Research T

riangle

）に
み
る
よ
う
に
、
競
争
禁
止
条
項
が
合
法
と
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
も
一
般
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

（1
3

）

。

こ
う
し
て
、
ウ
ッ
ド
に
よ
る
と
、
ギ
ル
ソ
ン
教
授
は
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
に
お
い
て
は
競
業
禁
止
契
約
が
容
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
不
当
に
重
き
を
置
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る

（1
4

）

。
と
同
時
に
、
ウ
ッ
ド
も
、
「知
識
・情
報
の
拡
散
」に
よ
っ
て
経
済
的
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
理
論
を
受
け
入
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
よ
う
な
と
こ
ろ
の
使
用
者
企
業
は
、
問
題
の
期
間
中
、
競
争
禁
止
条
項
を
実
際
に
お
い
て
適
用
し
て
こ
な
か
っ

た
か
、
ま
た
は
裁
判
上
強
制
し
て
こ
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る

（1
5

）

。
換
言
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
あ
る
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
が
競
争
禁
止
条

項
そ
れ
自
体
を
容
認
す
る
い
う
事
実
は
、
使
用
者
企
業
が
右
条
項
を
実
際
に
用
い
て
、
裁
判
上
強
制
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
何
の
資
料
的
裏
付
け
も
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
働
く
被
用
者
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
同
州
の
賢
明
な
使
用
者
ら
は
、
競
争
禁

止
契
約
を
用
い
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
右
契
約
は
、
技
能
を
持
っ
た
被
用
者
ら
を
自
社
に
引
き
寄
せ
る
際
に
か
え
っ
て

妨
げ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
、
右
に
述
べ
て
き
た
論
者
以
外
は
、
以
上
の
議
論
に
つ
い
て
問
題
意
識
が
希
薄
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
競
争
禁
止
条
項
は
、
経
済
理
論
に
よ
れ
ば
、

経
済
に
と
っ
て
一
つ
の
恩
恵
と
な
る
と
い
う
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
起
業
や
被
用
者
の
移
動
に
伴
う
訴
訟
の
実
際
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
何
の
根
拠

も
な
く
、
競
争
禁
止
や
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
諸
ル
ー
ル
に
賛
意
を
表
す
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
き
た

（1
6

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
使
用
者
は
実
際
上
、

最
初
に
高
度
な
技
術
を
持
つ
被
用
者
ら
に
対
し
て
訓
練
を
施
す
一
方
で
、
使
用
者
ら
は
、
競
争
禁
止
条
項
が
役
に
立
た
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
競
争
禁
止
条
項
に
よ
り
、
企
業
は
技
能
を
持
っ
た
被
用
者
ら
に
投
資
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
主
張
が
、
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い

（1
7

）

。 

 

さ
ら
に
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
焦
点
を
当
て
る
ま
た
別
の
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
「盗
人
」が
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
わ
が
物
の
よ
う
に
す
る

と
き
に
、
た
と
え
何
ら
か
の
社
会
的
利
得
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
勝
手
気
ま
ま
な
情
報
の
流
れ
は
、
発
明
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
弱
め
る
と
い
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う
主
張
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
み
ら
れ
る

（1
8

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
「法
と
経
済
学
」学
派
に
よ
る
右
の
よ
う
な
論
説
は
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト

訴
訟
は
、
典
型
と
し
て
、
当
該
使
用
者
企
業
に
事
前
に
知
ら
れ
、
熱
心
に
守
ら
れ
、
そ
し
て
開
発
コ
ス
ト
を
回
避
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
違
法
行
為
者
に
よ

り
盗
ま
れ
る
秘
密
を
含
む
こ
と
を
想
定
す
る
点
に
お
い
て
重
大
な
誤
り
を
犯
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
の
反
対
に
、
以
下
に
お
い
て
、
よ
り
詳
細

に
述
べ
る
よ
う
に
、
多
く
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
に
は
、
秘
密
で
あ
り
得
る
も
の
と
、
ま
っ
た
く
秘
密
で
は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
に
、
被
用
者

が
身
に
付
け
た
一
般
的
技
能
や
知
識
・情
報
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
秘
密
で
は
な
い
と
信
じ
る
が
ゆ
え
に
、
以
前
の
被
用
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
の
間
の

境
界
線
上
の
き
わ
ど
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
、
訴
訟
に
お
い
て
原
告
側
の
弁
護
士
ら
に
よ
り
事
後
的
に
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
な
「秘
密
」が
含
ま
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
グ
レ
ー
ヴ
ズ
（Ch

arles T
ait G

raves

）
ら
に
よ
る
と
、
使
用
者
企
業
だ
け
が
正
当
な
秘
密
を
守
る
た
め
に
訴
え
を
起
こ
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
刑
事
的
側
面
を
有
す
る
こ
と
を
想
起
す
る
右
の
よ
う
な
偏
っ
た
見
方
は
、
現
行
の
法
的
枠
組
み
を
擁
護
す
る
者
ら
の
間
で
あ
ま
り

に
も
共
通
し
て
い
る
と
す
る

（1
9

）

。
し
か
し
、
そ
う
し
た
一
方
的
な
見
方
は
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
競
業
禁
止
契
約
は
、
転
職
す
る
被
用
者

に
困
難
な
情
況
を
引
き
起
こ
す
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
す
る
一
方
で
、
競
業
禁
止
条
項
の
適
切
な
長
さ
（
そ
の
適
切
な
長
さ
と
は
、
元
の
使
用
者
企

業
が
知
る
当
該
情
報
が
陳
腐
化
す
る
期
日
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
）を
決
め
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
よ
る
問
題
解
決
の
た
め
の
レ
フ
ェ
リ
ー

の
任
命
を
示
唆
す
る
見
解
が
あ
る

（2
0

）

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
の
取
り
組
み
方
は
、
被
用
者
の
転
職
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
諸
問
題
を
緩
和
し
た

り
、
あ
る
い
は
す
で
に
ギ
ル
ソ
ン
教
授
ら
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
問
題
の
取
り
組
み
に
何
ら
役
に
立
た
な
い
し
、
競
争
か
ら
元
の
使
用
者
企
業
を
保
護
す

る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
要
視
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

問
題
で
あ
る
の
は
、
以
前
の
被
用
者
に
よ
る
競
争
か
ら
使
用
者
企
業
を
保
護
す
る
こ
と
が
、
州
レ
ベ
ル
で
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
や
被
用
者
の
移
動
の
枠

組
み
に
つ
い
て
の
第
一
次
的
目
標
で
あ
る
べ
き
と
す
る
考
え
方
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ギ
ル
ソ
ン
教
授
ら
は
、
過
度
に
広
範
な
競
争
禁
止
や
ト



224 

 

レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
諸
制
限
を
批
判
し
て
き
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
正
当
な
評
価
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
の
た
め
に
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
州
に
お
い
て
被
用
者
の
移
動
を
束
縛
す
る
法
的
ル
ー
ル
つ
い
て
は
、
再
検
討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
被
用
者
の
移
動
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
社
会
の
成
功
に
向
け
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

（2
1

）

、
被
用
者
の
移
動
を
不
当
に
制
約
す
る
諸
制
限
は
、
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
あ
る
。 

 

三 

被
用
者
の
移
動
の
法
的
枠
組
み 

 

  

以
上
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
資
金
に
裏
づ
け
ら
れ
た
ハ
イ
テ
ク
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
への
成
功
に
向
け
て
強
い
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ

ッ
ト
や
被
用
者
の
移
動
を
め
ぐ
る
諸
ル
ー
ル
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
の
議
論
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
被
用
者
の
移

動
や
操
業
し
て
間
の
な
い
創
造
的
会
社
に
つ
い
て
訴
訟
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
度
に
広
範
な
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す

る
諸
ル
ー
ル
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
す
で
に
繰
り
返
し
み
て
き
た
が
、
創
意
に
富
ん
だ
被
用
者
ら
が
自
ら
望
む
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
ち
上
げ
る
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
携
わ
る
こ
と
を
、
し
ば
し
ば
妨
げ
る
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
何
も
踏
み
込
ん
だ
言
及
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
に
よ

る
と
、
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
法
分
野
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
向
け
て
、
法
改
正
が
求
め
ら
れ
る
州
が
あ
る
と
す

る
（2

2

）

。 と
り
わ
け
、
少
な
く
と
も
被
用
者
の
移
動
に
対
し
て
課
さ
れ
る
制
限
に
よ
り
、
起
業
家
精
神
に
富
ん
だ
社
会
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

法
分
野
が
次
の
よ
う
に
六
つ
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
契
約
法
に
関
し
て
、
１ 
競
業
禁
止
特
約
、
２ 

引
抜
き
禁
止
特
約
、
３ 

競
業
の
準
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備
行
為
、
次
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
関
し
て
、
４ 

不
可
避
的
開
示
の
法
理
、
５ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
主
張
の
変
更
、
６ 

訴
訟
戦
術
と
訴
訟
手
続
上
の
要
件
に
つ
い
て
、 

で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
個
別
的
に
み
て
い
き
た
い
。 

１ 
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て 

 
 
 

グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
に
よ
る
と
、
被
用
者
の
移
動
に
課
さ
れ
る
制
限
に
つ
い
て
、
競
業
禁
止
特
約
ほ
ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
指
向
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
成
功
を
妨
げ
る

も
の
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
正
当
性
を
証
明
す
る
ほ
ど
、
困
難
な
も
の
は
な
か
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
長
期
雇
用
の
時
代
を
経
た
今
日
、
競
業
禁
止
特
約

は
、
終
焉
を
迎
え
、
被
用
者
の
持
つ
技
能
な
ど
が
成
功
への
最
高
の
担
保
と
な
る
と
き
に
、
よ
り
大
き
な
社
会
の
利
益
の
犠
牲
に
お
い
て
、
よ
り
小
さ
な
利
益
に
奉

仕
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
と
さ
れ
る

（2
3

）

。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
使
用
者
企
業
の
も
と
を
去
っ
て
後
の
一
定
期
間
、
被
用
者
が
、
競
争
関
係
に
立
つ
事
業
に
携
わ
る
こ
と
を
禁
止
す
る

こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
、
雇
用
契
約
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
る
一
つ
の
条
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
被
用
者
が
在
職
中
に
習
得
し
た
技
術
、

知
識
、
経
験
を
最
も
活
用
可
能
な
も
の
を
妨
げ
る
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
競
業
禁
止
条
項
は
、
雇
用
契
約
の
な
か

に
ほ
と
ん
ど
常
に
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
定
型
的
文
言
の
形
で
盛
り
込
ま
れ
る
契
約
条
項
で
あ
っ
て
、
求
職
者
ら
は
、
そ
う
し
た
契
約
条
項
に
つ
い
て
交
渉
す
る

余
地
は
、
通
常
ほ
と
ん
ど
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
諸
条
件
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
特
約
に
盛
り
込
ま
れ
る
最
も
一
般
的
な
期

間
と
し
て
は
、
十
二
ヵ
月
間
と
さ
れ
る
。 

こ
う
し
た
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
歴
史
的
に
、
特
約
の
適
用
を
特
定
の
地
域
に
限
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て

制
限
を
課
す
る
よ
う
な
特
約
の
適
用
を
一
貫
し
て
拒
否
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
国
の
裁
判
所
は
、
被
用
者
の
退
職
後
の
発
明
の
所
有
を
一
方
的

に
元
の
使
用
者
に
帰
属
さ
せ
る
よ
う
な
、
露
骨
な
試
み
を
無
効
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
制
限
は
、
変
化
の
激
し
い
今

日
の
経
済
の
も
と
で
は
、
重
要
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
国
の
内
外
を
問
わ
ず
に
展
開
さ
れ
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
被
用
者
が
自
己
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の
技
術
な
ど
が
最
も
活
用
さ
れ
、
被
用
者
に
最
も
有
利
な
補
償
が
受
け
ら
れ
る
会
社
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
義
務
を
負
わ
せ
も
の
で
あ
る

に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
た
と
え
一
年
間
の
競
業
禁
止
特
約
で
あ
ろ
う
と
、
最
も
生
産
的
か
つ
革
新
性
に
富
ん
だ
立
ち
位
置
を
見
出
そ
う
と
す
る
技
術
系
の

被
用
者
が
い
る
一
方
で
、
当
該
地
域
に
お
い
て
最
も
有
為
な
人
材
の
獲
得
を
目
指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
、
実
質
的
な
制
限
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
。 し

た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
、
競
業
禁
止
特
約
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
制
限
に
つ
い
て
再
考
す
る
な
ら
ば
、
過
去
の
歴
史
の
重
み
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う

し
た
特
約
は
、
不
当
な
競
争
制
限
で
あ
っ
て
、
一
人
一
人
の
労
働
者
が
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
経
済
全
般
に
わ
た
っ
て
損
失
を

も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
正
当
性
を
欠
く
が
ゆ
え
に
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
換
言
す
れ
ば
、
競
業
禁
止
特
約
を
肯

認
す
る
裁
判
所
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
今
日
の
経
済
社
会
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
時
代
の
諸
ル
ー
ル
を
適
用
し
て
い
る

と
さ
れ
る
。 

実
際
の
と
こ
ろ
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
か
つ
て
の
封
建
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
労
働
者
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
権
利
が
認
め
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

経
済
の
主
役
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
起
源
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
論
争
す
る
余
地
は
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
競
争
禁
止
特
約
は
、
地
域
の
ギ
ル
ド
（guild

）の

独
占
を
守
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
出
現
を
み
る
一
方
で
、
産
業
化
の
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
労
働
市
場
を
規
制
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か

で
あ

る
（2

4

）

。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
被
用
者
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
、
契
約
し
て
一
定
期
間
、
親
方
の
も
と
で
働
く
い
わ
ゆ
る
徒
弟

（apprentice

）の
移
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、
一
七
〇
〇
年
代
後
半
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
法
の
も
と
で
用
い
ら
れ
た
、
い
わ
ば
普
遍
的
な
契
約
手
段
の
一
つ
に
ほ
か

な
ら
な
い

（2
5

）

。
換
言
す
れ
ば
、
競
業
禁
止
条
項
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
力
関
係
に
お
い
て
強
い
立
場
に
立
つ
使
用
者
が
裁
判
所
と
い
わ
ば
一
体
に
な
っ
て
、
こ
う

し
た
特
約
条
項
な
ど
を
用
い
て
競
争
を
妨
げ
、
既
存
の
事
業
者
が
新
参
者
の
市
場
参
加
者
に
対
し
て
不
当
に
競
争
優
位
に
立
つ
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
用

い
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
労
使
の
力
関
係
の
不
均
衡
は
、
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
と
く
に
驚
く
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
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つ
ま
り
、
創
造
的
な
企
業
家
精
神
と
い
う
よ
う
な
概
念
は
、
せ
い
ぜ
い
産
声
を
あ
げ
た
段
階
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
法
学
者
で

あ
る
ブ
ラ
ク
ス
ト
ン
（Blackstone, Sir W

illiam

）に
よ
れ
ば
、
被
用
者
が
富
の
生
産
に
お
い
て
果
た
す
労
働
と
い
う
も
の
は
、
使
用
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
、
一

種
の
財
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
、
競
争
禁
止
の
制
限
を
擁
護
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
使
用
者
か
ら
そ
の
被
用
者
を
誘
惑
し
た
と
い
う

訴
訟
原
因
に
対
し
て
、
ブ
ラ
ク
ス
ト
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
「こ
う
し
た
法
理
の
す
べ
て
が
よ
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
理
由
や
根
拠
と
し
て
は
、
誰
で
あ
れ
、
家
事
労
働
か
ら
得
ら
れ
る
、
つ
ま
り
、
雇
用
契
約

に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
賃
金
の
支
払
い
の
代
価
と
し
て
得
ら
れ
る
財
産
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（2
6

）

。
」 

こ
う
し
た
時
代
錯
誤
の
よ
う
な
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
経
済
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
時
代
に
、
競
業
禁
止
特
約
の
起
源
が
あ

る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
使
用
者
が
そ
の
被
用
者
を
あ
た
か
も
自
己
の
所
有
物
の
よ
う
に
み

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
承
伏
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
契
約
が
当
時
は
正
当
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
競
業
禁
止
契
約
が
内
包
す
る
問
題
性
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
創
意
に
富
ん
だ
被
用
者
は
、
階
層
的
で
ス
ピ
ー
ド
感
に
乏
し
い
会
社
組
織
に
お

い
て
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、
新
た
な
発
明
を
追
求
す
る
た
め
に
新
た
な
会
社
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
う
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
者
が
、
雇
用
契
約
の
な
か
に
定
型
的
な
競
業
禁
止
特
約
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
競
争
的
と
見
な
す
い
か
な
る
活
動
か
ら
も
、

被
用
者
は
少
な
く
と
も
一
年
間
は
、
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
用
者
は
、
そ
の
能
力
や
才
能
に
見
合
わ
な
い
か
、
あ
る
い
は
経
験
を
し

た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
仕
事
に
就
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
能
力
や
才
能
が
豊
か
な
被
用
者
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
一
年
で
あ
れ
、
そ
の
間
待

た
さ
れ
る
こ
と
は
、
時
間
の
浪
費
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
競
業
事
業
を
立
ち
上
げ
る
前
に
一
年
間
、
何
も
し
な
い
で
過
ご
す
資
力
を
持
つ
よ
う
な
被
用
者
は
、

そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
以
前
の
使
用
者
企
業
は
、
当
該
競
争
分
野
に
お
い
て
独
占
状
態
を
維
持
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
競
争
相
手

の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。 



228 

 

問
題
は
、
元
の
使
用
者
の
事
業
規
模
や
事
業
範
囲
に
よ
り
、
状
況
が
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
範
囲
に
事
業
活
動
や
研
究
開
発
を
展
開

す
る
巨
大
な
多
国
籍
企
業
が
、
技
能
な
ど
を
持
っ
た
被
用
者
ら
を
足
止
め
す
る
た
め
に
、
広
範
な
内
容
の
競
業
禁
止
契
約
を
用
い
る
よ
う
な
場
合
、
被
用
者
が

禁
止
さ
れ
る
活
動
範
囲
は
、
理
論
的
に
み
て
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
（Microsoft

）の
例

（2
7

）

を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
あ
る

被
用
者
が
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
を
退
職
し
て
、
新
た
に
創
意
に
富
ん
だ
操
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
同
人
は
、
お
そ
ら
く
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究

開
発
や
創
意
に
富
ん
だ
企
業
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
仮
に
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
被
用
者
ら

が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
い
る
以
前
の
被
用
者
が
事
業
遂
行
を
望
む
の
と
同
じ
地
域
に
お
い
て
、
ブ
レ
ー
ン
・ス
ト
ー
ミ
ン
グ
会
議
を
持
っ
た
り
、
研
究
開
発
に
つ
い
て
思

案
す
る
な
ら
ば
、
当
該
以
前
の
被
用
者
は
、
同
社
と
競
業
し
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
該
被
用
者
が
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
は
競
業
し

な
い
と
信
じ
る
事
業
に
沿
っ
て
事
を
始
め
る
が
、
同
人
が
知
る
よ
し
も
な
い
遠
隔
地
の
事
業
所
に
お
い
て
会
社
が
同
じ
ア
イ
デ
ィ
ア
に
基
づ
い
て
稼
働
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
世
界
的
に
最
も
強
力
な
会
社
の
一
つ
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
被
用
者
ら
が
当
該
会
社
以

外
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
競
業
禁
止
特
約
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
そ
の
会
社
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
の
理
由

で
ア
メ
リ
カ
司
法
省
に
よ
り
訴
追
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
国
司
法
組
織
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
そ
の

よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
許
容
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か

（2
8

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
一
定
期
間
に
わ
た
り
競
争
を
明
ら
か
に
妨
げ
る
も
の
で
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の
競
争
か
ら
も
当
該
被
用
者
を
遠
ざ
け
る
た
め
に
、
あ
る
意
味
で
経
済
的
制
裁
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
よ
う
な
特
約
で
あ
る

（2
9

）

。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
制
裁
条
項
が
及
ぶ
範
囲
に
は
、
限
界
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
極
端
な
場
合
に
は
、
退
職
後
の
一
定
期
間
、
被
用
者
ら
が
創

り
出
す
い
か
な
る
も
の
も
、
当
該
使
用
者
企
業
の
財
産
と
し
て
所
有
す
る
旨
の
誓
約
を
、
使
用
者
に
よ
り
被
用
者
は
求
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る

（3
0

）

。 

問
題
で
あ
る
の
は
、
例
え
ば
、
最
初
の
会
社
が
、
被
用
者
の
競
争
す
る
権
利
を
署
名
し
て
放
棄
さ
せ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
あ
る
使
用
者
が
ほ
か
の
使
用
者
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よ
り
有
利
な
立
場
に
立
つ
と
い
う
法
理
は
、
原
理
的
に
も
正
当
化
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
州
に
お
い
て
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
最
初
に

実
行
に
移
す
こ
と
が
、
そ
の
最
初
の
仕
事
で
働
く
者
ら
が
新
規
か
つ
別
の
企
業
で
、
同
じ
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
行
に
移
す
こ
と
を
阻
止
す
べ
き
も
の
で
あ
る

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
理
由
づ
け
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
点
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
目
的
使
用

（misappropriation
）を
妨
げ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
主
張
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
方
法
は
自
動
車
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と

に
、
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
数
の
者
が
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
奪
い
取
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
競
争
相
手
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
、
あ
る
意
味
で
制
裁
を
課
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
過
度
に
広
範
に
す
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
合
法
的
な
競
争
で
さ
え
阻
止
す
る

こ
と
を
求
め
る
者
ら
だ
け
に
役
に
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
二
つ
の
例
外
の
場
合
を
除
い
て
、
競
業
禁
止
契
約
を
公
然
と
禁
止
す
る
州
で
あ
る

（3
1

）

。
ま
た
、

そ
う
し
た
競
業
禁
止
契
約
の
裁
判
上
の
強
制
が
難
し
い
州
が
い
く
つ
か
あ
る

（3
2

）

。
し
か
し
、
大
多
数
の
州
で
は
、
一
年
間
ま
た
は
そ
れ
未
満
で
あ
れ
ば
、
競
業
禁
止

特
約
は
許
容
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
州
に
対
し
て
、
元
の
使
用
者
企
業
が
以
前
の
被
用
者
を
幅
広
く
制
限
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
州
と
し
て
、
例
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ

州
が
挙
げ
ら
れ
る

（3
3

）

。
し
か
し
、
同
州
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
指
向
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
発
展
に
対
し
て
大
き
な
障
害
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
競
業
禁
止
特
約
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
以
前
の
被
用
者
に
よ
り
多
く
の
自
由
を
与
え
る
こ
と
に
加
え
て
、

明
ら
か
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
複
数
の
会
社
が
同
じ
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
可
能
性
が
高
い
解
決
方
法
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
般
の
消
費
者
は
、
競
争
が
増
す
こ
と
に
よ
り
価
格
面
で
恩
恵
を
こ
う
む
り
や
す
い
。
ま
た
、
あ
る
一
つ
の
分
野
に
お
い
て
活
動
す

る
会
社
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
一
つ
の
会
社
が
活
動
す
る
よ
り
、
所
期
の
目
標
を
追
求
す
る
に
従
っ
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
発
明
を
副
産
物
と

し
て
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。 

思
う
に
、
競
業
禁
止
契
約
は
、
今
日
と
は
異
な
り
経
済
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で
は
な
か
っ
た
時
代
、
す
な
わ
ち
、
大
土
地
所
有
者
や
工
場
主
が
全
権
を
握
り
、
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小
さ
い
が
、
革
新
に
意
欲
的
な
会
社
が
、
経
済
の
主
役
で
は
な
か
っ
た
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
競
業
禁
止
契
約
を
廃
止
す
る
方
向
へ立
法

府
が
動
く
こ
と
は
、
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
論
外
と
は
言
い
切
れ
な
い

（3
4

）

。
こ
の
点
、
使
用
者
と
の
関
係
に
お
い
て
交
渉
力
を
持
つ
被
用
者
は
、
競
業

禁
止
契
約
に
署
名
す
る
こ
と
を
拒
否
し
う
る
一
方
で
、
被
用
者
の
移
動
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
の
方
が
、
よ
り
狭
い
事
柄
に
優
る
こ
と
を
知
る
賢
明
な
事
業
経
営

者
は
、
競
業
禁
止
契
約
を
適
用
し
な
い
で
お
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
る
こ
う
し
た
伝
統
的
な
競
業
禁
止
契
約
に
み
る
被
用
者
に
対
す
る

手
枷
足
枷
に
対
し
て
は
、
新
た
に
創
造
的
な
挑
戦
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

２ 

引
抜
き
禁
止
特
約
に
つ
い
て 

次
に
、
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
競
業
禁
止
特
約
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
引
抜
き
禁
止

特
約
は
一
般
的
に
、
競
争
制
限
条
項
の
特
別
類
型
と
し
て
、
典
型
的
に
は
、
（１
） 

元
の
使
用
者
の
顧
客
ら
と
一
定
期
間
、
通
常
は
一
年
間
、
接
触
す
る
こ
と
、

（２
） 

以
前
の
同
僚
を
一
定
期
間
、
通
常
は
一
年
間
、
雇
い
入
れ
る
こ
と
ま
た
は
雇
い
入
れ
を
図
る
こ
と
、
あ
る
い
は
以
前
の
同
僚
に
、
転
職
を
勧
誘
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
制
限
よ
り
、
そ
の
範
囲
が
広
い
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
元
の

使
用
者
企
業
が
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
個
々
人
の
同
一
性
を
主
張
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
以
前
の
被
用
者
が
個
々
人
と
接
触
を
図
る
こ
と

自
体
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
た
と
え
あ
る
顧
客
が
元
の
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
以
前

の
被
用
者
は
、
引
抜
き
禁
止
特
約
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
た
め
に
必
ず
し
も
秘
密
と
は
さ
れ
て
い
な
い
顧
客
と
接
触
を
持
つ
こ
と
自
体
が
、
妨
げ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。 顧

客
の
引
抜
き
禁
止
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
う
し
た
特
約
は
、
独
占
的
か
つ
範
囲
が
広
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
、
顧
客
が
、
む
し
ろ
以
前
の
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被
用
者
と
事
業
を
行
う
こ
と
を
好
む
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
競
争
価
格
を
示
す
よ
う
求
め
る
も
の
の
、
以
前
の
被
用
者
が
す
で
に
退
職
し
、
新
た
な
事

業
を
起
ち
上
げ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
別
の
企
業
が
最
初
に
目
的
を
遂
げ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
会
社
が
承
諾
を
得
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
緒
に
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
何
か
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
競
業
禁
止
特
約
一
般
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ

う
し
た
契
約
は
、
価
格
が
低
下
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
顧
客
に
対
し
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
最
も
生
産
性
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、
会

社
が
一
緒
に
事
業
経
営
す
る
の
を
可
能
に
す
る
競
業
を
制
限
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

す
で
に
、
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
競
業
禁
止
契
約
の
廃
止
に
先
鞭
を
つ
け
た
州
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
例
え
ば
、
二

〇
〇
三
年
の
ト
ム
ソ
ン
対
イ
ン
パ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
で
は
、
以
前
の
被
用
者
が
元
の
使
用
者
企
業
の
秘
密
で
は
な
い
顧
客
と
接
触
を
持
つ
こ
と
を
妨
げ
る
限
り
、
引

抜
き
禁
止
条
項
は
、
無
効
と
さ
れ
た

（3
5

）

。 

ま
た
、
以
前
の
同
僚
の
引
抜
き
を
妨
げ
る
競
争
制
限
特
約
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
起
業
家

精
神
に
基
づ
い
て
新
た
に
起
業
さ
れ
る
会
社
は
、
ど
こ
か
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
一
緒
に
働
い
て
き
た
仲
間
ら
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
設
立
さ
れ
る
。
会
社
の
創
業
者
が
、

全
力
を
つ
く
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
以
前
の
同
僚
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
元
の
使
用
者
企
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
ろ
う
。

被
用
者
ら
が
退
職
の
誘
い
に
乗
る
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
元
の
使
用
者
企
業
は
、
業
績
な
ど
が
下
に
傾
き
、
組
織
も
階
層
的
で
、
例
え
ば
、
被
用
者
発
明
家
ら

に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
金
銭
的
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
企
業
の
経
営
で
は
、
被
用
者
の
処
遇
も
よ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
生
産
性
に
乏

し
く
、
ま
た
は
ス
ピ
ー
ド
感
の
乏
し
い
使
用
者
企
業
に
代
わ
っ
て
、
よ
り
良
い
賃
金
、
報
酬
を
得
る
機
会
を
求
め
る
元
の
同
僚
を
仲
間
が
引
抜
く
こ
と
を
妨
げ
る

よ
う
な
被
用
者
引
抜
き
禁
止
特
約
は
、
既
存
の
企
業
を
有
利
な
立
場
に
立
た
せ
る
ほ
か
に
、
な
ん
ら
合
理
的
な
理
由
は
見
出
し
難
い

（3
6

）

。
思
う
に
、
右
の
よ
う
な

被
用
者
引
抜
き
が
何
か
違
法
な
手
段
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
限
り
、
以
前
の
被
用
者
が
元
の
同
僚
と
接
触
す
る
こ
と
自
体
を
妨
げ
る
契
約
の
法
的

拘
束
力
に
は
、
疑
問
が
残
る
。 
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３ 

競
業
の
準
備
行
為
に
つ
い
て 

次
に
、
競
争
の
諸
制
限
が
減
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、
創
造
力
の
あ
る
新
た
な
会
社
の
成
長
が
促
さ
れ
る
別
の
法
分
野
と
し
て
、
会
社
退
職
を
予
定
し

て
、
取
締
役
な
ど
会
社
に
対
し
て
高
度
な
忠
実
義
務
を
負
う
者
（
受
認
者
）
ら
が
そ
の
事
業
主
と
競
争
す
る
た
め
に
準
備
を
行
う
こ
と
に
関
わ
る
分

野
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
規
の
事
業
は
、
以
前
の
仕
事
の
う
え
で
会
社
の
取
締
役
や
役
員
で
あ
っ
た
者
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

も
と
よ
り
、
会
社
の
取
締
役
な
ど
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
は
、
普
通
の
被
用
者
よ
り
大
き
な
義
務
を
負
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
（3

7

）

。
が
、

こ
う
し
た
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
は
、
そ
の
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
、
実
際
に
退
職
す
る
前
に
、
来
る
べ
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
の
た

め
に
、
ど
の
程
度
ま
で
計
画
に
沿
っ
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
法
律
上
問
題
と
な
る
。 

こ
の
点
、
競
業
の
準
備
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
は
、
競
業
禁
止
契
約
に
関
す
る
法
と
は
異
な
り
、
取
締
役
な
ど
が
、
退
職
前
に
新
会
社
の
計

画
を
立
て
る
こ
と
対
し
て
、
お
お
む
ね
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
裁
判
例
は
、
僅
か
で
あ
り
、
散
見
さ
れ
る

に
す
ぎ
な
い
が
、
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
は
、
そ
の
退
職
前
に
、
次
の
事
業
の
た
め
に
基
盤
を
整
え
る
こ
と

（3
8

）

、
会

社
設
立
の
た
め
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と

（3
9

）

、
資
金
調
達
を
は
か
る
こ
と

（4
0

）

が
可
能
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
は
、

引
抜
き
に
関
わ
ら
な
い
限
り
、
他
者
に
そ
の
計
画
を
打
ち
明
け
た
り
も
す

る
（4

1

）

。
と
は
い
え
、
後
者
の
引
抜
き
に
関
し
て
言
え
ば
、
会
社
を
退
職
す
る

予
定
の
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
は
、
仕
事
仲
間
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
計
画
を
推
し
進
め
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
を
伴

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仲
間
と
計
画
を
進
め
る
こ
と
と
、
潜
在
的
顧
客
ま
た
は
ほ
か
の
同
僚
に
引
抜
き
を
か
け
る
こ
と
と
の
違
い
に
関

わ
る
よ
う
な
法
は
、
円
滑
に
発
展
を
み
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
裁
判
所
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
仲
間
と
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
、
許
容
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
取
締
役
な
ど
も
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な

い
（4

2

）

。
ま
た
、
新
会
社
の
設
立
が
予
定
さ
れ
る

際
に
、
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
し
て
、
当
該
使
用
者
の
事
業
に
関
係
す
る
新
た
な
技
術
の
発
明
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
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は
次
の
事
業
に
着
手
す
る
た
め
に
実
質
的
に
会
社
の
資
源
を
用
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

（4
3

）

。
し
か
し
、
す
べ
て
の
被
用
者
と
同
様
に
、
高
度
の
忠
実
義

務
を
負
う
者
ら
も
、
会
社
退
職
後
に
秘
密
で
は
な
い
情
報
を
再
度
使
用
で
き
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（4
4

）

。 
こ
う
し
て
、
裁
判
所
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
向
け
て
、
会
社
を
退
職
す
る
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
に
、
あ
る
意
味
で
共
感
を
寄
せ
て

き
た
の
は
、
競
業
の
事
前
準
備
の
領
域
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
好
意
的
な
判
決
に
よ
り
、
会
社
を
退
職
す
る
予
定
の
高
度
の

忠
実
義
務
を
負
う
者
ら
に
対
す
る
過
度
に
広
い
、
あ
る
い
は
取
る
に
足
ら
な
い
よ
う
な
訴
訟
を
妨
げ
る
た
め
に
、
統
一
的
な
ル
ー
ル
の
形
成
が
可
能
と

さ
れ
る
。 

 

４ 

不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
つ
い
て 

ア
メ
リ
カ
の
統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
（Un

ifo
rm

 T
rad

e S
ecret A

ct: U
T

S
A

）の
も
と
で
、
州
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
以

前
の
被
用
者
に
よ
る
非
公
開
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
少
し
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
問
題
は
、
ト
レ

ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
実
際
上
、
法
律
の
条
文
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会

に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
を
も
た
ら
す
の
は
、
法
律
の
条
文
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
に
お
け
る
実
際
の
争
わ
れ
方
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
従
来
、
極
め
て
多
く
の
操
業
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
企
業
が
元
の
使
用
者
企
業
に
よ
り
標
的
と
さ
れ
、
当
該
事
件

を
取
り
扱
う
裁
判
所
は
、
理
解
不
足
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
干
渉
に
よ
り
、
過
度
に
広
く
絶
え
ず
変
化
す
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
訴

え
に
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
実
際
に
、
い
か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
を

議
論
し
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
の
移
動
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
同
法
が
実
際
に
抱
え
る
次
の
よ
う
な
三
つ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

ま
ず
第
一
に
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
唯
一
最
大
の
脅
威
は
、
い
わ
ゆ
る
「不
可
避
的
開
示
（inevitab

le 
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d
isclo

sure

）」の
法
理
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
、
以
前
の
被
用

者
が
競
争
相
手
の
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、
元
の
使
用
者
が
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
不
可
避
的
開
示
の
法
理
に
基
づ
く
差
止
命
令
は
、
実
際
に
は
、
な
に
も
不
正
目
的
使
用
を
行
わ
な
か
っ
た
以
前
の
被
用
者
に
、
あ
る
意
味

で
制
裁
を
課
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
裁
判
所
に
よ
り
創
ら
れ
た
、
言
わ
ば
あ
と
づ
け
の
競
業
禁
止
特
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、

書
面
に
よ
る
競
業
禁
止
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
に
基
づ
く
裁
判
所
の
差
止
命
令
は
、
新
た
な
競
争
相
手
企

業
よ
り
、
最
初
に
事
業
に
着
手
し
た
企
業
を
有
利
な
立
場
に
立
た
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

不
可
避
的
開
示
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
い
か
に
機
能
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
そ
う
し
た
事
例
に
お
い
て
、
元
の
使

用
者
は
、
被
用
者
が
競
争
相
手
企
業
を
設
立
す
る
か
、
あ
る
い
は
競
争
相
手
の
事
業
に
従
事
し
た
こ
と
を
見
つ
け
出
し
て
、
裁
判
上
以
前
の
被
用
者

を
不
正
な
盗
人
と
し
て
描
き
出
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。 

第
二
に
、
以
前
の
被
用
者
が
お
よ
そ
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
も
な
い
か
、
あ
る
い
は
元
の
使
用
者
が
、
と
り
わ
け
特
許
権
や
著
作
権
の
分
野
お
い
て
、
排

他
的
権
利
を
主
張
で
き
ず
、
す
で
に
一
般
公
衆
の
自
由
な
利
用
が
可
能
な
状
態
に
置
か
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
訴
え
が

な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
、
以
前
の
被
用
者
は
多
く
の
事
例
に
お
い
て
、
よ
り
望
ま
し
い
仕
事
、
よ
り
好
ま
し
い
発
明
の
機
会
、
自
分
の
家
族
を
支
え
る

た
め
の
よ
り
大
き
な
報
酬
を
求
め
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

第
三
に
、
以
前
の
被
用
者
が
、
新
た
な
使
用
者
の
事
業
に
携
わ
る
た
め
、
市
ま
た
は
州
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
手
続
き
に
お
い
て
蚊

帳
の
外
に
置
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
事
例
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
裁
判
結
果
に
は
、
不
確
実
性
が
伴
う
の
み
な
ら
ず
、
元
の
使
用

者
企
業
に
よ
り
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い
て
証
拠
の
提
示
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
不
正
目
的
で
使
用
す
る
者
と
し

て
、
名
誉
が
毀
損
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

右
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
は
、
競
業
禁
止
契
約
に
関
わ
っ
て
、
過
度
に
広
範
な
制
限
を
課
す
る
も
の
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
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「
不
可
避
的
開
示
」
の
法
理
を
直
ち
に
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

（4
5

）

。
仮
に
、
元
の
使
用
者
企
業
が
、
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い
て
何
の
証
拠
も

な
く
、
当
該
被
用
者
が
競
業
関
係
に
立
つ
こ
と
を
妨
げ
る
機
会
を
持
ち
、
当
該
被
用
者
に
攻
撃
を
仕
掛
け
、
差
止
命
令
を
申
し
立
て
る
た
め
に
、
弁

護
士
を
雇
う
こ
と
だ
け
で
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
被
用
者
の
移
動
に
逆
行
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。 右

に
述
べ
た
「
不
可
避
的
開
示
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
比
較
的
に
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
同
法
理
は
、
一
八
九
七
年
に
ま
で
遡

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

（4
6

）

。
と
は
い
え
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
長
い
間
、
同
法
理
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た（47

）

が
、
一
九
九

五
年
の
有
名
な
第
七
巡
回
区
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
、
新
た
な
展
開
を
み
せ
た
と
さ
れ
る

（4
8

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
不
可
避
的

開
示
に
よ
る
差
止
命
令
の
申
立
て
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た
態
度
を
取
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
（4

9

）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
裁
判
所
は
、
そ
う
し

た
差
止
命
令
に
判
断
を
下
す
に
当
た
り
、
同
法
理
の
適
用
に
つ
い
て
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

５ 

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
主
張
の
変
更
に
つ
い
て 

次
に
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
お
け
る
よ
り
一
般
的
問
題
と
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
が
、
過
度
に
広
範
か
つ
し
ば
し

ば
変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
、
原
告
側
に
お
い
て
、
無
頓
着
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
熟
慮
の
う
え
で
の
訴
訟
戦
術
に
よ
る
も
の
か
、

判
然
と
し
な
い
が
、
実
際
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
を
、
明
ら
か
に
秘
密
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
広
い
概
念
の
な
か
に
潜
ま
せ
て
お

く
よ
う
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
が
多
く
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
原
告
側
の
訴
訟
戦
術
は
、
時
と
し
て
小
さ
な
操
業
を
開

始
し
て
間
の
な
い
被
告
側
に
、
過
度
に
広
い
原
告
側
の
主
張
を
弱
め
る
た
め
だ
け
に
調
査
を
行
う
の
に
、
費
用
の
か
か
る
専
門
家
を
雇
わ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
と
言
え
る
。 

右
に
述
べ
た
こ
と
に
関
し
て
、
被
告
が
保
有
あ
る
い
は
使
用
し
て
い
る
知
識
・情
報
が
原
告
側
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
に
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つ
い
て
、
数
多
く
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
に
お
い
て
は
、
原
告
側
が
安
易
に
そ
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
主
張
を
変
更
す
る
と
こ

ろ
に
、
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
告
側
は
、
攻
撃
目
標
が
定
ま
ら
な
い
状
態
で
延
々
と
戦
う
羽
目
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
被
告
側
が
当
初
の
主
張
に
対
し
て
反
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
原
告
側
が
訴
訟
方
針
を
変
更
し
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
ま
っ
た
く
異
な
る
別
の
主
張
を
行
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
原
告
側
が
、
顧
客
リ
ス
ト
に
基
づ
く
主
張
か
ら
技
術
上
の
主
張
へ
、
そ
の
主

張
を
変
更
す
る
場
合
の
ほ
か
に
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ー
・ベ
ー
ス
の
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
主
張
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
・ベ
ー
ス
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
へ
の
主
張
に
、
そ
の
主
張
を
変
更
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
れ
、
被
告
側
は
、
原
告
側
の
当
初
の
主
張
の

弱
点
を
立
証
す
る
た
め
に
時
間
と
お
金
を
費
や
し
て
、
再
度
や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
れ
、
原

告
側
は
、
往
々
に
し
て
強
力
な
既
存
の
会
社
で
あ
る
一
方
で
、
被
告
側
は
、
小
さ
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

こ
う
し
た
問
題
が
生
じ
る
背
景
と
し
て
、
原
告
側
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
は
、
以
前
の
被
用
者
を
計
略
に
か
け
る
た
め
に
、
し

ば
し
ば
原
告
側
に
よ
り
、
い
か
に
も
事
後
的
に
作
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
原
告
側
が
会
社
の
知
的
財
産
と
し
て
事
前
に
記
録
に
残
し
、
被
用

者
が
退
職
す
る
前
に
秘
密
と
し
て
守
る
ほ
ど
の
価
値
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
裁
判
所
が
見
抜
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、

著
作
権
、
商
標
権
、
特
許
権
と
は
異
な
り
、
記
録
さ
れ
た
り
、
積
極
的
に
登
録
な
ど
は
さ
れ
な
い
が
、
一
応
知
的
財
産
と
し
て
の
形
を
と
る
ト
レ
ー

ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
は
、
合
法
的
な
競
争
の
制
限
を
求
め
る
者
ら
に
よ
り
、
あ
ま
り
に
も
安
易
に
操
作
さ
れ
が
ち
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、
裁
判
所
が
右
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
裁
判
所
は
、

近
時
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
裁
判
所
の
先
例
に
従
っ
て
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
側
に
、
訴
訟
の
途
中
に
新
た
な
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ

ト
の
主
張
に
加
え
て
、
「十
分
な
理
由
（go

o
d
 
cau

se

）
」を
証
拠
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
こ
と
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る

（5
0

）

。
も
と
よ
り
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
側
に
は
、
特
に
開
示
手
続
き
が
最
終
段
階
に
近
い
よ
う
な
場
合
、
自
由
に
そ
の
主
張
の
変
更
や
追
加
を
す
る
こ
と
は
認
め
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ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。 

第
二
に
、
仮
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
が
強
く
な
い
と
し
て
も
、
封
建
的
な
色
彩
が
残
存
す
る
義
務
を
被
用
者
に
負
わ
せ
る
よ

り
、
む
し
ろ
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
が
財
産
権
と
し
て
の
知
的
財
産
権
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
主

張
に
対
し
て
、
懐
疑
的
な
態
度
を
取
る
方
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
元
の
使
用
者
か
ら
習
得
し
た
知
識
・情
報
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
以
前
の
被
用
者
に
一
連
の
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
方
と
は
対
照
的

に
、
財
産
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
例
え
ば
、
当
該
知
識
・
情
報
は
す
で
に
当
該
取
引
に
お
い
て
知
ら
れ
て
お
り
、
被
用
者
は
自
由
に
使
用
で
き

る
こ
と
を
立
証
し
、
財
産
権
で
あ
る
旨
を
論
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
前
の
被
用
者
は
、
当
該
主
張
を
打
ち
負
か
す
こ
と
も
で
き
る
。 

要
す
る
に
、
元
の
使
用
者
企
業
は
、
過
度
に
広
範
な
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
主
張
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
反
競
争
的
な
訴
訟
戦
術
と
し
て
、

し
ば
し
ば
そ
の
主
張
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
く
こ
と
は
、
独
創
的
な
企
業
の
成
長
・発
展
に
向
け
た
法
実
践
を
指
向
す
る
際
に
、

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

６ 

訴
訟
戦
術
と
訴
訟
手
続
上
の
要
件
に
つ
い
て 

 
 
 
 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
実
際
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
訴
訟
手
続
上
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
裁
判
所
や
当
該
被
告
が
、
問
題
は
何
な
の
か
分
か
る
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
は
、
ト

レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
の
詳
細
を
実
際
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
統
一
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
、
四
〇
州
を
超
え
る
州
裁
判
所
は
、
退
職
被
用
者
に
ね
ら
い
を
定
め
た
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・ロ
ー
上
の
主
張
に
先
ん
じ
て
、
各

州
レ
ベ
ル
で
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
を
用
い
る
べ
き
か
ど
う
か
。
第
三
に
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
側
は
、
被
告
側
が
ど
の
よ
う
な
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情
報
を
知
り
な
が
ら
盗
み
取
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
開
示
制
限
命
令
（pro

tective 
o
rd

er

）を

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。  

ま
ず
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
の
同
一
性
に
つ
い
て
、
当
該
被
告
が
最
大
可
能
な
防
御
を
尽
く
す
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
原
告

側
は
、
当
該
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
の
詳
細
な
開
示
を
回
避
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
当
該
主
張
に
つ
い
て
詳
細

を
正
確
に
知
ら
な
い
被
告
は
、
一
般
公
衆
の
自
由
な
利
用
が
可
能
な
公
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
別
個
独
立
に
派
生
し
た
も
の
で

あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
当
該
秘
密
に
つ
い
て
既
存
の
知
識
・情
報
で
あ
る
こ
と
を
、
必
ず
し
も
常
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
裁

判
所
も
、
当
該
主
張
は
い
っ
た
い
何
か
を
知
ら
な
い
場
合
、
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
行
わ
れ
る
判
決
（su

m
m

ary 
ju

d
gm

en
t

）
に
お
い
て
、
お
よ
そ

説
得
力
の
あ
る
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
点
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
だ
け
が
、
開
示
手
続
を
始
め
る
前
に
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
に
そ
の
主
張
に
つ
い
て
同
一
で
あ
る
こ
と

を
求
め
る
制
定
法
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
州
の
制
定
法
の
も
と
で
も
、
原
告
は
当
該
秘
密
の
主
張
に
つ
い
て
、
極
め
て
具
体
的
に
理
由
が

明
確
な
程
度
に
同
一
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
該
被
告
は
、
原
告
に
対
す
る
質
問
書

（interro
gato

ries

）を
通
し
て
、
完
全
な
同
一
性
の
確
認
が
求
め
ら
れ
る

（5
1

）

。
こ
の
点
、
当
該
事
件
の
早
期
の
段
階
で
同
一
性
の
確
認
を
求
め
る
州
裁
判

所
が
あ
る
一
方
で
、
多
く
の
州
裁
判
所
は
、
当
該
事
件
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
同
一
性
の
確
認
を
求
め
る
と
さ
れ
る

（5
2

）

。
し
か
し
、
公
有
に
属
す
る

情
報
に
対
し
て
、
原
告
の
主
張
を
正
確
に
評
定
す
る
た
め
に
必
要
な
程
度
に
正
確
さ
を
要
求
し
た
り
、
完
全
な
同
一
性
の
確
認
を
抑
え
る
揺
さ
ぶ
り

戦
術
を
認
め
る
よ
う
な
裁
判
所
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
る
。 

こ
の
点
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
の
同
一
性
の
確
認
を
原
告
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
鋭
く
批
判
し
た
例
外
的
事

例
と
し
て
、
第
七
巡
区
裁
判
所
の
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る

（5
3

）

。
こ
う
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
当
事
者
は
、
な
ぜ
完
全
か
つ
明
確
な
同
一
性
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の
確
認
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
早
い
段
階
で
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

次
に
、
ア
メ
リ
カ
の
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
関
す
る
主
張
が
優
先
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
は
、
例
え
ば
、
不
正
競
争
、
横
領
、
不
法
な
干
渉
の
よ
う
な
複
数
の
名
目
を
掲
げ
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
主
張
を

訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
制
定
法
上
防
御
に
都
合
の
よ
い
側
面
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
裁
判
所

は
、
お
お
む
ね
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
上
の
専
占
条
項
（preem

p
tio

n
clau

se

）
の
も
と
で
、
そ
う
し
た
主
張
を
禁
止
し
て
き
た
と
さ
れ
る

（5
4

）

。

し
か
し
な
が
ら
、
一
応
マ
ル
秘
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
よ
う
な
情
報
の
範
疇
が
あ
り
、
若

干
の
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
に
よ
り
欺
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（5
5

）

。
こ
う
し
た
訴
訟
戦
術
は
、
単
な
る
言
葉
あ
そ

び
に
す
ぎ
ず
、
「
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
」
と
い
う
文
言
の
代
わ
り
に
、
例
え
ば
、
「
内
密
の
」
と
か
、
「
財
産
的
に
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
類
似

の
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
制
定
法
の
適
用
を
回
避
し
た
り
、
あ
る
い
は
秘
密
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
の
使
用
者
企
業
は
、
被
用
者
が
用

い
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
情
報
を
め
ぐ
っ
て
訴
え
を
起
こ
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
理
由
を
付
し
た
判
決
に
よ
り
、
何
の
た
め
に

こ
う
し
た
現
実
性
の
乏
し
い
戦
術
を
と
る
の
か
を
見
き
わ
め
て
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
上
の
専
占
条
項
の
も
と
で
、
そ
う
し
た
戦
術
を
拒

否
す
べ
き
と
さ
れ
る

（5
6

）

。
そ
し
て
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
統
一
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
な
か
で
、
非
公
開
の
事
業
上
の
情
報
の
誤
用
を
主
張
す
る
、

す
べ
て
の
不
法
行
為
訴
訟
上
の
請
求
は
、
当
該
制
定
法
の
も
と
で
の
み
法
廷
で
争
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
被
告
人
が
奪
い
取
っ
た
と
い
う
理
由
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
当
該
情
報
を
同
人
が
確
か
め
る
こ
と
を
許
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
が
当
該
秘
密
を
同
一
と
み
な
す
と
き
で
も
、
単
に
「弁
護
士
の
目
線
」だ
け
で
、
開
示
の
濫
用
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
発
せ

ら
れ
る
開
示
制
限
命
令
（pro

tective 
o
rd

er

）の
も
と
で
、
そ
う
す
る
こ
と
が
典
型
的
に
み
ら
れ
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
不
法
な
行
為

者
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
者
は
、
故
意
に
奪
い
取
っ
た
と
い
う
理
由
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
当
該
情
報
に
つ
い
て
、
精
査
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
一
般
公
衆
の
自
由
な
利
用
が
可
能
な
情
報
源
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
、
あ
る
い
は
以
前
の
使
用
者
企
業
に
従
事
す
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る
前
に
当
該
情
報
に
つ
い
て
は
す
で
に
知
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
当
人
が
右
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
と
い
う
理
由
で
訴
え
ら
れ
た
こ
と
に
最
大
可
能

な
反
論
を
加
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
訴
訟
当
事
者
は
、
不
法
な
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
者
が
、
当
該
秘
密
の
リ
ス
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
許
す
文
言
を
開
示

制
限
命
令
に
挿
入
し
、
仮
に
当
該
原
告
が
拒
否
す
る
な
ら
ば
、
強
制
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
申
し
立
て
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
訴
訟
の
原
告
側
は
、
当
該
被
告
が
当
該
情
報
を
取
得
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
と
し

て
開
示
制
限
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
被
告
側
は
、
ま
さ
に
同
じ
情
報
を
奪
取
か
つ
使
用
し
た
と
い
う
理
由
で
、
す
で
に

訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
主
張
は
、
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
、
グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
に
よ
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
発
展
を
促
進
す
る
に
当
た
り
、
競
業
禁
止
特
約
を
廃
止
す
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
ト

レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
お
け
る
訴
訟
手
続
の
見
直
し
が
、
重
要
で
あ
る
と
す
る

（5
7

）

。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
以
前
の
使
用
者
企
業
が
進
ん
で
何
ら
か
の
主
張
を
行
い
、
ま
た
、
そ
の
主
張
を
し
ば

し
ば
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
小
さ
な
競
争
相
手
企
業
を
必
要
以
上
に
消
耗
さ
せ
る
よ
う
な
戦
い
に
お
い
て
、
反
競
争
的

な
戦
い
の
武
器
と
な
る
危
険
性
を
孕
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

四 

競
業
禁
止
特
約
の
検
討
課
題 

 
 右

に
述
べ
て
き
た
議
論
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、
過
度
に
制
限
的
な
被
用
者
移
動
の
法
的
枠
組
み
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
資
金
に
裏
づ

け
ら
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
発
展
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
は
と
も
あ
れ
、
す
べ
て
の
理
論
は

厳
密
に
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
結
論
を
導
き
出
す
う
え
で
も
、
競
業
禁
止
特
約
に
限
っ
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
、
検
討
を
要
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す
る
二
、
三
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
（１
） 

競
業
禁
止
特
約
が
合
法
と
さ
れ
る
州
に
お
い
て
、
ハ
イ
テ
ク
事
業
の
ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
で
、 

実
際
上
、
雇
用
契
約
の
な
か
に
、
そ
う
し
た
特
約
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
（２
） 

競
業
禁
止
特
約
が
合
法
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
技
能
な
ど
を
持
っ

た
被
用
者
ら
が
禁
止
特
約
に
服
す
る
州
に
お
い
て
、
被
用
者
ら
は
、
訴
訟
沙
汰
を
回
避
す
る
た
め
に
転
職
す
る
場
合
に
お
い
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
割
合

で
、
職
域
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
職
域
の
変
更
は
、
被
用
者
の
持
つ
技
能
、
知
識
、
経
験
の
活
用
に
対
し
て
マ

イ
ナ
ス
に
働
く
で
あ
ろ
う
か
。
（
３
） 

競
業
禁
止
特
約
が
合
法
と
さ
れ
る
州
に
お
い
て
、
元
の
使
用
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
頻
度
で
、
競
業
禁
止
特
約
の
法

的
強
制
を
求
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
た
に
起
ち
上
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
す
る
、
そ
う
し
た
禁
止
特
約
に
か
か
る
訴
訟
コ
ス
ト
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。 

 

五 

結
び
に
代
え
て 

 

以
上
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
被
用
者
の
移
動
ル
ー
ル
の
効
用
を
め
ぐ
る
議
論
と
被
用
者
の
移
動
の
法
的
枠
組
み
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
の
競
業
禁
止
特
約
の
あ
り
方
を
み
て
き
た
。 

と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
は
、
今
日
と
は
隔
世
の
感
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
中
世
の
封
建
制
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
用

者
ら
の
移
動
の
自
由
や
被
用
者
ら
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
起
ち
上
げ
と
両
立
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
国
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
、
事
後
的
に
、
書
面
で
契
約
の
締
結
も
さ
れ
て
い
な
い
競
業
禁
止
契
約
を
元
の
使
用
者
ら
に
探
る
に
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
操
業

を
始
め
た
ば
か
り
の
競
争
相
手
企
業
は
訴
訟
リ
ス
ク
を
負
わ
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
持
続

的
発
展
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
重
要
な
法
律
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
、
使
用
者
企
業
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
を
守
る
た
め
の
競
業
禁
止
特
約
に
関
す
る
裁
判
例
に
実
質
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。  
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ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
不
正
競
争
防
止
法
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
競
業
禁
止
特
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
再

考
し
て
み
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
の
主
張
に
み
る
競
業
禁
止
特
約
の
廃
止
論
に
倣
う
こ
と
が
唯
一
絶
対
に
正
し
い
道
で
あ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
。
が
、
今
日
と
は
大
き
く
異
な
る
時
代
に
お
い
て
あ
み
出
さ
れ
た
競
業
禁
止
特
約
が
、
果
た
し
て
実
践
的
で
創
意
に
富
ん
だ
被
用
者

を
保
護
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
真
に
役
立
つ
も
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
元
の
使
用
者
の
特
定
の
利
益
を
保
護
す
る
ほ

か
に
、
何
の
理
由
も
な
く
、
何
よ
り
も
以
前
の
被
用
者
ら
に
よ
る
競
争
を
制
限
す
る
た
め
に
の
み
機
能
し
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
競
業
禁
止
特
約

の
あ
り
方
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

最
後
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
競
業
禁
止
特
約
を
直
ち
に
廃
止
す
る
方
向
へ
法
改
正
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
が
、
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
急
速

に
狭
く
な
り
、
経
済
社
会
の
変
化
も
激
し
い
中
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
結
論
と
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
の
見
直
し
の
方

向
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
う
え
で
競
業
禁
止
特
約
を
必
要
最
小
限
度
に
縮
減
す
る
方
向
で
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
競
業
禁
止
特
約
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・ケ
ー
ス
で
判
断
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
契
約
の
有
効
性
の
評
価

判
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
競
業
禁
止
に
つ
い
て
、
当
該
企
業
に
特
有
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、

顧
客
情
報
な
ど
を
含
め
て
、
使
用
者
に
お
い
て
保
護
す
べ
き
正
当
な
利
益
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
禁
止
の
対
象
と
な
る
競
業
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
第
三
に
、
例
え
ば
、
企
業
在
職
中
に
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
な
被
用
者
な
ど
、
競
業
禁
止
の
対
象
と
な
る
被
用
者
ら

の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
使
用
者
企
業
が
営
む
業
務
の
性
質
、
規
模
の
ほ
か
、
被
用
者
が
持
つ
知
識
・情
報
、
経
験
、
技
能
に
よ
り
、

競
業
を
禁
止
す
る
範
囲
が
地
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
五
に
、
競
業
禁
止
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
技
術
の
進
歩
は
絶
え
間
な
く
、
時
間
と
と
も

に
、
そ
の
価
値
も
薄
れ
て
い
く
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
。
第
六
に
、
競
業
禁
止
に
対
す
る
代
償
の
有
無
。
第
七
に
、

社
会
公
共
の
利
害
。 
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
考
慮
さ
れ
る
べ
き
諸
要
素
か
ら
想
い
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
世
の
中
の
進
歩
向
上
の
た
め

に
、
被
用
者
ら
は
、
使
用
者
企
業
と
の
関
係
に
お
い
て
競
業
禁
止
契
約
に
署
名
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
に
交
渉
力
を
持
て
る
よ

う
、
被
用
者
一
人
一
人
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
導
く
た
め
に
、
強
い
起
業
家
精
神
を
持
っ
て
、
斬
新
な
知
識
・情
報
、
技
術
、
そ
し
て
経
験
を
、
よ
り
一

層
自
分
の
も
の
に
し
て
、
自
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

  

注 

（１
）一
九
九
五
年
に
公
布
・施
行
さ
れ
た
科
学
技
術
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府
が
二
〇
一
一
年
に
定
め
た
二
〇
一
五
年
度
ま
で
の
「第
四
期
科
学
技
術
基
本
計

画
」
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
推
進
が
掲
げ
ら
れ
た
。
わ
が
国
を
始
め
主
要
国
に
と
っ
て
、
成
長
戦
略
を
い
か
に
描
き
、
実
現
し
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
肝
心
か
な
め
の
と
こ
ろ
は
、
技
術
革
新
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
身
で
あ
る
。 

（２
）奈
良
地
判
・昭
四
五
・一
〇
・二
三
下
民
集
二
一
巻
九
・一
〇
・一
三
六
九
頁
、
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
、
労
経
速
七
四
五
号
四
頁
。
裁
判
所
は
本
件
に
お

い
て
、
「一
定
の
範
囲
に
お
い
て
競
業
を
禁
ず
る
特
約
を
結
ぶ
と
い
う
形
で
被
用
者
の
移
動
に
課
さ
れ
る
制
限
は
、
い
わ
ゆ
る
営
業
上
の
秘
密
と
し
て
営
業
の

自
由
と
な
ら
ん
で
共
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
と
し
て
、
当
該
契
約
の
競
業
の
制
限
が
合
理
的
な
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
限
り
、
当
該
契
約
は
無
効
と
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
」と
し
た
。 

（３
）
も
と
よ
り
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
正
面
か
ら
保
護
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
不
正
競
争
行
為
と
い
う
不
法
行
為
の
特
別
の
行
為
態
様
を
規
制
す
る
こ
と
に

よ
り
、
結
果
と
し
て
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護
す
る
と
い
う
わ
が
国
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
の
仕
方
に
は
違
い
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
持
続
的
経
済
成
長
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。 

（４
）See,

 C
h
arles T

ait G
raves and

 Jam
es A

. D
ibo

ise, DO STRICT TRADE SECRET AND NON-COMPETITION LAWS OBSTRUCT
 
INNOVATION?

, 1
 

E
n
trp

ren
. B

u
s. L

.J. 3
23

. 

（５
）See,

 L
isa L

erer, DotCommunist

’ Protects Free Software Frontier, T
H

E
 R

E
C

O
R

D
E

R
, F

eb
. 2

1
, 2

0
0
6
, at 3

. 

ち
な
み
に
、
モ
グ
レ
ン
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教
授
は
、
す
べ
て
の
知
的
財
産
の
法
的
規
制
の
撤
廃
と
自
由
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
の
促
進
を
求
め
る
。 

（６
）See,

 C
atherin

e L
. F

isk, Knowledge Work:New Metaphors for the New Economy, 8
0
 C

H
I.-

K
E
N

T
 L

. R
E

V
. 8

3
9
, 8

6
2
 -

 6
3

（20
0
5

）. 

フ

ィ
ス
ク
は
、
現
在
の
発
明
の
譲
渡
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
被
用
者
発
明
家
に
、
共
同
所
有
名
義
の
よ
う
な
形
を
と
る
制
度
に
改
め
る
こ
と
を
求
め
る
。 

（７
）See,

 A
N

N
A

L
E
E
 S

A
X

E
N

IA
N

, R
E
G

IO
N

A
L
 A

D
V

A
N

T
A

G
E
: C

U
L
T

U
R
E
 A

N
D

 C
O

M
P
E
T

IT
IO

N
 IN

 S
IL

IC
O

N
 V

A
L
L
E
Y

 A
N

D
 

R
O

U
T

E
 1

28
 , 

3
1-3

7
, 41

, 6
0-

78

（Harvard
 U

n
iv. P

ress 199
6

）. 

本
書
で
は
、
よ
り
自
由
な
情
報
の
流
れ
を
含
め
て
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
と
ボ
ス
ト
ン
の
一
二
八
号
線
沿

い
の
地
帯
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。See,

 R
on

ald
 J. G

ilson
, The Legal Infrastructure of High Technology Industrial 

Districts: Silicon Valley, Route 128, and Covenants not to Compete,
 74

 N
.Y

.U
.L

. R
E
V

. 575
, 594

-
619

（19
99

）. 

ギ
ル
ソ
ン
に

よ
る
と
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
が
相
対
的
に
成
功
を
み
た
の
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
被
用
者
の
移
動
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
制
限
が

少
な
い
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。 

（８
）See, G

ilson
, su

pra n
ote 7

, at 6
07

-09
. 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
・プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
規
程
の
第
一
六
六
〇
〇
条
（CA

L
. B

U
S
. &

 P
R
O

F
. C

O
D

E
 

§
 1

660
0

）に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（９
）See, id. at 6

21
. 

ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
シ
リ
コ
ン
・バ
レ
ー
で
働
く
被
用
者
の
間
で
は
、
情
報
が
広
く
拡
散
し
て
い
る
旨
指
摘
す
る
詳

細
な
研
究
が
公
に
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。See, 

Yuval 
Feldman, 

Experimental 
Approach 

to 
the 

Study 
of 

Normative 
Failures: 

Divulging of Trade Secrets by Silicon Valley Employees,
 20

03
 U

. IL
L
. J.L

. T
E
C

H
. &

 P
O

L

’Y 1
0
5
.  

 

（
１０
）See, 

G
ilson

, sup
ra note 7

. 

（
１１
）See, K

ristin
a L

. C
arey, Beyond the Route 128 Paradigm: Emerging Legal Alternatives to the Non-Compete Agreement and 

Their Potential 
Effect on Developing High-Technology Markets,

 5 J. SM
A

L
L
 &

 E
M

E
R
G

IN
G

 B
U

S
. L

. 1
35

（20
01

）. 

ア
メ
リ
カ

西
海
岸
の
ハ
イ
テ
ク
地
域
に
お
い
て
、
被
用
者
の
移
動
を
制
限
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
様
々
な
法
理
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
１２
）See

, F
isk, sup

ra no
te 6

, at 8
5
7
. 

フ
ィ
ス
ク
に
よ
る
と
、
国
や
経
済
が
工
業
お
よ
び
脱
工
業
化
し
て
世
の
中
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
〇
年
前
に
比

べ
て
、
知
的
資
源
の
重
要
性
が
増
し
た
と
す
る
。 

（
１３
）See, Jaso

n
 S

. W
ood

, A Comparison of the Enforceability of Covenants not to Compete and Recent Economic Histories 

of Four High 
Technology Regions, 5

 V
A

. J.L
. &

 T
E
C

H
. 1

4

（20
00

）. 
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（
１４
）Id. 

（
１５
）Id.

 

問
題
の
ブ
ー
ム
の
時
代
に
お
い
て
、
高
度
な
技
能
を
持
っ
た
被
用
者
ら
は
、
使
用
者
ら
に
競
業
禁
止
特
約
を
用
い
な
い
理
由
を
説
明
で
き
る
よ
う
な

強
い
交
渉
力
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

（
１６
）See,

 D
an

 Seligm
an

, The Case for Servitude, 
F
O

R
B

E
S
 M

A
G

A
Z
IN

E
, M

arch
 1

, 2
00

4
, at 7

0
. 

（
１７
）See, id. 

（
１８
）See,

 D
avid

 D
. F

ried
m

an
, W

illiam
 M

. L
an

des, an
d
 R

ich
ard

 A
. P

osner, Some Economics of Trade Secret Law, 5
 J. E

C
O

N
. P

E
R

S
P
. 

6
1
, 69-

70

（199
1

）. 

（
１９
）See,

 G
raves, sup

ra note 4
 , at 3

28
. 

（
２０
）See, A

n
n
 C

. H
o
dges &

 P
orcher L

. T
aylo

r Ⅲ
, The Business Fallout from the Rapid Obsolescence and Planned Obsolescence 

of High-Tech Product:Downsizing of Noncompetition Agreements,
 6

 C
O

L
U

M
. SC

I. &
 T

E
C

H
. L

 R
E
V

. 3

（2005

）. 

（
２１
）被
用
者
の
移
動
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、
世
界
中
ど
こ
で
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
が
成
長
・発
展
を
遂
げ
る
期
間
に
み
ら
れ
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。 

（
２２
）See,

 G
raves, sup

ra note 4
 , at 3

29
. 

（
２３
）See, id. 

（
２４
）See,

 H
arlan

 M
. B

lake, Employee Agreements Not to Compete,
 7

3
 H

A
R
V

. R
E
V

. 6
25

, 62
9-3

7

（1960

）. 

ブ
レ
イ
ク
は
、
ギ
ル
ド
を
保
護
し
、

後
に
労
働
市
場
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
の
判
例
法
や
競
業
禁
止
契
約
の
発
展
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。See

, 
K

A
R
E
N

 
O

R
R
E
N

, 

B
E
L
A

T
E
D

 F
E
U

D
A

L
IS

M
: L

A
B

O
R
, T

H
E
 L

A
W

, A
N

D
 L

IB
E
R
A

L
 D

E
V

E
L
O

P
M

E
N

T
 IN

 T
H

E
 U

N
IT

E
D

 ST
A

T
E
S
 71-

76
,104

-05

（Cam
bridge 

U
n
iv. 

P
ress 1

992

）. 

オ
ー
レ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
封
建
制
下
の
労
働
の
階
層
秩
序
と
、
競
業
禁
止
特
約
な
ど
を
通
し
て
、
産
業
が
い
ま
だ
初
期
段

階
に
あ
っ
た
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
法
へ
の
移
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
バ
ン
ト
の
支
配
服
従
関

係
は
歴
史
的
に
は
、
中
世
社
会
の
階
層
制
の
名
残
と
さ
れ
る
。 

（
２５
）See,

 A
D

A
M

 S
M

IT
H

, T
H

E
 W

E
A

L
T

H
 O

F
 N

A
T

IO
N

S
 13

7-4
0

（Ed
w
in

 C
an

non
 ed

., T
h
e M

odern
 L

ibrary 193
7

）（17
76

）. 

本
書
で
は
、
労
働

者
や
徒
弟
に
課
さ
れ
て
き
た
様
々
な
制
限
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
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（
２６
）See, 1

 W
IL

L
IA

M
 B

L
A

C
K

S
T

O
N

E
, C

O
M

M
E
N

T
A

R
IE

S
 O

N
 T

H
E
 L

A
W

S
 O

F
 E

N
G

L
A

N
D

 4
17

（Un
iversity o

f C
hicago

 P
ress 1

979

）（1769

）. 

（
２７
）See, 

G
raves , supra no

te 4
, at 33

2
. 

グ
レ
ー
ヴ
ズ
ら
に
よ
る
と
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
を
離
職
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
競
業
禁
止
特
約
の
拘
束
を
受

け
る
被
用
者
ら
の
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
助
言
を
す
る
に
当
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
は
非
常
に
広
範
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
用
者
ら

は
、
一
定
の
技
術
分
野
に
お
い
て
競
争
関
係
に
立
つ
の
か
ど
う
か
知
る
こ
と
さ
え
な
い
、
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

（
２８
）
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
二
〇
〇
五
年
に
広
く
報
道
さ
れ
た
。
競
業
禁
止
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
同
社
の
被
用
者
で
あ
る

李
開
復
（Kai-F

u
 L

ee

）氏
は
、
グ
ー
グ
ル
社
の
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
沙
汰
に
な
っ
た
。 

（
29
）カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
裁
判
所
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
た
よ
く
知
ら
れ
た
裁
判
例
と
し
て
は
、M

uggill v. R
eub

en
 H

. D
o
nn

elley C
o
rp

., 42
 C

al.R
p
tr. 1

07
, 

1
08-

09

（1965

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、
以
前
の
被
用
者
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
も
と
で
競
争
相
手
企
業
に
転
職
す
る
な
ら
ば
、
年
金
の
支
払
い

を
打
ち
切
る
と
い
う
条
項
に
つ
い
て
、
無
効
と
さ
れ
た
。 

（
30
）See,

 In
gerso

ll-
R
and

 C
o
. v. C

iavatta, 5
42

 A
. 2

d
 879

, 8
95

（N.J. 19
88

）. 

本
件
で
は
、
合
理
性
と
い
う
理
由
か
ら
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
被
用

者
の
拘
束
を
継
続
す
る
条
項
（ho

ldo
ver clau

se

）の
適
用
が
拒
否
さ
れ
た
。See, A

rm
orlite L

en
s C

o
. v. C

am
pb

ell, 3
40

 F
. S

up
p
. 27

3
,27

5

（S.D
. 

C
al. 

1
972

）. 

本
件
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
も
と
で
、
競
業
禁
止
契
約
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
契
約
の
終
了
後
も
発
明
の
譲
渡
義
務
を
負
わ

せ
る
条
項
は
、
無
効
と
さ
れ
た
。 

（
31
）See,

 C
A

L
. B

U
S
. &

 P
R
O

F
. C

O
D

E
 §

 1
66

01

（199
7

）. 

本
条
は
、
の
れ
ん
ま
た
は
会
社
株
式
の
売
買
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。See,

 C
A

L
. B

U
S
.&

 

P
R
O

F
. C

O
D

E
 §

 1
660

2

（1997

）. 

本
条
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。 

（
32
）See, N

C
H

 C
orp

. B
royles, 749

 F
. 2

d
 2

47
, 2

51

（5th
 C

ir. 19
85

）. 

本
件
で
は
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
関
わ
る

問
題
と
し
て
、
無
効
と
さ
れ
た
。 

（
33
）See, 

U
Z
 E

n
g. P

rod
. C

o
. v. M

id
w
est M

tr. Sup
p
ly C

o
., In

c., 7
70

 N
.E

. 2
d
 10

68
, 1

080
-81

（Oh
io C

t. A
p
p
. 2

00
1

）. 

本
件
で
は
、
小
規
模
な

取
引
に
お
い
て
競
業
を
妨
げ
る
、
過
度
に
広
範
な
、
二
年
間
に
わ
た
る
競
業
禁
止
や
引
抜
き
禁
止
特
約
が
支
持
さ
れ
た
。
ま
た
、
元
の
使
用
者
の
顧
客
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
使
用
者
が
、
競
争
相
手
企
業
と
の
関
係
で
競
争
優
位
に
立
つ
た
め
に
、
以
前
の
被
用
者
が
、
元
の
使
用
者
の
も
と
で
習

得
し
た
、
技
術
、
経
験
、
職
業
訓
練
を
活
用
す
る
の
を
妨
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
と
さ
れ
た
。 

（
34
）See, G

raves , sup
ra n

ote 4
 at 33

3. 

グ
レ
ー
ヴ
ズ
に
よ
る
と
、
立
法
府
は
、
政
党
が
ど
う
で
あ
れ
、
競
業
禁
止
条
項
の
廃
止
に
敏
感
に
反
応
す
る
で
あ
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ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
被
用
者
の
移
動
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
被
用
者
と
起
業
の
促
進
の
両
方
の
た
め
に
な
る
と
す
る
。 

（
35
）See,

 T
h
om

pson
 v. Im

p
axx, In

c., 7
 C

al. R
p
tr. 3d

. 42
7
, 4

29-
-32

（Cal. C
t. A

pp
. 2

003

）. 

本
件
で
は
、
秘
密
で
は
な
い
顧
客
と
の
接
触
を
妨
げ
る

限
り
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
顧
客
引
抜
き
禁
止
条
項
は
、
無
効
と
さ
れ
た
。 

（
36
）同
僚
の
引
抜
き
禁
止
特
約
が
関
わ
る
近
時
の
裁
判
例
と
し
て
、H

ay G
rou

p
, Inc. v. B

assick, N
o
. 0

2
 C

 81
94

, 200
5
 W

L
 2

42
041

5
, at 7

（N.D
.I1

1. 

S
ep

t. 29
, 2

00
5

）が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、
原
告
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
考
慮
し
て
も
、
過
度
に
広
範
で
あ
る
と
し
て
、
特
約
は
、
無
効
と
さ
れ

た
。See,

 P
alm

er &
 C

ay v. L
o
ckto

n
 C

o
s., In

c., 6
15

 S
.E

. 2
d
 7

52
, 75

（6 G
a. C

t. A
p
p
. 200

5

）. 

本
件
で
は
、
特
約
は
、
支
持
さ
れ
た
。 

（
37
）例
え
ば
、
新
た
な
会
社
を
創
業
す
る
た
め
に
、
退
職
す
る
前
に
、
被
用
者
の
一
団
が
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
制
限
は
な
い
。 See, 

A
T

C
 D

istr. G
rou

p
, In

c. v. W
h
atever it T

akes T
ran

sm
issio

ns &
 P

arts, In
c., 4

02
 F

. 3d
 7

00
, 716

（6th
 C

ir. 200
5

）. 

本
件
で
は
、
あ
る
会
社
の

普
通
の
従
業
員
が
、
競
争
相
手
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
、
公
然
と
ま
た
は
内
密
に
、
会
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
原
告

か
ら
何
の
説
明
も
な
か
っ
た
。See, 

T
he F

itness E
xp

erien
ce, In

c. v. T
F
C

 F
itn

ess E
qu

ip
, In

c., 3
55

 F
. S

u
pp

. 2
d
 

 
8
77

, 8
92-

93

（N.D
. O

h
io 

2
004

）. 

本
件
で
は
、
計
画
的
に
、
保
険
代
理
店
、
不
動
産
業
者
、
弁
護
士
ら
と
会
合
を
持
つ
な
ど
、
退
職
前
に
競
業
の
準
備
を
行
っ
た
被
用
者
に
有
利
な

正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、
問
題
は
、
高
度
な
忠
実
義
務
を
負
う
者
が
、
同
じ
よ
う
に
退
職
前
に
活
動
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

（
38
）See,

 M
id

w
est Jan

ito
rial Su

pp
ly C

orp
. v. G

reen
w
ood

, 629
 N

.W
. 2

d 371
, 3

74-
75

（Iow
a 2

001

）. 

本
件
で
は
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
不
動
産
業

者
と
の
接
触
、
電
話
設
備
の
価
格
調
査
、
署
名
の
打
ち
合
わ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
調
査
が
含
ま
れ
る
準
備
活
動
が
許
さ
れ
た
。See

, 

M
ercer M

gm
t. C

onsu
lting, In

c. v. W
ild

e, 920
 F

. S
u
pp

. 21
9
, 234

-35

（D.D
.C

. 1
9
96

）. See,
 D

w
yer, C

o
stello

 an
d
 K

n
o
x, 

P
.C

. v. D
iak, 8

4
6
 

S
.W

. 
2
d
 
7
42

, 
7
47

（Mo
. 

C
t. 

A
p
p
. 1

99
3

）. 

本
件
で
は
、
退
職
前
に
、
事
務
所
や
、
プ
リ
ン
ト
設
備
を
借
り
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。See, 

M
aryland

 

M
etals, In

c. v. M
etzner, 38

2
 A

. 2
d
 56

4
, 570

-71

（Md
. C

t. A
pp

. 19
78

）. 

本
件
で
は
、
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
と
の
相
談
、
設
備
購
入
の
銀
行
ロ
ー
ン

申
し
込
み
、
電
力
設
備
に
関
し
て
電
力
会
社
と
の
接
触
、
重
要
な
設
備
購
入
の
た
め
に
契
約
書
への
署
名
が
許
さ
れ
た
。 

（
39
）See, 

In
stru

m
ent R

ep
air S

erv., In
c. v. G

u
nb

y, 51
8
 S

. E
. 2

d
 1

61
, 16

3
（Ga. C

t. A
pp

. 1
99

9

）. 

本
件
で
は
、
退
職
前
に
、
新
た
な
競
業
事
業
を

会
社
組
織
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。See

, V
enture E

xp
ress, In

c. v. Z
illy, 9

73 S
.W

. 2
d
 602

, 60
6
 n

.2

（Tenn
. C

t. A
pp

. 19
98

）. 

本
件
は
、
右
事

件
と
同
じ
で
あ
る
。See

, F
letcher, B

arnh
ard

t &
 W

h
ite, In

c. v. M
atth

ew
s, 3

97
 S

.E
. 2

d
 8

1
, 84

（N.C
. C

t. A
pp

. 19
90

）. 

本
件
は
、
退
職
が
許
さ
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れ
る
前
に
、
新
会
社
の
設
立
に
踏
み
出
し
た
事
案
で
あ
る
。See, Z

em
itzsch

, In
c. v. H

arrison
, 7

12
 S

.W
. 2d

 41
8
, 422

（Mo
. C

t.A
p
p
. 198

6

）. 

本

件
で
は
、
退
職
前
に
、
新
会
社
の
設
立
が
許
さ
れ
た
。See,

 P
arson

s M
o
b
ile P

rods., In
c. v. R

em
m

ert, 5
31

 P
.2d

 428
, 43

2-3
3

（Kan
. 197

5

）. 

本
件

は
、
右
事
件
と
同
じ
で
あ
る
。 

（
40
）See,

 G
reen

w
ood

. 629
 N

.W
. 2d

 at 3
74-

75
. 

本
件
で
は
、
次
の
別
会
社
の
た
め
に
貸
出
限
度
額
を
探
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。See

, M
aryland

 M
etals, 

3
82

 A
. 2d

 at 570
-71

. 

本
件
は
、
次
の
別
会
社
の
投
資
家
と
接
触
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。 

（
41
）See, 

T
h
e N

ew
 L

 &
 N

 S
ales &

 M
ktg., In

c. v. M
en

aged
, N

o
. C

IV
. A

. 97
 4

966
, 1

998
 W

L
 57

527
0
, at 7

（E.D
. P

a. S
ep

t. 9
, 1

998

）. 

本
件

は
、
高
度
の
忠
実
義
務
を
負
う
者
が
、
退
職
後
に
顧
客
と
会
う
約
束
の
取
り
付
け
が
許
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。See,

 W
ild

e, 9
2
0
 F

. S
u
pp

. A
t 235

. 

本

件
は
、
当
該
招
待
状
の
日
付
が
退
職
し
た
後
の
日
と
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、
引
抜
き
の
た
め
に
ほ
か
の
被
用
者
ら
を
晩
餐
会
へ招
待
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
事
案
で
あ
る
。See,

 M
cC

allister C
o
. v. K

astella, 8
25

 P
.2

d
 9

80
, 98

3-8
4

（Ariz. C
t. A

pp
. 1

992

）. 

本
件
は
、
三
〇
日
前
に
予
告
し
て
、
使
用
者

の
顧
客
に
退
職
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
送
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。See, D

w
o
rkin

 v. B
lu

m
enth

al, 5
51

 A
. 2d

 94
7
, 949

（Md
. C

t. A
pp

. 

1
98

9

）. 

本
件
は
、
退
職
前
に
秘
密
と
さ
れ
て
い
な
い
患
者
の
リ
ス
ト
を
用
い
て
、
通
知
し
、
退
職
前
に
患
者
ら
に
手
紙
を
送
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で

あ
る
。See

, H
arrison

, 7
12

 S
.W

. 2
d
 at 4

2
2
. 

本
件
は
、
退
職
前
に
新
会
社
設
立
の
計
画
に
つ
い
て
使
用
者
の
顧
客
に
話
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事

案
で
あ
る
。See,

 E
llis &

 M
arsh

all A
sso

c, In
c. v. M

arsh
all, 30

6
 N

.E
. 2d

 71
2, 7

17

（Ill. C
t. A

pp
.19

74

）. 

本
件
は
、
退
職
し
て
競
業
す
る
企
業
を

設
立
す
る
計
画
に
つ
い
て
同
僚
や
使
用
者
の
顧
客
ら
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。 

（
42
）See,

 A
better T

ru
cking C

o
. v. A

rizp
e, 113

 S
.W

. 3
d
 50

3
, 510

-13

（Tex. C
t. A

pp
. 2

003

）. 

本
件
で
は
、
当
該
被
用
者
は
、
そ
の
計
画
を
開
示
す

る
一
般
的
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
使
用
者
に
対
す
る
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
、
被
用
者
ら
と
内
密
に
接
触
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

た
。 

（
43
）Se

e,
 R

iggs In
v. M

gm
t. C

orp
. v. C

o
lu

m
b
ia P

artners, L
L
C

, 9
6
6
 F

. S
upp

. 1
25

0
, 12

65

（D.D
.C

. 1
9
97

）. 

本
件
で
は
、
退
職
前
に
、
秘
密
情
報
を

用
い
て
、
同
僚
を
引
抜
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。See

, G
o
lden

 E
agle/S

atellite A
rchery, In

c. v. E
p
lin

g, 665
 N

.Y
.S

. 2
d
 1

69
,170

（N.Y
. 

A
pp

. 
1
99

7

）. 

本
件
で
は
、
被
告
が
後
に
特
許
を
求
め
た
製
品
開
発
の
た
め
に
、
会
社
の
資
源
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 

See,
 
D

an
iel 

O
rifice C

o
. v. W

h
alen

, 1
8
 C

al. R
p
tr. 6

5
9
, 66

5
-6

7

（Cal. C
t. A

pp
. 1

96
2

）. 
本
件
は
、
勤
務
時
間
外
に
、
原
告
の
製
品
改
良
の
詳
細
な
仕
様
書
を

作
成
し
、
退
職
し
て
新
会
社
を
通
じ
て
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
売
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。See,

 
A

lexan
der 

&
 
A

lexand
er 

B
en

efits 
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S
ervs., In

c. v. B
enefit B

ro
kers &

 C
on

su
ltan

ts, In
c., 7

56
 F

. Sup
p
. 1

408
, 14

13

（D. O
r. 19

91

）. 

本
件
は
、
新
会
社
を
組
織
す
る
た
め
に
、
勤
務

時
間
と
会
社
の
資
源
を
広
く
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。 

（
44
）See, 

C
add

y-
Im

ler C
reatio

ns, In
c. v. C

ad
d
y, 299

 F
. 2d

 79
, 83

（9th
 C

ir. 1
96

2

）. 

本
件
は
、
高
度
な
忠
実
義
務
を
負
う
者
が
、
原
告
の
事
業
に

お
け
る
公
の
資
料
か
ら
顧
客
リ
ス
ト
を
作
り
、
退
職
後
に
同
じ
資
料
か
ら
再
度
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。See,

 N
um

ed
, 

In
c. 

v.M
cN

utt, 

7
24

 S
.W

. 2d
 432

, 4
35

（Tex. A
pp

. 19
87

）. 

本
件
は
、
次
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
た
め
に
以
前
の
事
業
主
か
ら
習
得
し
た
秘
密
と
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
用
い
る

こ
と
が
許
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。See,

 P
ub

lic R
elation

s A
ids, In

c. v. W
agn

er, 3
24

 N
.Y

.S
. 2d

 92
0
, 9

23

（N.Y
. A

pp
.19

71

）. 

本
件
は
、
以
前
の
高

度
に
忠
実
義
務
を
負
う
者
が
、
独
創
的
で
は
あ
る
が
、
秘
密
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。See,

 J.T
. H

ealy &
 

S
on

, In
c. v. Jam

es A
. M

urph
y &

 Son
, In

c., 2
6
0
 N

.E
. 2d

 72
3
, 7

31

（Mass. A
p
p
.1

970

）. 

本
件
は
、
以
前
の
高
度
に
忠
実
義
務
を
負
う
者
に
つ
い
て
、

ほ
か
の
や
り
方
で
適
切
に
取
得
さ
れ
た
、
情
報
を
秘
密
と
は
し
な
か
っ
た
事
案
で
あ
る
。 

（
45
）See,

 G
raves , su

pra no
te 4

, at 338
. 

（
46
）See,

 
C

ath
erine 

F
isk, 

W
orkin

g 
K

no
w
led

ge: 
T

rad
e 

Secrets, 
R
estrictive 

C
o
ven

an
ts 

in
 
E
m

p
lo

ym
ent, 

and
 
th

e 
R
ise 

o
f 

C
orp

orate 

In
tellectu

al P
ro

perty, 18
00-

192
0
, 52

 H
A

S
T

IN
G

S
 L

.J. 4
4
1
, 50

7

（2001

）. 

フ
ィ
ス
ク
に
よ
れ
ば
、
「不
可
避
的
開
示
」の
法
理
は
、
一
九
世
紀
後
半
に

そ
の
起
源
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
る
。O

. &
 W

. T
h
u
m

 C
o
. v. T

lo
czynski, 7

2
 N

.W
. 1

4
0

（Mich
. 189

7

）. 

（
47
）See, 

C
o
nt

’l C
ar-

N
a-V

ar C
o
rp

. v. M
o
seley, 1

48
 P

. 2d
 9

, 11

（Cal. 1
944

）.

「不
可
避
的
開
示
」と
呼
ば
れ
る
前
に
、
そ
う
し
た
法
理
は
、
初
期
の

裁
判
例
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。See

, W
h
yte v. S

ch
lage L

o
ck C

o
., 1

25
 C

al. R
p
tr. 2

d
. 277

, 2
91

（Cal. C
t.A

p
p
. 20

02

）. 

本
件
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
も
と
で
、
「不
可
避
的
開
示
」は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

（
48
）See,

 P
epsiC

o
, In

c. v. R
ed

m
ond

, 54
 F

. 3
d
 1

262
, 1

269
（7th

 C
ir. 1

995

）. 

（
49
）See,
 D

exxon
 D

igital S
torage, In

c. v. H
aen

szel, 8
32

 N
.E

. 2
d
 62

, 6
8-69

（Oh
io

 C
t. A

pp
. 2

005

）. 

本
件
で
は
、
法
理
の
利
点
な
ど
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
法
理
の
適
用
が
な
さ
れ
た
。See

, L
iebert C

o
rp

. v. M
azur, 827

 N
.E

. 2
d
 90

9
, 92

7
-
29

（Ill. C
t. A

pp
.20

05

）. 

本
件
で
は
、
被
告
が
実
際
に
秘
密
の
原
材
料
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
証
拠
だ
け
に
基
づ
い
て
、
法
理
の
適
用
が
な
さ
れ
た
。See

, 
L
eJeun

e 
v.C

o
in

 

A
ccep

tors, In
c., 8

49
 A

. 2
d
 4

51
, 4

76

（Md
. A

pp
. 2

00
4

）. 

本
件
で
は
、
不
可
避
的
開
示
の
法
理
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
、
容
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

（
50
）See, N

eotherm
ia C

orp
. v. R

u
b
icor M

ed
., In

c., 3
4
5
 F

. S
u
pp

. 2
d
 10

42
, 10

45
（N.D

. C
al. 2

0
0
4

）. 

本
件
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
も
と
で
、
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ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
主
張
の
同
一
性
に
つ
い
て
改
善
す
る
た
め
に
十
分
な
理
由
が
求
め
ら
れ
た
。 

（
51
）See, 

A
d
van

ced
 M

odu
lar S

puttering, In
c. v. S

u
p
erior C

ou
rt, 1

32
 C

al. A
p
p
. 4th

 826
, 9

06
-0

7

（2005

）. 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
主
張
の

同
一
性
に
関
す
る
制
定
法
に
つ
い
て
解
釈
が
な
さ
れ
た
。 

（
52
）See, 

A
n
alog D

evices, In
c. v. M

ich
alski, 57

9
 S

.E
. 2d

 449
, 45

4

（N.C
. C

t. A
p
p
. 2

003

）. 

本
件
で
は
、
原
告
が
秘
密
で
は
な
い
一
般
的
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
リ
ス
ト
を
作
り
、
そ
れ
に
資
料
を
添
付
し
た
場
合
、
差
止
命
令
は
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。See, 

M
o
toro

la, 
In

c. 
v. 

D
B

T
E
L
, 

In
c., 

2
0
02

 
W

L
 

1
610

982
, 1

6
（N.D

. Ill. 2
0
02

）. 

本
件
原
告
は
、
正
確
な
秘
密
性
の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
技
術
情
報
に
つ
い
て
一
般
的
な
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。See, P

oro
us M

ed
ia C

o
rp

. v. M
id

land
 B

rake Inc., 1
87

 F
.R

.D
. 5

98
, 600

（D. M
inn

. 199
9

）.

本
件
で
は
、
例
え
ば
、

新
し
い
多
孔
性
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
の
詳
細
な
図
面
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ー
キ
・
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
に
関
連
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
カ
タ
ロ
グ
は
、
開
示
手

続
を
進
め
る
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
。 

（
53
） See,

 ID
X

 S
ys. C

orp
. v. E

p
ic S

ys. C
o
rp

., 28
5
 F

. 3
d
 58

1
, 5

83
-
84

（7th
 C

ir. 20
02

）. 

本
件
原
告
に
よ
る
と
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
製
法
に
つ
い

て
四
三
頁
に
わ
た
る
記
述
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
と
し
、
当
該
営
業
で
ど
の
側
面
が
知
ら
れ

て
い
る
の
か
が
た
ず
ね
ら
れ
、
当
該
原
告
が
、
当
該
秘
密
を
留
保
す
る
た
め
に
真
剣
に
努
力
し
な
い
な
ら
ば
、
裁
判
所
が
そ
う
し
た
役
目
を
果
た
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
さ
れ
た
。 

（
54
）統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
専
占
を
支
持
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。Digital E

n
vo

y, In
c. v. G

o
ogle,In

c., 3
70 

F
. S

up
p
. 2d

 102
5
, 1

034
-35

（N.D
. C

al. 2
00

5

）.
（カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
）。Acrym

ed
, In

c. v. C
on

vatec, 317
 F

. Sup
p
. 2d

 120
4
,1

217
-18

（D. O
r. 

2
004

）. 

（オ
レ
ゴ
ン
州
法
）。G

lasstech
, In

c. v. T
G

L
 T

em
p
ering S

ys., In
c., 5

0
 F

. S
u
pp

. 2d
 72

2
, 730

（N.D
. O

h
io

. 199
9

）. 

（オ
ハ
イ
オ
州
法
）。 

（
55
）See,

 M
cK

esson
 M

ed
.-S

urgical, Inc. v. M
icro

 B
io-

M
ed

ics, In
c., 26

6
 F

. S
up

p
. 2d

 590
, 600

（E.D
. M

ich
. 200

3

）. 

本
件
で
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
法

の
も
と
で
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
は
当
た
ら
な
い
ほ
か
の
秘
密
情
報
に
専
占
し
な
い
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
、
連

邦
統
一
法
に
よ
り
専
占
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
忠
誠
務
違
反
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
同
州
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
判
決
は
、
統
一
ト
レ

ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
も
と
で
の
専
占
条
項
を
広
く
適
用
し
た
。See,

 C
usto

m
 T

eleconn
ect,In

c. v. In
tern

ation
al T

ele-
Serv., In

c., 2
54

 F
. 

S
up

p
. 2

d
 1

173

（D. N
ev. 2

003

）（Nevad
a. U

T
S
A

）; Ston
e C

astle F
in

an
cial, In

c .v.F
ried

m
an

, B
illin

gs, R
am

sey &
 C

o
., 1

91
 F

. Su
pp

. 2d
 652

（E.D
. V

a. 2
0
02

）（Virgin
ia U

T
S
A

）. 

と
り
わ
け
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
最
高
裁
判
所
は
、
強
固
な
反
対
意
見
を
め
ぐ
っ
て
、
近
年
の
判
決
に
お
い
て
、
少
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数
意
見
を
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
関
心
事
に
は
何
ら
の
分
析
検
討
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。See

, B
u
rban

k G
rease S

erv., L
L
C

 v. 

S
o
ko

lo
w
ski, 7

17
 N

.W
. 2

d
 7

81

（W
isc. 2

006

）. 

統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
専
占
条
項
を
骨
抜
き
に
し
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
代
わ
り
に

情
報
を
単
に
マ
ル
秘
と
呼
ん
で
当
該
制
定
法
を
巧
み
に
逃
れ
る
よ
う
な
本
件
判
決
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
す
る
従
来
の
裁

判
例
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
最
も
好
ま
し
く
な
い
理
由
づ
け
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
最
高
裁
判
所
は
そ
の
後
す
ぐ
に
、

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
否
定
し
、
多
数
派
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
っ
た
。See,

 M
o
rtgage Sp

ecialists, In
c. v. D

avey, N
o
. 2

005
-06

7
, 2

006
 

W
L
 2

06
039

5

（N.H
. Ju

ly 2
6
, 200

6

）. 

（
56
）See,

 G
raves , su

pra note 4
, at 342

. See
, B

liss C
learin

g N
iagara, In

c v. M
id

w
est B

rake B
ond

 C
o
., In

c., 2
70

 F
. S

up
p
. 2

d
 94

3
, 9

47
-
49

（W
.D

. M
ich

.2
00

3
）. 
本
件
で
は
、
裁
判
例
が
収
集
さ
れ
、
右
に
述
べ
た
ス
ト
ー
ン
・キ
ャ
ッ
ス
ル
（Sto

ne C
astle

）事
件
判
決
と
は
見
解
を
異
に
し
た
。 See

, 

A
uto

 C
h
ann

el, In
c. v. Sp

eedvision
 N

etw
o
rk, L

L
C

, 1
44

 F
. Su

pp
. 2d

 7
84

, 7
89

（W
.D

. K
y. 20

01

）. 

本
件
で
は
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト

法
の
専
占
条
項
が
選
択
的
主
張
を
含
む
理
由
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。See

, T
ho

m
as &

 B
erts C

orp
. v. P

and
u
it C

o
rp

., 10
8
 F

.S
upp

. 2d
 9

68
, 

9
72

（N.D
. Ill. 2

0
00

）. 

本
件
で
は
、
被
告
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
秘
密
情
報
は
、
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

原
告
に
よ
り
、
専
占
は
適
切
さ
を
欠
く
と
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
統
一
ト
レ
ー
ド
・シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
専
占
条
項
を
無
意

味
に
す
る
も
の
で
あ
る
。See , W

ein
s v. S

po
rleder, 6

05
 N

.W
. 2

d
 48

8
, 4

91
-
92

（S.D
. 2

000

）. 

本
件
で
は
、
強
制
退
職
規
定
を
適
用
す
る
た
め
の
主

張
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
問
題
は
、
当
該
原
告
が
そ
の
主
張
に
ど
の
よ
う
な
ラ
ベ
ル
を
つ
け
る
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
裁
判
所
は
、
ラ
ベ
ル
よ
り
、
当
該
主
張

を
裏
づ
け
る
た
め
に
主
張
さ
れ
る
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。  

 

（
57
）See, G

raves , su
pra n

ote 4
, at 3

42
. 
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禁
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の
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密 
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競
業
禁
止
特
約
の
有
効
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判
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に
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の
有
用
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業
禁
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の
有
効
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判
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に
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け
る
専
門
的
知
見
の
活
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五 

お
わ
り
に 

  

一 

は
じ
め
に 

１ 

ア
メ
リ
カ
の
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
か
ら
の
示
唆 

以
上
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
り
関
連
す
る
諸
問
題
に
関

す
る
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
の
展
開
に
照
ら
す
と
、
わ
が
国
へ
は
次
の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
よ
う
。 

第
一
に
、
競
業
禁
止
特
約
を
典
型
例
と
し
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
法
分
野
に
お
い
て
、
競
業
制
限
が
少
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
起
業

家
精
神
を
持
っ
た
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
を
促
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
見
方
に
は
、
反
論

あ
る
い
は
議
論
を
伴
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
競
業
禁
止
特
約
は
わ
が
国
に
お
い
て
、
知
的
財
産
法
の
一
つ
と
し
て
、「
営
業
秘
密
」

を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
る
規
制
の
代
替
的
、
補
助
的
手
段
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
有
効
性
が
不
確
実
な
契
約
手
法
で
あ
り
、
使
用
者

が
被
用
者
と
の
間
で
競
業
禁
止
特
約
を
締
結
し
、
こ
う
し
た
特
約
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
創
造
的
な
被
用
者
が
迅
速
か
つ
容
易
に
同

業
他
社
へ
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
を
起
業
す
る
際
に
妨
げ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

第
二
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
今
日
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
時
代
に
お

い
て
作
ら
れ
た
競
業
禁
止
と
い
う
ル
ー
ル
が
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
の
知
的
な
創
造
活
動
を
保
護
し
、
わ
が
国
経
済
に
恩
恵
を
も
た
ら
す

こ
と
に
真
に
資
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
逆
に
、
元
の
使
用
者
の
特
定
の
利
益
に
資
す
る
ほ
か
に
、
何
の
理
由
も
な
く
、
以
前
の
被
用
者
に
よ

る
競
争
を
制
限
す
る
た
め
だ
け
に
働
い
て
い
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
批
判
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
今
日
と
は
大
き
く
異
な
る
時
代
の
産
物
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
特
約
の
存
在
と
、
革
新
に
意
欲
的
な

被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
の
自
由
と
革
新
に
前
向
き
な
会
社
の
発
展
と
の
両
立
は
容
易
で
は
な
い
。 
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第
三
に
、
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
、
元
の
使
用
者
が

事
後
的
に
、
退
職
被
用
者
と
書
面
に
よ
っ
て
合
意
も
な
さ
れ
て
い
な
い
競
業
禁
止
契
約
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
用
者
が
訴
訟
コ
ス
ト
を

憂
慮
す
る
あ
ま
り
、
同
業
他
社
へ
の
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
の
起
業
を
難
し
く
し
断
念
さ
せ
て
い
な
い
か
懸
念
さ
れ
る
。 

第
四
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
は
、
知
的
財
産
法
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
に
向
け
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
法
律
で
あ
り
、
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
を
守
る
た
め
の
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る

裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
視
点
か
ら
も
、
な
お
再
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(1)
。 

以
上
に
よ
れ
ば
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
を
通
し
て
、
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
造
に
向
け
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
企
業
の
人
財
で
あ
る
被
用
者
の
転
職
の
み
な
ら
ず
、
起
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
既
存
の

競
業
禁
止
特
約
の
あ
り
方
は
根
本
的
に
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

  

２ 

再
考 

わ
が
国
に
お
い
て
、
終
身
雇
用
制
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
雇
用
の
流
動
性
が
増
し
、
経
済
基
盤
が
製
造
業
か
ら
知
識
・
情
報
へ
移
行
す
る
に

従
っ
て
、
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
中
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
競
業
禁
止
特
約
に
つ

い
て
は
、
従
来
、
労
働
法
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
競
業
禁
止
特
約
は
、
労
働
法
と
わ
が
国

に
お
い
て
「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
を
含
む
知
的
財
産
法
に
ま
た
が
る
問
題
領
域
で
も
あ
っ
て
、
単
に
労
働
法
の
一
分

野
を
な
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
的
財
産
法
の
分
野
で
も
あ
る
(2)
。 

こ
う
し
て
、
被
用
者
の
競
業
禁
止
特
約
を
不
正
競
争
防
止
法
を
含
む
知
的
財
産
法
の
規
制
の
対
象
領
域
と
し
て
も
考
察
す
る
と
き
、
競
業

禁
止
特
約
は
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
た
め
の
不
正
競
争
防
止
法
上
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁

止
特
約
が
、
新
た
な
創
造
的
知
識
・
情
報
だ
け
を
保
護
す
る
た
め
に
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
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る
た
め
の
立
法
で
あ
る
不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
、
す
で
に
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
も
の
を
超
え
て
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る

た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
被
用
者
の
退
職
後
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
る

競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
に
お
い
て
、
革
新
に
意
欲
的
な
一
人
一
人
の
被
用
者
の
転
職
あ
る
い
は
起
業
の
ニ
ー
ズ
と
、
力
関
係
に
お

い
て
よ
り
強
い
立
場
に
立
つ
使
用
者
の
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。 

 

二 

競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
営
業
秘
密 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
競
業
禁
止
特
約
は
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止

法
を
含
む
知
的
財
産
法
の
規
制
の
対
象
領
域
で
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
そ
の
よ
う
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
た
め
の
不
正
競
争
防
止
法
上
の
厳
格
な
要
件
が
、
競
業
禁
止
特
約
に
関
し
て
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
疑

問
な
裁
判
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
し
ば
し
ば
「
営
業
秘
密
」
に
み
る
よ
う
な
知
的
財
産
権
を
根
拠
に
競
業
禁
止

特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
、「
営
業
秘
密
」
と
言
え
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
検
討

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
に
関
し
て
は
、「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
た
め
の

不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
と
、
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
創
設
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
、

二
つ
に
分
け
て
検
討
し
た
い
(3）
。 

 

１ 

不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合 

被
用
者
は
在
職
中
、
信
義
則
に
基
づ
い
て
競
業
避
止
義
務
を
負
う
が
、
本
来
、
被
用
者
は
職
業
選
択
の
自
由
を
有
し
て
い
る
（
憲
法
二
二

条
一
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
被
用
者
は
会
社
を
退
職
し
た
後
は
、
元
の
会
社
の
同
業
他
社
へ
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
の
起
業
で
あ
っ
て
も
、
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ま
っ
た
く
自
由
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
用
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
被
用
者
が
在
職
中
に
職
務
遂
行
上
知
り
得
た
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
で
あ
っ
て
も
競
業
避

止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
、
「
営
業
秘
密
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
不
正
競
争
防
止
法
は
、
「
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
生
産
方
法
、
販
売
方
法

そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
で
あ
っ
て
、
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
と
厳
格
に
定
義
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
①
秘
密
管
理
性
(4)
、
②
有
用
性
、
③
非
公
知
性
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
秘
密
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
同

法
二
条
六
項
）。
し
か
し
、
裁
判
例
の
中
に
は
、
労
働
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
、
競
業
避
止
特
約
の
締
結
に
よ
っ
て
当
然
に

そ
の
文
言
ど
お
り
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
競
業
禁
止
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
利
益
の
性
質
や
特
約
を
締
結
し
た
従
業
員
の
地

位
、
代
償
措
置
の
有
無
等
を
考
慮
し
、
禁
止
行
為
の
範
囲
や
禁
止
期
間
が
適
切
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
競
業
避
止
義

務
が
決
せ
ら
れ
る
べ
き
と
し
な
が
ら
も
、
当
該
判
断
に
際
し
て
は
、「
競
業
禁
止
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
利
益
が
、
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
に
あ

る
な
ら
ば
、
営
業
秘
密
は
そ
れ
自
体
保
護
に
値
す
る
か
ら
、
そ
の
他
の
要
素
に
関
し
て
は
比
較
的
緩
や
か
に
解
し
得
る
」
と
す
る
も
の
が
あ

る
(5)
。
本
判
決
で
は
、
元
従
業
員
の
会
社
業
務
に
関
す
る
技
術
は
不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
「
営
業
秘
密
」
に
は
当
た
ら
な
い
が
そ
れ
に
準

じ
る
程
度
に
は
保
護
に
値
す
る
と
さ
れ
、
当
該
労
働
者
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
地
位
お
よ
び
会
社
の
示
し
た
代
償
措
置
を
考
慮
す

れ
ば
、
競
業
を
禁
止
す
る
地
域
や
期
間
を
限
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
元
従
業
員
は
会
社
に
対
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
う
と
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
何
故
に
、「
競
業
禁
止
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
利
益
が
、
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
営
業
秘
密
は
そ
れ

自
体
保
護
に
値
す
る
か
ら
、
そ
の
他
の
要
素
に
関
し
て
は
比
較
的
緩
や
か
に
解
し
得
る
」
と
言
え
る
の
か
、
こ
の
判
示
部
分
に
つ
い
て
は
疑

問
が
伴
う
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
(6)
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
何
を
も
っ
て
業
務
上
の
秘
密
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
等
に
具
体
的
に
定
め
た
規
定
は
見
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
、

就
業
規
則
や
個
別
合
意
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
秘
密
情
報
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
不
正
競
争
防
止
法
（
二
条
六
項
）
の
「
営
業
秘
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密
」（
①
秘
密
管
理
性
②
有
用
性
③
非
公
知
性
）
と
同
義
に
解
す
る
必
要
は
な
い
と
し
つ
つ
、
労
働
者
の
正
当
な
行
為
ま
で
が
不
当
に
制
約
さ

れ
な
い
た
め
に
、
少
な
く
と
も
、｢

秘
密
管
理
性｣

と
「
非
公
知
性
」
の
要
件
は
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
と
さ
れ
た
裁
判
例
が
あ
る
(7)
。 

右
裁
判
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
来
の
裁
判
例
は
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
競
業
制
限
の
目
的
、
競

業
行
為
の
範
囲
、
競
業
禁
止
期
間
、
地
域
的
限
定
、
代
償
措
置
等
の
諸
要
素
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
右
判
決
に
お
い
て
は
、

「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
上
の
「
営
業
秘
密
」
の
三
要
件
を
意
識
し
つ
つ
、
と
り
わ
け
、「
秘
密
管
理
性
」
の
要
件
を
満

た
さ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
退
職
後
、
同
種
の
事
業
を
行
っ
た
こ
と
が
秘
密
保
持
義
務
違
反
、
競
業
避
止
義
務
違
反
等
に
当
た
ら

な
い
と
さ
れ
た
点
で
、
そ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
注
目
さ
れ
る
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
被
用
者
の
退
職
後
に
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
せ
る
競
業
禁
止
特
約
は
、
被
用
者
が
在
職
中
に
職
務
遂
行
上
使
用
ま
た

は
知
り
得
た
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
や
多
種
多
様
な
情
報
を
、
退
職
後
に
使
用
・
開
示
し
て
企
業
と
競
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
利
益

を
損
な
わ
な
い
た
め
に
、
使
用
者
が
被
用
者
と
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
企
業
の
「
営
業
秘
密
」
等
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
競
業
禁
止
特
約
の
効
力
が
無
限
定
に
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
被
用
者
の
退
職
後
の
新
た
な
転
職
、
起
業
の
選
択
を
不
当
に

制
約
し
て
、
被
用
者
の
公
正
な
競
争
を
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
特
約
が
有
効
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た

っ
て
は
慎
重
に
吟
味
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
(8)
。 

こ
う
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
は
、「
営
業
秘
密
」
を
保
有
す
る
事
業
者
（
以
下
、「
保
有
者
」
と
い
う
。）
か
ら
そ
の
「
営
業
秘
密
」
を
開

示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
ま
た
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
「
営
業
秘
密
」
を
使
用

し
、
ま
た
は
開
示
す
る
行
為
は
、
同
法
上
の
「
不
正
競
争
」
に
当
た
る
旨
定
め
る
（
二
条
一
項
七
号
）。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
が
競
業
禁
止
特

約
に
よ
っ
て
守
ろ
う
と
す
る
企
業
の
秘
密
情
報
が
、
不
正
競
争
防
止
法
の
も
と
で
の
「
営
業
秘
密
」
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
被
用
者
は
、

秘
密
保
持
特
約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
職
中
は
も
と
よ
り
退
職
後
に
お
い
て
も
、「
営
業
秘
密
」
を
不
正
な
目
的

を
も
っ
て
使
用
し
た
り
、
開
示
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
(9)
。 
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右
の
よ
う
な
不
正
競
争
行
為
に
対
し
て
、
使
用
者
は
、
差
止
請
求
（
三
条
一
項
）
、
損
害
賠
償
請
求
（
四
条
）
、
信
用
回
復
の
措
置
（
一
四

条
）
等
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

２ 
使
用
者
と
被
用
者
と
の
間
で
創
設
さ
れ
る
場
合 

被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
競
業
禁
止
特
約
の
締
結
に
よ
り
創
り
出
す
場
合
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
、
被
用
者
は
、
雇
用
関
係

の
終
了
後
は
、
職
業
選
択
の
自
由
の
行
使
と
し
て
同
業
他
社
へ
の
転
職
あ
る
い
は
同
業
他
社
の
起
業
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
お
い
て
ま
で
競
業
避
止
義
務
を
当
然
に
負
う
も
の
で
は
な
い
。 

そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
競
業
禁
止
特
約
に
よ
り
、
被
用
者
の
退
職
後
も
競
業
避
止
義
務

を
課
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
使
用
者
が
確
保
を
図
る
利
益
に
か
ん
が
み
て
、
競
業
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
低
限
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
見
合
う
代
償
措
置
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
(10)
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
近
の
裁
判
例
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
に
照
ら
し
て
、
特
約
に
お

け
る
制
限
の
期
間
・
範
囲
（
地
域
・
職
種
）
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
や
一
定
の
代
償
措
置
を
求
め
る
な
ど
、
厳
し
い
態
度
を
と
る
傾
向

に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(11)
。 

 

三 

競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
被
用
者
の
知
識
・
情
報
の
有
用
性 

と
こ
ろ
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
わ
が
国
の
雇
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
が
国
の
経
済
基
盤
が
製
造
業
か

ら
知
識
・
情
報
へ
移
行
す
る
に
従
っ
て
、
高
度
な
技
能
や
専
門
性
の
高
い
知
識
・
情
報
を
持
っ
た
被
用
者
は
人
財
と
し
て
、
使
用
者
に
対
し

て
ま
す
ま
す
そ
の
価
値
を
高
め
て
き
た
。
し
か
し
、
科
学
技
術
の
急
速
な
進
展
は
、
有
能
な
人
材
を
よ
り
重
要
な
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、

被
用
者
の
持
つ
知
識
・
情
報
や
技
能
の
陳
腐
化
の
進
行
を
速
め
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
高
度
な
技
能
や
専
門
性
の
高
い
知
識
・
情
報
を
持
っ
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た
被
用
者
の
重
要
性
が
高
ま
る
一
方
で
、
実
用
的
な
知
識
・
情
報
は
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
消
耗
」
が
進
む
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
見
越
し
て
被
用
者
の
移
動
は
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
激
し
い
時
代
の
中
、

高
度
な
技
能
や
専
門
性
の
高
い
知
識
・
情
報
を
持
っ
た
優
秀
な
被
用
者
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
使
用
者
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
が
任
意
で
あ

る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
被
用
者
が
同
業
他
社
へ
転
職
し
た
り
、
同
業
他
社
を
起
ち
上
げ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
競
業
禁
止

特
約
を
よ
り
所
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
競
業
禁
止
特
約
の
解
釈
に
は
予
測
可
能
性
の
欠
如
の
問
題
を
伴
い
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効

性
を
め
ぐ
っ
て
、「
不
確
実
性
」
の
問
題
を
伴
う
な
ら
ば
、
競
業
禁
止
特
約
の
作
成
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
が
提
起

さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
被
用
者
は
、
高
額
な
訴
訟
費
用
の
負
担
を
危
惧
す
る
あ
ま
り
、
転
職
や
起
業
を
た
め
ら
う
こ

と
も
あ
る
一
方
で
、
被
用
者
が
財
産
的
に
価
値
の
あ
る
知
識
・
情
報
を
身
に
付
け
て
転
職
あ
る
い
は
起
業
す
る
こ
と
を
な
か
ば
威
嚇
的
に
阻

止
す
る
た
め
に
、
使
用
者
は
、
必
ず
し
も
、
当
該
秘
密
の
性
質
や
価
値
に
見
合
う
と
は
限
ら
な
い
、
比
較
的
長
い
競
業
禁
止
期
間
を
設
け
る

競
業
禁
止
特
約
の
作
成
を
い
と
わ
な
い
可
能
性
も
あ
る
(12)
。 

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
の
持
つ
技
能
や
知
識
・
情
報
の
変
化
の
速
度
が
速
い
時
代
に
お
い
て
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務

と
密
接
に
関
わ
る
秘
密
保
持
義
務
に
つ
い
て
、
そ
の
秘
密
の
性
質
・
範
囲
、
価
値
、
労
働
者
の
退
職
前
の
地
位
等
の
要
素
の
ほ
か
に
、
被
用

者
の
持
つ
技
能
や
知
識
・
情
報
の
急
速
な
技
術
革
新
に
よ
る
「
陳
腐
化
」
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、
被
用
者
の
持
つ
技
能
や
知
識
・
情
報
の

「
有
効
期
限
（u

s
ef
ul
 l

if
e

）」
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
(13)
。 

 

四 

競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
専
門
的
知
見
の
活
用 

わ
が
国
経
済
が
、
製
造
業
を
基
盤
と
す
る
経
済
か
ら
知
識
・
情
報
を
基
盤
と
す
る
経
済
へ
、
さ
ら
に
は
高
度
先
端
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
依
存
す
る
度
合
い
を
高
め
る
経
済
へ
移
行
す
る
に
従
っ
て
、
技
術
の
急
速
な
変
化
に
よ
る
技
術
的
知
識
・
情
報
の
陳
腐
化
の
問
題
が
ま
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す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
急
速
な
技
術
情
報
の
変
化
は
、
被
用
者
の
持
つ
知
識
・
情
報
の
有
用
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
用
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
専
門
的
、

技
術
的
見
地
か
ら
技
術
な
ど
の
陳
腐
化
の
度
合
い
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
予
測
可
能
性
の
欠
如
や
不

確
実
性
の
問
題
は
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
知
識
・
情
報
の
時
間
的
有
用
性
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
よ

う
な
場
合
、
そ
の
判
断
に
際
し
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
奨
励
の
た
め
に
、
使
用
者
に
必
要
な
保
護
を
与
え
る
一
方
で
、
被
用
者
が
専
門

的
知
識
、
技
能
、
経
験
に
基
づ
い
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
必
要
以
上
に
妨
げ
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
た
め
に
、
当
該
知
識
・
技
術
な
ど
に

長
け
た
専
門
家
の
知
見
を
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
め
ぐ
る
訴
訟

を
減
ら
し
、
今
日
の
高
度
先
端
技
術
の
職
場
に
お
い
て
、
使
用
者
と
被
用
者
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
形
で
、
使
用
者
が
確
保
し
よ
う
と
す

る
企
業
の
利
益
に
照
ら
し
て
、
競
業
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
競
業
禁
止
特
約
の
作
成
が
よ
り
可
能
と
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
(14)
。 

 

五 

お
わ
り
に 

雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
等
の
秘
密
を
守
る
一
方
で
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
に
向
け
て
、
革
新
に
意
欲
的
な
被
用
者
が
転
職
や
起
業
を
す
る
際
に
不
当
な
制
約
に
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
特

約
の
効
力
は
、
慎
重
に
審
査
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
根
源
的
な
問
い
か
け
と
し
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
果
た
し
て
、
競
業
禁
止
特
約
は
、「
営
業
秘
密
」
等
の
知
的

財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
そ
れ
に
見
合
っ
た
適
切
な
方
法
と
い
え
る
か
で
あ
る
(15)
。
こ
う
し
た
問
題
に
答
え
る
た
め
に
も
、
競
業
禁
止
特
約

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
向
け
て
、
被
用
者
が
転
職
や
起
業
を
し
や
す
い
法
的
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
職
業
選
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択
の
自
由
ま
た
は
営
業
の
自
由
の
保
障
の
精
神
に
今
一
度
立
ち
返
る
一
方
で
、
「
営
業
秘
密
」
を
保
護
す
る
不
正
競
争
防
止
法
の
み
な
ら
ず
、

特
許
法
、
実
用
新
案
法
、
著
作
権
法
、
意
匠
法
等
、
知
的
な
創
造
活
動
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
知
的
財
産
法
の
立
法
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
て
、

分
析
検
討
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

最
後
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
雇
用
が
不
安
定
化
し
、
雇
用
の
流
動
化
が
進
む
中
で
、
使
用
者
は
ど
の
程
度
競
業
禁
止
特
約
に
よ
っ
て
被

用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
得
る
の
か
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な

議
論
と
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。 

   

注 

（
１
）CHARLES TAIT GRAVES, ARTICLE: Analyzing the Non-Competition Covenant as a Category of Intellectual Property Regulation, 

3 Hastings Sci. & Tech. L.J. 69

（2010
）. 

（
２
）
土
田
道
夫
「
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
―
労
働
法
と
知
的
財
産
法
の
交
錯
―
」
中
嶋
士
元
也
先
生
還
暦
記
念
論
集
『
労
働
法
の
現

代
的
展
開
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
八
九
頁
。
土
田
道
夫
『
労
働
法
概
説
』
（
弘
文
堂
・
平
成
二
〇
年
）
二
六
七
頁
は
、
退
職
後
の
守
秘
義
務
・

競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
、「
知
的
財
産
法
と
も
交
錯
す
る
重
要
論
点
で
あ
る
。」
と
す
る
。 

（
３
）
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
・
東
京
地
決
平
七
・
一
〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
七
六
頁
。 

（
４
）
競
業
禁
止
特
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
と
り
わ
け
、「
秘
密
管
理
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
裁
判
例
（
東
京
地
判
平
一
二
・

九
・
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
不
正
競
争
防
止
法
二
条
四
項
の
「
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
」
と
い
え
る
た
め
に
は
、〔
１
〕
当
該
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し

た
者
に
当
該
情
報
が
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
、〔
２
〕
当
該
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
営
業
秘
密
管
理
指
針
改
訂
版
（
経
済
産
業
省
・
平
成
一
五
年
一
月
三
〇
日
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
二
日
改
定
）。
松
村
信
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夫
「
営
業
秘
密
を
め
ぐ
る
判
例
分
析
ー
秘
密
管
理
性
要
件
を
中
心
と
し
て
」
ジ
ュ
リ
一
四
六
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
二
頁
。 

（
５
）
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
東
京
地
判
平
二
〇
・
一
一
・
一
八
労
判
・
九
八
〇
号
五
六
頁
。  

（
６
）
横
地
大
輔
「
従
業
員
等
の
競
業
避
止
義
務
等
に
関
す
る
諸
論
点
に
つ
い
て
（
上
）」
判
タ
一
三
八
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
頁
は
、
不
正
競
争
防
止
法
上

の
「
営
業
秘
密
」
に
該
当
す
る
も
の
か
ど
う
か
で
、
競
業
避
止
合
意
の
有
効
性
の
要
件
が
異
な
る
と
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
前
掲
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

事
件
を
挙
げ
、「
裁
判
例
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
特
に
右
の
点
を
明
確
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
『
営
業
秘
密
』
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る

こ
と
な
く
、
使
用
者
の
保
護
利
益
の
有
無
・
程
度
を
判
断
し
て
い
る
。」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
競
業
避
止
義
務
の
効
力
を
認
め
た
裁
判
例
が
『
営
業
秘

密
』
性
を
認
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、『
営
業
秘
密
』
該
当
性
が
な
い
こ
と
の
み
か
ら
合
意
の
効
力
を
否
定
し
た
裁
判
例
も
な
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
殊
更
『
営
業
秘
密
』
該
当
性
そ
の
も
の
を
争
点
と
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。」
と
す
る
。 

（
７
）
関
東
工
業
事
件
・
東
京
地
判
平
二
四
・
三
・
一
三
・
労
働
経
済
判
例
速
報
二
一
四
四
号
二
三
頁
以
下
。
本
件
は
、
原
告
の
従
業
員
で
あ
っ
た
被
告
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
が
原
告
退
社
後
、
被
告
Ｋ
工
業
に
お
い
て
原
告
と
同
種
の
事
業
を
行
っ
た
こ
と
が
、
秘
密
保
持
義
務
違
反
、
競
業
避
止
義
務
違
反
等
に
当
た
る

と
し
て
、
原
告
が
、
被
告
ら
に
対
し
、
不
法
行
為
な
い
し
雇
用
契
約
上
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、「
当
該
規
制
に
よ
り
、
労
働
者
の
行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
な
ど
そ
の
正
当
な
行
為
ま
で
不
当
に
制
約
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
そ
の
秘
密
情
報
の
内
容
が
客
観
的
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
で
、
当
該
情
報
が
、
当
該
企
業
に
お
い
て
明
確
な
形
で
秘

密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
低
限
必
要
と
言
う
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、『
秘
密
』
の
本
来
的
な
語
義
か
ら
し
て
も
、
未
だ
公
然
と
知
ら
れ
て

い
な
い
情
報
で
あ
る
こ
と
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
し
た
。 

（
８
）
新
大
阪
貿
易
事
件
・
大
阪
地
判
平
三
・
一
〇
・
一
五
労
判
五
九
六
号
二
四
頁
。 

（
９
）
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
一
頁
、
等
。 

（
10
）
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
・
東
京
地
決
平
七
・
一
〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
八
五
頁
。 

（
11
）
菅
野
和
夫
『
労
働
法
〔
十
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
九
十
五
頁
、
荒
木
尚
志
『
労
働
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
一
頁
、

等
。 

（
12
）
岩
村
正
彦
「
競
業
避
止
義
務
」
角
田
邦
重
ほ
か
編
『
労
働
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕（
二
〇
〇
四
年
）』
一
四
八
頁
は
、
競
業
規
制
の
合
理
性
の
評
価
に
あ

た
っ
て
、「
競
業
規
制
の
期
間
も
、
技
術
の
陳
腐
化
・
革
新
が
急
速
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
動
き
も
早
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
最
小
必
要
限
度
に
止
め
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る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
例
は
、
企
業
の
技
術
的
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
の
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
が
問
題
に
な
っ

た
事
例
ば
か
り
で
は
な
い
が
、「
本
件
契
約
は
制
限
期
間
は
二
年
間
と
い
う
比
較
的
短
期
間
で
あ
り
、」、「
本
件
契
約
は
い
ま
だ
無
効
と
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。」
と
す
る
も
の
（
前
掲
フ
オ
セ
コ
・
ジ
ヤ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
イ
ド
事
件
判
決
・
一
三
八
〇
頁
）、
入
社
時
に
お
け
る
、
退
職
後
の
三
年
間
は
競
業

し
な
い
旨
の
特
約
に
つ
き
、
そ
の
効
力
判
断
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
そ
の
特
約
の
効
力
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
も

の
（
前
掲
新
大
阪
貿
易
事
件
・
大
阪
地
判
平
三
・
一
〇
・
一
五
労
判
五
九
六
号
二
一
頁
）、
従
業
員
に
対
し
退
職
後
三
年
以
内
に
限
っ
て
競
業
避
止
義
務

を
課
し
て
い
る
と
し
つ
つ
、
就
業
規
則
上
の
就
業
避
止
義
務
に
違
反
し
損
害
賠
償
義
務
を
免
れ
な
い
と
す
る
も
の
（
東
京
学
習
協
力
会
事
件
・
東
京
地

判
平
二
・
四
・
一
七
労
判
五
八
一
号
七
〇
頁
、
七
二
頁
）、「
時
間
的
に
三
年
間
、
退
職
後
の
同
業
種
へ
の
就
職
を
禁
止
す
る
競
業
避
止
契
約
は
、
再
就

職
の
際
の
職
業
選
択
の
自
由
に
対
す
る
著
し
い
制
約
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
契
約
の
解
釈
に
つ
い
て
、
契
約
締
結
の
目
的
、
必
要
性
か
ら
み
て
、
合
理

的
な
範
囲
に
制
限
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
」
と
す
る
も
の
（
西
部
商
事
事
件
・
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
判
平
六
・
四
・
一
九
労
判
一
三
六
〇
号
四
八
頁
）、「
競

業
避
止
義
務
の
期
間
（
一
年
間
）
は
比
較
的
長
く
、
退
職
金
の
額
は
競
業
避
止
義
務
を
課
す
こ
と
に
比
し
て
十
分
な
額
で
あ
る
か
疑
問
が
な
い
と
は
い

え
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
就
業
規
則
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
規
定
に
合
理
性
が
あ
る
と
は
解
さ
れ
ず
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
違
反
を
理

由
に
退
職
金
請
求
権
が
発
生
し
な
い
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
も
の
（
モ
リ
ク
ロ
事
件
・
大
阪
地
判
平
二
三
・
三
・
四
労
判
一
〇
三
〇
号
四
六

頁
）、
期
間
、
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
、「
保
険
商
品
に
つ
い
て
は
、
近
時
新
し
い
商
品
が
次
々
と
設
計
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
公
知

の
事
実
）、
保
険
業
界
に
お
い
て
、
転
職
禁
止
期
間
を
二
年
間
と
す
る
こ
と
は
、
経
験
の
価
値
を
陳
腐
化
す
る
と
い
え
る
か
ら
（
原
告
本
人
）、
期
間
の

長
さ
と
し
て
相
当
と
は
言
い
難
い
し
、
ま
た
、
本
件
競
業
避
止
条
項
に
地
域
の
限
定
が
何
ら
付
さ
れ
て
い
な
い
点
も
、
適
切
で
は
な
い
」
と
さ
れ
た
も

の
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
事
件
・
東
京
地
判
平
二
四
・
一
・
一
三
労
判
一
〇
四
一
号
八
七
頁
）、
等
が
あ
り
、

競
業
規
制
の
期
間
の
判
断
は
、
事
例
に
よ
っ
て
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。 

（
13
）See, Ann C. Hodges and Porcher L. Taylor III , ARTICLE: The Business Fallout from the Rapid Obsolescence 

and Plannned 

Obsolescence of High-Tech Products: Downsizing of Noncompetition Agreements, 6 Colum. Sci. & Tech L. Rev. 3

（2005

）. 

（
14
）Id. 

（
15
）
使
用
者
の
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
特
許
申
請
す
る
か
、
そ
れ
と
も
競
業
禁
止
特
約
等
に
よ
り
「
営
業
秘
密
」
と
し
て
保
護
す
る
か
は
、
ま

さ
に
当
該
企
業
の
知
的
財
産
の
戦
略
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 
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一 

は
じ
め
に 

  

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
う
昨
今
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
年
俸
や
移
籍
交
渉
な
ど
の
際
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
」

と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
も
耳
目
を
集
め
始
め
た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
と
は
一
体
何
な
の
か
、
そ
の

定
義
や
仕
事
の
内
容
を
含
め
て
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
職
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

一
方
、
日
本
と
は
異
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
進
国
と
言
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
）
は
四

大
プ
ロ
リ
ー
グ
、
す
な
わ
ち
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（M

LB

）、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
（N

FL

）、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（N
BA

）、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
（N

H
L

））
に
お
い
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（sports 

agent

）
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
契
約
な
ど
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
と
契
約
し
、
移
籍
や
年
俸
交
渉
な
ど
を
代
理
人
に
委
ね
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
一
般
化
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
代
理
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
は
、
顧
客
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
に
、
互
い
に
激
し
く
し
の
ぎ
を
削
り
合
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
市
場
に
お
い
て
供
給
が
過
剰
気
味
で
さ
え
あ
る

（1

）

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
間
の
競
争
が
激
し
く
な
る
な
か
、
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
代
理
人
業
を
取
り
巻
く
大
き
な
経
営
環
境
の
変
化
、
と
り
わ
け
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
業
界
を
席
巻
し
て
き
た
急

速
な
企
業
の
「
合
併
・
統
合
（consolidation

）」
に
伴
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
ど
の
よ
う
な
代
理
人
で
も
自
由
に
選
任
す
る
権
利
が
脅
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か
さ
れ
て
き
た

（2

）

。
こ
う
し
た
企
業
の
合
併
・
統
合
の
全
盛
状
態
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ッ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
の
多
く
は
、

い
ず
れ
の
使
用
者
事
務
所
に
忠
誠
を
尽
く
せ
ば
よ
い
の
か
、
選
択
を
迫
ら
れ
る
一
方
で
、
代
理
人
業
界
に
お
け
る
比
較
的
大
き
な
代
理
業
者

は
、
例
え
ば
、
代
理
人
事
務
所
と
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
と
の
雇
用
契
約
の
な
か
に
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
、
競
争
関
係
に
入
ら
な
い
と
い
う

義
務
を
負
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
競
業
禁
止
条
項
（non-com

pete clauses

）
」
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
防
衛
を
図
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

（3

）

。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
、
こ
う
し
た
雇
用
契
約
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
た
競
業
禁
止
条
項
は
、
ス
ポ
ー
ツ
代

理
人
に
対
し
て
法
的
に
拘
束
力
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

近
年
、
富
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
か
、
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
化
が
進
展
す
る
一
方
で
、
日
米
の
法
制
と
か
、
商
慣
習
の
違
い
の

ほ
か
、
契
約
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
自
身
、
例
え
ば
、
契
約
を
交
渉
、
維
持
、
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
相
当
の
専
門
的
知
識
と
労
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
契
約
交
渉
や

移
籍
の
際
な
ど
に
、
主
に
選
手
本
人
に
代
わ
っ
て
各
種
団
体
、
チ
ー
ム
、
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
に
対
し
て
、
法
律
問
題
や
実
務
、
そ
の
他
を
援

助
し
た
り
、
支
え
た
り
す
る
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
は
、
そ
の
必
要
性
が
望
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
か
ん
が
み
る
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
業
に
お
け
る
経
営
環
境
の
変
化
の
も
と
で
、
多
く
の
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
代
理
人
を
務
め
る
巨
大
代
理
業
者
の
ス
タ

イ
ン
バ
ー
グ
社(Steinberg M

oorad &
 D

unn Inc)

と
元
々
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
同
社
を
離
れ
、
新
た
に
代
理
業
を
立
ち
上
げ
た
、

競
争
相
手
の
ダ
ン(D

avid D
unn)

と
の
訴
訟
事
件

（4

）

を
通
じ
て
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
て
お
き

た
い
。 

 

二 

ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
間
の
競
争
と
代
理
人
業
界
の
合
併
・
統
合 
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歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
界
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
。

と
り
わ
け
、
例
え
ば
、
プ
ロ
サ
ー
ヴ(Proserv)

社
は
ド
ナ
ル
ド
・
デ
ル(D

onald D
ell)

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
当
時
は
、
大
き
な
ス
ポ

ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
務
所
で
あ
っ
た
が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
こ
の
会
社
で
内
紛
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
い
く
つ
か
の
代
理

業
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
客
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
す
る
獲
得
競
争
は
、
激
化
し
始
め
た
と
言
わ
れ
る

（5

）

。
プ
ロ
サ
ー
ヴ
社

の
以
前
の
会
社
幹
部
は
、
自
社
を
起
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
普
通
に
顧
客
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
引
き
抜
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
サ
ー
ヴ

社
は
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
の
デ
ー
ヴ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク(D

avid Falk)

や
、
同
人
の
有
名
な
顧
客
ら
、
例
え
ば
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン

(M
ichael Jordan)

な
ど
が
、
一
九
九
二
年
に
事
務
所
を
離
れ
た
と
き
に
、
大
打
撃
を
被
っ
た
と
さ
れ
る

（6

）

。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
サ
ー
ヴ
社
は

経
営
に
苦
慮
す
る
一
方
で
、
間
隙
を
縫
う
よ
う
な
弱
小
会
社
や
主
な
競
業
他
社
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
グ
ル
ー

プ(International M
anagem

ent G
roup:IM

G
. 

以
下
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
と
い
う)

を
含
む
、
同
社
の
競
業
他
社
は
、
繁
栄
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
勢
い
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
は
、
強
大
な
組
織
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
国
に
お
け
る
最
高
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
戦
略
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
顧
客
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
実
際
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ベ
ン
ト
の
制
作
に
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
業
界
を
再
編
成
し
て
い
っ
た

（7

）

。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
が
巨
大
か
つ
強
大
化
す
る
に

し
た
が
っ
て
、
弱
小
の
代
理
業
者
は
、
も
は
や
、
競
争
に
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
は
、
繁
栄
す
る
一
方

で
、
同
社
の
支
配
を
脅
か
し
う
る
事
務
所
は
、
企
業
の
合
併
・
統
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
一
握
り
の
「
超
大
型
代
理
業
者
（super 

agencies

）」
の
存
在
の
み
で
あ
っ
た

（8

）

。
す
な
わ
ち
、
エ
ス
・
エ
フ
・
エ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト(SFX)

、
ア
ッ
サ
ン
テ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン(Assante)

、
オ
ク
タ
ゴ
ン(O

ctagon)

は
す
べ
て
、
こ
う
し
た
超
大
型
代
理
業
を
形
作
る
た
め
、
弱
小
の
代
理
業
者
や
代
理

人
を
買
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
範
囲
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
の
で
あ
る

（9

）

。
こ
う
し
て
、
例

え
ば
、
テ
レ
ム
・
ア
ン
ド
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ(Tellem

 &
 Associates)

、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社(H

endricks M
anagem

ent 
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Com
pany)

、
フ
ォ
ー
ク
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ(Falk Associates M

anagem
ent 

Enterprises:FAM
E)

、
マ
ー
キ
ー
・
グ
ル
ー
プ(The M

arquee G
roup)

の
よ
う
な
、
か
つ
て
の
競
業
他

社
（1

0

）

や
、
前
記
デ
ー
ヴ
ッ
ト
・
フ

ォ
ー
ク
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス(H

endricks Brothers)

、
ア
ー
ン
・
テ
レ
ム(A

rn Te-llem
)

、
ジ
ム
・
ブ
ロ
ン
ナ
ー(Jim

 

Bronner)
、
ボ
ブ
・
ギ
ル
フ
ー
リ
ー(Bob G

ilhooley)

の
よ
う
な
、
か
つ
て
の
競
業
代
理
人
は
今
や
、
す
べ
て
同
じ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
、

同
じ
企
業
の
傘
下
で
、
と
も
に
働
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
新
た
に
形
成
さ
れ
た
巨
大
代
理
業
者
は
、
自
力
で
、
広
く
安
定
し
た
顧
客
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
擁
し
て
、
ス
ポ
ン
サ

ー
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
一
見
容
易
に
利
益
を
上
げ
た
よ
う
に
み
ら
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
業
に
お
け
る
企
業
の
合
併
・
統

合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
強
制
可
能
性
い
か
ん
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

三 

雇
用
契
約
終
了
後
の
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意 

― 

ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件 

  

雇
用
契
約
関
係
終
了
後
の
競
業
禁
止
の
合
意
が
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
に
対
し
て
法
的
に
履
行
を
強
制
で
き
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
長
年
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
巨
大
代
理
業
者
で
あ
っ
て
、
ス
パ
ー
ス
タ
ー
の
代
理
人
で
も
あ
る
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ(Leigh Steinberg)

（
以
前
の

使
用
者
）
と
ダ
ン(D
avid D

unn)

（
以
前
の
被
用
者
）
と
の
争
い
は
、
改
め
て
雇
用
契
約
終
了
後
の
競
業
制
限
条
項(restrictive covenants)

の
問
題
を
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
お
い
て
浮
き
彫
り
に
し

た
（1

1

）

。 

（
１
）
事
件
の
概
要 

 

本
件
紛
争
は
、
被
告
ダ
ン
が
原
告
代
理
人
事
務
所
の
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
ム
ー
ラ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
・
ダ
ン
社(Steinberg, M

oorad &
 D

unn, 

Inc. 

以
下
、
Ｓ
Ｍ
Ｄ
と
い
う)

を
退
職
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
二
月
に
、
自
ら
代
理
業
の
ア
ス
リ
ー
ツ
・
フ
ァ
ー
ス
ト(Athletes First)

を
起
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ち
上
げ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
（1

2

）

。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
被
告
の
退
職
後
に
、
被
告
お
よ
び
同
人
が
新
た
に
立
ち
上
げ
た
事
務
所
が
Ｓ

Ｍ
Ｄ
の
大
多
数
の
顧
客
の
引
き
抜
き
を
共
謀
し
た
旨
を
主
張
し
て
、
以
前
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
訴
え
を
起
こ
し
た
の
で
あ

る
（1

3

）

。
こ
の
ス

タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件
の
最
大
の
争
点
で
あ
り
、
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
自
ら
が
自
由
に
代
理
人
を
選
任
す
る
権
利
と
の
関
連
で
、
極

め
て
深
く
か
か
わ
る
本
件
の
問
題
点
は
、
被
告
が
一
九
九
九
年
に
署
名
し
た
雇
用
契
約
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
二
四
ヵ
月
間
に
及
ぶ

競
業
禁
止
条
項
で
あ

る
（1

4

）

。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
雇
用
契
約
の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
重
要
な
競
業
禁
止
条
項
に
違
反

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
原
告
は
、
右
契
約
違
反
に
対
し
て
損
害
賠
償
お
よ
び
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
、
詐
欺
、
コ
モ
ン
・
ロ

ー
お
よ
び
制
定
法
上
の
不
公
正
な
競
争
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
不
正
目
的
使
用(m

isappropriation)

、
故
意
の
契
約
妨
害
、
故
意

の
将
来
生
ず
べ
き
利
益
に
対
す
る
妨
害
、
信
認
義
務
違
反
、
そ
し
て
、
精
算
し
た
う
え
で
の
償
還(accounting)

お
よ
び
宣
言
的
救
済
を
求
め

る
訴
え
を
提
起
し
た
の
で
あ

る
（1

5

）

。 

 

ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
と
ダ
ン
と
の
、
長
期
間
に
わ
た
る
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
本
件
は
、
正
式
事
実
審
理
に
持
ち
込
ま
れ
、
二
〇
〇
二
年

の
一
一
月
一
五
日
に
、
本
件
連
邦
地
方
裁
判
所
の
陪
審
は
最
終
的
に
、
原
告
に
対
し
て
、
総
額
約
四
四
億
六
千
六
百
万
円
と
い
う
巨
額
の
損

害
賠
償
を
認
め
る
判
決
を
下
し

た
（1
6

）

。
本
件
に
み
る
原
告
の
勝
訴
判
決
は
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
業
界
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
が
、
特
に
被
告
に
よ

る
競
業
禁
止
の
合
意
の
強
制
可
能
性
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
大
い
に
世
間
の
注
目
を
集
め
た
。 

（
２
）
判
決
要
旨 

 

本
件
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
約
六
週
間
に
わ
た
る
法
廷
論
争
の
末
、
被
告
ダ
ン
の
新
た
な
代
理
業
で
あ
る
ア
ス
リ
ー
ツ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に

対
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
損
害
賠
償
の
内
訳
と
し
て
、
実
損
二
〇
億
円
、
被
告
本
人
に
対
し
て
実
損
二
億
円
、
ア
ス
リ
ー
ツ
・
フ
ァ
ー
ス
ト

に
対
し
て
二
〇
億
円
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
、
被
告
に
対
し
て
二
億
六
千
六
百
万
円
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
含
め
て
、
原
告
に
合
計
四
四
億
六

千
六
百
万
円
を
超
え
る
損
害
賠
償
を
認
め

た
（1

7

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
三
日
半
に
及
ぶ
審
理
の
結
果
、
八
人
の
陪
審
員
か
ら
な
る
陪
審
は
、
被
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告
お
よ
び
ア
ス
リ
ー
ツ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
対
し
て
次
の
四
つ
の
主
要
な
争
点
を
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
契
約
違
反
、
②
不
正
競
争
、
③

不
法
な
契
約
違
反
の
誘
因
、
④
将
来
生
ず
べ
き
利
益
に
対
す
る
不
法
な
妨
害
、
で
あ

る
（1

8

）

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
代
理
人
の
選
任
の
自
由
と
の
関
連
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
権
利
を
救
済
す
る
こ
と
に
極
め
て
重
要
と

思
わ
れ
る
判
断
に
お
い
て
、
本
件
裁
判
所
は
、
本
案
に
つ
い
て
の
完
全
な
事
実
審
理
に
基
づ
い
て
、
訴
訟
の
最
終
的
解
決
を
意
図
し
て
下
さ

れ
る
、
被
告
に
対
す
る
本
案
的
差
止
命
令(perm

anent injunction)

を
求
め
る
原
告
の
要
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
地
方
裁

判
所
に
よ
れ
ば
、
差
止
命
令
に
よ
っ
て
、
「
（
被
告
）
が
自
ら
選
択
す
る
職
業
に
お
い
て
生
計
を
立
て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
自
ら
が
選
任
す
る
代

表
に
よ
る
利
益
の
享
受
が
妨
げ
ら
れ
る
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（1

9

）

。
さ
ら
に
、
本
件
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
差
止
命
令

を
認
め
る
こ
と
は
、
代
理
人
の
行
為
を
規
制
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ(N

FL)

競
技
者
協
会
の
連
邦
権
限
を
不
当
に
奪

う
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（2

0

）

。 

（
３
）
判
決
の
検
討 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
が
、
雇
用
契
約
、
特
に
、
そ
れ
に
盛
り
込
ま
れ
た
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
に
違
反
し
た
と

連
邦
地
方
裁
判
所
の
陪
審
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
、
企
業
経
営
の
一
応
の

安
定
性
が
ス
ポ
ー
ツ
代
理
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
み
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
判
決
に
対
し
て
は
被
告
か
ら
控
訴
が
な
さ
れ
、

控
訴
審
で
の
司
法
判
断
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
本
件
連
邦
地
裁
判
決
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
予
断
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
陪
審
の
評
決
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
ら
が
代
理
人
事
務
所
を
退
職
し
、
顧
客
を
奪
う
こ
と
は
阻
止
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た
（2

1

）

。
ま
た
、
被
用
者
で
あ
る
代
理
人
の
退
職
と
顧
客
の
引
き
抜
き
と
い
う
リ
ス
ク
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
代
理
業
者
は
、
司
法
に
よ
る
手
厚
い
保
護
を
感
得
し
て
、
利
益
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
た
代
理
業
を
引
き
続
き
買
収
し
て
い
く
と

い
う
傾
向
は
、
そ
の
後
も
継
続
す
る
よ
う
に
み
ら
れ

た
（2

2

）

。 
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し
か
し
な
が
ら
、
確
か
に
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件
判
決
は
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
が
そ
の
所
属
す
る
事
務
所
を
退
職
し
、
顧
客
を

盗
み
取
る
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
、
通
常
の
塡
補
損
害
賠
償
の
ほ
か
に
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
件
ス
タ
イ
ン
バ
ー

グ
対
ダ
ン
事
件
の
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
競
業
禁
止
条
項
の
法
的
意
味
合
い
の
と
ら
え
方
に
つ

い
て
、
異
な
る
結
果
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
本
件
被
告
の
よ
う
に
、
原
告
会
社
を
退
職
し
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
の
よ
う
な

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
優
れ
た
指
導
者
と
し
て
の
実
践
経
験
の
す
べ
て
を
盗
み
取
る
よ
う
な
、
か
な
り
手
の
込
ん
だ
や
り
方
に
対
し
て
は
、
懲
罰

が
加
え
ら
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
本
件
地
方
裁
判
所
の
陪
審
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
い
わ
ゆ
る
競
業
制
限
法
の
解
釈
、
適
用
を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
従
来
、
大
多
数
の
州
と
は
異
な
り
、
被
用
者
の
移
動(m

obility)

と
い
う
も
の
を
強
く
推
進
し
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
競
業
禁
止
特
約
の
履
行
強
制
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
（2

3

）

。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、

一
八
七
二
年
以
来
、
「
適
法
な
職
業
、
営
業
、
あ
る
い
は
事
業
を
営
む
自
由
を
抑
制
す
る
契
約
は
無
効
で
あ
る

」
（2

4

）

旨
を
規
定
す
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
規
程(California Business and Professions Code)

（
二
〇
〇
三
年
）
の
第
一
六
六
〇

〇
条
を
厳
格
に
守
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
同
規
程
の
第
一
六
六
〇
〇
条
を
繰
り
返
し
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
裁

判
所
は
、
す
べ
て
の
市
民
は
自
ら
が
選
択
す
る
合
法
的
な
仕
事
や
営
業
に
従
事
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す

る
（2

5

）

、
と
い
う
州
の
強
い
政
策

に
注
意
を
払
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
は
法
的
に
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
疑
い
も
な
く
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
い
わ
ば
原
則
と
し
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
（2

6

）

。 

 

す
な
わ
ち
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
裁
判
所
は
、
被
用
者
の
流
動
性
が
増
す
こ
と
が
同
州
の
労
使
双
方
の
た
め
に
な
る
と
い
う
見
解
を
示

す
一
方
で
、
使
用
者
が
事
業
に
お
い
て
競
争
優
位
性
を
保
つ
こ
と
よ
り
も
、
被
用
者
自
ら
が
選
択
す
る
職
業
で
生
計
を
立
て
る
権
利
に
重
き

を
置
く
こ
と
で
、
自
ら
の
判
決
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
仕
事
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
被
用
者
に
と
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っ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
一
方
で
、
何
の
制
限
も
な
く
、
優
れ
た
可
能
性
を
秘
め
た
被
用
者
に
使
用
者
が
接
触
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
は
、
市
場
に
お
い
て
価
値
の
あ
る
方
法
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（2

7

）

。 

 

実
際
の
と
こ
ろ
、
同
州
裁
判
所
の
競
業
禁
止
に
対
す
る
禁
止
の
姿
勢
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
集
積
地
帯
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ー(Silicon 

Valley)

の
急
速
な
成
長
の
背
後
に
あ
っ
て
、
そ
の
推
進
力
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（2

8

）

。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
禁
止
に
対
し
て
、
禁
止
の
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
特
約
に
対
し
て
、
広
く
禁
止
の
姿
勢
を
と
る
強
い
州
の
政
策
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
第
一
に
、
制
定
法
上
に
お
い
て
、
営
業
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ(partnership)

の
譲
渡
の
場
合
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意

の
強
制
を
認
め
る
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い

る
（2

9

）

。 

 

そ
し
て
、
第
二
に
、
こ
う
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
制
定
法
上
の
例
外
に
加
え
て
、
同
州
の
裁
判
所
は
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
が

強
制
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
二
つ
の
場
合
を
例
外
と
し
て
設
け
て
き
た
。
そ
の
内
の
一
つ
は
、
競
業
制
限
特
約
の
制
限
範
囲
が
狭
く
限
定
さ

れ
て
い
る
場
合
で
あ

る
（3

0

）

。
も
う
一
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
自
由
に
代
理
人
を
選
任
す
る
権
利
に
最
も
大
き
な
脅
威
に
な
り
う
る
も
の
と
し

て
、
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト(trade secrets)

を
保
護
す
る
た
め
に
競
業
制
限
特
約
が
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ

る
（3

1

）

。
す
な
わ

ち
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
の
よ
う
な
競
業
制
限
的
取
り
決
め
が
、
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
保
護
す
る
た
め
に
な
さ
れ

る
場
合
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
競
業
制
限
の
禁
止
に
対
し
て
、
例
外
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、

同
州
の
裁
判
所
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
直
接
に
言
及
し
な
い
よ
う
な
、
競
業
禁
止
規
定
は
無
効
で
あ
り
、
前
記
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
規
程
第
一
六
六
〇
〇
条
に
違
反
す
る
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
で
、
こ
う
し
た
例
外
的
取
り
扱
い
は
、
限
ら

れ
て
い

る
（3

2

）

。
と
り
わ
け
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件
の
事
案
に
即
し
て
言
え
ば
、
被
告
ダ
ン
と
の
雇
用
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
競
業
禁

止
条
項
に
お
い
て
は
、
文
言
上
、
広
範
な
反
競
争
的
特
約
を
示
唆
す
る
よ
う
に
み
え
る
に
す
ぎ
ず
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
そ
れ
自
体
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に
つ
い
て
は
、
別
段
、
明
示
的
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
（3

3

）

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ｓ
Ｍ
Ｄ
が
、
雇
用
契
約
の
な
か
で
、
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
直
接
触
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
同
州
の
裁
判
所
は
、
ト
レ

ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
文
言
の
み
を
強
調
す
る
に
し
て
も
、
お
よ
そ
一
般
的
な
競
業
禁
止
条
項
は
、
無
効
で
あ
る
旨
の
判
断
を
し
て
き
た

の
で
あ

る
（3

4

）

。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
対
ダ
ン
事
件
の
控
訴
審
に
お
い
て
、
被
告
ダ
ン
の
雇
用
契
約
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
た
競
業
禁
止

条
項
が
、
使
用
者
の
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
関
し
て
、
例
外
的
取
り
扱
い
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
競
業
禁

止
の
契
約
的
合
意
に
対
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
禁
止
に
対
す
る
そ
の
他
の
例
外
に
当
た
る
旨
の
判
断
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
競
業
制
限

禁
止
特
約
の
強
制
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
本
件
被
告
ダ
ン
に
対
す
る
有
利
な
結
果
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

同
被
告
に
対
す
る
原
告
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
ら
の
本
案
的
差
止
命
令
の
申
立
が
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
二
〇
〇
三
年
一
月
八
日
の
本
件
地
方
裁
判

所
の
判
決
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
想
定
外
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
（3

5

）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
に
対
す
る
禁
止
に
は
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
雇
用
契
約
の
な
か
の
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
法
的
問
題
を
め
ぐ
る
控
訴
審
の
判
断
は
、
本
件
地
方
裁
判
所
の

陪
審
が
原
告
側
に
同
情
的
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
結
果
が
異
な
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
本
件
控
訴
審
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
、
原
判
決
を
一
部
は
認
容
し
、
一
部
は
破
棄
、
差
し
戻
を
行
っ
た
。

と
り
わ
け
、
本
件
控
訴
審
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
雇
用
契
約
中
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
前
記
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
規
程
の
第
一
六
六
〇
〇
条
の
も
と
で
は
、
実
効
性
の
な
い
方
法
で
あ
っ
て
、
法
的
に
無
効
で
あ
る
旨
を
、
陪
審
に
説
示
し
な
か
っ
た

点
で
、
誹
り
を
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
（3

6

）

。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
少
な
く
と
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
自
ら
が
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
を
選
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任
す
る
権
利
を
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
失
っ
て
は
い
な
い
と
言
え
る
。 

 
四 
お
わ
り
に 

 

以
上
、
ア
メ
リ
カ
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
で
あ
り
、
中
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
端
を
走
る

専
門
職
と
さ
れ
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
自
由
に
自
ら
の
代
表
を
選
任
す
る
権
利
を
長
ら
く
保
持
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
い
て
も
、
一
般
企
業
の
経
営
手
法
と
同
様
に
、
企
業
の
合
併
・
統
合
と
い
う
よ
う
な
先
進
的

経
営
が
展
開
さ
れ
て
き
た
結
果
と
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
代
理
人
選
任
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
弊
害
を
生
ん
で
き
た
。
代
理

人
事
務
所
が
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
と
の
間
の
雇
用
契
約
の
な
か
に
競
業
禁
止
条
項
を
盛
り
込
む
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
巨
大
代
理
人
業
者
が
新
た
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
副
産
物
に
他
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ビ
ジ

ネ
ス
界
に
お
け
る
企
業
の
合
併
・
統
合
と
、
こ
の
業
界
の
再
編
成
は
、
今
後
も
頻
繁
に
起
こ
り
う
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
企
業

の
合
併
・
統
合
に
よ
っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
、
プ
ロ
野
球
の
球
団
や
チ
ー
ム
な
ど
と
の
契
約
交
渉
に
際
し
て
自
由
に
代
理
人
を
選
任
す

る
権
利
は
、「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
拡
張
と
補
充
の
両
面
か
ら
言
っ
て
も
、
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

最
後
に
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
業
に
絞
っ
て
み
る
と
、
市
場
の
規
模
や
成
長

の
度
合
い
な
ど
の
点
で
遙
か
に
ア
メ
リ
カ
に
は
及
ば
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
界
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
と
変
わ
り
な
い
面
が
あ
る
と

は
い
え
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
同
様
に
、
今
後
、
企
業
の
合
併
・
統
合
と
い
う
現
象
が
起

こ
る
か
ど
う
か
は
予
測
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
と
い
う
職
業
に
対
し
て
は
、

必
ず
し
も
十
分
に
認
識
も
理
解
も
な
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
制
度
自
体
も
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
に
対
す
る
競
業
禁
止
の
契
約
的
合
意
は
、
顧
客
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
引
き
抜
き
問
題
な
ど
を
伴

っ
て
、
そ
の
強
制
可
能
性
の
問
題
が
顕
在
化
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。 
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